
        
            
                
            
        

    





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ零　伊い賀がと開国







【伊賀】




　今まで、長い長い旅をしてきた。

　戦国を駆かけ抜ぬけてきた姫ひめ武将たちは、自らの、そしてこの世界に生きる人々の「生」の本質を、「夢」だと信じていたかと思われる。

　人生は夢の間なれば。（小こ早ばや川かわ隆たか景かげ）

　下天の内をくらぶれば、夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり。（織お田だ信のぶ奈な）

　一いつ炊すいの夢ゆめ。一いち期ごの栄えい華が。一いつ盃ぱいの酒。（上うえ杉すぎ謙けん信しん）

　徹てつ底ていした現実主義者の仮面を被かぶっていた武たけ田だ信しん玄げんは、彼女たちのような儚はかない言葉を残してはいないが、その心のうちは宿命の好敵手・上杉謙信と同じだっただろう。

「生」は、いずれ終わる。

「死」が、訪おとずれることによって。

　人間は誰だれも、この「運命」の結末からは逃のがれられない。

　個人の「命」はいずれは終わり、「永遠」はない。だからこそ、「生」は「夢」なのだ。合戦と謀ぼう略りやくと謀む反ほん劇と一いつ揆きと天災──何度も生死の狭はざ間まを生き抜いてきた彼女たちは、自らの生しよう涯がいが泡沫うたかたの如く儚い「夢」だとわかっているからこそ、自らの運命に抗あらがい、戦い、叫さけび続けてきたと言える。




　ここに、相良さがら良よし晴はると織田信奈に訪れた生涯最大の受難について、語りたい。




　関かん東とうの小お田だ原わら及および江え戸どで、織田信奈率いる日ひノ本もと武士団と黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんとが戦いを繰くり広げ、北ほう条じよう氏うじ康やすの小田原無血開城が実現して「和わ睦ぼく」の段階に移りつつあったその頃ころ。

　織田信奈、相良良晴、明あけ智ち光みつ秀ひでら織田政権の中心人物たちが出で払はらっていた畿き内ないは、どうなっていたか？

　織田政権において、京きようの都を含ふくむ畿内を管かん轄かつする人物は、織田信奈の片かた腕うでである畿内管かん領れい（近きん畿き管領）・惟これ任とう日向ひゆうがこと明智光秀であった。

　明智光秀は、西近江おうみの坂さか本もと城と、丹たん波ばの亀かめ山やま城を本城とし、西近江及び丹波を統治している。光秀直属の精せい鋭えい軍団は、平時は丹波に集結しており、光秀とその副官・斎さい藤とう利とし三みつ（自じ称しよう春日かすがの局つぼね）の号令一下、全国どこにでもはせ参じることができる機動力を誇ほこる。

　その光秀の下に、何人かの城持ち大名や武将たちが配属されている。信奈の国割りによって今後は転てん封ぽうもありえるが、十字軍と信奈が戦っているこの時期、配置換がえは実じつ施しされていない。

　かつては荒あら木き村むら重しげの管轄下にあった摂せつ津つ衆──高たか槻つきのキリシタン大名・高たか山やま右う近こんたち。

　松まつ永なが久ひさ秀ひで亡なきあと、大和やまと一国に封ふうじられた僧そう兵へいあがりの筒つつ井い順じゆん慶けい。しかしながら、相良良晴の姉・相良義よし陽ひが、関白・近衛このえ前さき久ひさより近々大だい納な言ごんに任官され、信奈からは大和国主に封じられるという話を聞いて以来、順慶は気が気でない。筒井順慶は、関せきヶが原はらの合戦の際に、西軍・東軍いずれにもはっきりと加勢しない「日ひ和より見み」をやらかした。大和の領地をごっそり削けずられても文句は言えない立場なのだった。

　そして、丹たん後ごに封じられた細ほそ川かわ藤ふじ孝たか。聖しよう徳とく太たい子しを源流とする未来予言書「古こ今きん伝授」の伝承者にして、元将軍・足あし利かが義よし輝てるの腹はら違ちがいの弟である。足利幕府復興のために「関ヶ原の合戦」を利用し、明智光秀の謀反を「前まえ倒だおし」して発生させようとしたことは、記き憶おくに新しい。




　明智光秀と斎藤利三が、利三の親友・長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかと組んで十字軍遠えん征せいへ出払っていた、この「権力の空白期間」。

　畿内管領職の代行者は、明智光秀の配下にあり、やまと御ご所しよ及および旧足利幕府と太い繫つながりを持つ「万能人」にして名門細川家の御おん曹ぞう司し・細川藤孝であった。

　細川藤孝はすでに織田信奈に恭きよう順じゆんし、丹後一国を与あたえられている。なにしろ光秀を除けば、やまと御所と堂々と交こう渉しようできる者は藤孝しかいないのである。武家は公く家げ社会の作法や複雑な人間関係に疎うとい。尾お張わりから上じよう洛らくしてきた織田家の面々は、とりわけそうだった。光秀が上洛以来一気に出世を果たしたのも、藤孝が畿内管領を一時的に代行することになったのも、古来の礼れい儀ぎ作法を収め、公家社会との繫がりを強く持っていたからである。

　その細川藤孝が、畿内管領の権限をもって、動いていた。

　同じ明智光秀の配下で、大和一国の大名の座から転落しかけている筒井順慶に向けて使者を送り、「伊賀出兵」を勧すすめてきたのである。

　伊賀は大名の国にあらず、伊賀忍しのび衆＝伊賀者が支配している「忍びの国」であった。

　伊賀の上じよう忍にんの一族・服はつ部とり家が松まつ平だいら家に仕官し、そのまま徳とく川がわ家いえ康やすのもとで働くようになってからは、百もも地ち丹たん波ばと藤ふじ林ばやし長なが門との二人の上忍が伊賀の忍びたちを仕切る「大立て者」となっている。

　細川藤孝は、「天下布武」構想による国割り案にこの伊賀が明確に組み込まれていないことを順慶に指し摘てきし、「京と近江にほど近い伊賀が『織田体制』に組み込まれていない現状では、天下布武は未完成です」と説いた。

　さらに、「百地丹波は関ヶ原の合戦の折、徳川家康を京に監かん禁きんする仕事を請うけております。この始末について、織田家はまだ処置をしておりません。十字軍との戦いがはじまったため、伊賀問題は棚たな上あげされたままなのです」と使者を介かいして語らせ、優ゆう柔じゆう不断な筒井順慶を口説き落とした。

「信奈さまが関東で十字軍と戦っている今こそ、忠誠心を発揮し武功を立てられる時です。今は戦時中故ゆえ、国内での合戦を禁じる惣そう無ぶ事じ令れいも一時的に取り消しとなっております。畿内管領代行の権限をもって、畿内諸国の守備兵をお貸ししましょう。伊賀を平定すれば、大和安あん堵どはならずとも、一国に封じられるでありましょう。そうです、伊賀の国主になれます」

　日和見したばかりに大和を失った、ああああああと青あお息いき吐と息いきだった筒井順慶が、この細川藤孝の誘さそいに大喜びで乗ったことは言うまでもない。

　もはや、十字軍を除けば、日ノ本に織田信奈の権けん威いが及ばぬ国はないのだ。留守居役の筒井順慶には、起死回生の武功など立てようがない。ただし。たった一国だけ、織田政権に組み込まれていない国が残っていた──「伊賀」である。しかも、大和の隣となりではないか。

　むろん、伊賀は異様に攻せめにくい。外界から完全に隔かく絶ぜつされた盆ぼん地ちで、かつ大勢の伊賀者すなわち忍者たちが本ほん拠きよとしている土地である。

　伊賀者と武家の全面抗こう争そうは、これまでなかった。伊賀者は銭ぜにさえ払はらえば見事に働いてくれるし、地形から合戦作法からなにからなにまで複雑怪かい奇きな「忍びの国」に攻め入っても、とても勝てるとは思えなかったのである。真さな田だ忍にん群ぐんが「真田丸」を駆く使しして信しん州しゆう上うえ田だで、そして江戸で大だい活かつ躍やくしたことは天下に知れ渡わたっている。伊賀は、国そのものが巨きよ大だいな真田丸の如き要よう塞さいなのだ。

　だが、細川藤孝は兵を貸すだけではなく、見事な「伊賀攻こう略りやく戦術」を、筒井順慶に伝えてきたのであった。

　大軍の利を活いかして四方より同時に伊賀に攻め入り、一気呵か成せいに百地丹波と藤林長門を追い込むべし。

　むろん、並の武家ならば、伊賀は容易には行軍できない魔ま境きようだ。

　だが、伊賀内部にすでに「内応者」がいる。細川藤孝自身が銭と地位とで釣つったのだ。「すでに戦国時代は終わり、伊賀も織田政権の中の一国として組み込まれるしかありません。忍び稼か業ぎようを捨て、武士として立身するなら今です」と言葉巧たくみに口説き落としたという。その者に道案内をさせればよい──。

　筒井順慶は小こ躍おどりしながら、重臣にして筒井家の内政・外交・合戦のすべてを委ねている姫武将・島しま左さ近こんに全軍を預けて、「伊賀攻略」を命じたのだった。

　島左近は筋金入りの武士っ娘こで、（関ヶ原では日和見していながら、こんな時に空き巣狙ねらいのような真似まねを。せめて織田信奈さまにお伺うかがいを立ててからでも）と内心では主君の浮うかれぶりに呆あきれながらも、「ははっ！　細川どのの策は完かん璧ぺきです。三日で平定してみせましょう」と主命を受けた。受けたからには、徹てつ頭とう徹てつ尾び本気でやる。それが島左近。筒井順慶には過ぎたる者、と呼ばれているだけのことはあった。なにしろこの伊賀攻めに失敗すれば、筒井順慶は信奈に「わたしの留守中になにやってんのよー！」とこっぴどく叱しかられて、こんどこそ領地没ぼつ収しゆう。下手をすれば高こう野や山さん送りである。

　戦うからには、勝たねばならない！




　島左近率いる伊賀討とう伐ばつ軍は、意外なほどにあっけなく伊賀に攻め込み、そのことごとくを平定した。

「死ねー！　死ねー！」と島左近が声を嗄からしながら先せん陣じんを切り、伊賀討伐軍は不慣れな伊賀の地で奮戦。中でも、筒井家の兵士たちは必死だった。関ヶ原での失点をここで返す！　伊賀に国替がえされた暁あかつきには少しでも多い領地を……！　とばかりに、筒井家はじまって以来の奮ふん闘とうを果たしたと言っていい。

　その結果、文字通り、戦いは三日で終わったのである。

　細川藤孝の「調略」がうまくいき、内応者の協力を得られたことも大きかったが、伊賀者のうちの腕うで利ききの者たちがこぞって十字軍戦に「雇やとわれ」て伊賀を出払っていたこともあった。なるほど。畿内の織田政権も「留守番」状態だったが、狭せまい伊賀は「空っぽ」に近かった。忍びとはすなわち傭よう兵へい。仕事があれば、全国どこへでも行く──難攻不落の伊賀を平定するならたしかに今しかなかった、と島左近は細川藤孝の知ち謀ぼうに舌を巻いた。




　そして今、島左近は、伊賀の城内で捕ほ縛ばくした二人の上忍と対面を果たしている。

「フン。俺も焼きが回ったものだ。東軍が勝つと踏ふんだ選せん択たくが、とんだ見込み違いだったとはな──甲こう賀がが降こう伏ふくすれば、次は当然伊賀の番か。とはいえ織田信奈は、忍びの者を好まぬ。伊賀の地なんぞに興味はなかったはずだが？」

　男のほうは、百地丹波。かつて茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうの屋や敷しきで徳川家康を監禁する仕事を請けた、伊賀の二大元もと締じめの一人である。仮面を被っているので、素す顔がおは見えない。また、仮面を割ったところで、ほんものの素顔が出てくるとも島左近には思えなかった。かえって百地丹波のあやかしの術に陥おちいるかもしれず、仮面には手を付けていない。

「……この伊賀攻め、きな臭くさい。裏に、なにかあるな……」

　女のほうは、藤林長門。

　こちらは仮面をつけておらず、美しい顔を晒さらしている。

　だが、この顔も、ほんものかどうか疑わしい。

　というのも、なにしろ藤林長門は「変へん化げ」の達人なのだ。

　忍術には、あらゆる職業の者に化ける「七しち方ほう出で」という術があるが、藤林長門は顔かたちそのものまで変えてしまうという。藤林家は、伊賀忍びの中でも「薬活」すなわち薬学・毒学に熟達している。その藤林家に伝わる秘薬を用いて、人相のみならず肉体そのものを変身させて、どのような人間にも化けることができるのだと。

　事実、藤林長門はあの武田家の軍師・山やま本もと勘かん助すけが放ほう浪ろうしていた頃、忍術と軍学を勘助に教えた師し匠しようなのだとも言うが、とてもそんな年ねん齢れいには見えない。

　ともかく、人間離ばなれした二人であった。猛もう将しようとして名高い島左近だが、なにをやってくるかわからない忍びは苦手である。この伊賀で戦ってきた下忍たちも、とんでもない能力の持ち主ばかりだった。

「うむ。実は、裏がある。ややこしいことになりそうだったので、わが主あるじの順慶さまには黙だまっておくことにしたが……実は、細川藤孝どのから伊賀攻め総大将の私宛あてに、別べつ途と、書状を受け取ったのだ。伊賀を案内してくれた内応者から手て渡わたされた。総大将が伊賀入りした時に渡せ、と藤孝どのに命じられていたという」

　島左近が、その密書を取り出して、百地丹波と藤林長門に尋たずねていた。

「この通り、武士の私には書状の内容がさっぱりわからない。伊賀には古来より伝説の行者・役えん小のお角づぬから伝わる『石』があるはずだ、その『石』を手に入れて細川藤孝どのに届けるよう、『石』を差し出せば百地丹波と藤林長門の命は安堵せよ、さもなくば首を討うて、と書いてあるのだが……その『石』は、『人手によらずに切り出された石』でありながら、完璧な『正八面体』なのだという。役小角の『石』とはなんだ？　ほんとうにあるのか、そのようなものが？　あったとして、石ころ如ごときにどんな価値が？」

　囚とらわれの百地丹波が、鼻で笑った。

「伊賀忍びの源流は、はるかなるいにしえの時代に跋ばつ扈こした修しゆ験げん道どうの開祖・役小角にあるのよ。役小角は強力な神通力の持ち主で、前ぜん鬼き・後ご鬼きという『鬼おに』を使役していたという。役小角は陰おん陽みよう道どうや修験道、密教といったあらゆる闇やみの呪じゆ法ほうに通じていたが、神通力を増ぞう幅ふくさせるために奇き妙みような正八面体の『石』を用いていたと言われている──そうさ。たしかに『石』は、かつてはあった。だが、役小角以外の誰だれも使い方を知らなかったし、もう伊賀にはない。まさか忍術の巻物ではなく、『石』を探していたとは──細川藤孝とは、いったい何者だ？　なぜ、公家まがいの貴公子でありながら、そのような闇の世界に通じている？」

「わ、私は知らない。かつて伊賀に『石』があったのは、確かなのだな！　どこへ消えたっ!?　その『石』を手に入れれば、お前たち二人の命は助かるのだぞ！」

「さて。俺の通り名は、百地丹波。そうさな。丹波忍びと俺たち伊賀者とは不仲、むしろ不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵と言っていい関係だが──その俺が、百地家の当主がなぜ、『丹波』を名乗っているかわかるか？　こいつは、謎なぞかけだ。島左近」

「謎かけしている場合かっ！　丹波か？　丹波にあるのかっ？　丹波忍びに奪うばわれたのかっ？」

「何十年も前の話だ。俺の親おや父じ、先代の百地三さん太だ夫ゆうは、石いし川かわ小こ六ろくという下忍をよく用いていてな。無愛想な男だったが、盗ぬすみの腕は確かだった。そいつが、丹波で一仕事する折に、得意の盗みの術を用いて無断で『石』を持ち出し、そのまま丹波から戻もどってこなかったのよ。なにしろ、あの『石』に夢中だった男だったからよ。魔が差したのかねえ。問題は、『石』を伊賀に返さなかったってことだ。が、丹波忍びの大おお頭がしらに『石』を返せと談判しても、そのようなものは知らない、石川に直接聞けとなしのつぶてよ。それ以来、伊賀者と丹波忍びとは、ずいぶんと闇の世界で殺し合ったものだぜ──」

「石川とは誰だああああっ？　どこにいるっ？」

「さてね。結局、『石』とはなんだ、とあちらの大頭に目を付けられたこともあって、嫁よめの死を契けい機きに丹波からも逐ちく電でんしたって言うぜ。それきり消息は不明だ。石川は、二度も上忍に逆らった男だ。どれほど下忍として忍術に優すぐれていようとも、もうどこにも居場所はなかったろうよ。甲賀者の協力を取り付け、『忍びの集会をやる』と何度か諸国の忍びたちに大号令を発して甲賀の里へおびき寄せようとしたが、一度も姿を見せなかったな。『変化』の達人の藤林が見つけられなかったんだから、間ま違ちがいねえよ。泥どろ棒ぼうにでもなったんじゃねえのか？」

　いずれにしても、昔の話さ。年齢を考えりゃあ、三太夫同様に石川もとっくにくたばっていらあ、探したって無む駄だだぜ、と百地丹波はけたけた笑った。

「つまり、『石』の在あり処かはもう誰にもわからねえってことだ。俺が『丹波』と名乗らされたのは、三太夫が──親父がそれほど『石』を丹波に持ち出されたことを恨うらんでいたってことよ。絶対に忘れるな、必ず取り戻せ、ってこった。だが、石川とともに『石』も丹波から消え失うせたってわけさ。以後は、丹波忍しのびとは戦ってねえ。忍びってのは、銭のために働くもんでな。意味がねえ戦いはやらないんだ」

　まあ、松永弾だん正じようが丹波を攻めていた際には、丹波忍びは波は多た野の家に、伊賀者は松永家に雇われてさんざん山ん中で殺し合ったがよ、それはもう「石」とは関係がねえ。単なる「仕事」だったさ、と百地丹波。

「もっとも──松永弾正には、奇天烈きてれつなものを集める奇き癖へきがあった。永遠の若さなんぞを求めて、妙な術の研究に励はげんでいやがった女だ。もしかしたら、密ひそかに『石』を探していたのかもなあ」

　あの松永弾正ならばなんでもありえるが、細川藤孝どのがどうしてこんな忍びの秘事を知っているのだろう、と島左近はいよいよ困こん惑わくした。

　ともかく、「石」はもう伊賀にも丹波にもない！　秘密の任務は失敗に終わったのだ。

　とはいえ、筒井順慶の武功は疑いない。この「石」の話は秘密にしておこう、わが主にも、と島左近は決めた。順慶がまたうろたえて軽率な振ふる舞まいに出たら、なにがどうなるかわからない。この「石」の話に深入りするのは危険だ、と武将としての勘が囁ささやいてくる。

　しかし、百地丹波と藤林長門を斬きるというのも、どうにも気が引ける。なにしろ、理由があやしげな「石」では──そんな理由で捕とらえた者を殺すのは、武士の名折れではないか。

　二人の上じよう忍にんをどう扱あつかうか、島左近が戸と惑まどっていたのを見ていた百地丹波が、仮面を揺ゆらしながら「くっくっ」と笑った。

「なに。島左近。あんたは、果か敢かんに戦って伊賀者を破ったが、伊賀に暮らす女子供たちを殺さつ戮りくしなかった。その気になれば、根切りだってやれたものをな。昔とは違うな。どうやら、近ちか頃ごろ流行の武士道ってやつらしい。俺の命をくれてやるよ。それで手打ちだ──残った伊賀の土地は好きにするがいい。ただし、全国に散っている伊賀者までは、知らんぞ。連中が誰を恨むかは、火を見るより明らかさ。伊賀が空っぽの今、空き巣狙いのように攻せめ入ったのはとんだ間違いだったかもしれねえぜ？　それじゃあな。あばよ」

「あっ、待て！」

　仮面を被かぶっているために、気づくのが遅おくれた。

　百地丹波は、歯に埋うめ込んでいた「毒」の袋ふくろをかみ破って、そして、痙けい攣れんをはじめてたちまち事切れていたのだった。

「し、しまったああああ！　そ、そうか。十字軍戦を主な仕事場として、各地に伊賀者が分散している今──伊賀の地を押さえても、伊賀者の多くはいまだ健在！　それどころか──わが主が仕えている天下人の織田信奈さまを『伊賀を滅ほろぼした仇きゆう敵てき』として恨むということかっ？　あまりにも戦いくさがうまくいきすぎたために、気づけなかった！　な、なんたる短たん慮りよ……！　この島左近、一生の不覚……！」

　心の臓の上から胸を叩たたき、蘇そ生せいを試みたが、もう無駄だった。

　百地丹波は、「完全に」死んでいた。

　これが、伊賀者の執しゆう念ねん深さか。丹波忍びに「石」を奪われた恨みを忘れるな、と父親の百地三太夫が息むす子こに「丹波」を名乗らせたという。「石」が丹波にはもうないと知ってからはその恨みも「実利なきもの」としてあっさり捨てたようだから、執念深さと淡たん泊ぱくさが表ひよう裏り一体となっているのは確かだが、それにしても。

「禍か根こんを残してはならない！　そ、そうだ！　まだ上忍が一人、生き残っている！　藤林長門！　そなたの首は取らぬ！　各地に散っている伊賀者を筒井家にて再雇こ用ようすると、そなたから下忍たちに伝えよ！　頼たのむ……って、あ、あれっ？」

　いない!?

　百地丹波の隣となりで戒いましめられていたはずの藤林長門の姿が、煙けむりのように消え去っていた！

「あ、ああああっ……！　こ、これが忍術かっ！　百地丹波の『死』の直後、私は彼の蘇生を試みて、藤林長門から目線を切ってしまった！　その隙すきに彼女は……縄なわを抜ぬけて、室内から消え失せたのか！」

　隠かくし扉とびらや隠し床ゆかの如き「からくり仕じ掛かけ」が、この伊賀の城には無数に仕込まれている。わずかな間でも私の視線を逃のがれれば、脱だつ走そうは容易だ！　あれほどの忍術の使い手ならば！

　しかも、人相や肉体を自在に変えられるという「変化」の術を用いられれば、もはや誰にも捕つかまえられない！

　あるいは百地丹波は、藤林長門を逃にがして伊賀者を「打だ倒とう織田家」のもとに束ねさせるために、自らの命を捨てたのかもしれない。命を、まさに織田家への「呪のろい」そのものに用いたのか!?

「……恐おそるべきは、伊賀者たち……やはり、武士の私が足を踏み入れていい土地ではなかった！　だが、わが主にこの話を打ち明けても、事態はおそらく混乱するばかり……最悪の場合、筒井家はお取り潰つぶし、下手をすれば切腹！　細川藤孝どのに直接使者を送り、ことの経けい緯いを報告するしかない！」

　島左近は、細川藤孝ほどの智ち者しやならば、正直に「事実」をすべて打ち明ければ、しかるべき処置を施ほどこしてくれるだろう、わが主にも織田信奈さまにも災わざわいは降りかからない、と信じた。

　なにしろ、伊賀の秘事である「石」の存在を知っていたほどの事情通だし（「石」が丹波へ持ち出されていたことまではさすがに突つき止められなかったようだが）、このたびの伊賀攻めの戦術戦略をすべて準備して成功させてしまうほどの知ち恵え者なのだ。




　ここに、筒井順慶による伊賀攻めは成功し、「忍びの国」だった伊賀は織田信奈による「天下布武」構想の最後のピースとして「埋まった」。

　関東の北条氏康が織田信奈に帰順し、最後に残った伊賀もまた。

　日ノ本の完全統一が、果たされたのである。

　まもなく島左近は、

「万事お任せください。織田陣じん営えいには、甲賀忍びや服部半はん蔵ぞう、風ふう魔まといった忍び衆がおります。藤林長門は、すでに半蔵が見つけだして捕ほ縛ばくいたしました。残念ながら、自害されてしまいましたがね──むろん、伊賀者の恨みはすべて水に流してもらえるよう、伊賀者を優ゆう遇ぐういたしましょう。あなたが伊賀の里を焼き討ちしなかったこと、女子供を殺さなかったことが、幸いしました。さすがは島左近どのです。伊賀平定は、どの武士もなし得なかった大功。筒井順慶どのの立場も安あん泰たいとなりましたね」

　との返書を細川藤孝から受け取ると、

「そうか、藤林も百地同様に……見事な最さい期ごだったのだろうな。だが、これでわが主も信奈さまも安心だ！　天下統一の戦いは終わった！　十字軍との和わ睦ぼくもなった。この伊賀平定戦が、戦国日ノ本の最後の合戦になるとは……！」

　と安あん堵どして、大和へと兵を返したのである。




　しかし──島左近は知らなかった。知るよしもなかった。

　細川藤孝が筒井順慶に「伊賀攻め」を行わせた、その真の意図を──。




【京】




　黄金十字軍と織田信奈率いる日ノ本連合軍が停戦し、和睦したことを受けて、京の町衆は連日連夜、大だい歓かん声せいをあげていた。なにしろ、黄金十字軍襲しゆう来らいは元げん寇こう以来の国難だったのである。

　戦国日ノ本を統一したばかりか、織田信奈はヨーロッパから襲来した異国の大だい艦かん隊たいを相手に堂々とわたりあい、見事なまでに和睦を成立させた──。

　信奈が冗じよう談だん半分で建てた安あ土づち城の「織田信奈像」を「まさしく生き神さま」「護国鎮ちん護ごのご神体」と本気で参拝する「織田信奈教信者」が大量に発生したことは言うまでもない。

　日ノ本はもともと多神教の文化を持ち、英えい雄ゆうやら非ひ業ごうの死を遂とげた人物やらは誰でも彼でも神さまにしてしまうお国くに柄がらだが、信奈はまだ生きていてしかもうら若い乙おと女めなのに、「天あまの岩いわ戸と開き」を果たしたこともあって、すでに神さま扱いなのだった。

　京から安土、安土から岐ぎ阜ふ清きよ洲すを経て伊い勢せへと詣もうでる「織田信奈参拝ツアー」は、空前の人だかりに。

　織田信奈教とも言うべきこの盛り上がりは、本ほん猫びよう寺じ、キリシタンに続く「第三の信しん仰こう勢力」になるやもしれなかった。




　そんな狂きよう騒そうの中、京の吉よし田だ神社を一人の貴公子が訪おとずれていた。

　筒井順慶と島左近を操って、「日ノ本最後の独立国」伊賀の処置を終えた細川藤孝である。

　吉田神社は、細川藤孝の親しん戚せきで、かつ明智光秀の親友である吉田兼かね見みが神かん主ぬしを務めている由ゆい緒しよある神社だ。もともとは藤ふじ原わら氏の氏神「春かす日がの神かみ」を素そ朴ぼくに祀まつっていたが、近頃はそれまで雑然としていた神しん道とうを新たに体系化した「吉田神道」を掲かかげている。本猫寺やカトリックといった新しい信仰が戦国日ノ本に爆ばく発はつ的に普ふ及きゆうしていく中、神道にも時代に即そくした新たな体系が求められていた。そこに現れたのが吉田神道だったわけだが──。

　ところが、おっとりした巫み女この吉田兼見は、家業は継ついだが吉田神道の普及にはあまり興味がなく、日々、のんびりと日記を書いたり境けい内だいをお掃そう除じしたりして過ごしていた。

「あー。細川さま、お久しぶり。みっちゃんは、まもなく織田信奈さまとともに京に帰ってきますからね。どうぞ、茶室でお茶を」

「そうですか。畿内管かん領れいの代行もたいへんでしたが、十じゆう兵べ衛えどのは船団を率いて土と佐さと関東を往復しておられたとか。開放的な彼女には、丹波のような山国よりも、むしろ海のほうが似合うかもしれませんね」

「噂うわさでは、みっちゃんは長宗我部元親と一緒に亀かめ山やま社しや中ちゆうとかいう妙な名の『会社』を長なが崎さきに設立するらしいです。会社ってなんなのか、よくわかりませんが──商人になるつもりかもしれないです。あ、そうそう。ちょうど足利義輝さまが逗とう留りゆうしておられます」

「ほう。殿とのが。相変わらず、ひとところに落ち着かぬお方ですね」

「天下の素す浪ろう人にんですからね。自由を満まん喫きつしておられます」

「わたくしはけっこう捜さがしたのですよ。二に条じようの城にでも入られればよいものを」

「あすこは今いま川がわ義よし元もとさまの居城だから、と遠えん慮りよされまして」

　松永久秀にたぶらかされた三み好よし三人衆が足利義輝を御ご所しよに襲しゆう撃げきしたあと、上じよう洛らくを果たした織田信奈は将軍の在所として京に新たな二条御所＝二条御ご新しん造ぞうを建てたが、その二条御新造は征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元の居城である。

　故ゆえに、明みんから戻もどって来た足利義輝にはすでに持ち城がなかったため、京の知人の屋や敷しきや神社仏閣を転々としていた。今は、吉田神社に世話になっているのだった。




　藤孝が茶室に入ると、すでに足利義輝が一いつ杯ぱいやっていた。茶ではなく、酒を飲んでいる。明での隠いん棲せい中、鍛きたえに鍛えた「剣けん豪ごう将軍」らしい鋼はがねの巨きよ体たいは相変わらずだが、その表情はなにやら物もの憂うげだった。快活な義輝にしては珍めずらしい。

「おお。藤孝か。ずいぶんと忙いそがしいらしいではないか」

「ええ、十兵衛どののご苦労が身にしみましたよ」

「勝手に伊賀攻めなんぞをやったそうだが、織田信奈の不興を買ってはいないのか？」

「デアルカ、の一言をいただきましたよ。島左近どのは義将。根切りなどは行っておりませぬ故、切腹させられずに済みました。ただ、『忍しのびの国』伊賀を強引に武力制圧するつもりはなかったそうで、恩賞は柿かきひとつだとか」

「ふん。相変わらず、そしらぬ顔をしながら危ない橋を渡わたる奴やつよ。われらは関ヶ原の折に、織田家に反旗を翻ひるがえした降将だぞ。余の家臣であった十兵衛の立場も考慮して、少しは自重せい」

「いえ。織田信奈は、怠たい惰だを嫌きらい、働き者を好む御ご仁じんです。そもそもそうでなければ、相良良晴と祝しゆう言げんなどいたしますまい」

「なるほどな。やっと十字軍と和睦できたのだ。伊賀攻めよりも新しん婚こん旅行か──お前は関東で忙ぼう殺さつされていた織田信奈と相良良晴に気を利きかせて、いずれはやらねばならなかった伊賀平定の仕事を代行したというわけか。さすがに智者だ。俺とは頭の出来が違ちがう」

　義輝は、しかし、弟の振ふる舞まいがどうにも解げせなかった。今さら織田信奈に媚こびて出世などを夢見るような俗ぞく物ぶつではあるまい。兄弟かつ主従でありながら、藤孝がなにを考えているか、素朴な義輝にはいまだに読み取れないのだ。

「殿。なにかご不満でも？　黄金十字軍の南なん蛮ばん騎き士しと戦ってみたかった、などと言うのではないでしょうね？」

「それもあるが、関東出陣は妹の義よし昭あきに任せてある。余はもう田た辺なべ城で引退した身だからな。織田信奈は見事であった。イスパニア海軍やイングランド海軍を敵に回して、よくぞ短期間で決着をつけたものだ。互たがいに禍根を残さず、むしろこの戦争を契けい機きに日ノ本の武力と経済力を見直した南蛮諸国と『友好』を結んでみせるという引ひき際ぎわも天あつ晴ぱれよ──あれは日ノ本人の感覚ではないな。あの外交感覚は、対明貿易で巨万の富を日ノ本にもたらした足利義よし満みつ以来ではないかな。わはは！　だが、そこが問題なのだ」

「そこ、とは？」

「お前もよく知っておろう。われらは幸か不幸かいちど日ノ本を離はなれて明に亡命した結果、『外国』から日ノ本を観みる視野を得ることができた。故に、織田信奈の外交能力とその視野の広さには素直に感服する他ほかはない。まこと、千年に一人の英えい傑けつよ。なぜ乱世の日ノ本にあのような者が生まれてきたのかもわからぬ。まさしく奇き跡せきだ。しかし、この京の都におよそ八百年近くも引きこもっている公く家げどもには──古き者どもには、なにも見えておらぬのだ」

　公家、ですか──兄の向かいに正座して茶を点たてながら、藤孝が目を細める。相変わらず、そのたおやかな容姿は美女にしか見えない。

「近衛から聞いた話なのだがな。やまと御所で、織田信奈の関東での振る舞いを巡めぐって大論争となったという」

「近衛前久さまから、ですか。あのお方はせっかちな人です。問題になっているのは、はたして織田信奈か、それとも近衛さまか。くすっ」

「笑っている場合ではないぞ藤孝。まあたしかに、半分は近衛自身が火種なのだがな──」




　　　　※




　やまと御所での公家衆の論争は、言うまでもなく、「歩く爆薬」とも言うべき関白・近衛前久からはじまった。

　なにぶん、即そく断だん即そつ決けつの男といえば聞こえがいいが、「根回し」というものを知らないうかつ者である。

　公家衆を集めた席で、いきなり、

「みなの者。織田信奈が、黄金十字軍と和睦を結んだでおじゃる。黄金十字軍と日ノ本軍の戦せん闘とうは終結し、日ノ本は国難を免まぬかれたでおじゃる！」

　と宣言した。

　そこまではよかったが、この次の発言が、公家衆を激しく動どう揺ようさせた。

「しかるに、織田信奈はヨーロッパ諸国──イスパニア＝ポルトガル、フランス、イングランド、神聖羅ロー馬マ帝てい国こく、ネーデルラントと『通商協定』を締てい結けつしたい、すなわち『開国』に踏ふみ切りたいと姫ひ巫み女こさまにお伺うかがいを立ててきたでおじゃる。麻ま呂ろは関白として織田信奈のこの申し出を即座に受け、姫巫女さまより開国の勅ちよつ許きよをいただいたでおじゃる──！　織田信奈いわく、関東での十字軍との攻こう防ぼう戦せんで押しきって小田原・江戸いずれをも守り抜ぬいた今こそ、日ノ本に有利な条件で通商協定を結ぶ千せん載ざい一いち遇ぐうの好機！　ヨーロッパにおいては、金銀、とりわけ銀の価値は日ノ本よりもはるかに高い。もしも武力で押されている状じよう況きようならば、不利な協定を結ばされるところだった。だが、今なら公平な協定を締結できる！　日ノ本はヨーロッパ諸国との貿易によって巨万の富を得られる、いよいよ海外に交易拠きよ点てんを設けて世界に進出できる、とのことでおじゃる！　まことに織田信奈は天晴れな英傑でおじゃるわ、おじゃーほほほほほ！」

　なんとな。独断で開国を決められたのか!?　と、公家衆は激げき怒どした。

　近衛前久は関白にして藤原氏の氏うじの長ちよう者じや。五ご摂せつ家け筆頭、すなわち日ノ本においては姫巫女に次ぐ身分を持つ高貴な男なのだ。

　だが、戦国の世に生まれたせいか、半分は武家のような男だった。今でこそ白しろ塗ぬりお歯黒の「麻呂」として振る舞っているが、若い頃ころは上杉謙信と血の盟約を交かわして、ともに関東遠征を戦った「武闘派」であり、鷹たか狩がり・剣けん術じゆつを得意とする「武家関白」なのである。

　公家を尊重しない関東武者たちに背そむかれて関東平定の野望が潰ついえた後は、その反動で武士を敵視して織田信奈包ほう囲い網もうの中心人物となっていたが、やはり武家好きの血が騒さわいだらしく、いつの間にか織田信奈の盟友となり、その天下布武事業を補ほ佐さし続けてきた。

　とりわけ、信奈が建造した「鉄てつ甲こう船」の威い風ふうに感動してからは、「この者は戦国の世を統一するべく降臨した建たけ御みか雷づちの神かみでおじゃる！」と、ほとんど信奈の子分同然となっている。

　その上、信奈に頼たのまれて九きゆう州しゆうの戦乱を調停に行った薩さつ摩ま下向の際には、なにやら相良良晴と意気投合したらしく、「相良良晴は藤原氏・相良家の子孫でおじゃる！　相良良晴を麻呂の猶ゆう子しとし、関白位を譲ゆずるでおじゃる！　これで織田信奈と相良良晴の祝言は可能となったでおじゃるー！」と公家社会を破は壊かいするようなアナーキーな決断をしてしまった。

　もともと未来から流れてきて身分もなにもない相良良晴は、天下人となった織田信奈とは決して正式に結けつ婚こんできない立場だった。この問題を解決するために良晴を藤原家の猶子として「関白藤原良晴」にしてしまうという冗談めいたアイデアは以前からあったのだが、まさかほんとうに時の関白・近衛前久がその気になってしまうとは。

　この「良晴関白推認」の件によって、五摂家のうち近衛家を除く四つの家──九く条じよう家、二に条じよう家、一いち条じよう家、鷹たか司つかさ家の面々は、ことごとく「反近衛前久派」となった。彼らはもともと、上杉謙信と組んで関東平定などという剣けん吞のんな真似まねをしていた近衛を「軽率すぎる。御所を滅ほろぼすお方やないか」と危き惧ぐしていたが、どこの猿さるともわからない風ふう来らい坊ぼうの相良良晴を藤原氏と言いだして関白にするなど、前代未み聞もんである。

　だいいち関白は五摂家持ち回りではないか。近衛家の私物ではありえない！

「関白はん。それはなりまへん」

「われら公家衆に無断で開国など」

「そや。独断専行もええところや」

「姫巫女さまは幼いお方。あんたは姫巫女さまを騙だまして、好き勝手にやっとるんや」

　反近衛派の筆頭は、二条家の二条昭あき実ざね。今は亡なき二条晴はる良よしの息むす子こである。

　二条晴良は、足利義輝が三好三人衆に襲おそわれた際、上杉謙信を巡って義輝と仲なか違たがいしていた近衛が義輝を救わなかったことを「関白の器うつわにあらず」と責め、関白位を要求した男である。その二条晴良はしかし、関白になる前に無念のうちに没ぼつし、家を継いだ二条昭実が「われこそが次期関白に。そして軽率な近衛前久から御所を守る」と父の遺志をも継けい承しようしていたのだ。

　五摂家持ち回りの関白位を、相良良晴などというわけのわからない足軽出の男に奪うばわれるなど、認められるはずがない。

　さらに。

　その二条昭実の兄で、九条家を継ついだ九条兼かね孝たか。

　二条昭実の弟で、鷹司家を継いだ鷹司信のぶ房ふさ。

　一条家当主の、一条内うち基もと。

　それぞれ、いずれは関白に就任するはずだった藤原氏の一族──五摂家の殿てん上じよう人びとたちが、いっせいに異を唱えた。われら公家衆の頭越ごしに武家が勝手に「開国」を決めるとはどういうことか。そもそも、日ノ本を襲撃してきた南蛮人どもを打ち払はらうどころか、和わ睦ぼくして通商をはじめようとは!?　これは売国行こう為いである、と彼らは憤ふん慨がいしたのである。

　近衛前久は軽けい忽こつな性格で、過去にもさんざん失態をやらかしている。近衛家が五摂家筆頭を名乗っていていいのか？　御所と姫巫女さまを守るためには、九条家こそが五摂家筆頭となるべきではないのか？　と、彼らは「反近衛派」＝「九条派」を結成していたのだった。

　黄金十字軍艦かん隊たいの偉い容ようを見ていない公家衆には、この「大航海時代」まっただ中となっている世界情勢などはまったく理解できなかったのだ。

「二条どの。それはお心得違い！　姫巫女さまは十字軍襲来にあたり、全権を織田信奈に委ねられたでおじゃる！　にもかかわらず『通商協定』すなわち開国の勅許を求めてきた織田信奈は、まことに尊皇の志士でおじゃる！」

「なにが尊皇や。異国人の軍勢が、この日ノ本を穢けがしおったんや。武家ならば、姫巫女さまのために異国人どもを打ち払うべきやないですか。それを、仲良う手を繫つないでの開国なんぞ、承知しかねますわ。これ以上、京の町にキリシタンの南蛮寺を増やされては困りますな！　いずれ、日ノ本は南蛮人に乗っ取られますよって」

「二条どの。日ノ本は、八や百お万よろずの神々がおわす国でおじゃる。かつては、外来の仏教を受け入れて神仏を見事に習合した国でおじゃる。たとえどのような異文化が入って来ようとも、京に姫巫女さまがおわす限り、なんの心配もないでおじゃる。織田信奈はこの点に自信を持っているでおじゃる。故ゆえに、キリシタンが少々増えても、南蛮人が増えても、心配する必要は──」

「しかし、織田信奈は関白位を猿に与あたえようとしてますがな！　近衛どの。関白はん。この際、はっきり言わせてもらいましょう。あの得体の知れん未来人の相良良晴を猶子にして関白位を継がせるなど、言語道断やがな！　関白は近衛家の私物にあらずや！」

「ぬな。な、な、な……なにを言うでおじゃるかーっ！　相良良晴は肥ひ後ご八やつ代しろの相良家の血を引く、れっきとした子孫！　未来人であろうとも、藤原氏の末まつ裔えいであることは疑いないでおじゃる！　こたびあの者をわが猶子とする目的は関白位乗っ取りではなく、織田信奈と結婚させるためでおじゃる。二人の家格を合わせるためでおじゃる。以後は、関白位は従来通りの持ち回り制に戻もどすでおじゃる！」

「あんたは、その中に『相良家』なるあやしげな家を入れるつもりでっしゃろう？　相良良晴の姉・相良義陽まで大だい納な言ごんにしようとは……」

「だまりゃ！　怪あやしくないでおじゃるうううっ！　そちらは相良良晴の戦場での活かつ躍やくを見ておらぬから、そのような寝ね言ごとが言えるのでおじゃる！　上じよう洛らく次し第だい、麻呂は姫巫女さまの勅許を得て相良良晴を関白に叙じよ任にんするでおじゃる！」

　先代から「近衛憎にくし」と前久を恨うらんでいる、二条家当主の二条昭実。

　せっかちさには定評のある、近衛前久。

　これまでも反目してきたこの両者が、ついに正面きって激論を開始したことで、御ご所しよは騒そう然ぜんとなった。

　近衛が「すでに開国と決まったでおじゃる」と叫さけべば、二条たち反近衛派は「攘じよう夷いすべし」と言い返す。開国問題と関白問題が絡からみ合っている以上、二条たちが容易に引き下がることはありえない。ここで近衛に譲じよう歩ほすれば、関白位を永遠に「相良家」に奪われかねないではないか。

　ついに、論争の火ひ蓋ぶたは切られた──。

　しかも、ここで、誰だれもが予想していなかったさらなる混こん沌とんが訪おとずれたのである。

　今までほとんど御所に参さん内だいしたことのなかった「子供公く卿ぎよう」が、どういうわけか、近衛前久たちの前に飛び込んできたのだった。

　まだ十二、三歳くらいの少年である。

　しかも、公卿姿ではなく、かぶいていた。近ちか頃ごろ、前まえ田だ犬いぬ千ち代よのど派手な「虎とら皮がわ朱しゆ槍やり」を真似て「かぶく」者が京には増えている。公家なのに、この少年はかぶき者となっていたのだ。しかも、かぶいたままの姿で、御所に乗り込んできたのである。

　その光ひかる源げん氏じの如ごとき美び貌ぼうは、父親の近衛前久似であった──そう。近衛前久は「姫ひめ武将殺し」。お歯黒と白粉おしろいと麻呂言葉を捨てて素顔を晒さらせば、実は水もしたたる美男子なのだ。

　すなわち、予期せぬ乱入者とは──。

「親おや父じイイイイ！　実の息子を差し置いて、わけのわかんねー野や郎ろうを猶子にするとはどーゆーことだあ、ああん？　次の関白は、相良良晴なんかじゃねえ。俺だよ、俺俺。この俺だ！　あんたの実子、近衛信のぶ尹ただだーっ！　そうだろうよ？　ああ？」

　虎皮朱槍！　なんという物騒な！　と公家衆は慌あわてふためいた。無茶苦茶である。まだ幼い近衛信尹は、父親の近衛前久の影えい響きようで、すっかり身も心も武家となっていた。だが、あろうことか御所に虎皮を被かぶって乗り込むとは！

　父親譲りの無茶苦茶な息子や、と二条たちは困こん惑わくした。

　元服した際、信奈から一文字もらって「信のぶ基もと」という名を与えられたが、へそ曲がりの信尹は勝手に名前を変えてしまった。まさに、かぶき者。公家衆が武家関白の近衛を恐おそれていたのは、公家があまりに武家に接近しすぎるといずれこのような「二代目」が出てくるのではないか、という予感もあったからだ。

　そしてその予感はこの日、ついに現実のものとなったのである。

「信尹っ!?　なにをしに来たでおじゃるかーっ！　ここは御所でおじゃるぞ、武家姿はやめよ！」

「うっせー、親父イイイイ！　よこせっ！　関白位を俺によこせっつってんだよーっ！　実の息子をほっぽり出して、未来人に関白位譲るだなんてよう！　昔から鷹狩り三ざん昧まいで俺にも野原を駆かけさせてばかりで、ヘンな父親だとは思っていたが、よくも息子を見捨てやがったなあ！　俺がかぶいたのは、親父、あんたのせいだーっ！」

「み、見捨ててはいないでおじゃる！　相良良晴が織田信奈と結婚するために、関白位が必要なのでおじゃる。いずれ、そちにも関白位は……」

「黙だまれや！　てめえ、長らく俺の存在を忘れてただろーが！　九州薩摩にも連れていかず、放置しやがって！　俺は、軍神・上杉謙信と組んでいながら関東から尻しつ尾ぽを巻いて逃にげてきたてめーみたいに途と中ちゆうで日和ひよったりしねー！　ほんものの『戦う武家関白』になってやらあ！　修しゆ羅らの国・薩摩に行かせろっ！　『肝きも練り』やらせろっ！　十字軍と戦わせろっ！　これからは、公家も武家とともに戦う時代だぜええええ！」

「だまりゃ、でおじゃるーっ！　いったい誰に似て、このような無茶苦茶な息子が育ってしまったのか……おお……五摂家筆頭・近衛家の将来は真っ暗でおじゃる……」

　あんたやあんた、と公家衆がいっせいに近衛前久に突つっ込む。

「これだけ言っても俺に関白位をよこさねーなら、実力行使だ！　朱槍を喰くらえええええ！」

「おっと！　麻ま呂ろは、松永弾正や三好が放った刺し客かくをことごとく返り討うちにしてきた剣けんの達人でおじゃる！　麻呂を倒たおそうなど、十年早いでおじゃるわ！　ぬんっ！　『朱槍白はく刃じん止め』っ！」

「ぐおおおおっ!?　素す手でで槍を受け止めただとっ？　い、今、親父の背中に鬼おにの貌かおが──!?　それでこそ親父だ、倒しがいがあるっ！」

「……フッ……信尹よ、強くなったものよ……久々に剣けん鬼きの血がたぎるわ～！　だが、まだ甘い。そちは、真まことの戦場を知らぬ……人間を、斬きったことはあるか？」

　あああ。関白が麻呂言葉を忘れて武家顔に！　あかん！　御所内で槍を振ふるってはあかんのや！　血を流したらあかんー！　御所が穢れてしまうー！　と二条たち公家衆は顔面蒼そう白はくとなり、慌てて近衛親子の間にどっと割って入って、前代未聞の親子ゲンカをなんとかして制止したのだった。

　この、近衛親子が引き起こした大事件──「関白相論」によって、近衛前久の次の関白位を誰が継ぐかは、いよいよわからなくなったのである。二条たちだけが相手ならばまだしも、実子の信尹が槍まで持ち込んで相良良晴の関白任官に反対したのだから、さしもの近衛前久も息子の説得に骨を折らねばならないだろう。

　もっとも、骨が折れるくらいで済めばいいが、と公家衆は恐れながら囁ささやき合ったという。




　　　　※




　吉田神社の茶室で──足利義輝の話を聞き終えた細川藤孝は、思わず苦笑していた。

「なるほど。近衛さまは、相変わらずなお方。ですが、それ以上に、ご子息がかぶいておられるとは。近衛さまの政敵に回った二条さまたちも、さぞ困惑されておられるでしょうね。神聖な御所において、血の穢れは絶対の禁きん忌きなれば」

「うむ。公家衆からは、いっそ信尹さまを薩摩へ下向させてはどうか、身も心も武家になりきってしまっている信尹さまを京に置いておくのは危あやうい、という話も出ているそうだ。が、むろん、言っている連中も口先だけだ。実際にそんなことをする度胸は、公家どもにはない。島しま津づ家は近衛家に忠誠を誓ちかっている。あんな跳はねっ返りを薩摩へ送ったら、そのまま薩摩で挙兵されかねんからな」

　大おお雑ざつ把ぱな武人の足利義輝は「関白位なんぞ、お飾かざりではないか。天下人は織田信奈なのだ。公家衆どもの争いは、実利なき虚きよ名めいの奪い合いよ。まったく馬ば鹿からしい」と大あくびをしながらぼやいている。

　しかし、細川藤孝は無骨な兄とは異なるなにかを、この「関白相論」事件の噂うわさ話ばなしから感じ取ったらしい。

「父と息むす子こ、母と娘むすめとが相争う。戦国の世はまだ、完全に終わったわけではなかったのですね──武家社会は、織田信奈のもとに統一をみました。しかし、最後の詰つめの一手、御所の公家衆をどう扱あつかうか、という難問が残っておりましたか。姫巫女さまと近衛さまが織田信奈に入れあげている以上、もう波乱はないかと思っていましたが、よもやここでも父と息子が……ふふふ」

「おいおい。藤孝。なんだ、そのあやしげな笑みは。お前、またなにか悪わる巧だくみをしているのではないだろうな？　もう天下は織田家のものと決まったのだ、関ヶ原の合戦でな！　われらは織田家に降こう伏ふくし、天下人の座を譲ゆずったのだぞ？　頼たのむから、余計な真似まねはしないでくれよ？　俺の武名にも傷がつく」

「いえ。わたくしが動かなくても、あちらのほうから動いてくると思いますよ。ええ。揺ゆり戻しの大波がまだ、残っておりました。織田信奈の『運命』はまだ、完全に覆くつがえってはいないのではないでしょうか？」

「おいおいおいおい！　物騒なことを言うでない！　まったく。『古こ今きん伝授』を解き明かした知ち恵え者のお前が言うと洒しや落れにならん。ともかく、相良良晴を関白に。これが近衛の既き定てい路線だ。足利家としても、陰かげながら近衛を支えたい。当初の計画とは少々異なるかたちとなったが、近衛が思い描えがいていた『公武合体』が実現するのだ。近衛家と織田家が、相良家という仲立ちを得て御所と武家とを揃そろって統とう括かつし、天下太平の世を築きあげる時が来たのだぞ。お前も協力するのだ、藤孝よ」

　わかっておりますよ、ふふ、と藤孝は相変わらず笑っている。あやしい。俺をからかって楽しんでいるのだろうか？　義輝は、どうにもこの異母弟の腹のうちが読めない。ただ、私心を持たず足利と日ノ本のために忠義を尽つくしてきた藤孝ほどの智ち者しやが、今さら余計なことをしてやっと統一された日ノ本を搔かき回すはずがない、とは信じているのだが──。

　そんな二人のもとに、「織田信奈さまたちが京にお戻りに！　みっちゃんから早馬で書状が届きました～！」と吉田兼見が飛び込んできた。慌てていたらしく、手には箒ほうきを握にぎりしめたままだった。

「おお。十兵衛も戻ってくるのか。藤孝よ、お前、十兵衛に求きゆう婚こんして手ひどくふられたのだったな。十兵衛はお前に嫁とつぎたくない一心で、キリシタンになってしまったとか！　わはははは！」

「……ふふ。そのようなこともありましたね。して、書状の内容は？」

「はい。軍事機密などは書かれておりません。あ、でも、殿との方がたに読ませていいのかな……これ、女の子同士の噂話書状なので……」

「構わん。俺は読まんが、藤孝ならよかろう。こいつは見ての通り、女のようなものだからな。わはははは！」

「そうですね。口外は無用ということで、特別ですよ？　こちらです、どぞー！」

　そうですね、とは聞き捨てなりませんが……と苦笑しながら、藤孝は明智光秀からの書状を手にして開いていた。




　──前略　兼見ちゃんへ　どうもですう、惟任みっちゃんこと十兵衛ですう。

　箱はこ根ね小田原では世界の海かい援えん隊たいを率いて大活躍しましたですう。

　いやー見せたかったですぅ。兼見ちゃんにも母上にも十兵衛の勇姿を見せたかったですぅ。

（以下、えんえんと光秀の自じ慢まん話が。長すぎるので割かつ愛あい）

　知っての通り、信奈さまと十字軍の和わ睦ぼくが成立しまして、関東遠えん征せいは無事に終しゆう了りよう！

　武田、上杉をはじめとする外と様ざま大名のほとんどは、兵を率いて領国へ帰き還かんいたしました。彼女たちには、織田家が天下を采さい配はいする新体制を構築するための仕事が待っているのですぅ。これよりは、どこの町が新たなる海外貿易で巨きよ利りを得られるかの勝負ですぅ、新たな戦いのはじまりですぅ。

　これより、織田家譜ふ代だい家臣団と徳川どのが中心となって、イングランドのエリザベス女王陛下をはじめとする南蛮紅こう毛もう諸国の要人たちを安土にお招きして、大接待ですう。接待役は、言うまでもなくこの惟任みっちゃんですぅ！　なんたる栄えい誉よ！　なんたる信奈さまからの篤あつい信しん頼らい！　ああ。自分の才能が憎いっ！

　しかもそのあと、信奈さまはただちに京で「馬揃え」を開かい催さいするですぅ！

　南蛮風に言えば、パレードですね、パレード。

　天下布武の達成と、ヨーロッパ諸国との和睦、開国を記念しての、盛大なデモンストレーションというやつですう！

　もちろん、御ご所しよの姫巫女さまや公家衆にも来ていただきますぅ。

「馬揃え」の翌日には、本ほん能のう寺じに公家衆を招いて茶会！　その翌日に、いよいよ相良先せん輩ぱいの関白就任ですう！

　十兵衛は、京での仕事が終わりましたら、長崎へ飛んで亀山社中の設立のために奔ほん走そうする予定ですが、京に入った際にはまっさきに兼見ちゃんとお茶したいので、準備よろしくですぅ。

　実は……ここだけの話ですが、斎藤利三がやらかしたのですう。そうです。箱根にたこ焼き屋を大量出店して、大失敗……巨額の赤字に……みかん貿易で稼かせいだ銭ぜにも、すべて消えてしまったですぅ……。

　ほっとくと明智家の財政は早晩破は綻たん、斎藤利三は切腹、家臣団は路頭に迷い傭よう兵へいとしてヨーロッパ十字軍にくっついて海外へ流れてしまうというありさまでして、十兵衛は明智家と利三たちを救うためにも、海外貿易でさらに稼がねばならないのです！　きりり！

　たこ焼き屋の損失は、必ずや亀山社中の経営によって立て直してみせるです！

　心配ご無用ですう！

　正直者の十兵衛にはよくわからないのですが、信奈さまはかなーり悪あく辣らつな商売を考えているらしく、金と銀の値段を強気に設定しようとしておられますです。海かい賊ぞくの親玉みたいなエリザベス女王陛下を相手に、丁々発止の駆け引きの真っ最中ですぅ。あの二人、よく似ていやがります。どちらも守しゆ銭せん奴どです。なんでも、日ノ本の銀は、大航海時代における世界共通の通貨として実に価値が高いのだとか。イスパニアのフェリペ二世が欲よくをかいて十字軍を日ノ本へ送ったのも、もとはと言えば石いわ見み銀ぎん山ざんをせしめて破綻寸前のイスパニアの財政をなんとかしようと場当たり的に決めたからなんだとか。

　そんなわけで、信奈さまの天下布武はまだはじまったばかり！　いよいよ世界の海へ乗り出す時が来たのですう！

　ですが……。

　実は……ここだけの話ですが……なんだかさっきも同じ言葉を書いた気がしますが……小田原城での新婚初夜で、少々問題が発生しやがったですぅ。

　そうです。あの朴ぼく念ねん仁じんのサル先輩が、やらかしたです！

　よりにもよって、初夜の寝ね床どこだというのに、先輩は布ふ団とんに入ると同時にばたっと倒れてそのまま寝てしまったのですう！

　信奈さまは赤あかっ恥ぱじをかかされたわけです。秘密ですよ！

『ねえねえ十兵衛！　聞いてよ！　良晴ってば、新にい妻づまのわたしに手を触ふれることなく、熟じゆく睡すいしやがったのよ！　いいいいいくら十字軍との戦争で疲つかれ果てていたからって、やっと気を抜ぬくことができたからって、酷ひどすぎないっ？　いいいいいちばんだいじな夜に、よくも……！　あんなの初夜じゃなーい！　信じられないっ、あのサル！　手打ちよ！　手打ちだわ！　やっぱり……まだ小早川隆景に未練があるんだわーっ！』

　と、信奈さまが大親友にして姉し妹まいとも言える十兵衛にだけこっそり打ち明けてくださったのですう！

　ですから、誰だれにも言ってはなりませんよ！

　言ってはダメですよ！

　これは十兵衛が、兼見ちゃんと宗そう麟りんどのと犬千代どのと勝かつ家いえどのと長なが秀ひでどのと半はん兵べ衛えどのと官かん兵べ衛えどのと隆景どのと五ご右衛え門もんどのと徳川どのと、ええと、たぶん三十人ほどの親しい人にしかバラしていない、織田家を揺るがす絶対の秘密！　秘中の秘なのですう！

　勝手に嫉しつ妬とされて、あの日以来ずーっと信奈さまから罵ば倒とうされ続けている先輩もお気の毒ですが。よくよく考えますと、これまでの先輩は信じられない量の働きぶりでした。連戦で溜たまっていた疲れが、信奈さまとの閨ねやで一気に吹ふきだして、半ば失神したも同然のように眠ねむってしまっただけなのですぅ。たぶん。それだけ信奈さまに心を許しておられる証しよう拠こなのですぅ。

　いや、もしかしたら、先輩は心のうちでは「実は童どう貞ていは十兵衛ちゃんに捧ささげたいんだ、俺」と思っておられるのかもしれませんが！

　だとしたら、ゆゆしき事態ですが！

　ああ！　結局、十兵衛と信奈さまとは、先輩を巡めぐって争い合う運命のもとに生まれてきたのでしょうか？　悲劇ですう！

　そんなわけで、今、信奈さまと先輩は安土へ向かう行軍中もずーっと夫ふう婦ふゲンカを続けておりまして、信奈さまはとっても不ふ機き嫌げんなのですぅ。

　すっかり姑しゆうとめと化している相良義陽どのが「弟がそれほどそなたを愛しているということだ。愛深き故ゆえに、初夜を成功させるのがかえって難しいのだ。だから、小田原は初夜前夜ということにして、正式な初夜は安土でやり直せばいい。安土でもダメなら、京がある」と信奈さまのご機嫌を直すべく、いろいろと適当なことを言いつくろっておりますが、なんだか逆効果なのですぅ。

　なにしろ、ほとんどの外様大名が帰国したというのに、問題の小早川隆景どのがまーだ織田家にくっついたまま帰らないからですぅ。義陽どのからの信頼が篤く、京で大だい納な言ごんに就任する折に補ほ佐さしてもらいたい、とのことで。

　と、いうわけで──近々、織田家譜代家臣団一同、信奈さまと先輩とともに京へ戻もどってきますので、お楽しみに！　馬揃えの際には、ご協力よろしくですぅ！

　あと、ちょっとでいいので、銭を貸してほしいのですが……今いま井い宗そう久きゆうどのや津つ田だ宗そう及ぎゆうどのからの利子の取り立てがきっつくて……信奈さまはドケチで、一文も貸してくれないのです……先輩が貸してくれるはずだったんですが、信奈さまの「もう夫婦でしょ？　夫婦らしいこと、してもらってないけれど！　いい、良晴？　わたしの銭はわたしの銭、あんたの銭もわたしの銭よ！」という守銭奴発言でお流れに。

　お願いします、お願いします！

　みっちゃんより　兼見ちゃんへ




　十兵衛どのはまったくご陽気なお方、と手紙を読み終えた藤孝は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。相良良晴が初夜の閨で熟睡して信奈を激げき怒どさせたという噂うわさ話ばなしも微笑ましい（うかつに拡散しすぎだが）。

　だが、明智家の財政難は笑い事ではない。坂さか本もとも丹波も、海に面していない。これまでは琵び琶わ湖こを中心とした「国内貿易」網もうで光秀は稼いでいたが、これからは海外諸国との貿易が主流となる。大至急、光秀は長崎へ飛んで海外貿易に乗り出さねばならないだろう。また、織田信奈が片かた腕うでたる光秀にこれからの貿易路の中心となる長崎を事実上与あたえたのも、慧けい眼がんであり、かつ光秀を自分の分身の如ごとく信頼している証あかしだと言える。

　ともあれ、この「初夜失敗話」は、あまり拡散しないほうがよいでしょう、と藤孝は思った。このまま二人が決けつ裂れつして夫婦別居などという事態は、藤孝としても「避さけたい」。

「なにが書いてあった？　ん？　ん？」

　と興味しんしんの足利義輝には、

「どうやら織田信奈と相良良晴は夫婦ゲンカしているそうですよ。やはり戦いくさをしながらの新婚旅行には無理があったようです。合戦抜き、兵士抜きの二人きりの新婚旅行が必要でしょうね。ふふ」

　と、当たり障さわりなく答えることにしたのである。

　吉田兼見は、（ほっ。よかった～。ガサツな義輝さまにこの噂話を聞かせちゃったら、京中に一気に拡散するところだったもの。細川さまは気配りのできるお方よねー）と細川藤孝に感謝したのだが、しかし──。

　藤孝の「狙ねらい」は、別のところにあったのである。

「ええ。どうしても、あの二人には夫婦として睦むつまじく過ごしていただかねばなりません。ですが、心配は無用。必ずや、『そうなる』でしょう。ふふっ」

　その「狙い」がなんなのかは、まだ藤孝自身以外の誰にも、想像もつかない。




　かくして、織田信奈と相良良晴は、織田家譜代衆とヨーロッパ使節団を率いて安土へ入り、さらに京へ──！




　二人を待ち受ける「運命」の車輪が、大きく動きはじめる時がついに来たのだった。







　巻ノ一　馬揃ぞろえ







【馬場】




　その日──関かん東とう遠征を終え、黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんの日ひノ本もと侵しん略りやくを阻そ止しした織お田だ信のぶ奈なと相良さがら良よし晴はるは、織田家の郎ろう党とう・譜代諸将とともに、そしてエリザベス女王をはじめとするヨーロッパ使節団とともに、ついに京きようへと凱がい旋せんしつつあった。

　信奈と良晴は安あ土づち城でヨーロッパ使節団を歓かん待たいした後、京の都へとエリザベス女王たちを招待したのである。

　信奈は、当初は御所に女王たちを参さん内だいさせて姫ひ巫み女ことの対面を果たさせるつもりだったが、織田家譜代の柴しば田た勝かつ家いえたちは本来、急いで地方へ派は遣けんして外と様ざま衆とともに「新たな国造り」に着手させねばならないため、あまり長く京に留とどめておけない。京への凱旋を果たして必要な行事に参加させたら、即そく座ざに各人が担当を受け持つ地方へと戻さねばならない。今いま川がわ義よし元もと将軍詮せん議ぎの時のような公く家げ衆得意の牛歩戦術に出られると、地方行政に悪あく影えい響きようが出るからだ。「天下布武」新体制への移行は、十字軍戦争を終結させて織田信奈の威い信しんが最大限に上じよう昇しようしている今、全国で同時に、かつ一気に遂すい行こうすべきだった。無む駄だに長引かせれば、また国内に騒そう乱らんが起こらないとも限らない。

　にもかかわらず、ヨーロッパ人恐きよう怖ふ症しようとも言えるレベルで公家衆が難色を示していることや、頼たのみの近衛このえ前さき久ひさが息むす子この信のぶ尹ただを相手に「関白相論」騒動を起こしたこともあって時間切れとなり、御所へのヨーロッパ使節団訪問は、信奈としても断念せざるを得なくなった。

　だが幸いにも、信奈はお祭り好きである。上京の御所の東ひがし隣どなりに長大な「馬場」を整備し、「馬揃え」すなわち壮そう大だいな軍事パレードを敢かん行こうする予定がもともとあった。この馬揃えに急きゆう遽きよ姫巫女及および公家衆を招くかたちで、ヨーロッパ使節団と姫巫女や近衛前久たち公家衆との間接的な対面を実現させることにしたのである。

　なお、安土での接待役に続き、馬揃えの奉ぶ行ぎよう役は、またまたまたまた明あけ智ち光みつ秀ひで。もはや酷こく使し無む双そう。並の神経の持ち主なら倒たおれているところだったが、光秀は「またしても大役を仰おおせつかったですぅ、さすがは天下人信奈さまの片腕ですぅ、ヨーロッパにも十じゆう兵べ衛えの天才ぶりが伝わること請うけ合いですう」と鋭えい気きりんりん。

　しかし、国割りに続いて、この馬揃え馬場への諸将の入場順番でも、またまた問題が生じた。

　ありていに言えば、入る順番である。

　武たけ田だ信しん玄げん、上うえ杉すぎ謙けん信しん、島しま津づ義よし弘ひろ、吉きつ川かわ元もと春はる、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか、北ほう条じよう氏うじ康やすといった外様の大大名の多くは、兵を率いて本国に帰き還かん。早急に新体制に移行すべく種々の仕事に着手しているために、今回の馬揃えに参加する武家は、ほぼほぼ織田家の譜ふ代だいのみである。その分、国割りほど揉もめる要素はない。

　ただし、小こ早ばや川かわ隆たか景かげと大おお友とも宗そう麟りん、そして姉の義弘におねだりして京見物に来た島津家いえ久ひさの三人と、大納言就任を控ひかえる相良義よし陽ひ。この四人だけは京に同行しているが、相良家一族の義陽以外はあくまでも「ゲスト参加」枠わくなので、順番はあまり関係がなかった。

　そう。織田家譜代の「順番」が大問題だったのである。

　天下布武を達成した織田家が都に凱旋し、姫巫女と公家衆、そして京の町衆の大だい歓かん声せいに包まれながら進軍するこの馬揃え。武将が馬場に入場する「順番」はすなわち、長年の織田家における「勲くん功こう」と「地位」の順列そのものだったのだから。

　もちろん、柴田勝家たち織田家譜代の諸将は幼い頃ころから信奈とともに親しくつるんできた、気心の知れている面々だ。順列などにさほどのこだわりはない。だが、その家臣たちが黙だまってはいない。彼らの主君はみな国持ち・城持ちの大名や高級官かん僚りようへと出世しているのである。故に、気心の知れた仲間といえど、武士としての面めん目ぼくを潰つぶしてはならない──この馬揃えの順番決定でしくじれば、またしても一騒動が起こる可能性があった。

「一番手が肝かん心じんよね、こういうのは。普ふ通つうに考えれば、そうねえ、織田家でいちばんの武勇を誇ほこる柴田勝家──六りくかしら？　あーでも、上杉謙信相手に苦戦したというかぶっちゃけ負けたし、関東遠えん征せいでも水みず攻ぜめ失敗とかやらかしたし、ええと……でも、六は頑がん張ばっていたから……うん。頑張っていたわ……負けまくっていたけれど。でも、ほら、頑張っていたから……はぁ、織田家ってほんとに戦に弱いわよね……関せきヶが原はらでもわたし自身、結局、上杉謙信への種たね子が島しまの一いち撃げきを外してるじゃん……もしも関ヶ原で負けていたら……わたしって、未来語で言えば『戦犯』よね……未来語でなくても戦犯だけど……って、やだっ？　迷っている暇ひまはないわ!?　馬揃え入場開始まで、あと一刻じゃないの。どうしよう？」

　すでに入京目前。好物の瓜うりをかじりながら街かい道どうを行軍していた織田信奈のもとに、明智光秀が馬を寄せてきて、ウッキウキで「信奈さま！　順番が出来ました！」と巻物を広げて見せた。





　馬揃え　入場　第一番手　天下布武の勲功一等　畿き内ない管かん領れい・惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ・明智☆十兵衛光秀　颯さつ爽そうと京へ帰還ですぅ

　二番手　主君・織田信奈さまと相良良晴先せん輩ぱいですぅ

　三番手　賓ひん客きやく　エリザベス女王陛下たち、ヨーロッパ使節団ですぅ

　四番手以後　残りの織田家家臣団はクソザコ揃いなので、適当でいいですう、あみだくじで決めてくださいですぅ






「さあ、信奈さま！　デアルカ、とお褒ほめの言葉を！　天才ですう、この順番を閃ひらめいた十兵衛は天才が止まらないですう！」

「……十兵衛あんた……もしかして寝ね不ぶ足そくで頭が……？　ちょ、ちょっと休んだら？」

「なんですとっ？　十兵衛を馬揃え奉行から解任されるというのですか、信奈さまあああっ？　なぜですかっ？　安土城でもけんめいに接待いたしましたのにいいいっ!?　もしかして……もしかして、十兵衛はお払はらい箱ばこですかああああっ!?」

「あー。十兵衛？　あんたは天下布武達成で気が抜ぬけちゃってるのよ。わたしもそうだから、わかるわ。その上、寝不足でちょっとばかりその、知力が……通常の三分の一くらいに……悪かったわね、十兵衛。イングランド女王や京の御ご所しよを相手にする仕事を委ねられる人材は、織田家には十兵衛しかいなかったから……ちょ、ちょっとばかり、酷使しすぎたみたい。わたしが自分で順番を決めるから、少し休んでなさい」

「イヤですう、最後まで任務を果たすですう！　左さ遷せんはイヤですう！　もしかして、安土城での警備に手落ちがあったことを、とってもお怒いかりで……？　そそそそうなのですね、信奈さまああああ！　安土城の件は、申し訳ありませんっ！　この上はこの十兵衛、近江おうみ坂さか本もとと丹たん波ば亀かめ山やまを返上して、石いわ見み出雲いずもあたりに領地替がえされても文句はありませんですう！　もちろん石見銀山はいただきますです！」

「虎とらの子この石見銀山はくれてやらないし、安土城のことで怒おこったりしてないわよ！　サルには激怒しているけれどお！　本来ならば、首輪を塡はめて街道を引きずって晒さらし者ものにしてやりたかったくらい怒っているけれど！」

　信奈は、良晴が小お田だ原わら城での初夜の閨ねやで積み重なった疲ひ労ろうのあまり「ぐー」と熟じゆく睡すいしてしまって以来、懊おう悩のうしていた。安土城で初夜をやり直せば問題ない、と相良義陽になだめられて、そのつもりでいたのだが──なんと！　またしても、安土城での初夜第二ラウンドも失敗に終わったのである！　まるで、天が信奈と良晴が名実ともに夫婦めおとになることを拒こばんでいるかのような事件が勃ぼつ発ぱつしたために！

　安土城では、それまで「忍にん耐たい、忍耐。わたしはもう良晴の奥さんなんだから」と我が慢まんしていた信奈も、「いつまで天てん丼どんが続くのよ！」と大激怒。

「小早川隆景と相良義陽に邪じや魔まされて、良晴に浮うわ気き者への懲ちよう罰ばつを加え損なったのが無念だわ。まったくあの二人ってば良晴に甘いんだから！　はっ、いけない？　新しん郎ろうさまの良晴に対して新にい妻づまのわたしがこれ以上ツンツンしたら、良晴の心が小早川隆景のほうに流れていっちゃうかも……殿との方がたって、愛する女によ人にんと結ばれるまではツンツンされるのを好むけれど、いざ結ばれたらデレデレしてもらえないとすぐに愛情が冷めちゃうっていうし……でも！　そうよ、良晴が隙すきだらけなのが悪いんだから！　ぐぎ、ぐぎぎぎぎ……！」




　　　　※




　少し前。

　箱はこ根ね小田原で十字軍との和わ睦ぼくが成り、十字軍がそのまま「ヨーロッパ使節団」へとスライドした後、信奈は譜代諸将とともに安土城へヨーロッパ使節団を招き、光秀の采さい配はいのもとでエリザベス女王たちを接待した。

　日頃はケチだが、「この安土の町を全世界から観光客が押し寄せる聖地として売り込む一世一代の好機よ！　桶おけ狭はざ間まを超こえる大一番が来たんだわ！」と気合いを入れた信奈は、銭ぜにを惜おしまない。接待奉行に任じた光秀に「銭に糸目はつけないわ。世界最高の『おもてなし』をやってのけるのよ、十兵衛！」と命じて、連日連夜に及ぶ怒ど濤とうの接待攻こう勢せいを繰くり広げたのだった。

　雄ゆう大だいな琵び琶わ湖こに浮うかぶかのように建てられている山城・安土城は、南なん蛮ばん風の総石いし垣がき城。

　しかも、バベルの塔とうもかくや、という超ちよう高こう層そう建築物──「天主」を備え、さらに城の内部は狩野かのう永えい徳とくや長は谷せ川がわ等とう伯はくたち当代一流の絵師による絵画や、信奈自じ慢まんの「織田信奈像」、黒くろ塗ぬり黄金の茶室といった豪ごう華か絢けん爛らんな文化施し設せつの宝庫だった。

　完かん璧ぺきな街道を敷しかれ、行き届いた区画整理が行われ、塵ちりひとつ落ちていない安土の町は、ヨーロッパの大都市を超える見事なもので、古代羅ロー馬マの都を彷ほう彿ふつとさせるものだった。しかも、神社仏閣のみならず南蛮寺やセミナリオまでが建てられており、セミナリオではオルガンティノたち宣教師が武家の子息たちにヨーロッパに関する学問を教えている。

　信奈が安土を当初から「国際都市」として設計していたことは、ヨーロッパ使節団の目にも明らかであった。

「日ノ本では新教と旧教の争いは御ご法はつ度とよ。日ノ本は八や百お万よろずの神々の国。信しん仰こうの自由がなんびとにも保障されるの。戦いは、商売で──貿易でやってね。今なら、石見銀がお買い得よ！」

　バチカンを代表して安土城に招かれたドミヌス会の巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノは、信奈自身に案内されながら天主の吹ふき抜け階段を上って琵琶湖を見み渡わたせる大広間へと至り、

「フロイスから聞いてはいたが、ジパングにヨーロッパ様式を独自改良した石垣を取り入れたこれほどの大だい城じよう塞さいがあったとは。すでに全国各地に、次々と安土城を模した石垣城が建てられはじめているという。十字軍戦争が早期終結してほんとうによかった」

　と胸を撫なで下ろしたのだった。

　イスパニアの異い端たん審しん問もん官たちを率いるソテロも、

「ジパングは、キリスト教が勝利する以前の、三十万を超える神々を祀まつっていた古代羅馬もかくやの多神教の国。この国をカトリック一色に染め上げるのは不可能でしょう──なによりも、織田信奈が安土城の摠そう見けん寺じに自分自身を『ご神体』として祀っております。小田原より安土へと行軍してきましたが、凱がい旋せんする彼女を崇あがめるジパングの人々の熱ねつ狂きようぶりは想像を絶します。まさしく、カエサルに匹ひつ敵てきする英雄です」

　とさすがに舌を巻いた。

「そうだなソテロ。キリスト教が国教になる以前──多神教体制だった時代の古代羅馬の皇こう帝ていたちは、死後、神として祀られたという。それに」

「ええ。銭にせこいところ、商売人なところは、カエサルにそっくりね。織田信奈に巨きよ額がくの投資を続けてきた堺さかい商人たちは、今回の十字軍戦争でも、必死で織田軍を支えねばならなかったというわ。ここで織田信奈が滅ほろびてしまったら、彼らが彼女に投資した銭がすべて消えてしまうのだから。しかも彼女は、大友宗麟を通じて九きゆう州しゆうの博はか多た商人まで取り込んで、全国の経済圏けんをひとつに繫つなぐつもりよ。むろん、ジパングの経済圏を統一した後は、これをすみやかに全世界の交易路に接続し、ジパングの貿易大国路線に舵かじを切るのだって。だからこそ、カトリックもプロテスタントもともに誘ゆう致ちするのよ。ほんとうに、やるわね」

　メイド姿を解除して「女王陛下」の衣装に戻もどったエリザベス女王が、ヴァリニャーノに囁ささやく。

「私が見るに、商売上手という点では、女王陛下も変わりませんがね」

「あら。ありがとう。ともあれ、ジパングにおいては新教と旧教の争いは徹てつ底ていして避さけるべきね。鉄てつ甲こう船は内海専用の防衛船だけれど、織田信奈はすでに、あぽかりぷす・なう号によるヨーロッパ訪問を成し遂とげた伊だ達て政まさ宗むねと組んで、外海を航行し世界を一周できるヨーロッパ様式の巨船量産を進めているそうよ。私たちと京の姫巫女さまを対面させた後は、彼女自身が、海に繰り出して羅馬教皇のもとを訪問したいのだとか」

　安土のマスコット・着ぐるみのあづっちーと、接待ならばこの人を抜きには語れない！　と定評のあるたぬき耳の徳とく川がわ家いえ康やすが、「きりきりお膳ぜんを運ぶですぅ」と明智光秀に追い立てられながら、ヨーロッパ使節団の面々に豪華な食事を配膳する中。

「みんな、日ノ本料理を味わってちょうだいね！　今日は、これでもか、とわたしの大好物をてんこ盛りよ！　名付けて、『いきなりみそ素敵』！　焼きみそ！　みそ煮に込みうどん！　みそえびふりゃー！　みそかき氷よ！　あと、お土産みやげとして、未来のおもちゃ『ロゴブロック』を準備したから、遠えん慮りよなく持っていってね！　いずれわたし、尾お張わりにブロックおもちゃの町『ロゴランド』を建てるから、宣伝よろしく！　夜が明けたら、すぐに京へ！　馬揃ぞろえよ！　京の町衆と公く家げ衆、そして姫巫女さまの前で、ヨーロッパの王おう侯こう貴族や騎き士したちが、日ノ本の武士とともに馬で駆かけるの！　時代が変わったことを、日ノ本が開国したことを、京中に知らしめるの！　これでこの国は大きく変わるわ！　未来語で言えば、世界デビューよ！　お願いね！」

　ついにエリザベス女王たちを安土城に呼べた織田信奈はすっかり上じよう機き嫌げん。その隣となりにいる「新郎」の良晴は、小田原城での新しん婚こん初夜を「寝ね落ち」で失敗してしまうというポカをやらかしたために、「もう許してくれよ～信奈～」と情けなさ全開だが、これでいざとなれば「海の悪あく魔ま」ドレイクを相手に恐おそるべき勇ゆう敢かんさを発揮する「信奈の騎士」だということを、使節団の誰だれもが知っている。病に倒たおれていたドン・フアンを救ったのも、良晴が抱いだく敵味方を問わない誠実さ、彼ら流に言えば「騎士道精神」故だった。

「でも……みそ料理以外の……料理が……欲しいわね……どうして尾張人って、どんな食材にもみそをかけるのかしら……？」

「……そ、そうですな……女王陛下……きょ、京には、もっと上品で薄うす味あじな日ノ本料理があると期待しましょう……ううっ……異文化国との外交の場となれば肉でも食べる適応主義者の私も、いつ果てるともないみそ料理漬づけだけは、さすがに……このえびふりゃーなんて、ポルトガル料理のようで美味なはずなのに、どうして黄金色の衣の上からたっぷりとみそを……」

「信奈さま！　なんでこれだけみそ料理尽づくしなのに、たこ焼きはダメなのですか！　みそたこ焼きを出させてほしいですぅ！」「ダメよーっあれは不味まずいもの！　粉物にはみそは合わないわよ！」「えーっ？　勝家どの一押しのみそ煮込みうどんは採用されてるですぅ、ひいきですぅ！」「世界の要人たちにみそたこ焼きなんて出したら、接待役を降ろすわよーっ！」「みそたこ焼きで負ふ債さいを返さないと明智家は破産ですぅ！」「いい加減、別の商売に鞍くら替がえしなさいよー！　ほら、尾張にはロゴランドがあるから……！　ロゴランドの経営をやらない？　ショバ代、未来語で言うところのフランチャイズ代は今なら八割よ！」「いーやーでーす！　ロゴランドの入場料金を聞いたですよ！　とんでもない金額ですぅ、あれじゃ儲もうからないですぅ！」と、使節団そっちのけで光秀VS信奈の争いがはじまる中、エリザベス女王たちは「……神よ……」と祈いのりながら悪夢の如ごときみそ漬け料理に箸はしをつけたのだった。




　……その夜。

　事件が、起こったのだ。

　小田原城の閨で、信奈と初夜を迎むかえたにもかかわらず、「ぐー、すぴー」と睡すい魔まに負けて熟睡してしまったわれらが相良良晴は、以後、信奈との同どう衾きんを許可されず、ずっとお預け状態という罰ばつを喰くらっていた。

　慌あわてた相良義陽、小早川隆景、丹に羽わ長なが秀ひでらが「毛もう利り方として織田水軍との決戦、九州下向、関ヶ原の合戦、関東への十字軍遠えん征せいと」「良晴は日本やまと武たけるの尊みことの如く各地を転戦し続けてきて」「身も心も疲つかれ果てておられたのです。姫ひめに膝ひざ枕まくらしてもらった瞬しゆん間かんに、久方ぶりに安心されて、これまでの疲労がどっと出たのです。これも、姫への信しん頼らいの強さ故ゆえです」とけんめいに信奈をなだめ続けたので、やっと「夢にまで見てきたわたしの初夜があああああ！　いつもの十兵衛の邪魔も来なかったというのに、なんで寝落ちするのよおおおお！　良晴は、わたしよりも枕を愛していたんだわ！　うわあああん、信じられなーい！」と荒あれていた信奈の機嫌も直り、「安土城にて初夜をやり直す」と決まって、いよいよこの日がその「初夜第二ラウンド」決行日となったのである。

　決戦場は、安土城天主の最上階。

　安土城での接待役を仰おおせつかった明智光秀が、そのまま眠ねむることなく天主の入り口をがっちりと守り、侵しん入にゆう者を許さない万全の警備態勢を敷いた。

　朱しゆ槍やりを担かついだ前まえ田だ犬いぬ千ち代よに、安土のことならお任せの琵琶湖の主あづっちー、いざとなれば釣つり天てん井じようを駆く使しして曲者を（信奈ごと）圧殺できる徳川家康＆本ほん多だ正まさ信のぶ主従、久々に薙刀なぎなたを取り出した丹羽長秀と、頼たよれる門番役を多数配置。むろん、ヨーロッパ使節団の警護にも多数の護衛係を割さかねばならなかったが、そちらには柴田勝家や池いけ田だ恒つね興おきといった脳筋姫武将組を配置。なんとしても天主を守り通すですぅ、さもなくば左さ遷せんですぅ明智家は破産ですぅと燃える光秀はぶっちゃけ、エリザベス女王たちの警護よりも初夜会場の死守のほうに有能な人材を集めたのである。

　そして、最上階──。

　寝しん具ぐに着き替がえた信奈と良晴は、久々の同衾で言葉も出ない。

　うわあああ。恥はずかしくて信奈の目を直視できない！　いちど機会を逸いつするとこんなにも意識してしまうものなのかあ～！　と良晴は戸と惑まどっていた。

　ああ。なんてことだ。あの、大おお海うな原ばらでフランシス・ドレイクを相手にネルソン提てい督とくの如き海の男として戦っていた俺は、幻まぼろしだったのか。あの時、海上で戦っていた俺は、クッソチートだったのに。俺ＴＵＥＥＥＥＥだったのに。イキリまくっていたのに。

　やっぱり、信奈が好きすぎるから、意識しすぎて力が出ないのか？

　恋れん愛あいとは惚ほれた者の負けだとは、よく言ったもの！

「……あ、あのね、良晴？　も、もし、今日も失敗して寝ちゃっても怒おこらないから。わ、わたし、相良義陽からいろいろ教わったんだけど、こーゆー閨ねやで殿方を責めれば責めるほど、男は駄だ目めになるって……だ、だから、小田原での寝落ちは許すわ。きょ、今日も、その、こ、子作りまでいかなくっても、いいから。ほら。と、とりあえず、抱だき合いましょう？」

「……お、おう。す、すまない信奈。しかし、義陽姉さんも男性経験ないくせに、ほんと、耳年増だな……『お姉ちゃんが初夜の手ほどきをしてやろう』と迫せまられた時に、素す直なおに教わっておけばよかった」

「ダーメーよー！　手ほどきついでに良晴の子種をかっさらっていきかねないもの。あの、弟が好きすぎるお姉ちゃんは！」

「ええ、まさか？　いや、あるかもしれないな。義陽姉さんは徳とく千ち代よと引き離はなされて暮らしていたから、家族愛の強さが、ちょっとその……よ、よし、信奈。まずはそっと抱き合って、もう一度初夜の気分を高めていこう」

「だいじょうぶ？　目が泳いでない？」

「だ、だいじょうぶだ。お、お、俺は、天下の女好き、相良良晴だぜ？　つ、つ、ついに、天下一美女の信奈と結ばれるんだ。今こ宵よいは満願成じよう就じゆ。緊きん張ちようしているのは確かだが、もう連戦での疲ひ労ろうは取れている！」

　あー。五ご右衛え門もんが以前持っていた、あやしい薬を借りておけばよかった、と良晴は少々後こう悔かいしたが、こうなったら自分の台詞せりふで自分を盛り上げる他ほかはない！　そうとも相良良晴よ、今宵は天下を賭かけた合戦なんだ！　勇気を出せっ！

　そ、そうだ！　枕元に、お茶を飲むための茶道具一式があるじゃないか。

　今宵はとりあえずお茶だ、お茶をがぶ飲みだ。なぜなら、抹まつ茶ちやには高こう濃のう度どのカフェインが含ふくまれている！　五右衛門のあやしい薬には及およばないが、カフェインは人間の脳を覚かく醒せいさせる……！　小田原でも、布ふ団とんに入る前に飲めばよかった。ごくり、ごくり。

「くうう……効いてきた～！　そうだ、信奈！　俺の強みは『速度』だ！　すでに墨すの俣また一夜城で証明済み！　一夜で織田家と相良家の『赤ちゃん』を儲けられるという自信は、ありまあす！」

「ええ？　……そ、それって……ど、ど、どういう意味？　あ、ちょ、ちょっと？　良晴？　きゅ、急にどうしたの？　あ、あの、お願い。優しく……」

「明日あしたからは信奈、お前を気き遣づかって優しくする！　しかし今日だけは別だっ！　俺もはじめてなんだから、仕方ない！　なんだかわからないが、今宵の抹茶はぶっ飛ぶぞおおおお！　すっげえ勇気とやる気が湧わいてきたああああ、うおおおおおお！　信奈も飲むか？」

「え。いや。なんだか気になるから、やめておくわ。あっ。良晴？　ちょっと。寝具を破いちゃダメだってば、ちゃんと脱ぬぐから、だから、ちょ、ちょ、ちょっと？　わわわわたしにこここ興奮してくれるのは、ううう嬉うれしいんだけれど、なんだかその……いつもの良晴と違ちがうような……ねえ？　そのお茶、ほんとにただのお茶なのっ？」

「ああ！　ついに。この時が……！　俺は今、もうれつに感激しているっ……のっ……信奈あああああ！　好きだあああああ！」

「よ、良晴が……サルだわ、サルになってるっ!?　あーれー!?　嬉しいけれど、なんだか、違～う！」

　閨でまたしてもへたれかけていた良晴の様子が急変した理由は、すぐに明らかになった。

　そう。

　光秀の厳重な警備網もうをかいくぐった謎なぞの諜ちよう報ほう員＝スパイたちが、最上階の閨をいつの間にか包囲していたのである。

「あ、あんたたち、誰よ？　良晴に一服盛ったわね？」

　その諜報員たちは──全員が、うら若き白人女性だった。しかも、それぞれが一騎当千の美女揃いであった。

　うおおおおおっ？　なんだこりゃっ？　ハーレムデリバリーサービスっ？　あの嫉しつ妬と深い信奈が、いったいどんな心変わりを？　しかも、なんという国際的なメンバー……そうか、もしかしてこれが「世界大奥」というやつなのかーっ!?　と興奮して美女軍団に飛びかかろうとした良晴の頭を、信奈がゴンと叩たたいて黙だまらせる。

「われらは、フランスの国母カトリーヌ・ド・メディシスさまに忠誠を誓ちかう女官部隊」

「人呼んで『特別遊ゆう撃げき隊』と申します」

「異国ジパングの殿との方がたを、われらの色いろ香かで籠ろう絡らくして機密情報を引き出し、外交的有位を奪うばう。それが、カトリーヌ・ド・メディシスさまより命じられているわれらの使命」

「ユグノー戦争の終結で手一いつ杯ぱいのフランスは、ジパングとの戦争などまともにやってはならない。欲よく深ふかなフェリペ二世の野望などに加担すべきではない。大航海時代に乗り遅おくれたフランスがアジア交易に乗り出すためには、ジパング政府と『友好』を結ぶべし。ただし、フランスに有利なかたちで。それがカトリーヌ・ド・メディシスさまのご意志」

「故に、天下人の婿むことなった相良良晴どのを籠絡し、『世界大奥』設立を実現させ、世界大奥ではフランスに主導権を握にぎらせていただくと、われら、協議の上で決めました」

「このまま座していれば、相良良晴にすでに求婚しているエリザベス女王に負けてしまいます。なれどわれらは、身分こそ女王には劣おとれど、数では圧勝！」

「『世界大奥』は民主的な、数の論理で動く組織となるそうですね！　それ故に！」

「われら全員、今宵より良晴どのの愛あい妾しようとなり、『世界大奥』の議席の半ばを占せん拠きよし多数派となる所存！」

「お礼に、信奈さまの初夜を成功させてさしあげましょう。というわけで、愛の媚び薬やくを茶に一服盛らせていただきました」

「なにしろ、戦場での勇者ぶりとは大違い、閨ではとんでもなくへたれな殿方でしたので」

　ふざけないでえええ～！　と信奈は激げき怒どするが、敵は圧あつ倒とう的多数！　みな、良晴の頭を蕩とろかす香こう水すいを身につけている。その上、一人一人が信奈に引けを取らない美女っ……！

　恐るべきはカトリーヌ・ド・メディシスとか言うフランスの国母だわ、と信奈は震ふるえた。

（銀山欲しさに、強引に攻せめ込んでくるイスパニア。宣教師と貿易を揃そろえて持ってくるポルトガル。プロテスタントらしく実直に戦うネーデルラント。女王が海かい賊ぞくの親玉をやっているイングランド。戦争そっちのけで「プラトン立体」を探し歩いている神聖羅馬帝てい国こく皇帝の配下たち……ヨーロッパにもいろいろな国があるのね。それにしても、フランスは……色いろ仕じ掛かけで国際情勢を操ろうだなんて……十字軍戦争の際にはほとんどなにもしていなかったから、見落としていた！　いちばん手て強ごわい敵が最後に残っていたんだわ！）

　良晴が盛られた薬は強きよう烈れつなものらしい。日ノ本人には耐たい性せいがない未知の薬なのだろう。殴なぐってもまだ正気に戻もどらない。信奈は「はっ、はっ、はぁれむう～」とうわごとを呟つぶやいている良晴の後頭部をぶぎゅると踏ふみながら、

「十兵衛！　出会え、出会え～！　良晴の貞てい操そうを奪おうと企たくらむ不ふ逞ていの輩やからたちが現れたわ！　こいつらを閨から追い出しなさ～い！」

　と、とんでもない大声で叫さけび、天主の入り口でじーっと直立していた明智光秀を呼び出したのであった。

　光秀が「ギャー！　左遷ですう、明智家破産ですう！」と頭を抱かかえたことは言うまでもない。




　　　　※




　……というわけで、安土城での「新しん婚こん初夜第二ラウンド」もまた、失敗に終わったわけである。

　光秀たちの力を借りて酩めい酊ていした良晴を鎮ちん圧あつした信奈は、とりあえずフランスの特別遊撃隊に「良晴への接近禁止」を言い渡わたし、翌朝正気に返って土下座と土ど下げ寝ねを繰くり返した良晴に「昨日の醜しゆう態たいは薬のせいだったから、切腹だけは勘かん弁べんしてあげる！　でも、次はないと思いなさい！」と言い渡し、ここに二人の「初夜」は完全に水入りとなったのだった。

　京で三度目の初夜挑ちよう戦せんを、と丹羽長秀たち周囲の姫ひめ武将たちが信奈を取りなしたが、さすがに信奈の怒いかりはすぐには解けず「二度も恥はじをかかされたのよ！　イヤっ！」と取りつく島もない。

　結局、京では信奈が本ほん能のう寺じに泊とまり、良晴は妙みよう覚かく寺じに泊まる、という「夫ふう婦ふ別居」と相成ったのだった。

　もちろん、信奈とて、本気で別居したいわけではない。むしろ逆。天下布武が成った以上は、一刻も早く良晴と結ばれたい、できればすぐにでも赤ちゃんが欲しい、まずは三人は欲しい、もう名前も決めてある……のだが、フランスのあやしい部隊が「世界大奥」設立の陰いん謀ぼうを企くわだてている、しかも良晴は相変わらず美女が弱点で、それは相手がヨーロッパ人であろうとも同じだと知っては、なかなか素直になれない。

　まもなく京に到とう着ちやくして馬揃えが開始されるというのに、信奈の心は千々に乱れっぱなしだった。相変わらず空気を読まない光秀のさわやかなどや顔が、さらにカンに障さわる。

「おーい、信奈～！　もう薬もすっかり抜ぬけたから、俺は正気に戻ってるぜ！　頼たのむよ～！　京で、最後のチャンスを俺にくれよ～！　ほら。機き嫌げんを直せ。お前の大好物の『てばさき』をたくさん仕入れてきたから！　ほーらほら。てばさきは美味おいしいぞ～」

　思いだすだけで許せないっ、カトリーヌ・ド・メディシス……！　っていうか十兵衛ってばなんであいつらの侵入を許したのよ？　もしかして、こんど自分で邪じや魔ましたら切腹だから、あいつら色仕掛け遊撃隊が入り込む際に見て見ぬ振ふりでもしていたのっ？　と信奈が嫉妬の炎ほのおに燃えているところに、当の良晴が「餌えさ」で釣つろうとやってきたものだから、信奈はさらにヒートアップ。

「良晴っ！　わたしが許すまで、わたしに近寄らないでって言ってるでしょー！　なにが、『はっ、はっ、はぁれむ～』よ！　良晴は、わたしへの愛よりもハーレムを取ったんだわ！」

「だからそれは薬のせいで……信奈と十兵衛ちゃんも五右衛門の薬にやられたことがあったろ～？　あやしい薬、ダメ、絶対！　今日は、俺の味方をしてくれる頼たよれる仲ちゆう裁さい役を呼んできたからな！　馬揃えの前に仲直りするんだ、京では同じ宿で泊まるんだっ！　こんどこそ、俺は成し遂とげてみせるっ！　みんなの力を俺に貸してくれーっ！」

　なによ。川かわ並なみ衆の野や郎ろうどもでも連れてきたの？　汗あせ臭くさいんだから……と信奈が眉まゆをひそめる。が、川並衆は「大人の女によ人にんなど」「おぞましい、おぞましい」「子作りだなんて、理解できねえやあ」「まさに地じ獄ごく！」と怖おじ気けをふるい、良晴と信奈の夫婦ゲンカには干かん渉しようしようとしない。

　故ゆえに、良晴応おう援えん団の面々は──。

「ええと。お、織田信奈。安土城の件は、良晴の罪ではない。世界にはいろいろな国があるということだ。開国路線を採ったのだから、これしきのことで良晴との初夜を拒きよ否ひするのはいかがなものだろうか……どうか、良晴にもう一度、雪せつ辱じよくの機会を。このままでは、良晴がかわいそうだ」

　よりにもよって、小早川隆景！　記き憶おくを喪そう失しつしていた頃ころの、良晴の恋こい人びと！　「今明石あかしの君」！　っていうか、なんで京までついてきたのよ？　さっさと本国に帰りなさいよっ！

「宗麟も、特別遊撃隊を結成したーい♪　戦争よりもずっと平和的な外交戦略だよね～♪　ねえ、信奈ちゃん。良晴くんを許してあげて？　次期関白なんだから、次から次へと良晴くんに言い寄ってくる女人はこれからも出てくるんだよ？　いちいち怒おこってたら、信奈ちゃんの貴重な時間が浪ろう費ひされちゃうよ？　なんだったら、嫉妬心とかあんまりないこの宗麟が世界大奥を取り仕切ってあげてもいいよ～？」

　嫉妬欲や独どく占せん欲よくは薄うすいが、しかし我が欲よくと恋れん愛あい願望は人一倍たっぷりと持っている、という困った姫大名の大友宗麟！　信奈にとっては大親友のはずなのだが、殿方に関する価値観がどうにも折り合わない！　ガスパールから「恋愛禁止」を言い渡されてきた反動か、「処女王」を貫つらぬいてきたエリザベス女王と「女王もほんとうは恋愛したい」という一点で意気投合したからか、このところどんどん過激化しているかのような？　っていうか、だから、なんで京にいるわけ？

「おう、織田信奈！　さっさと子作りせえ！　相良さぁが要いらんのなら、おいが薩さつ摩まに連れて帰るど！　おいは体力には自信ありじゃ、身体からだは細いが兎うさぎみたいにぽんぽん産むど！　それでもよかと？」

　姉の義弘は兵を率いて薩摩に帰ったが、「京見物の続きがしたか！　せめて一いつ泊ぱく！　小お野のお通つうの源げん氏じ物語講義に出たか！」と妹に弱い義弘に甘えてそのまま居残っている島津家久。

　この子、ちびっこいからお目こぼししてあげてきたけれど、よよよ良晴とせせせ接せつ吻ぷんしたそうね。接吻止まりならまだしも、子供を産むだなんて、第六天魔王にケンカ売ってるわけ？　どどどどうしてくれようかしら。そそそそうだわ。じゅじゅじゅ十字軍艦かん隊たいを借りて、さささ薩摩との全面戦争に……ピキピキピキ。信奈の怒りゲージはＭＡＸへ。

「隆景！　宗麟！　家久！　あんたたち、いつまで居座ってんのよーっ！　外と様ざま大名にはいったん帰国を命じたはずでしょー！　本国に帰りなさいよーっ！」

「あ、いや。私はその、大だい納な言ごんに任官される相良義陽どのの補ほ佐さ役を務めるために……義陽どのに頼まれてしまい……そ、その仕事が終わったら、す、すぐに戻るので……ええと。よ、良晴に迫せまろうとか、そういうことは……考えては……す、すまない」

「なんで目を逸そらすのよ、隆景っ！」

「うう、つい。申し訳ない、すまない」

「宗麟は信奈ちゃんの魂たましいのお友達だから、ずっと一いつ緒しよにいるよお。でも、宗麟は『世界大奥』に賛成だよ？　良晴くんの大奥なしで純じゆん粋すいに各国の要人が集まる『世界会議』もいいけれど、ちょっと時期尚しよう早そうだと思うんだよねー♪」

「宗麟、あんたはガスパールのもとで修道女の修しゆ行ぎようでもやりなさい！　そのフロイスよりもでかい乳が……おっぱいが、あんたを惑まどわせているんだわ！　罪深い！　罪深いっ！　未来規準でバストＨカップ以上の女人は、良晴への接近禁止っ！」

「んにゃ。おいはもうちょっとだけ京見物したか。しかし……おいも胸はでかか。じゃどんこの胸は、子育てのためぞ。織田信奈も相良さぁの赤ちゃんを育てるなら、もっと牛の乳を飲めばよかと？」

「うるさーい！　なんであんた、ちっちゃいのに胸だけ大きいのよーっ！　そーゆーのを未来では露ろ璃り巨きよ乳にゆうって言うのよーっ！　反則よ、反則だわ！」

　説得失敗を悟さとった良晴は（し、しまった……野郎どもを連れてくるべきだった。いくら利口者とは言っても半はん兵べ衛えや官かん兵べ衛えたちロリっ子を連れてきたら、信奈に「露ろ璃り魂こん疑ぎ惑わく」を抱いだかれてしまうと思って、敢あえてこの人選にしたんだが。家久もロリっ子だけど、もう身体はオトナだからな。だが、それが逆効果だった！）と青ざめた。なんてこった。合戦となるとあれだけ知ち恵えが湧わいてくるのに、信奈のご機嫌を取ろうとするとポカ続きだ。女の子って難しい。特に信奈は。

　ああ。こんな時に、宇う喜き多た直なお家いえがいてくれたら……！

「良晴っ！　よりにもよって、自分のはぁれむ要員を集めてきて、わたしを説得させようだなんてっ！　女好きもここに極きわまれりだわ！　このままなし崩くずし的に『世界大奥』を設立させるつもりねーっ！」

「違ちがう、誤解だ信奈！」

「誤解じゃないっ！」

　ここに、ついに夫婦別べつ離り、破局か、これが後世「小田原離り婚こん」とか「安土離婚」とか言われることになるのか、と良晴が天を仰あおいだその時。

　ロリではない救世主が、颯さつ爽そうと！




「おーほほほほ！　夫婦ゲンカは猫ねこも食えませんわね、信奈さん！　もう京に到着いたしますのよ、そこまでになさい！」




　なんだかんだ言って、なぜか信奈が窮きゆう地ちに追い込まれると本気を出して立ち上がる「天下の偽にせ将軍」。

　今川義元であった。




「京での風流祭りでしたら、日ノ本一の典てん雅がさを誇ほこるわらわにおまかせ！　さあさあ。寝ね不ぶ足そくで過労死寸前の光秀さんに代わって、わらわが馬揃ぞろえの入場順番を決めてさしあげましたわ！　この順番書きは、もう各隊に配布済みですわよ？　参加者の皆みなさん！　苦情がございましたら、すべてこの今川義元！　今川義元までどうぞ！　あ、わらわは直接応対するのが面めん倒どうなので、苦情応対役は京きよう極ごく竜たつ子こさんに丸投げいたしますわね？　おーほほほほ！」




　問答無用。信奈と光秀が「「ちょ!?」」と口を開いた時にはもう、義元は「なんで竜子が……」とぼやく京極竜子と「話が違うでしょ！　半兵衛ちゃんと再会させてよーっ！」と騒さわぐ小野お通に担かつがせた輿こしに乗って、さっさと京に向かっていたのだった。

　その去り際ぎわ、義元が遠ざかっていく良晴の瞳ひとみを見つめながら、




「……相良良晴。わらわにとっては、そなたこそが『光る君』でしたわ。どうか、信奈さんとお幸せに……」




　と小さな声で呟き、良晴に一礼したことを、当の良晴は知るよしもない。知られてもならなかった。

　ここに、織田家による「天下布武」と「開国」達成を記念しての、京での馬揃えが無事（？）開かい催さいされる運びとなった。




　百年に及およぶ戦国時代を終結させ、十字軍による侵しん略りやくをも防ぎきった織田信奈とその家臣団がついに京に凱がい旋せん！　しかも、十字軍改めヨーロッパ使節団──諸外国のＶＩＰを引き連れて！

　これは日ノ本開国以来の快挙、前代未み聞もんの国際色溢あふれる軍事パレードである。

　馬揃え奉ぶ行ぎようの光秀が上京の御ご所しよ近くに急造した馬場には、姫巫女と公く家げ衆が総出で見物に。「見学自由」というお触ふれに釣られて、町人、商人、宗門者、さらには京の外から訪おとずれた観光客が殺さつ到とうし、立りつ錐すいの余地もない大だい盛せい況きよう、大入り満員。

　もちろん信奈は大入り満員だからってご祝しゆう儀ぎを出すような性格ではなく、むしろ「見学自由とはタダという意味ではないわよ」と言いだして座席ごとに「見物料」を請せい求きゆうするというケチぶりだったが、その代わり、参加者全員がかぶきにかぶいた馬揃えとなった。信奈とともに戦国の日ノ本を駆かけ抜けてきた各人にとっても一世一代の見せ場であり、なによりも信奈の天下布武達成を祝う「ハレの場」だったからだ。

　足あし利かが幕府内部の権力争い・将軍位継けい承しよう争いに端たんを発し、全国を戦乱の渦うずへと叩たたき込んだ「応おう仁にんの乱」以来、日ノ本人同士がいつ果てるともなく相争い続けた戦国の世は、今日のこの「織田家馬揃え」によって文字通り終結するのである。が、信奈はここで立ち止まらない。ここからだ。織田信奈の野望は、ここからはじまる。これより、ポルトガルのみならずヨーロッパ諸国との貿易を開始し、世界市場への「参戦」を果たす。そのことを天下に知らしめるための馬揃えであった。

　今川義元が決めた「順番」は、雑なようで、細やかだった。

　まず、記念すべき栄はえある馬場への入場一番手は、織田家武門筆頭の柴田勝家ではなく、内政・外交・築城といった地道な補佐役に徹てつしてきた「五ご郎ろう左ざ」こと丹羽長秀だった。ど派手な馬揃え軍団の先頭が、温おん厚こう篤とく実じつで今日もまたおとなしめの衣装に身を包む長秀とは。これには京の見物客たちも驚おどろいたが、長秀が掲かかげる軍旗の家か紋もんが「×」ではなく「○」になっていることに気づいて大笑いした。

「ほんとうに──ほんとうに、この時が来たのですね。日ノ本から、『戦いくさ』が消えました。姫ひめはついに悲願を達成されました──満点です。今日だけは特別に、家紋を変えてみました」

　丹羽長秀は、信奈が「吉きち」と名乗っていた幼少時代からのお姉さん役である。若わか狭さに封ふうじられて以後も、可能な限り信奈のもとに寄り添そって彼女を支えてきた。母親と不仲で、父親を早く失った信奈は、いつも家族の愛情に飢うえていた。その心はいつも千々に乱れていた。長秀には、千年に一人の天才児だった信奈の「理ことわり」は理解できなかったが、いつ壊こわれるかわからなかった信奈の繊せん細さいな心を「情」によって守り続けてきた。

　姫武将の信奈さんにとっては、武功よりもなによりも「情」こそが勲くん功こう一番ですわ、と今川義元は示したのだろう。

　今川はんも粋いきな計らいをしよる、と京の人々は昼ひる行あん灯どん将軍をはじめて見直したのだった。あるいは、織田政権の傀かい儡らい・ニセ征せい夷い大たい将しよう軍ぐんという自らの立場を引き受け、道どう化けに徹してきた今川義元こそが、織田政権を内部から支えてきた最大の功労者だったのでは──。

　そして入場二番手には。

「うぎーっ！　どうして十兵衛が一番手じゃないですかーっ！　おかしいですう！　十兵衛は勲功ならばぶっちぎり一位ですし、長秀どのは無位無官、十兵衛は惟任日向守ですよ？　ほーら！　京の皆さんもぶーぶー騒いでいるですう！　ああ……やっぱり、桶狭間の合戦に参加できなかった新参組には、一番手は任されなかったのですか……！　うっきー！」

　過労死寸前でいつもよりも空気が読めない、明智光秀。馬上で歯ぎしりしながら、「皆さん！　惟任日向！　惟任日向のみそたこ焼きをよろしくですぅ！　明智家存亡の秋ときなのですう！」と宣伝を忘れない。

　副将の自じ称しよう「春日かすがの局つぼね」こと斎さい藤とう利とし三みつが、

「ま、まあまあ、姫。丹羽長秀どのの功績は目には見えないものでしたが、信奈さまのお心を守り続けるという大任を長年にわたって務めてこられたお方。名めい誉よの一番手入場といったところで、姫こそが実質一番手です」

　と光秀を励はげますが、その斎藤利三も自らやらかした「みそたこ焼き屋出店失敗」の損失をどうやって補ほ塡てんするか、まだ妙みよう案あんが閃ひらめかない。風ふう雅がで煌きらびやかな明智軍であったが、家臣団一同、内心では（主に津つ田だ宗そう及ぎゆうどのから借りた莫ばく大だいな借金をどうするか）という切せつ羽ぱ詰つまった問題に頭を悩なやませているのだった。

「ともあれ、今は馬揃えの真っ最中ですから！　とびきりのどや顔を、姫！」

「ふ、ふ、ふ。仕方ありません。これも営業活動ですね、利三！　はあ～。先せん輩ぱい、助けてくださいですぅ～」

「世界大奥の運営をこの利三に任せていただければ、少しずつでも借金返済が可能かと」

「だーっ！　まだ言っているですか？　世界大奥の話はもうお流れですぅ、利三！　信奈さまが第六天魔王になってしまうですう！　ああ……フランスの女官たちに閨ねやへの侵しん入にゆうを許した時の、あの信奈さまのお怒いかりぶり……ダメですぅ、早く信奈さまに初夜を遂とげていただかないと、十兵衛の首が飛ぶのですう！　なんたること……！　小田原に続き、安土でも初夜に失敗するとは……！　あのお美しい信奈さまが、なぜっ？　おいたわしや……！　二度も男になり損そこねた先輩はダメダメなのですうう～！」

「あっ。姫っ？　ちょ。京の人々にその話を拡散するのは……ああああああああ!?」

　拡散──「織田信奈、二度の初夜失敗」の噂うわさ、拡散──！

　うかつ者の光秀が馬上で叫さけんでしまったがために、馬場に詰めかけていた見物客たち全員に、この秘中の秘だったはずの噂はたちまち広まったのであった。光秀はまことに睡すい眠みん不足だったとしか言いようがない。もともとハイテンションなのだが、激務に次ぐ激務をこなしているうちに、徹てつ夜や続きとなってブレーキが壊れていたらしい。

　馬場に溢れる見物客が「信奈さまと」「良晴はんが」「なんと、不和？」と騒そう然ぜんとなっている中、三番手に入場するは、織田家一門衆。「尾張一の美男子」から「日ノ本一の美男子」へと京の乙おと女めたちから評価爆ばく上がりの津田信のぶ澄すみ。そして公式には信奈の「従妹いとこ」だが、実は腹違いの妹にあたる風流茶人の織田有う楽らく斎さい。さらに、旧名を「浅あざ井い長なが政まさ」──信澄の妻・お市いち。お市の子供たちはまだ幼いので馬揃えには参加せず馬場の枡ます席せきで手を振ふっているが、代わりに、斎藤道どう三さんの忘れ形見・信奈の義ぎ妹まいの帰き蝶ちようがお市と一緒に馬に乗っていた。信奈が「外の世界は危険だから」と手て許もとに留とどめて蝶よ花よとかわいがってきた帰蝶が公式の場に姿を現すのはこれがはじめてである。まさしくこの一事が、「戦国の世は終わった」ということを京の人々に知らしめた。

「はっはっは！　なにやら馬場が騒然としているが、光ひかる源げん氏じもかくやの僕の美しさに驚いているのかな？　美しさは罪だねえ～。通ともなると、美少女よりも美少年こそが至高、という真理に到とう達たつしてしまうものねえ。さすがは京の町人たちは審しん美び眼がんに長たけている……」

「え～？　なんだか違うっぽいけど、まあいいかあ～」

「帰蝶どの、お気を付けて。あまりはしゃいで馬から振り落とされないように。ふふ」

「うわあ……すっごい……ねえ、お市？　帰蝶のお爺じいさまも、どこかで見ておられるかな……？」

「はい。斎藤道三どのも、松まつ永なが弾だん正じようどのも、わが父浅井久ひさ政まさも──そして、織田信のぶ秀ひでどのも。天下布武は、一朝一いつ夕せきで成し遂げられたのではありません。数世代にわたる人々の願いが、思いが、夢が──今、この瞬しゆん間かんに──繫つながっているのです」

　さて、これでもう半分くらいは出ましたな、そろそろ柴田勝家さまか、それとも相良良晴はんか、と見物客がかたずを吞のむ中。

　意外や、「公家衆」が馬を乗りこなして颯爽と入場してきたのであった。

　しかも、先頭を切って飛び込んできた者は。

「おじゃーほほほほほ！　ついに麻ま呂ろは、成し遂げたでおじゃるーっ！　この日ノ本に天下太平をもたらしたでおじゃるぞーっ！　上杉謙信よ、春日かすが山やまで見ておじゃるか、麻呂のこの晴れ姿をーっ！　われらの悲願は、実現したでおじゃるぞーっ！」

　かつての信奈の仇きゆう敵てきにして、今は信奈と良晴の盟友である関白・近衛前久であった。馬術の達人にして鷹たか狩がりの天才、そして剣けんの腕うで前まえは刺し客かく級。お歯黒・白しろ塗ぬりの外見からは想像もつかない「武家関白」こそが、まさに今日この馬揃えに参加した誰だれよりもかぶいていた。

「関白はんや！　枡席におらんと思ったら、そっちにおるんかーい！」

「息むす子こはんもかぶいとるらしいが」

「父親に似たんやなあ～」

　九く条じよう・二に条じようたち五ご摂せつ家けの面々はもちろん、馬になど乗れないので、参加していない。姫巫女を守りながら見物している側だ。嫡ちやく子しの近衛信尹は親子ゲンカ中なので、参加せず。

　なので、近衛率いる「公家衆」の半ば以上は、旧足利幕府系の名門武家の面々であった。足利義よし輝てると近衛前久は、かつて幕府と御所の復興を誓ちかい合った義兄弟にして盟友だった。故ゆえに、近衛と足利の関係は深い。近衛に従う面々の多くが、武家でありながら公家に近しい特とく殊しゆな立ち位置なのは、若い頃ころに近衛が推進してきた「公武合体」運動の名残なごりと言っていい。なにしろ織田家上じよう洛らく以前には、軍神・上杉謙信と組んで、関白でありながら自ら関東公方になろうとした男である。

「ふふ。さすがは十兵衛。豪ごう華か絢けん爛らんにして盛大な馬揃えとなりましたね。早く、イングランドの女王の入場を見てみたいものです──異国の女王が日ノ本の都を訪れることなど、古今に類例がないかもしれません」

　明智光秀の与よ力りきを務め、丹たん後ごを収める細ほそ川かわ藤ふじ孝たか。明智軍団ではなく、旧主・足利義輝とともに「公家衆」として参加した。信奈たちの留守中に、伊い賀が平定という大功もちゃっかり立てている。

「俺はもう武家は引退したのだがなあ。まあいいか。今川義元に出ろと言われれば、どうにも嫌いやだとは言えん」

「隆景ー、見ておるかー！　足利義よし昭あき、京に凱旋したのじゃー！　やっぱり京の都は最高なのじゃ！　織田信奈が町を復興してくれたおかげで、都らしく美しくなったのじゃ、兄上！」

「そうだな、わははは！　応仁の乱以来、足利幕府には果たせなかったことを、織田信奈は見事にやってのけおったわ！」

　今川義元に「足利家・今川家と織田家は和した、再び将軍位を巡めぐっての争いは起こらない、と京の皆みなさんに知らしめるためですわ」と乞こわれて納なつ得とくし、特別参加した「剣けん豪ごう将軍」足利義輝と、こども将軍・足利義昭の兄妹きようだいコンビ。

　そして──京の人々はみなこの男をよく知らない。いや、有名人ではあるのだが「酒場ではさんざんツケを踏ふみ倒たおし、美女を見れば口説き回り、ゴロツキを見つけたら斬きりつけて小こ銭ぜにを奪うばう、とんでもない無法のかぶき者」と悪評ぷんぷんの謎なぞの素す浪ろう人にん。

　いや、いまや徳川家康の推挙でれっきとした公家衆の一人となった、元信濃しなの国主。

「はっ、はっ、はぁれむうう～！　弱きをくじき強きを助ける小お笠がさ原わら長なが時ときさま、華か麗れいに参上！　おお、京中の美女が俺さまに釘くぎ付づけだ！　なにしろ！　俺さまは小笠原流礼法の継承者として、御ご所しよに招かれる高貴なお方に成り上がったからな！　がははははは！」

　そう。かつて、塩しお尻じり峠とうげで武田信玄を相手に堂々の合戦を繰くり広げた、あの小笠原長時の姿も交じっていた。律りち儀ぎな家康は、口約束を守ったのである。おかげで京の人々はたっぷりと迷めい惑わくをかけられてはいたのだが、小笠原長時は好き勝手に遊び歩いているのに不思議と本気では人に憎にくまれない。

「そういえば武田信のぶ虎とらはおらぬのか、小笠原よ？」

「あのくたばり損ないのジジイなら、もうあまり長くないから諏す訪わ勝かつ頼よりの顔が見たい、と言いだして諏訪に帰りやがった。そういや、信玄ちゃんはまだ独身！　俺さまは京で飽あきるだけ飲み食いしたら信濃に舞まい戻もどって、信玄ちゃんを口説いて正妻にしてくれるわっ！　がはは！」

　やれやれ。女好きもほどほどにせねばいずれ斬られますよ、と細川藤孝が釘を刺さすが、小笠原長時は聞いていない。「俺さまを斬れるものがあるかっ！」と馬上で高笑い。

「相良良晴どのが、半分でも小笠原どのくらい適当なお方でしたら、二度も初夜をしくじることはなかったのでしょうがね」

「それでは、織田信奈のほうが相良良晴に惚ほれん。斬り捨てられておったわ、藤孝」

「それもそうでしたね」

　公く家げ衆に続くは、今川義元率いる「ニセ将軍軍団」。

　もっとも、義元は蹴け鞠まりの技ならば天下一番・人類筆頭で、もしも地球に「蹴鞠星人」が攻せめてきて「一番勝負」を挑いどまれたら誰もが義元を地球人類代表として送り込むほどなのだが、ぐーたらなお姫さまなので馬に乗れない。

　故に、京極竜子と小野お通が、輿こしを担かつがされているのだった。

「うう。竜子は名門京極家の姫ひめだぞ。なんでこんな役を」

「半兵衛ちゃん、どこなのーっ!?」

「おーほほほほ！　まあまあ。ご覧なさい、わがしもべの皆さん？　姫巫女さまに公家衆の方々、町人、キリシタンも本ほん猫びよう寺じ門徒も法ほつ華け宗しゆうも……これまで長らく相争ってきた都の人々が、今、ひとつとなりましたわ！　わ・ら・わの号令のもとで！」

「あー。織田信奈の号令のもとだぞー」

「……雪せつ斎さいさん……ご覧になっておられます？　京の人々の、この晴れやかな笑顔を……これで、よかったのですわね……」

　義元の手の中には、太たい原げん雪斎の遺骨を納めた小さな壺つぼが、ひとつ。

「……わらわは……なすべきことを、成し遂げましたわね……これで、もう」

「ちょっとちょっと。なに不ふ吉きつなこと言ってんのよ、やめて頂ちよう戴だいっ！　あなたの言こと霊だまの力って、意外と強いんだから！　半兵衛ちゃんが巻き込まれるでしょっ！」

　お通にたしなめられた義元が、「あら。わらわとしたことが。今、なにを口走って……妙みようですわねえ」と苦笑い。

「まだ、雪斎の悲願をすべては成し遂げてないだろ。母上の寿じゆ桂けい尼に、妹の今川氏うじ真ざねら、今川家の家族たちももうすぐ京に着くんだぞ。花の都の京で、今川家の家族再会だぞ。気が早いぞー」

　と義元をからかう竜子も、なにか不吉なものを感じているらしかった。

「ええ、ええ、そうでしたわね！　氏康さんと信奈さんが和わ睦ぼくしたことで、ついに今川家揃そろっての京での茶会が実現するのですわね！　今川家は滅ほろびるどころか、東西に分かれてともにしぶとく生き残ったのですわね。ああ……わらわの強運が、われながら恐おそろしい！　これも桶狭間でわらわを助命した相良良晴のおかげですわね、おーほほほ！」

「ケッ。おめーの運は、悪運だろ」

　どこかから、風とともに吉き良ら網あみ切きりのぼやき声が聞こえてくる。忍しのびながら、こっそり義元の輿を守っているらしい。

　次いで、柴田勝家率いる北ほく陸りく衆、そして滝たき川がわ一かず益ます率いる伊い勢せ衆。

「一番手に長秀を配置されちゃあ、あたしたち、もう馬揃ぞろえの順番になにも文句つけられないなあ～。面めん倒どうでややこしい仕事は、だいたい長秀がやってくれてたし……義元って実は智ち将しよう？　再評価の流れが来てるっ？　よ～し、織田家最強の北陸軍団！　行くぞーっ！」

「公家衆に今川義元と、風流な面々が入場したあとに、武辺者軍団とは、なかなかやるの。じゃが、姫は馬揃えよりも、はようお茶会に出たいの」

「……かぶき者として、京の歴史にまた一巻。前田犬千代、参る。がおー」

　勝家と一益に続いて、ど派手な朱しゆ槍やりを担いだ前田犬千代が入場すると、歓かん声せいはさらに大きくなった。近ちか頃ごろ、京では「犬千代ぶり」と称しようしたかぶき者が増えているのだ。そんな犬千代に負けまいとばかりに池田恒興が「中入りだーっ！」と観客席の中から馬に乗って単たん騎き乱入してくると、犬千代が「……かぶきもの一番勝負を挑まれた……討うち取る」と朱槍を構えて応戦して、見物客は大おお騒さわぎに。

「平地を馬で進むのは退たい屈くつですね。愛宕あたご山やまとか鞍くら馬ま山やまに登りたいです。ほいさっさ」

　山ガール武将の佐さつ々さ成なり政まさは、「平地」にむずむずする体質らしい。坂、坂、坂が欲しい、と呟つぶやいている。

「旦だん那なさまは？　旦那さま候補は？　この見物客の中に、運命の殿との方がたは？」

　いまや志し摩ま一国に封ふうじられた海かい賊ぞく姫大名の九く鬼き嘉よし隆たかは、婚こん活かつパーティのつもりで花はな嫁よめ衣装に身を固めて馬揃えに参加。南蛮甲かつ冑ちゆう姿で参加したジョバンナと、あづっちーの着ぐるみを着て参加した蒲生がもう氏うじ郷さとに、「もぐもぐ。殿方から退ひかれると思う」「今日はそーゆー会じゃないから。よそでやりなさいよ、よそで」とたしなめられるが、「明日あしたという日は永遠にやってこない！　今日できることは、今日やるんだっ！」と九鬼嘉隆は譲ゆずらない。

「あたしは信奈さまから、大航海用の船を大至急量産せよと命じられて、伊勢と志摩の船工場は文字通りの修しゆ羅ら場ばに！　あたしには、上洛した今しか旦那さま探しの時間がないんだああああ～！」

　そして、満を持して徳川家康軍団。

　関ヶ原での大だい奮ふん闘とうによって、三み河かわ武士の強さは京でも評判となっている。同じく関ヶ原で武名をあげた外と様ざまの島津義弘や真さな田だ軍団はすでに帰国しているが、家康は信奈の幼なじみで昔からの妹分なので、本来はすみやかに本領に戻らねばならないところを、外様ではなく郎ろう党とう扱あつかいとされ、「安土見物・京見物・堺見物をすべて認可する」という特別ボーナスを与あたえられたのである。

　もっとも、それは口実で、実際には──。

「ふえええええ。弥や八はち郎ろうさん、もう疲つかれました～。ヨーロッパ使節団の接待役の仕事が、えんえんと！　しかもタダ！　吉姉さまは妹使いが荒あらいです～」

「逆らったら、きっと釣つり天てん井じようの罠わなで仕留められます。ここは忍にん耐たいの二文字でぇす。いざとなればこの本多正信がなんとかいたしまぁす。呂ル宋ソンまで逃にげれば半年は生きられまぁす」

「呂宋まで逃げてもせいぜい半年ですかあ～!?」

「面倒になりましたら、この影かげ武む者しや・世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうにお任せください！」

　ヨーロッパ使節団のご機き嫌げんうかがいという、ひたすら消しよう耗もうするタダ働き仕事を押しつけられているだけなのだが。

　リーフデ号に乗ってやってきたウィリアム・アダムス・シェイクスピアが、なぜか家康のところに居着いている。そのウィリアムの尽じん力りよくでなんとかなっているものの、いつ何時、国際問題レベルのそそうをやらかして釜かまゆでということになるかわからぬ家康であった。

　なにしろ三河武士は、本多正信と服はつ部とり半はん蔵ぞうを除けば脳筋武将しかいない。その半蔵は今、各地に散った伊賀者・甲こう賀が者の再編成の仕事に出で払はらっているし。「伊賀者・甲賀者を捨て置くとなにをするかわかりませんから。まったく。細川藤孝も余計な真似まねをしてくれた」と半蔵はかなり焦あせっていたが、家康にはピンとこない。伊賀者と言えば服部家。代々の服部半蔵は、どれほど松まつ平だいら家＝徳川家が落ちぶれていた時も、忠実に仕えてきてくれたからである。

「本多平へい八はち郎ろう、見参よ！　今日はお面を外して素顔で参加するわ！　ははは恥はずかしいけれど、弥八郎と同じ本多一族にも、美少女はいるのよ！　と京の町衆に知らしめるためよ！　でも、殿方が寄ってきたら蜻蛉とんぼ斬ぎりで斬るからっ！」

「おんな城主・井い伊い直なお虎とらも参加であります！　曲ま直な瀬せどのからいただいた秘伝の薬の効き目は抜ばつ群ぐんであります！　もう鉄てつ砲ぽう傷が塞ふさがりました！　なにやら身体からだが火ほ照てりますが……」

「榊さかき原ばら康やす政まさも来てあげたわよ！　もっとみそ料理をよこしなさいよー！　京料理ってどうしてあんなに薄うす口くちなのよっ？　量も少ないしっ！　気取ってんじゃないわよー！」

「……関ヶ原の奮闘で腰こしを痛めた酒さか井いどのにかわって、柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さい、家康どのの護衛役を務め申そう」

　徳川四天王のうちの三人（全員脳筋）と、酒井忠ただ次つぐの代役・柳生石舟斎。みな、慣れない異国人の接待でかなり鬱うつ憤ぷんが溜たまっているらしく、珍めずらしく今日は派手にかぶいていた。




　いよいよ残るは、三軍団──！




「あの金のひょうたんの馬印は!?　ついにきよった、相良良晴はんやー！」

「関ヶ原ではひたすら苦戦を続けはったが、ついに逆境を生き抜ぬいた驚きよう異いの生命力！」

「生き抜くのも当然や！」

「なんせ、かの柳生石舟斎との一いつ騎き打うちに勝利したということは──相良はんは実は個人戦最強の武人や、剣けん聖せいやったんやああああ！」

「とぼけたサル面の下に、悪あつ鬼きの如ごとき剣の実力を隠かくしはってたんや！　すべては、織田信奈さまの天下布武のために！」

「良晴はん！　次代の関白はん！　京の町を、よろしゅう頼たのみますえ！」

「新たな京名物に、みそのついていない、揚あげたこ焼きを……！」




　いよいよ、相良良晴軍団の行進である。

「兄さま！　ついに京に戻って参りましたな！　姫さまに負けず劣おとらず、兄さまも京の町衆に大人気ですぞ！　しかも、女によ人にん人気が絶頂ですな！　めでたいですぞ！」

「ああ、戻って来たな、ねね。京か、なにもかも懐なつかしい……初上じよう洛らくの時には姫巫女さまとごっつんこしたり、近衛のおっさんと大ゲンカしたり、いろいろあったもんだ。しかし、相良家も大所帯になったなー」

　妹のねねを背負いながら馬を進める、われらが相良良晴。

　天下人・織田信奈と祝しゆう言げんを果たした今、良晴はいよいよ「近衛前久の次の関白」に就任する、こたびの上洛目的のひとつは関白就任だ、と京の町衆も知っている。謎なぞの未来人にして信奈の草ぞう履り取りだった少年が、あれよあれよという間に日ノ本史上初の「庶しよ民みんからの関白就任」という大出世を果たした。それだけでも庶民からの人気は絶大だが、良晴はさらに「揚げたこ焼き」をはじめとする未来風日ノ本料理の伝道者でもある。光秀謹きん製せいのみそたこ焼きが猛もう威いを振ふるえば振るうほど、良晴株は歯止めなく上じよう昇しようし続けるのだった。

「大将！　若い女どもがみんな、こっちを羨せん望ぼうのまなざしで見ているぜえ……おぞましい、おぞましいぜえ！」

「まったくだぜえ！」

「御おん大将と近衛家との縁えんを結ぶにあたっては、わが旧主・薩摩島津家がお役に立て申した。薩摩隼はや人ととして、まっこと光栄でごわす」

　相変わらず露ろ璃り魂こん道を貫つらぬく川並衆と、金かねヶが崎さき以来の相良家旗本衆が、良晴たち相良家の一族郎党を警護している。

　先頭を行く良晴に続く、相良家の面々は──。

「安土でも失敗するとは情けない。本能寺入りも許されず、いきなり夫ふう婦ふ別居とは。ええい。もはや良晴を捨ててはおけぬ。こんどこそ、お姉ちゃんに任せておけ！」

　先の肥ひ後ご人ひと吉よし城主、相良義陽。肥後には、妹の現城主・徳千代を先に帰国させ、自らは大だい納な言ごん就任のために上洛した。良晴の関白就任と義陽の大納言就任はいわばセットなのだ。良晴関白就任と同時に、姉の義陽を大納言にしてしまう。これは、未来人・良晴に「藤ふじ原わら氏相良家」としての格を与えるために近衛前久が考えだした策であった。

「くすんくすん。露璃魂の殿方の視線が怖こわいです……かかか官兵衛さん。背中に隠れていいですか？」

「どうしてシメオンと半兵衛だけが二人乗りなんだー！　『黒官一流』の旗を自ら掲かかげて入場する予定だったのにー！」

「人が大勢……すねをこすりほうだいだにゅ」

　天下の両りよう兵べ衛え。良晴を補ほ佐さし続けてきた「今孔こう明めい」の竹たけ中なか半兵衛と、「播はり磨ま」こと黒くろ田だ官兵衛。それぞれ関ヶ原では織田家北陸方面軍と九州大友軍を軍師として率いて西軍に勝利をもたらし、揃って「天下一軍師」と称される功績をあげた。ちなみに、半兵衛の頭の上に乗っている小さなどうぶつまがいの妖よう怪かいは、人のすねをこするのが趣しゆ味みというすねこすりである。半兵衛の叔父おじで育ての父である安あん藤どう伊賀やその相棒の稲いな葉ば一いつ鉄てつ、官兵衛の父宗そう円えん、官兵衛の妹松しよう寿じゆ丸まるらも、ねねの祖父・浅あさ野の又また右衛え門もん爺じいさんとともにちゃっかり後列に参加している。

「うにゅう。厄やつ介かいな伊賀者、甲賀者が各地に散ってしまったでござる。関東は風ふう魔まに任せるとちても、半蔵どのお一人でだいじょうぶでごじゃろうか？」

「うみゅ。きな臭くさいが、われら姉し妹まいは相良良晴を守るのみだ、姉者。そうそう。小田原城の一件だが、やはり、ちんちょーは──ごにょごにょ──」

「……左様でござったか。今こ宵よいにも相良氏うじと信奈姫ひめにご報告せねばならぬでござりゅな、にゃがまつ」

　馬には乗らず、良晴の馬と義陽の馬のお腹なかに張り付いてこっそり警備役を務めるは、蜂はち須す賀か流忍びの蜂須賀五右衛門と、妹の丹波忍び石いし川かわ一かず宗むね。五右衛門は多大な功績を認められて四し国こくの国持ち大名に封じられたにもかかわらず、「だいみょーなど拙せつ者しやの柄がらではないでござる」と大名の仕事を腹心の前まえ野の某なにがしに丸投げし、良晴の忍び働きをやめようとしない。

「なんという晴れやかな舞ぶ台たい！　だが、七難八苦！　馬揃えが終わったらわれらは姫さまのご命令でただちに出雲へ向かわねばならぬ。尼あま子こ家復興のために。思いきり京を駆かけ抜けてこのままいったんおいとまだっ！　山やま中なか鹿しか之の助すけと尼子十勇士、突とつ貫かん！」

「ぶもー！　十勇士は、常にまっすぐ猪ちよ突とつ猛もう進しんっ！」

「煌きらびやかな馬揃えから一転、命いのち懸がけの山やま越ごえへ！　人生は藪やぶの中っ！」

「夢は琉りゆう球きゆうを駆け巡めぐるぅ～！　いよいよ『世界』へ飛び出す時が来たっ！」

　鹿之助率いる尼子十勇士。ど派手な相良軍の中で、彼女たちだけが山野を駆けるゲリラ戦士状態、ありていに言えば野や蛮ばん人の群れだった。いつ何時たりとも臨戦態勢は崩くずさない！　十勇士は、馬場を突つき破って「わー」「ぎゃー」「山さん賊ぞくが出た！」と悲鳴をあげる観客を蹴け散ちらしながら、ドドドド……と出雲方面へ出る道を猪いのししの如く駆けていった。

　良晴は（いや。京に一いつ泊ぱくくらいしていっても）と呆あきれたが、栄光を求めない鹿之助らしいといえばらしい。苦笑するしかなかった。

「相良妹軍団は今日の馬揃ぞろえくらい、一糸乱れぬ統制を見せなくちゃね！　一時休戦よ、栄養がぜんぶ胸に行ってしまう脳筋虎とら娘むすめと、怪かい奇き市松人形！　石いし田だ佐さ吉きち、堂々入場よーっ！」

「おめーがケンカ売ってくるんだろうが、いちいち一言多いんだよ！　日ひの本もと号を掲げて福ふく島しま市いち松まつ入場だ、にょほほ～！」

「ふ、二人とも、仲良く……」

「兄貴の庶民人気は絶大だなあ。虎とらも、いずれ柳生どのを無刀の立ち会いで降参させられるほどの武人に……！　宇喜多秀ひで家いえどのも、さあ。虎がお守りいたします」

「ありがとう。お兄さまはお優やさしいし、お姉さま方も親切にしてくださりますし、父上も生きておられますし……秀家は、幸福者です」

「この小こ西にし弥や九く郎ろうが、必ずや直家さまと秀家さまの再会を実現させますさかい！　そやけど、八はち丈じよう島じまはちょっとばかり遠いさかい、十字軍艦かん隊たいの船に乗せてもらいましょう！」

　関ヶ原と十字軍戦で武名をあげた石田佐吉、福島市松、大おお谷たに紀き之の介すけ、加か藤とう虎とら之の助すけ、そして宇喜多秀家──ずいぶんと増えた良晴の義妹たち「相良妹軍団」。さらに、秀家にお付きの堺商人の娘アゴスチノこと小西弥九郎。




　相良軍団に続くは、ついに「ヨーロッパ使節団」と「外様代表」であった。まもなく次期関白に就任する未来人と、天下人。いずれが「上位」か微び妙みような立場の良晴と信奈の間にこの「ゲスト組」を挟はさんだのは、義元の慧けい眼がんといえた。

「かつては戦乱で荒あれ果てていたというこの都の清潔ぶり、美しい町並み、活気、民度の高さ。織田信奈の統治能力はカエサルにも劣らないわね」

「ええ、そうね！　でもアタシ、主人公がハーレムを作る『源氏物語』だけはお肌はだに合わなーい。翻ほん案あんしづらーい。運命の恋こい人びとと永遠の愛を貫く騎き士し道どう物語が流行はやりのヨーロッパとは、文化が違ちがうのかしら？」

「ふふ。騎士道物語の主題だって、実は『不ふ倫りん』でしょう、ウィリアム？　ランスロットはアーサー王の王おう妃ひに手を出して円えん卓たく騎士団を滅ほろぼしたし、トリスタンは二人のイゾルデの間で二ふた股またを掛かけて悶もん死しよ？　ただ一人の貴婦人に永遠の愛を捧ささげたくとも、想おもいが揺ゆらいでしまう。捧げた相手が、人妻だったりしてしまう。そこが人の心の難しさであり、罪深さであり、同時に人間の素す晴ばらしさでもあるのよ。ハーレムを築こうが築くまいが、東西に分かたれていようとも──人間の心は、男女の情愛のさまは、変わらないわよ？」

「えー？　ちょっと前まで処女王だったのに、いつの間にかエリザベスが深い恋れん愛あい洞どう察さつをっ？　やはり、一夜の恋は百冊の物語にも勝まさるというの？　あ、アタシも見習わなくちゃ！」

　イングランドより、孔く雀じやくの如き奇天烈きてれつなドレスで町衆の度ど肝ぎもを抜いている「かぶき者」のエリザベス女王。そして、馬上でひたすら帳面に「ジパング見聞録」を書き続けているウィリアム・シェイクスピア。

「梵ぼん天てん丸まるも馬揃えに参加してやったのだー！　フハハハハ！　イングランド代表・兼けん・奥おう州しゆう代表にゃのだ！　見よ見よ、この日のために準備してきた、漆しつ黒こくと黄金の二色で統一した『伊達者』騎馬軍団のかぶきぶりをー！　ちなみに、仙せん台だいに帰国した梵天丸は、実は猫ねこ姫ひめにゃのだ。影かげ武む者しやだったのだ。まんまと織田信奈に一いつ杯ぱい食わせてやったにょだ、フハハハハ！」

「おうおう。ヨーロッパとジパングの架かけ橋はしとなれ、梵天丸！　パパがついているぜ！」

　大トリを飾かざるために馬場の入り口で待機していた信奈が「あーっ？　あんた、小こ十じゆう郎ろうたちと一いつ緒しよに仙台に帰ったはずじゃん！」と思わず叫さけぶが、梵天丸はドレイクに肩かた車ぐるましてもらいながら大はしゃぎしている。

　イングランド勢に続き、ネーデルラント代表のマウリッツ・ファン・ナッサウ。ネーデルラント総そう督とくの娘にして実直な姫騎士である。黄金十字軍戦争では冷静沈ちん着ちやくな指揮官ぶりを発揮して、大だい活かつ躍やくした。異文化軍団同士の激げき突とつでありながら両軍の被ひ害がいが最小限に抑おさえられたのは、「狂きよう信しん」や「無む謀ぼう」「熱狂」とは程遠い理知的な野戦指揮官のマウリッツがいてこそだった。

　その隣となりには、イスパニアを代表して、マウリッツの永遠のライバル・ファルネーゼ。イスパニア軍のトップはフェリペ二世の異母妹ドン・フアンだが、ドン・フアンはまだ療りよう養よう中なので、賓ひん客かく席からファルネーゼたちに笑顔で声せい援えんを送っている。

「ちょっとマウリッツ？　わたくしより馬を前に出さないでくださる？　ネーデルラントがイスパニアの先を行くのは許されませんことよーっ！」

「……ジパングでの席次など、どうでもいいではないか……まったく」





　バチカンを代表して、「眼鏡の宣教師」アレシャンドゥロ・ヴァリニャーノ巡じゆん察さつ使。フロイスとオルガンティノも連れている。異い端たん宣告を受けたガスパールは観客席に留とどまっているが、両者は信奈の仲ちゆう介かいで和わ睦ぼくを果たした。日ノ本における「異端狩がり」は禁止され、異端審しん問もん官を率いるソテロも今日はおとなしくヴァリニャーノの警護役を務めているのだった。

「カトリックとプロテスタントの宗派争いの実情を信奈さまに知られた以上、この国で異端狩りを行うのは得策ではない。信奈さまの目的が軍事遠えん征せいではないとわかったからには、ガスパールの普ふ遍へん文明主義をジパングにおける『第三の信しん仰こう』として黙もく認にんする他ほかはあるまい。やれやれ。猊げい下かにどう報告するか」

「普遍文明主義、すなわち東西文化の融ゆう合ごうを、信奈さまはアレクサンドロス大王のような『征服戦争』込みでなく、貿易と文化交流によって果たそうとしておられます。とても素晴らしい理想だと思いますが、ヴァリニャーノさま」

「そうだな、フロイス。ジパング軍の異常な精強さは、完かん璧ぺきに証明された。すでに現時点で世界最強の一角と言える陸軍力は言うまでもなく、海軍力でもまもなくイスパニアに追いつき追い越こすだろう。なにしろ、今後のジパングはこれまで以上に豊富な金銀を有効活用できるのだから。フェリペ二世ももはや、二度とジパングと戦おうとはすまい」

「いいですね、東西文化交流！　ボクは音楽家として頑がん張ばりますっ！」

　続いて、神聖羅馬帝てい国こく（ドイツ）代表。武人ではなく、「大天使ウリエルちゃん」を自じ称しようするジョン・ディー二世。皇帝ルドルフ二世が、いかに今回の十字軍の軍事活動に興味がなく、ひたすらにプラトン立体のみを求めていたかがわかるというものだ。

「ピルルルルル……ジパングにあとふたつの『プラトン立体』があるはずなのに、なかなか見つからないのだ～！　ケリーちゃんも相変わらず時差ボケが治らないし。なぜだ、なぜにゃのだっ？　不ふ吉きつな予感がする！　おお！　フレデリコ会も、我に力を貸したまえ！」

　この間、観客席で馬揃えを見守っていたガスパールのもとに、そのフレデリコ会の異端審問官たちと、皇帝の家臣団「プラトン立体捜そう索さく隊」の面々が訪おとずれて、「プラトン立体はいずこへ」と質問を続けていたが、ガスパールは「私が持っていたプラトン立体はもう、手放しました。すでに力を失っておりましたので」「ジパングの海で引き上げたもうひとつのプラトン立体は、もとよりやまと御ご所しよの姫巫女さまのものです。御所に返上いたしました」と答えて、捜索者たちを落らく胆たんさせていた。

　ガスパールの言葉には噓うそはなさそうだった。「異端」「普遍文明主義者」と恐おそれられてきた男だったが、実際に接せつ触しよくしてみるとかのフランシスコ・ザビエルもかくやの聖人ではないか。そもそも、見た目が在りし日のザビエルに生き写しである。なるほど出自不明の人物でありながらドミヌス会で異例の出世を果たしたわけだ、と彼らは納なつ得とくした。

　捜索隊の面々は、謎なぞのプラトン立体にはさほど興味がないのだが、なにしろこの種の謎めいた古代の宝具に目がないルドルフ二世が「んんん。ぜんぶを集めたいですぞｗｗｗｗ」とわざわざ捜索隊を編制して十字軍にねじ込んだのだ。なのに、ひとつも手に入りそうにない。御所から盗ぬすみなどすれば、また戦争再開である。帰国したら陛下にいじけられそうで嫌いやだなあ、と皇帝の家臣たちは胃が痛む思いだった。

「……わ、私が馬揃えに加わっていいのだろうか。今明石、今明石、と殿との方がたたちが跳とびはねながら熱ねつ烈れつな声援を……」

「いいなー。宗麟なんて、胸しか見られてないよー。殿方って、げっひーん。良晴くんだったら、いくら見てもいいけどねっ！」

「今日は甲かつ冑ちゆう姿ではなく、平へい安あんの貴族姿で入場ぞ！　気分は葵あおい祭まつりぞ！　このおぜぜ、義弘ねえからもらったんじゃ。に、似合う？」

「似合う似合う！　家久ちゃん、かわいい～！　宗麟は、妹にしたいよう～」

「うむ。とても愛らしい。そなたには血ち生なま臭ぐさい甲冑と種子島よりも、風流な艶あで姿すがたのほうがよく似合う。義弘どのも、ご満足だろう」

　小早川隆景、大友宗麟、島津家久。外と様ざま代表の三人は、ヨーロッパ使節団とともに馬を並べて入場を果たした。日ノ本の統一と、ヨーロッパ諸国相手の開国の実じつ施しは、信奈の「天下布武」構想第二章においては同列であり切り離はなせない双ふた子ご戦略なのだ。

　相良良晴との悲恋が広く知られている小早川隆景は「源氏物語」の第二のヒロイン・明石の君に比されて「今明石」と呼ばれ、この馬揃えでも盛大な人気を誇ほこっていた。当人は「あ、いや。だから……よ、良晴とは、もう……困ったな」と当とう惑わくするばかりだが。そして、大友宗麟はそのフロイスをも超こえる日本人離れしたバストによって即そく物ぶつ的な意味で京の独身男性たちから熱烈大だい歓かん迎げい。本人もノリがいいので「おーっ！　ありがとーっ！」と愛想がいい。腕うでを振ふるたびに馬上で胸が揺れて、野や郎ろうたちは法ほう悦えつの涙なみだを流すしかなかった。そして、露ろ璃り魂こんをこじらせつつも「半兵衛官兵衛ちゃんはガチすぎてちょっと。ねねちゃんは論値、未来語で言うところの事案でござる」と微妙な立ち位置の紳しん士し諸君は、露璃巨きよ乳にゆうの家久を熱烈支持。「これが未来語で言う合法露璃か！」と、義弘に聞かれたら無礼打ち確定の危険発言を連発するのだった。

　残るはいよいよ、奇き跡せきの天下布武を果たし、十字軍から日ノ本を守り抜ぬいた伝説の英えい雄ゆう。千年に一人の大だい英えい傑けつにして日ノ本一の美女。そう、織田信奈の登場を待つばかり、であったが──。

「みんな、お待たせ！　今日の主役の登場よーっ！　見物料は、ちゃんと払はらったあ？　座席によって細かく料金設定してあるから、よろしくね！　あと、馬揃えの後に織田家譜ふ代だい姫武将たちの握あく手しゆ会が開かい催さいされるけど、そっちは別料金だからねっ！　十字軍との戦争での大量出費を、この馬揃えで埋うめ合わせるんだからっ！」

　森もり乱らん丸まるやヤスケら、それぞれ世界各国の民族衣装に身を包んだ自じ慢まんの旗本小こ姓しよう衆を引き連れて、お気に入りの南蛮帽ぼう子しと南蛮マントに身を包んだ織田信奈が颯さつ爽そうと入場した、その時だった。

　奉ぶ行ぎようを務めていた明智光秀が失神寸前に追い詰つめられる緊きん急きゆう事態が勃ぼつ発ぱつした！

　おお。いったい、どうやって光秀の敷しいた警備網もうをかいくぐったのであろうか!?

　フランスの特別遊ゆう撃げき隊が、信奈の前に「ずざっ」といっせいに歩み出て、

「ジパングの美しき女王よ！　どうか『世界大奥』の設立をお願いいたします！」

「まずは一人でも。小早川隆景の大奥入りだけでも許可を！」

　と信奈を出し抜いて「世界大奥」構想を京の町衆たちの前でブチあげたものだから、信奈は怒いかりを通り越して顔面蒼そう白はく。

　なにしろ、見物人たちもいっせいに「そうや、そうやー！」「天下の宰さい相しよう・小早川隆景を良晴はんの側室に！」「天下人のご器量を見せなはれ！」「それで織田政権は完成どす！」と隆景支持の大声援。

「あーっ!?　斎藤利三もエリザベス女王もおとなしくなったのに、まさかのフランス～!?　どうしよう、隆景？」

「な、なんて真似まねを!?　このままでは……織田信奈がフランスの使者たち相手に騒さわぎを起こしたら第二次十字軍戦争に……だ、だが、このまま黙だまっていては、天下人の面めん目ぼくが丸まる潰つぶれだ……」

「んにゃ！　隆景、おいに任せえ！　行くど薩摩隼はや人とども、フランスの無礼者どもを追い払うど！　どこまでも追いかけて引っ捕とらえるど！　後で反省室に籠こもって野菜の色紙を書けばよか！」

　宗麟と隆景が困惑する中、家久が家臣たちを引き連れてどっと特別遊撃隊へと押しかけ、「天下人の前でなんたる無礼者～！」「一時的攘じよう夷い～！」「薩仏戦争、開戦ッ！」と襲おそいかかったために、姫巫女と公く家げ衆たちを迎むかえての馬揃ぞろえは一転、日本刀を抜いた薩摩隼人たちが「ちぇすとおおおおお！」と奇声をあげながら「いやああああっ？」「わわわわれらの美しさがまるで通用しない……ば、ば、蛮ばん族ぞくっ？」「まさか文化大国のジパングに、こんな恐ろしい蛮族が……？」と泣きながら逃にげるフランスの美女たちを追い回すという修しゆ羅ら場ば、前代未み聞もんの大おお騒そう動どうに。

「ちょっと～！　やーめーなーさーいー！　姫巫女さまの前でなにやってんのよ、家久～！　竹たけ千ち代よ！　竹千代！　ちょっと来てっ！」

「は～い～。ここに。吉姉さま～。まさか、薩摩改易ですかあ？　天下大乱になっちゃいますよ～」

「そんなことするわけないでしょ。とにかく！　遊撃隊は京へ置いておけないわ！　竹千代はもともと堺を見物してから国元へ帰る予定だったでしょ？　エリザベスたちヨーロッパ使節団と薩摩の面々を、堺見物にすぐに連れだして！　いいわねっ！　明朝までに必ずよ！」

「え、え、えええ？　あの。たしか明日のお昼過ぎには、本能寺に公家衆をお招きして豪ごう華かな茶会を開催予定でしたよね……天下の名物をまとめて見られる、と楽しみにしていましたのに～」

「しょーがないでしょ！　わたしと良晴の夫ふう婦ふ関係が破は綻たんしてもいいと言うの？　今すぐに取りかかって！」

「ふえ～い。仕方ありませんね～。京の町衆がどんどん『世界大奥』設立で盛り上がる前に、さっさと良晴さんと仲直りしてくださいよ～？　夫婦ゲンカなんてしているから、隙すきが生まれるんですよう。吉姉さま」

「わ、わかってるわよ！　ほら、十兵衛と一いつ緒しよに事態を収しゆう拾しゆうっ！　お乱！　薩摩の連中を止めなさい！　大おお筒づつを連中に向けて、『ぶっ放して』！」

「はっ。委細承知」

　ドオオオオオオオン！

　おお。なんということであろう。信奈に命じられた乱丸は、容よう赦しやなく薩摩隼人たちめがけて大筒を撃うったのである！　この馬揃え会場で！

「ギャー！　撃たれたどー！」

「家久と一緒に暴れていた我もやられたにょだー！　無念、父上……！」

「って、実じつ弾だんを撃つわけないでしょ！　空くう砲ほうよ、空砲！　梵天丸に小田原での仕返しよ！　みんな、目は醒さめたっ？　列に戻もどりなさいってば！」

「んにゃ？　な～んじゃ。空砲か」

「いや。実は織田信奈は実弾を撃ったにょだ。我が咄とつ嗟さに魔ま法ほう陣じんを構築して、異世界へと実弾を転送した……！　ああ。我は、わが魔術の才能が恐ろしい！　ククク」

「はいはい。っていうか梵天丸！　騒ぎを広げないで！　あんたもさっさと堺へ行きなさ～い！」

　馬上でファルネーゼが「なんてこと？　発はつ砲ぽうですわ！　うーん」と失神してマウリッツに抱だき留められるというトラブルはあったものの、信奈の空砲射しや撃げきによって事態はかろうじて収拾した。

　この轟ごう音おんで我に返った遊撃隊の女によ官かんたちは、「申し訳ありませんでした」「お祭りの熱気にあてられて、つい」と信奈に直接詫わびを入れた。

　が、なにしろ権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた「黒王おう妃ひ」カトリーヌ・ド・メディシスが厳選した選よりすぐりの美女スパイたちだ。京に置いておくと、なにをしでかすか、わからない。

　ジパングの都を訪問して姫巫女さまと間接的に対面するという目的をすでに果たしたエリザベス女王が、「これ以上京の町衆を熱ねつ狂きようさせると不測の事態が起こるかもしれないわ。われわれ使節団はすみやかに堺へ参りましょう」と家康から打だ診しんされた堺行きの出発時期繰くり上げを認めたため、馬揃えは無事に終わった──盛り上がりすぎたために「世界大奥」設立陳ちん情じようというトラブルも起きたが、町衆は外様姫ひめ大名たちとともにヨーロッパ使節団をも熱烈歓迎したのである。前代未聞の大パレードは、大成功だったと言っていい。




　だが、観客席の中で、青ざめている者たちがいた。

　そう──「開国」とはいかなるものかを身をもって知らされた、公家衆だった。

（これが、これからの日ノ本？）

（京の都が、南蛮人、紅こう毛もう人じんだらけの異国の町同然になってしまうのか？）

（これでは、われら公家衆の権けん威いは……姫巫女さまのお立場は……）

　もともと彼らは、近衛前久のやることなすことすべてが、過激にして革新的なため気に入らないのだ。エリザベス女王やマウリッツ、ヴァリニャーノたちが、戦国の姫大名たちとともに馬場を進むという信じがたい光景。その光景に熱狂する町衆。「世界大奥」という不吉な言葉。

（織田信奈は）

（ヨーロッパ勢から、明らかに「女王」として扱あつかわれている。異国の権威を背景に、姫巫女さまよりも上位に立とうと……）

（足利義よし満みつが、明みん国との貿易の折に、自らを「日本国王」と称しようしたのと同じではないか。いや、織田信奈の貿易相手はヨーロッパ諸国。これは、もっと憂ゆう慮りよすべき事態）

（もしや、本気で譲じよう位いを。簒さん奪だつを……口に出すのもはばかられる恐るべき野望を）

（胸に抱いだいているのではないか？）

（われらと姫巫女さまの前で南蛮渡と来らいの新兵器・大筒を撃ってみせたのは、「脅きよう迫はく」だ。武力で姫巫女位を簒奪することも辞さず、という……恐おそろしい……恐ろしい）

　しかも、姫巫女さまは大筒射撃に立腹するどころか、「おだのぶなは、まことになしとげたのであるな。てんかふぶを……しかも、ひのもとを、いこくからまもりぬいてくれた。どれほどのれいをつくしても、むくいることはできぬ」と織田信奈の華か麗れいな南蛮艶あで姿すがたに見入って、目に涙まで浮うかべている。織田信奈が「ご譲位を」と迫せまれば、喜んで姫巫女位を織田信奈に譲ゆずってしまうだろう。

　今日の馬揃えののち、明日あしたには公家衆を本能寺に迎えての茶会が行われる。近衛信尹騒動を理由に返答を引き延ばしてきたが、相良良晴の関白就任は明後日あさつてとなるだろう。間ま違ちがいなく、明日の本能寺茶会で織田信奈はそう要求してくる！　もはや断れまい。相良家に関白職を盗とられれば、残るは言うまでもなく、織田信奈の姫巫女位簒奪──断れば圧あつ倒とう的な武力を用いての御ご所しよへの謀む反ほん。たいへんなことになった。もはや猶ゆう予よはならぬ。

　日ノ本開かい闢びやく以来の「大改革」の真まことの意味を理解できない公家衆は、「見えない恐きよう怖ふ」に怯おびえきっていたのである。




「いやあ。大騒ぎになっちまったな。信奈！　これも、俺が二度もしくじったためだ！　俺は覚かく悟ごを決めたぜ！　明日、本能寺で茶会が開催される前に──」

　馬揃えが終わり、「握手会」に強制参加させた勝家たち譜代姫武将どもを残して本能寺へ向かおうとしていた信奈を、良晴が呼び止めていた。

　その表情は、戦場で見せる時のあの毅き然ぜんとした英雄のそれだった。

　信奈は、どきり、と胸を高鳴らせた。

　照れ隠かくしで毒を吐はけるような気分には、なれない。

「明朝、一緒にお母さんに会いに行こう。俺に、挨あい拶さつさせてくれ。娘むすめさんを俺にください、と！」

「……えっ？　良晴？　ど、どうしたの、急に？」

「どうもこうもない。結けつ婚こんしたんだから、奥さんの家族に挨拶するのは当然だろう？　俺たちがなかなか正式に夫婦になれない理由がわかったよ。きちんと信奈のお母さんに挨拶していないから、俺の覚悟が定まらなかったんだ。それに、信奈だって……これは、信奈とお母さんが仲直りする最初で最後の機会じゃないか！　俺もおっかないけれど、頑がん張ばろう。きっと二人なら、やり遂とげられる！」

　信奈は。

「……う、うん……わ、わかった……そ、それじゃ、明日の朝一番に……北きた野の天てん満まん宮ぐうで……織田家だけでの小さなお茶会を……開きましょう」

　自分でも驚おどろくほどに、素す直なおな言葉を返していた。

　もう、この人の前では、自分の傷つきやすい心を守るために意地を張らなくてもいい。逃げなくてもいい。すべて、この人は、受け入れてくれる。わたしを、受け止めてくれる。愛してくれる──。

　そう、思ったから。




【妙覚寺】




　馬揃えを終えたその日の夜。

　相良家の宿しゆく泊はく所となった妙覚寺では、明朝の信奈・良晴による土つち田だ御ご前ぜん訪問、午後から本能寺で公家衆を招いて開かれる茶会、翌々日の良晴関白就任・義陽大だい納な言ごん就任（これらの日程は未確定だが）と、立て続けに続く行事への準備で大わらわとなっていた。

「兄上と姉上は、ねね姉と一緒にごゆるりと！　ぬるいお茶、熱いお茶、めっちゃ熱いお茶の三杯ばいをご用意したわ！　うちうちの仕事は、この石田佐吉に任せて！　妹にするなら～さき～いちぃ～♪　いしだ～さきぃ～ちぃ～♪　さっすがだぎゃ～♪　こらっ市松、槍やりを振ふり回していないで茶器の準備を！　紀之介ちゃんは土田御前さまと御所への引き出物をお願い！　虎之助は腹筋でも鍛きたえてなさい！」

「どうして虎だけ腹筋なんだ！　仕事を振れよっ！」

「だって、あんたは城造りの修業に夢中でしょー！」

「これからは武辺だけじゃダメだと反省して、城造りの達人・藤とう堂どう高たか虎とらどのからいろいろ教わっているんだよ。姫さまや兄貴が宿屋に用いている本能寺や妙覚寺の防ぼう御ぎよ力も、もっと高められると思うんだよなあ」

「ほらもう、京の町中で合戦する前提で話を進めているじゃない。やっぱり虎之助は脳筋だわ」

「さ、佐吉ちゃん。戦場では姉し妹まいともに助け合っていたのに。みんな仲良く」

「佐吉のくせに生意気っすよ！　やっぱりやっちまいましょうよ、姉あね御ご！　にょほほ～」

「くす。皆みなさん、仲がいい姉妹ですね。秀家は、ほっこりします」

「「よくないっ！」」

　石田佐吉、大谷紀之介、福島市松、加藤虎之助、宇喜多秀家たち「相良妹軍団」が騒さわぎながらもてきぱきと準備を進める中。




　われらが相良良晴は、広間でねそべりながら「あー。明日は緊きん張ちようするなあ。信奈のお母さんに『娘さんをください』と言いにいくのか……この一晩が長いぜ」と武む者しや震ぶるいしていた。

　馬揃えで振り絞しぼった勇気は、戦場もかくやの大筒の轟音の賜たま物ものだったのか。いざ戦場から日常に戻ると、ドキドキと心臓の鼓こ動どうが止まらない。

　そんな良晴のお腹なかの上では、ねねが「いよいよ姫さまと子作りですな、兄さま！　あな、めでたや！」とはしゃいでいる。

「二度も初夜に失敗したと、京きよう童わらべの噂うわさになっちまってるしな。お母さんにすっげえ白眼視されそう……あまり会う機会はなかったけれど、信奈にそっくりなんだよなあ～」

「人たらしの達人の兄さまならば心配ご無用ですぞ！　むしろお母さまに惚ほれられぬよう、ご注意をですぞ。刃にん傷じよう沙ざ汰たになりますぞ！」

「さすがにそれはないから、ねね」

　竹中半兵衛と黒田官兵衛の二人は、「くすん。良晴さんの関白就任に立ち合いたかったのですが」「織田信奈が、ヨーロッパ使節団を明朝全員堺へ送れ、と焦あせっている。なので、われらも予定より早く堺行きだ」と旅支じ度たくをはじめていた。

　十字軍艦かん隊たいは堺に数日滞たい在ざいしたあと、いよいよヨーロッパへ帰き還かんすべく呂宋方面へと出航するのだが、その船に相良妹軍団と自分たち軍師コンビを乗せてもらって、宇喜多秀家を八丈島の宇喜多直家と再会させよう、という計画を半兵衛官兵衛は練っていた。

　で、そのヨーロッパ使節団の堺入りが予定より早くなった。

　つまり明朝、半兵衛官兵衛と宇喜多秀家、ねね、石田佐吉たち相良家の面々は堺へ発たつことになったのである。本来なら、めでたい良晴関白就任・義陽大納言就任のあとにしたかったのだが、特別遊撃隊の暴走のためにそうもいかなくなったのだ。

「よっぽど、フランスの特別遊撃隊を京から……というか俺から遠ざけたいんだな。急ぐなあ、信奈も。でも、さすがにもう閨ねやにまで来ないだろ？」

「いや、特別遊撃隊は恐ろしい工作員、フランスの忍しのび軍団でござるよ、相良氏うじ」

　わっ。天てん井じようが開いて、いきなり五右衛門が出てきた。慣れているはずだが、思わず良晴は声をあげていた。

「三十文字ごとに区切って喋しやべりまするが、彼女らは安土城で媚び薬やくを盛っただけではござらにゅ」

「と、言うと？　どういうことだ五右衛門？」

「拙せつ者しやと長なが松まつは、小田原城で相良氏が熟じゆく睡すいしてしまった件を調査していたのでござる」

「あれは、俺が疲つかれ果てていたために、つい信奈の膝ひざ枕まくらが気持ちよくて……」

「いーや。天下一の女好きの相良氏に限って、どれほど疲ひ弊へいしていようとも、奇きっ怪かいな話」

　まあそうかもしれんが、五右衛門は俺をサルかなにかだと思っているのか、と良晴は思った。

「小田原城の閨でも、相良氏は茶に一服盛られていたでござるよ。長松が特定いたしまちた」

「えっ？　どどど毒を？　ギャー、飲んじまったー！」

「小田原で盛られた薬は、眠ねむり薬ぐすりでござる。初夜を失敗させるための。そして安土城では」

「くすん。媚薬ですか。まずは、小田原で良晴さまと信奈さまを夫ふう婦ふゲンカさせて、良晴さまから男としての自信を奪うばい取る。『もしかしたら信奈を抱く度胸も能力もないんじゃないか』と、その……女性経験に乏とぼしい良晴さまを不安に陥おとしいれて……すみませんすみません。そして、満を持して安土では逆に媚薬を用いた。その勢いで世界大奥設立を認めさせてしまうという二段構えの策略だったということですか、五右衛門さん？」

「そういうことでござる。長なが台詞ぜりふを代弁いただき、助かったでござる竹中氏」

　そういえばカトリーヌ・ド・メディシスはイタリアのメディチ家出身で、貴族ではなく「薬屋」の娘なんだ。メディチ家は「毒薬」をはじめとする薬を巧たくみに利用することで大だい富ふ豪ごうにのし上がり、権力を手に入れてフランス王室に娘を──カトリーヌ・ド・メディシスを送り込むという「下げ克こく上じよう」を果たした一族だ、むふー！　あっちぃ「めっちゃ熱いお茶」で舌をやけどしたあ！　とヨーロッパ事情通の官兵衛が補足する。

「むふー。カトリーヌ・ド・メディシスはフランスでも毒を使いまくっているという噂だが、まあ、毒使いの噂は南蛮語で言うところのゴシップにすぎない。が、美人の女によ官かんを忍にん者じやとして用いて諸国の殿との方がたを籠ろう絡らくする『特別遊ゆう撃げき隊』機関は実在する。彼女は事実、日ノ本にまでその一部を送り込んできた。で、薬を巧みに使って相良良晴を操ろうとしていたわけか。たしかに異国の要人は、殺すよりも、傀かい儡らいとして操ったほうが効率がいい──色いろ仕じ掛かけで。英えい雄ゆうは、色を好むからな！」

　われら忍びの包ほう囲い網もうを二度も突とつ破ぱされて申し訳ないでござる、と五右衛門が天井にぶら下がりながら頭をかいた。

「異い端たん審しん問もん官たちもそうでしたが、日ノ本の忍びとは、ちと勝手が違うようでして」

「そういうことだったのか！　なーんだ！　じゃあ、俺自身はぜんぜんだいじょうぶじゃないか！　俄が然ぜん、自信が蘇よみがえってきたぜ！　そういえば五右衛門、一宗ちゃんは？」

「今いま頃ごろ、本能寺へ。信奈姫ひめにことの真相を報告中でござるよ」

「ブチ切れて特別遊撃隊のお姉さんたちを襲しゆう撃げきしないだろうな？　あれほどの美人軍団を……そりゃダメだぜ、もったいない！」

「くす。明日は誤解も解けて仲直りできますね。これで明日の夜は三度目の初夜ですよ良晴さん。とはいえ、もう失敗は許されませんので……あの……軽く、修行くらいはしたほうがいいかも……お、お、女の子を優やさしく抱だきしめて着物を脱ぬがせる手順くらいは……ええと、その」

「ダメだっ半兵衛は渡わたさないぞー！　このシメオンが手伝ってやろう！　ほらっ、煮にるなり焼くなり好きにしろ相良良晴！　地ち下か牢ろうに監かん禁きんされても耐たえ抜ぬいたこのシメオン！　半兵衛のためなら、エロザルから受けるどんな恥ち辱じよくにも耐えてみせるっ！　だが！　魂たましいまでは屈くつしないぞー、あーはははは！」

「兄さま！　ねねがそのお役目を務めさせていただきますぞ！　よくぞ、兄さまほどのスケベな女好きが、天下布武まで我が慢まんしましたな！　心に決めた姫さまと結ばれるその時を……ご立派ですぞ兄さま！　妹のねねが、最後の修行を完成させてみせますぞー！」

　良晴は有あり難がた迷めい惑わくだ。半兵衛の服を脱がせたら事案発生だし、官兵衛はちょっと女の子っぽい弟分にしか見えない。ちっちゃい妹のねねは論値！　「せせせ拙者は、とととにょがたとのちぇっちょくは、うにゅうう」と震ふるえている男性恐きよう怖ふ症しよう気味の五右衛門は、脱がしにかかったら焙ほう烙ろく玉を抱かかえて自じ爆ばくしかねないし。

「いいよ別に、修行とか！　特別遊撃隊のお姉さんたちに一服盛られなければそれでいい！　明朝、ヨーロッパ使節団は堺へ発つんだから、もうだいじょうぶだ！」

「にんにん。明日あしたは拙者と長松が見張ります故ゆえ、問題ござらぬ。三度も裏をかかれたりはいたしまちぇぬじょ」

「……閨までは見張らなくていいからな？」

「拙者、それだけは堪かん忍にんでござる！　男女の睦むつ言ごとは、見ざる聞かざる言わざるでござる！」

「──良晴。奥の茶室に。折り入って相談が」

　広間に顔を出し、良晴に声を掛かけてきた女性は──姉の相良義陽だった。




「半兵衛たち抜きで話ってなんだ？　義陽姉さん？　ま、まさか……曲直瀬ベルショール先生と松永弾正の研究本をもとに、俺の初夜の手ほどきを……!?　だだだダメだぜ、姉きよう弟だい同士で、それは！　消しよう滅めつするしないの問題ではなく、人として……」

「違ちがう。二度もしくじった弟の手ほどきも重要だが、もっとだいじな話だ。馬ば鹿か者」

　茶室で義陽と二人きりになった良晴は、（まーた家族愛を暴走させるのでは）と震えていたが、どうやらもっと深刻な相談らしい。思わず、足を組み直して正座していた。

「小早川隆景にも相談してみたのだが、彼女は『一理はあるが織田信奈と良晴の感情を最優先すべきだろう』と話に乗ってくれなかったのでな。お前に直接、私の考えを打ち明けておきたかったのだ。明日は朝から土田御前との顔合わせ、昼過ぎからは公く家げ衆との茶会、夜は織田信奈との真まことの初夜となるから、話す機会は今しかない」

「姉さんの考え、とは？　まさか、俺の消滅の危機に関することか？　でも、ガスパールはもう、俺を消そうとはしていないし。『本能寺の変』が発生したら、俺を天あまの岩いわ戸とへ送って過去に戻もどし『ガスパール』にしよう、という保険の策は捨てていないだろうが……『本能寺の変』はもう起こらないはずだしな」

「なぜ、そう思える、良晴？　清きよ洲す会議でも、危あやうく武将の配置が『本能寺の変』発生の条件を満たしかけたではないか。こたびも、気がつけば配置状じよう況きようが似てきている。外と様ざま諸将は、家康とともに明朝、堺に。譜ふ代だい諸将も、明日の本能寺茶会が終われば急ぎ本領へ──織田信奈は、本能寺に宿しゆく泊はく。明智光秀とその軍勢だけが、京に残る。発生条件がまた満たされてしまうのではないか？　むろん、あの明智どのが謀む反ほんするはずはないが、誰だれが変の真犯人・黒幕なのかは未来でもわからぬのだろう？」

「それはないよ、姉さん。たしかに危ういけれど、俺、気づいたんだ。『本能寺の変』の発生条件のひとつに、『織田信のぶ長ながの嫡ちやく子しにして織田家の家か督とくを継ついだ織田信のぶ忠ただが京に泊とまる』という重要な要素があったんだ！　だが織田信忠はまだ、生まれていない！　俺が記き憶おく喪そう失しつになったりへたれたりしたせいだが、幸運なことに──信奈の出産がいまだに実現していないおかげで、偶ぐう然ぜん、『本能寺の変』の発生条件はしばらく満たせないんだよ！」

　なるほど、そういう条件もあったのか、それは僥ぎよう倖こうだと義陽は茶を飲みながら頷うなずく。だが、表情はなおも厳しい。

「その信忠もいずれは生まれる。今回は安全でも、いつまでも発生条件が満たされる時が来ないとは言い切れまい。受け身のままでは、『歴史の修正力』は決してお前を逃のがさないだろうと私は思う。良晴が強い力で修正力を、揺ゆり戻しの力をはねのければ、それだけさらに大きな力が襲おそってくる。とうとう、本来は来るはずのない十字軍まで呼び寄せてしまった。これ以上の力が来れば、こんどこそ持ちこたえられないのではないか？」

「十字軍以上の力、か。そんなものはない、と思うけれど……」

「ないとは言えぬ。たとえば、天災だ。日ノ本は地じ震しんや火山の噴ふん火かといった天災が多い。十字軍が伊い豆ず大おお島しまに上陸できず手こずったのも、三み原はら山やまが噴火していたからだ。こたびは大地の力で日ノ本は救われたが、逆に災わざわいになることもある」

　そういえば、これからの日ノ本は「大地震の周期」を迎むかえる、と良晴は気づいた。天災が人間の歴史を動かすということは、あるのだ。

「言われてみれば。でも逆に、俺はいつ頃どこで大地震が発生するかをだいたい知っているから、やがて来る天災にあらかじめ備えることができる！　たとえば飛ひ驒だ帰かえり雲くも城の内うちヶが島しま家は、若狭から飛驒、近江、美み濃の、尾張、伊勢一帯を襲う超ちよう巨きよ大だい地震によって一夜にして滅めつ亡ぼうしてしまうんだけれど、先に避ひ難なんさせてしまえば救える。俺の居城・長なが浜はま城も潰つぶれるが、同じく準備しておけば問題ない。いずれ伊い予よにも豊ぶん後ごにも伏ふし見みにも大地震が来るし、梵天丸が町造りに励はげんでいる仙台にも来るが、ぜんぶ、俺の未来知識を駆く使しすれば対策可能だ！　大勢の人命を救える！」

　それになんとなく、信奈と一益ちゃんがいれば西国の、謙信と信玄がいれば東国の大地震は来ない気がする、小さな規模の地震で済むかもしれない、と良晴は思った。信奈と一益はいちど、若狭から出雲にかけて発生しかけた大地震を調ちよう伏ふくしたし、謙信と信玄も川かわ中なか島じまで期せずして大地震を止めたという。

　むろん、永遠に来ない地震はない。いずれは必ず来る。だがもし止められなくても、先に手を打っておけば、驚おどろくほどに犠ぎ牲せい者しやの数も町や村の被ひ害がいも抑おさえられるはずだ。地震の被害を防げないのは、いつどこに地震が来るかを誰も予想できないからなのだ。だが、未来人の俺ならばわかる──。

「……そ、そんなに大地震が続くのか？　これからの日ノ本で？」

「そうだな。列島全体が地震の活動期に入るんだよ。それが、日ノ本が徐じよ々じよに内向きになって鎖さ国こくしていった一因かもしれない。なにせ天下人の居城が倒とう壊かいするような騒さわぎになるんだ。外がい征せいどころじゃなくなったからな、俺が知っている歴史では」

「だが、良晴がいてくれれば、乗り越こえられそうだな。やはり、良晴にはこの時代に生きていてもらわねば困るな。とはいえ、お前の予測や未来知識をも超こえる想定外の事態──十字軍以上の巨大な揺り戻しが来た時に、防ぎきれるか？」

　それは断言できないな、と良晴は正直に答えていた。

「そうだろう。だが予防策はある、良晴。お前が常に歴史から排はい除じよされる危機に襲われるのは、この時代の人間ではないからだ。本来、存在していてはならない人間だからだ。だが逆に考えれば、お前自身がこの世界・この時代にたくさんの『因果の糸』を張り巡めぐらせてしまえば、お前を排除すればもはや歴史が逆に本筋から大きく離はなれてしまって立ちゆかなくなるという状況を作り上げてしまえば、『歴史の修正力』はむしろお前を守る方向に働くようになると思う。『本能寺の変』を阻そ止しするというお前の願いを、妨ぼう害がいするのではなく、叶かなえる方向に」

「そうか。義陽姉さんは守るだけではなくむしろ攻せめろ、俺にこの時代を率いる絶対不可欠な人間になれ、と勧すすめてくれているのか。柄がらじゃないが、たしかに一理ある。いや、百理くらいあるな」

「そうだ。乗ってくれるか、良晴？」

「もちろん、俺だって可能ならば、そうしたい！　信奈を『運命』から守るためならば！　でも、具体的にどうすればいいんだ？」

　まさか──大おお真ま面じ目めな顔をして、義陽がこのような「提案」をしてくるとは、良晴は想像もしていなかったのである。

「『世界大奥』開設だ、良晴。織田信奈だけでなく、できる限り大勢の姫を娶めとって、世界各国にお前の子を儲もうけるのだ。国内では、稀き代たいの宰さい相しよう小早川隆景を擁ようする小早川家。ヨーロッパではキリシタン大名として織田家よりも有名な大友家。最強の薩摩隼はや人とを擁する戦せん闘とう民族の島津家。明智家は、まあ、どっちでもいいが、『本能寺の変』封ふう殺さつのために明智家も入れていいだろう。むろん、多ければ多いほどいい。上杉家、武田家、北条家、長宗我部家、伊達家……しかし重要なことは、日ノ本限定では『因果の糸』も国内限定で終わってしまうということだ。斎藤利三が引っ込めた『世界大奥』案を復活させ、イングランドのエリザベス女王を嫁よめに迎え、未来のイングランド王子の父親となれ！　彼女は本来ならば、処女王のまま死ぬのだろう？　お前が彼女との間に子を儲けられれば、その瞬しゆん間かんに世界史そのものが劇的にひっくり返るぞ。もはや、『歴史の修正力』も追撃できまい。お前自身の安全保障になる！　もちろんフランス、神聖羅馬帝てい国こく、ネーデルラント、イスパニアとポルトガル、そしてバチカン代表のフロイス。片かたっ端ぱしからヨーロッパ諸国の姫を嫁に迎えて、ヨーロッパ中に相良良晴の子種を蒔まくのだ……！　全世界に『因果の糸』、『相良良晴の血筋』を大急ぎで広めてしまうのだ！　『運命』に追いつかれる前に！」

　あ。いや。ちょっと待って。義陽姉さん？　なにを言っているんです？　ダメだ。やはり家族愛が暴走して、わけがわからない方向に……！　ドン引きする良晴だが、義陽は大真面目である。弟の手を握にぎりしめながら、熱ねつ烈れつにかき口説いてくる。

「どどどどこでそそそそんな考えをっ？　姉さんっ？　無茶苦茶だあ！」

「無茶ではない。官兵衛から聞いたが、もともとはオーストリアの領主にすぎなかったハプスブルク家は、戦争ではなく婚こん姻いんによってイスパニアをはじめとする多くの領土を獲かく得とくして今日の『太陽の沈しずまない帝国』を築きあげたという。『戦争は他家にやらせておけ。幸いなオーストリアよ、汝なんじは結婚せよ』とばかりに。私の案は、領土獲得が目的ではなく、お前をこの時代・この世界に欠かせない人間として『固定』させ、『歴史の修正力』がお前を排除できないようにしてしまうことが目的だが、戦争ではなく結婚で実現できるのならば最高ではないか？」

「なんだか理り屈くつは正しい気がするが、それは無理だっ！　俺の性格的にもきついが、なによりも信奈が耐えられないっ！」

「織田信奈だって、お前が滅ほろび去るよりは、お前がこの時代の人間として世界に認められるほうがいいだろう？　なんなら、お姉ちゃんが織田信奈を直接説得して──織田信奈が拒きよ否ひするならば、抗こう議ぎの切腹も辞さずだ！」

　ダメだ義陽姉さんは本気だ。弟のためならば命も捨てられる人なのだ。嫁よめ姑しゆうとめ問題が刃にん傷じよう沙ざ汰たに発展する、それはまずい、と良晴は青あお息いき吐と息いき。が、十字軍到とう来らいを超える「ありえない事態」がほんとうに起これば、良晴をもってしても防ぐ手立てはない──義陽の想おもいも、痛いほどにわかる。

「……良晴。お前が、心配なのだ……お前は、織田信奈のためならば躊ちゆう躇ちよなく死地に踏ふみ込んでいく。こたびの海戦でも、危なかった……もしも伊達政宗がお前を救っていなければ……今いま頃ごろは……どうか……生きて、ほしいのだ……」

「義陽姉さん。ありがとう。でも、だいじょうぶだよ。だって俺は一人じゃない。みんながいてくれる。なによりも、姉さんが──だから。きっと、次も乗り越えられる。俺はもう、この時代の、この世界の人間だよ。元の世界の両親や友達にはもちろん会いたいけれど、俺自身がそう決めたんだから。どこにも、行かないよ」

「……良晴。そうだな。それに……万が一私がいなくなっても、隆景がいる。彼女ならば、きっと、私心なくお前のために尽つくしてくれる……お前を、守り抜ぬいてくれるだろう」

　えっ？

「ね、姉さん。なんだよ。万が一いなくなっても、って。やめてくれよ、縁えん起ぎでもない！　か、身体からだの具合が悪いとか？　そういえば藤とう吉きち郎ろうのおっさんの弟・羽は柴しば秀ひで長ながは、大和やまと大だい納な言ごんになったけれど、おっさんよりも先に病気で死んじまって……まさか……ダメだぜ、そんなの!?」

「いや。病気ではない。ただ……なにごとも、想定しておかねば対処できないからな。私が急にこの世界から消えた時のことも、想定しておきたいのだ。私が消えれば、小早川隆景を私の代わりだと思って頼たよれ。かつての恋こい人びとだったからと、躊躇ためらわずともよい。すでに話はつけてある」

「小早川さんと？」




　義陽姉さんの様子が、なにか尋じん常じようではない。「世界大奥」の法ほ螺ら話は冗じよう談だんにしか聞こえないが、その口調と表情には鬼き気き迫せまるものがあった。

　姉さんは、自分が消えることを想定しているのか──どういうことなんだろう？　わからない。

　庭に出てこい、と義陽に促うながされた良晴は。

　月夜の下で──小早川隆景と再会していた。

　小早川さん。ダメだ。明日あしたこそ信奈と初夜を迎えるというのに。どうして俺は、この人の前に立つと……心がこんなにも、痛むのか。

「……良晴。律りち儀ぎで一本気なきみのことだから、お姉さんの案は断ったと思うが、世界大奥は開かずともいつでも私を頼ってくれていい。相良義陽どのは、なにかを予感しているようだ。きみか、それとも彼女自身か、いずれかが消えなければならない『選せん択たくの時』が迫っているのでは、と」

「……ふたつの実を同時に拾う。それが、俺の主義だが……恋れん愛あいに関してだけは、難しいみたいだけれど。でも。姉さんと俺のいずれかを選ぶ時、だって？　ほんとうにそんな時が来るのだろうか、小早川さん？　俺は馬ば鹿かだから……さっぱりわからないよ」

「残念ながら、私にもわからない。彼女自身にも。相良家の家族同士だけが感じられる、虫の知らせのようなものだろう。でも予測がつけば、必ず阻止できる。心配しないで、良晴。私はいつだって……なにがあっても。きみの味方だ。きみを『運命』から守る。だから」

　今はなにも考えず、織田信奈を妻として「摑つかみ取る」ことだけに情熱を注いでほしい、これ以上機会を逃せば誰よりも繊せん細さいな織田信奈はほんとうに傷つく、と小早川隆景は自分よりも信奈の心を案じていた。

　ああ。ほんとうにこの人は、私心がないのだ。天下の宰相となるべくして生まれてきた。だからこそ、俺は……小早川さんを……。

「知っての通り、薩摩の面々とヨーロッパ使節団がともに明朝、堺へ出立することになった。私も、両者の間で再び騒そう動どうが起きぬよう、黒田官兵衛や大友宗麟とともに堺へ発たち、そのままいったん本領へ戻もどることにした。織田信奈と結ばれることは、きみにとっては天下盗とりの合戦よりも手て強ごわい試練だと思う。彼女を守るために、彼女の『運命』を覆くつがえすために、きみはこの世界に来たのだから──不安だろう。恐きよう怖ふも感じるだろう。彼女を傷つけたくない、彼女に嫌きらわれたくない、との思いは膨ふくらむばかりだろう。でも──それでも頑がん張ばれ。良晴。きみならば、できる。私は、いつだってきみを応おう援えんしている」

　どちらから唇くちびるを合わせたのか、わからない。

　気づけば、「恋人としての別れ」の接せつ吻ぷんを、二人は交かわしていた。恋人としての関係は、今こ宵よいで終わる。だが、生しよう涯がいをともに戦い、支え合い、良晴の召しよう喚かんと織田信奈の「生存」によって切り開かれる「まだ見ぬ未来」をともに生き抜くと、二人は無言のうちに誓ちかい合った──。

　小早川隆景は。

　良晴に、最後の勇気を、与あたえた。




【近衛前久邸てい】




　相良良晴が宿しゆく泊はくしている妙覚寺から、室むろ町まち小路を挟はさんだすぐ東ひがし隣どなりに、関白・近衛前久邸がある。偶ぐう然ぜんながらこの近衛前久邸は、信奈がニセ将軍役を終えて道楽隠いん居きよの身になる予定だった今川義元のために「隠居代」として建てさせられた二条御ご新しん造ぞうと隣りん接せつしている。高貴な公く家げ衆は上京の御所の周辺に邸宅を構えて暮らすのが一いつ般ぱん的だった中、かつては「武家関白」だった近衛前久は、下京住まいという点でも変わり者というか、破は天てん荒こうな公家だったと言っていい。上京の屋や敷しきは家人に預けて、下京にすっかり居着いていたのだった。

　余談ながら、信奈が宿泊している本能寺も下京にあり、妙覚寺・二条御新造からはほど近い。その距きよ離りは、約一キロ。この夜、「夫ふう婦ふ別居」とは言え、良晴と信奈はその気になればすぐに逢おう瀬せできる距離にいたのである。

　姫巫女を迎むかえての盛大な馬揃ぞろえが終わり、いよいよ織田信奈のもとに公家衆を一堂に集めての本能寺茶会──その実は、信奈から公家衆へ「天下仕置」の方針が通達され、日ノ本の今後の体制を決定する重要な会議──が開かい催さいされる前日の夜。

　馬揃えで信奈が大おお筒づつを発はつ砲ぽうして公家衆を怯おびえさせるさまを目もく撃げきさせられた近衛前久は、「なんとな。あの特別遊撃隊とやらは。冷や汗あせものだったでおじゃる。休みたいでおじゃる」と邸宅に着くなり寝ねようとしていたが、島津家久が「困ったど。明朝、出立せにゃならん！　源氏講義を今宵のうちに！　お願い！」と押しかけてきたので、小野お通を呼び出して急きゆう遽きよ、源氏物語講義を開く羽目に。

　近衛前久も、島津家の末っ子・島津家久には甘いのだった。まったくこの娘むすめは甘え上手でおじゃる、とぼやきながらも、面子メンツを集めた。

「半兵衛ちゃんを呼んでよーっ！　どうしていないのよーっ！　あっでもこんな真夜中にあの子を起こしちゃダメだわ。身体に障さわるもの！　寝かせててあげてっ！」

　講師は、「陰いん世せ」すなわちこの世界とは異なる「裏の世界」からやってきて「源氏物語専門家」として京の公家衆を次々と弟で子しに取っている天才女流文人・小野お通。なにしろ、お通は「陰世」の平安時代から来たのだ。紫むらさき式しき部ぶ本人や藤ふじ原わらの道みち長ながとも昵じつ懇こんである。「源氏物語」を語らせれば、お通の右に出る者はいない。

「おーほほほほ！　お隣の二条御新造から、お菓か子しをいただきに参りましたわ！　まあまあ近衛さん。行き届いた接待ですこと！　わらわは明日将軍職を返上いたしますが、将軍さまとしての最後の夜を源氏講義とお菓子接待で満まん喫きつするのもいいですわねえ」

　天下のニセ将軍・今川義元。北条家に身を寄せていた今川家の家族が、まもなく上じよう洛らくする。義元の将軍位は、おそらく明日御所に返上されることになり、以後は天下人の織田信奈が征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとなるだろう、というのが大方の予想だが、信奈は土ど壇たん場ばまで自分の政略を語らない性格なので、ほんとうに今夜が「ニセ将軍最後の夜」となるかどうかはわからない。だが、ぐうたらな義元としては、さっさと将軍位を返上して天下太平となった京の都で風流三ざん昧まい・道楽三昧・蹴け鞠まり三昧の遊興生活を送る気まんまんである。

　もともとは三み好よし足利の襲しゆう撃げきに備えるための無骨な「城じよう塞さい」そのものだった二条城を棄き却きやくして、城塞機能を備えながらもこぢんまりとした風流な公家邸宅様式の二条御新造に移転したのも、本格的な風流生活に入るためなのだ。これでまた余計な銭ぜにが飛んだわ、と信奈はムキムキだが。

　しかも、そもそもこの二条御新造が建てられた土地には、もとはといえば近衛前久の政敵にして九条派筆頭・二条昭あき実ざねの邸宅があったのである。

　かつては二条昭実も、下京に暮らしていたのだ。

　京随ずい一いちの風流人・細川藤孝に二条昭実邸の庭園の風流さを紹しよう介かいされた今川義元から、「わらわは二条さんのお屋敷を全面改装して暮らしたい！」と迫られた二条昭実は、信奈と藤孝の計らいで御所にほど近い上京へとしぶしぶ移転したのだが、その新居のすぐ近くに例の今いま出で川がわ邸があった。そう、近衛前久追い落としを図はかる策さく謀ぼう家・菊きく亭てい晴はる季すえの屋敷である。

　すなわち、義元の「二条御新造」移転を巡めぐる動きが奇くしくも上京に九条派を集結させ、「打だ倒とう近衛前久・打倒織田信奈」の気運を高める一因になってしまったのだ。

　むろんこのことは、まだ織田方の誰だれも気づいていない──ただ一人を除いて。

「今川義元。そちは呼んでないでおじゃるーっ！　これっ！　明日、本能寺に持っていく菓子に手をつけるなでおじゃる！　あああ、それは姫巫女さまの分……帰るでおじゃる！」

「近衛さんってば、未来語で言うツンデレなお方ですこと。内心では来客が増えて喜んでおられることは丸わかりですわ。というわけで、わらわの忠実なしもべ・京極竜子さんにも来ていただきましたのよ。おーほほほほ！」

「……竜子はもう寝ていたのに……うー……眠ねむい……もう小野の源氏講義はさんざん聞いたぞ……今夜はどこをやるんだ……？」

　低血圧の竜子は、座りながら半分寝ている。

　で、義元はと言えば、ねこたまとヤタガラスを侍はべらせながら、二匹ひきと一いつ緒しよにぱくぱくと京菓子にがっつくばかりで、真ま面じ目めに講義を聴きくつもりなどさらさらないのだった。

「むーん。これは美味ですな！」

「クエーッ！」

「これっ！　小野お通先生の神聖なる源氏講義にどうぶつを入れるなでおじゃるー！」

　やる気まんまんなのは、この講義のために京に居残っていた島津家久だけだったが、薩摩へ帰き還かんすればしばらく京暮らしのお通には会えない。お通も「わくわく。わくわく」と瞳ひとみを輝かがやかせている家久を無下にはできなかった。

「さて。『源氏物語』は恋愛の物語であると同時に、政争の物語でもあるわけだけれど……盗とう賊ぞくをやめたわたしは今、『源氏物語』研究の第一人者・九条稙たね通みちさまのお屋敷に住まわせてもらっているの。近頃、公く家げ衆は藤原家の嫡ちやく流りゆうが近衛家か九条家で揉もめているらしいわね？　隠居した稙通さまは『わしゃもう源氏物語さえあればいい！　ああっ紫むらさきの上うえた～ん！　現実の世界には興味がないわい！』とまつりごとに無関心だけれども、九条家を継ついだ養子の九条兼かね孝たかさまはずいぶんと近衛家に立腹しているわよ。関白位を相良良晴に譲ゆずるなど言語道断だって。五ご摂せつ家けのうち近衛家以外はみな九条派よ。これが『源氏物語』なら、近衛家は須す磨ま送りよ？　いいのかしら？」

「ほっほっほ。九条兼孝なぞ戦場も知らぬ若造でおじゃる。問題ないでおじゃる。先代の九条稙通どのは、若かりし頃ころは飯い綱づなの法を身につけ、三好家と手を組んで戦場を駆かけ巡った手て強ごわい剛ごうの者であったが、乱世に嫌いや気けがさして出家してからは世を捨てて『源氏物語』三昧でおじゃるからの。問題ないでおじゃる」

「なら、いいのだけれど。今宵の講義は『若わか菜な』を取り上げましょうか。知っての通り、光源氏が天皇家、この世界で言うところの姫巫女家から女おんな三さんの宮みやを正妻に迎えて、さらには自らの子は『みかど』──つまり姫巫女位に即そく位い。文字通り、光源氏が位人臣を極きわめる『人生の頂点』を描えがいた物語の折り返し地点よ。ところが、光源氏には正妻格として、『運命の女性』紫の上がいたでしょう？　紫の上は、光源氏が女三の宮を正妻にしたことに衝しよう撃げきを受けて、出家を考えはじめるの──二人の愛は、光源氏がまつりごとの頂点に立つと同時に、引き裂さかれてしまったのよ。その上、女三の宮は紫の上にかかりきりの光源氏を裏切って、若い公家の柏かしわ木ぎと不ふ倫りん関係に。不義の子を孕はらむ──つまり、まつりごとの頂点に立つと同時に、女性たちに愛され続けてきた光源氏の男性としての没ぼつ落らくがはじまったのよ。満ちた月は、満ちると同時に欠けはじめる──」

　おおお。いつ聞いても小野先生の源氏語りはほんとうに素す晴ばらしいでおじゃる、と近衛もつい御所での揉め事を忘れて目を潤うるませる。

　島津家久は、「光源氏と紫の上でさえ……相良さぁも、光源氏みたいにはぁれむを築いたら、織田信奈との愛が壊こわれてしまいそうじゃ。すでにもう半分壊れかけちょる。ぶる、ぶる」と良晴を案じて震ふるえた。良晴はいよいよ関白に就任する。まさしく位人臣を極めるのである。どこかしら似ているのだ。

「へっ。光源氏はまるで藤原道長だな。『この世をば、わが世とぞ思ふ望もち月づきの、かけたることもなしと思へば』と慢まん心しんした瞬しゆん間かんから、人生下り坂ってやつだ！　人間、どれほどの力があろうとも誰もが最後には衰おとろえて死ぬんだ。光源氏は望みすぎたんだよ！　位人臣を極めながら、好き放題にありとあらゆる女によ人にんの愛も総取りしようなんざ、どだい無理な話なのよ！　すべての実を拾うなんて強ごう欲よくな真似まねは、人間にはできっこねえんだ。うぃうぃ」

　招かれざる乱入者が、叫さけんでいた。

　近衛前久の嫡ちやく男なん・近衛信尹だった。父親譲りの美男子だが、すでに酔よっ払ぱらっている。

「これっ信尹！　勝手に入ってくるなでおじゃるっ！　小野お通先生の神聖なる講義の席で、酒を飲むでないわ！」

「うっせーよ親おや父じ。ここは俺ん家だろ。公家衆が、織田信奈と相良良晴を『足利義満の再来』と噂うわさして恐おそれていることは親父も知ってるだろう？　足利幕府の最盛期を築いた三代将軍足利義満は、武家の棟とう梁りようたる将軍でありながら公家の世界に入り込んで太だ政じよう大臣の位を手に入れ、明との貿易に際してはこともあろうに『日本国王』を名乗った！　対明貿易で得た巨きよ利りと武力を背景に、藤原摂関家を超こえる空前の家格を手に入れたってことだ！　しかも、そこでやめておけばいいものを、さらにはてめえの娘を姫巫女位に就つけようと画策し、実現寸前まで行きやがった。つまり、足利義満は姫巫女位の簒さん奪だつに成功しかけたんだ！　そして──」

「そして、簒奪寸前に急死したでおじゃるな、足利義満は。足利幕府の衰すい退たいも、義満の死からはじまったでおじゃる……姫巫女位簒奪を阻そ止しせんとした公家衆によって毒を盛られて暗殺された、との噂はいまだに絶えないでおじゃるな」

「そういうこった！　暗殺の証しよう拠こはなにもないけどよ、あと一週間でも義満が生きていれば、簒奪は成功していたかもしれねえ！　織田信奈と相良良晴は、順当に行けば明日あしたの本能寺茶会で、征夷大将軍位と関白位を公家衆に要求し、明後日あさつてには就任だ！　そして、圧あつ倒とう的な武力と十字軍戦の功績をもって、南蛮紅毛諸国との『貿易』に乗り出す──今日の馬揃えでは、姫巫女さまと公家衆が見守る前で、空くう砲ほうとはいえ大筒を放ってみせた。御所のすぐ前でだ！　御所があの二人の要求を吞のまないのならば武力行使も辞さず、ってこった。もはや開国に異を唱えられる者はいなくなった。将軍と関白の位も渡わたすしかねえ。公家衆はもう、断れるわけがねえ！」

　織田信奈は足利義満、相良良晴は光源氏になるかもしれないぜ、と近衛信尹はやけっぱちな口調で笑ってみせた。

「なにか知っているのでおじゃるか、信尹？」

「いいや、なにも。俺は御所では鼻つまみ者だからよ！　誰にも相手にされちゃいねーぜ。でもよ。そんな俺でも、空気くらい読めらあ。親父、てめえは公家のくせに軽けい忽こつすぎるんだよ！　長なが尾お景かげ虎とら──上杉謙信と組んで関東公方になろうとした時もそうだった。てめえが強引に関東下向したために、謙信を管かん領れい職に就けようとしていた足利義輝との関係はブチ壊しになった。謙信の武を失った足利幕府は崩ほう壊かい。親父は関東公方にもなれず、すべてを失った。今回も、公家衆──九条派の面々にろくに根回ししてねえ。むしろ対立しまくりじゃねーか。まーた、親父のうかつさのせいで織田政権を崩壊させなきゃいいがよう」

「信尹！　単なる憶おく測そくでそこまで語るでない！　言い過ぎでおじゃるぞ！　麻ま呂ろはたしかに軽忽でおじゃったが、こたびだけは決してぶれぬ！　わが命を賭として、織田信奈と相良良晴に日ノ本の未来を委ねると決断しているでおじゃる、絶対に日和ひよらぬ！　織田信奈に、姫巫女位簒奪の意志はこれっぽっちもないでおじゃる！　関白位にこだわるのはあくまで相良良晴と結けつ婚こんするため！　そもそもそちは、関白位にこだわりすぎでおじゃる！　焦あせらずとも、必ず順番は回るでおじゃる！」

「……それが欲深だと言ってんのよ……恋こいとまつりごとを総取りってのがよ……なあ、いいか？　公家だの御ご所しよだのといった長らく続いてきた伝統ってのは、そう簡単には変えられないもんだぜ、親父……いくらかぶいても、俺は町人にはなりきれねえ。自分が藤原氏の御おん曹ぞう司しだという現実からは、逃にげられなかった……親父だって、上杉謙信という神将を得ていながら、公家故ゆえに関東公方にはなれなかった。『血筋』ってのは、この国ではとてつもなく重いんだ。どうなっても、知らねえぞ」

　小野お通も島津家久も、それ以上源氏講義を続けることはできなかった。

　関白位を良晴にかっさらわれた近衛信尹が荒あれていることは知っていた。しかし、それ以上に──織田信奈に足利義満の影かげを見ている公家衆の激しい動どう揺ようと疑心暗あん鬼きぶりを知らされて、不安を感じずにはいられなかったのである。

　御所の前にヨーロッパ使節団を迎むかえての馬揃ぞろえは、やりすぎだったかもしれんど、と家久は呟つぶやいていた。空砲とはいえ信奈に大おお筒づつを撃うたせてしまうことになったのも、薩摩隼はや人とがいつもの調子で大暴れしたためである。なにごともなければよいが、おいは明朝堺へ行かねばならん。どうか、住すみ吉よし大たい社しやのお狐きつねさま。織田信奈と相良さぁを、お守りください──。

「まあまあ。信尹さんもそこまでに。なにしろ、強運・風ふう雅が・美び貌ぼう・教養・血筋のすべてを兼かね備えているわらわがついていますもの！　信奈さんと相良良晴は、わらわがいる限り安あん泰たいですわ！　これまでも、これからも！　光源氏の轍てつを踏ふまぬよう、世界大奥話はいったん沙さ汰た止やみといたしましょう！　まずは、この京でお二人の初夜を成功させることに邁まい進しんですわ！　それですべて問題解決！　ご安心くださいまし。おーほほほ！」

　いつも今川義元はお気楽で楽しそうだな、と京極竜子がぼやいた。意味はわからないけれど義元がそう言うのだからそうなんでしょ、と小野お通も呆あきれ顔で呟く。

　だが、竜子もお通も、口にはせずとも内心では気づいていた。高笑いしながらも、実は義元の瞳が潤んでいることに。心中の想おもいを悟さとられまいと敢あえて笑っているのだということに。期せずして今こ宵よいの源氏講義が、馬揃えの際にすでに決断していたであろう今川義元に、相良良晴への恋心を諦あきらめさせる「最後の一押し」になったということに。相良良晴はすでに「運命の女性」と巡り会っている。「これ以上」を望んで二人の幸福を暗転させてはならない、満ちた月を欠けさせてはならない、と義元が「大奥」への淡あわい憧あこがれを断ち切ったことに。




【今出川邸てい】




　上京。

　御所のすぐ北に、今出川邸がある。今出川晴季こと、菊亭晴季の邸宅である。

　菊亭晴季は、九条派の公家であった。五摂家より家格は下だが、それ故にかえって、今出川邸には九条派の公家が気軽に集まりやすい。

　九条派・反近衛派の公家たちは、馬揃えにおけるヨーロッパ使節団の異人たちの軍団と、織田信奈の大筒射撃に恐れおののき、ただちに今出川邸に集合した。五摂家のうちの四家。二条昭実、九条兼孝、鷹たか司つかさ信のぶ房ふさ、一いち条じよう内うち基もと。さらには、菊亭晴季や山やま科しな言とき経つね、冷れい泉ぜい為ため満みつ、四し条じよう隆たか昌まさといった中級下級の公家たちもである。

　ありていに言えば、馬揃えの衝撃によって、近衛前久を除くほとんどすべての公家が、この日この夜、九条派となった。

　明智光秀が設置した馬場が御所の真東に位置したこと、大筒がもしも実じつ弾だんを放っていればその弾たまは御所を直撃していたこと、特別遊撃隊と薩摩隼人たちが揉めたあの騒そう動どうにもしかしたら姫巫女さまも巻き込まれていたかもしれなかったこと、すべてが戦いくさを知らず異国を知らない公家たちには「恐きよう怖ふ」でしかなかった。

　明智光秀が馬場を下京ではなく上京の御所の近くに設けたのは、公家衆が集まりやすいから、という気配り故だったのだが、あの大筒の轟ごう音おんと薩摩隼人の猿えん叫きようと謎なぞの異国人軍団の衝撃がすべてを帳消しにした。

　しかも、堺とその周辺の湊みなとには、ヨーロッパ使節団を迎えるため、十字軍艦かん隊たいの一部が関東から移動して続々と入っているとも言う。それらの軍艦には、大筒が搭とう載さいされているとも言う。

　織田信奈が海から陸から「圧力」をかけてきたのだ、明日の本能寺茶会で「すべての要求」を吞ませるために。京の御所のすぐ隣となりに馬場を設けたのは、ただちに御所に攻せめ込める「軍事基地」を構築するため。現に、御所は大筒の射程距きよ離りに入った。そして、大おお坂さか・兵ひよう庫ご・堺・紀き州しゆうの湊には、十字軍艦隊が続々と！　海からも圧力を！

「明日や。明日」

「本能寺茶会で、征せい夷い大たい将しよう軍ぐん位と相良良晴の関白就任を要求される」

「断れば……御所を砲撃されるやもしれん……！」

　しかし、彼ら公く家げ衆には、空前絶後の軍事力を手に入れた織田信奈に対たい抗こうする術すべはない。

　公家には兵力などないし、織田信奈は容易に暗殺できるような相手ではない。すでに過去に、「武家関白」近衛前久が失敗している。近衛はあざとく織田信奈派に寝ね返がえることで生き延びたが、あの時はまだ織田信奈は天下統一を果たしてはいなかった。だから近衛を味方として受け入れた。だが今は違ちがう。もはや織田信奈に対抗しうる勢力は国内には存在しない。しかも、あろうことか外敵だったはずの十字軍まで味方につけてしまった。こんど暗殺を仕し掛かけてしくじれば、それこそ御所は焼き払はらわれ、姫巫女位は問答無用で簒奪されるだろう。

　武力を持たない彼らには、もはや打つ手がない──！

　九条派筆頭の二条昭実も「どないすればええんや」と歯ぎしりするばかりだった。

　しかし。

　世よ渡わたりに長たけた策士・菊亭晴季が、起死回生の「一手」を放ったのだった。

「関ヶ原の合戦の折──三さん条じよう西にしはんのもとに、『古こ今きん伝授』が戻もどってきよりました。ええ。細川藤孝が解き明かした、未来予言書ですわ。近衛前久はんは、ほんまにうかつ者。『古今伝授』には、細川藤孝の筆による注ちゆう釈しやくが入っとりました。注釈は断片的なもので、全ぜん貌ぼうはわかりまへんが、彼はたしかに日ノ本の未来を解き明かしたんですわ──門外不出の秘密なれど、かかる緊きん急きゆう事態故に、読ませていただきました。日ノ本と御所に容易ならぬ事態が待ち受けとることが、ここに確定いたしましたんや」

　そう。

　細川藤孝が焼しよう却きやくするはずだった、あの「古今伝授」が、近衛前久から三条西家へと渡ってしまったのである。しかも近衛前久は、中身を確認していなかったのだ。細川藤孝が、徹てつ夜やの解読作業を続けて予言を解き明かしながら、原本に何カ所か注釈を書き加えていたことを、知らなかったのだ。知らぬままに、元の持ち主である三条西家に返却していたのだ──！

　近衛前久の軽忽ぶりが、巡めぐり巡って、九条派の公家たちに「未来」の一いつ端たんを知らせる結果となったのだ。

「菊亭はん。やはり、御所の未来は……未来と言うても、すでに明日明後日に迫せまっとるが……」

「全貌を唯ゆい一いつ把は握あくしとるご本人に確認を取りまひょ。細川藤孝を呼び出しております。ここに──」

　女にしか見えない容姿を誇ほこる細川藤孝が、今出川邸の広間に姿を現していた。

「やはり近衛さまはうかつなお方。よもや、九条派の手に『古今伝授』が渡ることになるとは。ふふ。こうなっては、誤ご魔ま化かしは利ききませんね。弁明はいたしません。包み隠かくさず、未来について、『古今伝授』の秘事について語りましょう。わが悲願は、あくまでも『足利幕府再興』──あなた方は、御所と姫巫女さまをお守りしたい。わたくしは、足利幕府を守りたい。そして、お互たがいに残された猶ゆう予よはあと二日。協力させていただきましょう。これも『運命の強制力』、『歴史の修正力』のお導きというものでしょう。人間の身にすぎないわたくしには、どうやら抗あらがえません」

　おお、細川藤孝が織田方から再び寝返った！　いや、彼ははじめから足利家の忠臣や！　剣けん豪ごう将軍とともに明まで渡った男や！　彼ほどの智ち勇ゆう兼けん備びの武士が加勢すれば、御所は救われる！　と、公家たちは沸わきに沸いた。同時に、まもなく日ノ本にいかなる未来が訪おとずれようとしているのか、藤孝から聞かされることを恐おそれた。その恐れを隠すためにも、彼らは必死ではしゃがねばならなかった。

「このこと、菊亭さまはすでにご存じですが、『古今伝授』によれば五ご摂せつ家けの『上位』に位置する『氏うじ』が日ノ本に誕生します。源げん平ぺい藤とう橘きつのいずれでもない、まったく新たな氏です。それが、『豊とよ臣とみ氏』です」

　これは、公家たちの想像を上回る話だった。

「「「豊臣氏？　聞いたことがあらへん！　なんや、それは？」」」

　細川藤孝は、目を細めながら続ける。

「ええ。文字通り氏素す性じようも知れぬ者が、公家の頂点に立って御所を支配するのです。誰だれのこととは申しませんが──その者はまずは『藤原氏』の猶子となって、関白位を手に入れます」

　そや！　相良良晴は、近衛前久の猶子になろうとしとる！　関白になるために！　と公家たちは口々に騒さわぐ。

「ここまでは、太だ政じよう大臣となった足利義満とおおむね同じですが、藤原氏を名乗る時点でその不ふ遜そんさは足利義満を超こえています。しかし、それだけではその男の野望は収まりません。なぜならば、いくら藤原氏を名乗ろうとも、もとはと言えば得体の知れないしがない草ぞう履り取り。足軽出にすぎません。このことは、日ノ本の誰もが知っております。それ故に、彼は藤原氏を名乗るだけでは満足できません。これまでの日ノ本に存在しなかったまったく新しい氏を御所に作らせるのです。それが『豊臣氏』です。自らは日輪の子であり、姫巫女さまのご一族のご落らく胤いんである、などと吹ふい聴ちようしながら、藤原氏を超える氏を自ら創設するのですよ。『古今伝授』以外にも、証しよう拠こがございます。奈な良らの正しよう倉そう院いんに収められている出自不明の『梵ぼん鐘しよう』にも、『古今伝授』の一節が刻まれております。そこにも、豊臣という文字が──そこまでせねば、天下人たる妻と身分が釣つり合わないという劣れつ等とう感のなせるわざ、でしょうね。かの者が初夜を二度も失敗したのも、身分の違い故の引け目が原因でしょうか」

　二条昭実などは、衝しよう撃げきのあまりへたり込んでしまった。まさか。草履取りが、新たな氏を捏ねつ造ぞうするなど。公家社会は、織田信奈と相良良晴によって完全に簒さん奪だつされてしまうのか！　悪夢だった。近衛前久すら、使い捨てられるというのか！　なんという忘恩の賊ぞくか！

「その先はどうなるのでおじゃるか、細川藤孝？」

「二条さま。『古今伝授』の予言は豊臣氏の誕生と、その後のいくつかの事件を記した時点で終わっております。その先はわたくしにも見通せません。ただし、未来人の相良良晴自身は、知っているでしょうけれどもね。もっとも──」

「そや。相良良晴は、四百年を超える歴史を知っとるんや。ということは、未来を自分の手で改かい竄ざんできるんや！　藤孝にも豊臣氏誕生以後の約四百年の歴史はわからんということは、相良良晴のほうが圧あつ倒とう的に有利！　日ノ本を、相良良晴と織田信奈の思いのままにできるちゅうことや！」

「ええ、そういうことになります。実は、織田信奈は──『古今伝授』によれば、姫巫女位簒奪を目前に、死にます」

「な、なんやて!?　あ、足利義満のようにか？」

「そうです。日ノ本の伝統、姫巫女さまの尊さ、いざ簒奪の危機を迎むかえた時の公家衆の結束の固さは、本来でしたら、織田信奈の簒奪を阻そ止しできるほどの力なのです。ですが──相良良晴は、当然、阻止します。この時代に来てからの彼のすべての行動は、実のところ、なにもかもが『織田信奈を破は滅めつの運命から救う』というただ一点のために選せん択たくされたものなのです。『古今伝授』と照らし合わせれば、痛いほどにわかります。彼は、織田信奈を救うために未来から来たのです。相良良晴は絶対に諦めません。何度死地に立たされても、そのたびに生き延び、蘇よみがえり、織田信奈を死の運命から回かい避ひさせるために戦い続けてきました──関ヶ原で、わたくしは『古今伝授』の知識を応用して、織田信奈を滅ほろぼそうと画策しました。しかし、彼の強固な信念と情熱の前に、敗れたのです」

　と、いうことは！　と二条が叫さけんだ。公家たちはいっせいに気づいた。

「あかん。織田信奈の暗殺は、できん！　無理や！」

「細川藤孝をもってしてもできなかったことを、武力を持たぬわれらでは……」

「われらは、織田信奈の姫巫女位簒奪を、阻止できんのや！」

「強大な十字軍が湊に。織田軍は都に馬場を築いて、いつでも御ご所しよを攻こう撃げきできる態勢に。すべて、織田信奈の野望を押し通すために、相良良晴が手を打ってやらせたことか……あかん！」

「しかも。それほどに愛しとる織田信奈と添そい遂とげるために、相良良晴は自ら『豊臣氏』を捏造する……！　姫巫女位が簒奪されるのみならず、公家社会全体も崩ほう壊かいする……！」

「あれは未来人や。公家やら御所やらの伝統なんぞに、敬意などもっとらん。馬揃ぞろえでもわかった。未来の日ノ本人の価値観は、ヨーロッパ人のそれにずっと近いんや！　しかも、織田信奈はこの時代の人間なのに、相良良晴と意気投合するかぶき者……！」

「ああ。あの妙みようちくりんな奇き書しよ。『織田信奈の陰いん謀ぼう』は、実話やったんや……！　姫巫女位簒奪は、はじめからあの二人にとっては、既き定てい路線！　この日ノ本は、あの二人によって解体されるでおじゃる！　もはや生きてはおれぬでおじゃる！」

「織田信奈が『古今伝授』の予言を覆くつがえして生き延びれば、その先の日ノ本はどうなるのでおじゃるか、細川藤孝よ？」

　細川藤孝は「これはあくまでもわたくしの推測ですが」と前置きしながら、答えていた。少女のような微び笑しようを浮うかべながら。

「エリザベス女王と意気投合した織田信奈は、『東方のイングランド女王』になろうとしております。あの異い端たんの宣教師ガスパールの目もく論ろ見み通りに。カトリックを奉ほうじるイスパニア・ポルトガルと、イングランドとは、同じヨーロッパとはいえまったく異なる国です。イングランドは羅馬教皇の権けん威いを認めぬ『プロテスタント』の国。イングランドにおいては、王家が設立した『英国国教会』こそが国教なのです」

「ど、どういうことでおじゃるか？　キリシタンの事情は、われらにはよくわからぬでおじゃる！　わかりやすく説明せよ！」

「イングランドの女王は、『国教』をも支配しているということです。地上の世界の王が、魂たましいの世界、精神の世界の王をも兼かねているということですよ。聖なる世界の神権と世せ俗ぞくの世界の王権を、エリザベス女王はともに手に入れている。カトリックの神と教皇を聖なる世界の頂点に置いて崇あがめてきたヨーロッパにおいては、彼女はまさに異端にして不遜」

「あ、あ、あの孔く雀じやくのように着き飾かざっていた異国の女王が……そのような……日ノ本でいえば、姫巫女さまを無視して勝手に自ら新たな神しん道とうを立ち上げ、巫み女この主あるじを名乗っているようなものでおじゃるか？」

「そうです。その代わり、彼女は『自分は国家と結けつ婚こんした』と宣言して処女王を貫つらぬいてきたわけですが」

「なるほど。まさに、巫女でおじゃるな」

「だが、織田信奈はエリザベス女王よりも欲よく深ぶかい。日ノ本史上に二度と現れないであろう、野望の権ごん化げです。聖なる世界の神権と、世俗の世界の王権。姫巫女位と征夷大将軍位のふたつを奪うばい、さらには相良良晴という人間の夫とも添い遂げるつもりです。すべてを、手に入れるのです。己おのれが欲しいと欲ほつしたものを。手に入れるまでは、決して立ち止まりますまい──そして、これは『古今伝授』でも予言されていますが、それだけの絶対権力者が日ノ本に誕生すれば、その先はただひとつ。海外遠えん征せい。国力のすべてを注ぎ込んでの、果てしのない世界征服戦争です。ちなみに予言によれば、勝てませんがね」

　世界征服戦争？　そんな無む謀ぼうな！　白はく村江すきのえで懲こりたのではなかったか！　海がある限り日ノ本は異国の侵しん略りやくには強いが、逆に異国に攻せめ込もうとすれば実に不利！　しかも、相手はあの絢けん爛らんたる艦かん隊たいを誇るヨーロッパの強きよう豪ごう国たち……！

「ヨーロッパでは今、カトリック勢力とプロテスタント勢力が激しく覇は権けんを奪い合っております。織田信奈がイングランドと結べば、『太陽の没ぼつさぬ帝てい国こく』イスパニアと対立するは必定です。イスパニアのフェリペ二世は、明に目を付けている。いずれ明とイスパニアとの争いにわれらは巻き込まれる。いえ、織田信奈自らが進んで首を突つっ込むでしょう。『古今伝授』によれば、強大な武家政権誕生・豊臣氏成立の直後の海外遠征はすでに予言されております。あの織田信奈が消えても、そうなるのです。生きていれば、さらに戦線は野放図に拡大しましょう」

「おおお織田信奈の開国路線は、ぼぼぼ貿易が目的ではなかったのか？」

「はい。ですが、貿易の先には戦争があります。交易路の確保、資源の確保、市場の開かい拓たく。両者は結局、同じ経済活動の表裏です。織田信奈が望むままに交易路を広げようとすれば、最大の市場である明での激げき突とつのみならず、世界各地に植民地を持つイスパニア軍との全面戦争は避さけられません」

「日ノ本は『日出いずる国』！　イスパニアは『太陽の没さぬ帝国』！　ならば……おお。かつて、われらは『日出ずる処ところ』として使者を送り、『日没する処』隋ずいの皇こう帝ていを激げき怒どさせたことが……すでに一戦を交えているこたびは、激怒させるだけでは済まぬでおじゃる！」

　滅びる！　日ノ本は滅めつ亡ぼうする……！

　ここに至って、九条派の公く家げ衆は日ノ本を破滅から救うために「織田信奈の緊きん急きゆう排はい除じよ」を決意せざるを得なかった。全員の意見が一いつ致ちした。

　だが、どうすればいいのか、まるで見えてこない。

「ほ、ほ、細川藤孝……！」

「われらに残された猶予はあと二日！」

「どうか知ち恵えを……麻ま呂ろたちに、力を貸してほしいでおじゃる！」

「むろん、足利幕府は必ず復興すると、約束するでおじゃる！　そなたが織田信奈の排除に成功すれば、将軍位は足利義昭に！」

　いいでしょう、ただしこの件、武家たちには──特にわが主・義輝にはご内密に。必ず「われらは織田信奈にすでに降こう伏ふくしたではないか、それで武士か。未練であろう」と反対されますから、と細川藤孝は頷うなずいていた。

「わかったでおじゃる！　かたじけないでおじゃる！　そちだけが頼たよりでおじゃる！」

「わたくしに、策がございます。実はすでに、一手ずつ、布石を打っております。もっとも、今さらわたくし如ごときがなにをしようがあの『日輪の子』相良良晴に打ち勝つ自信はありませんでしたが、今は違ちがいます。二条さまたちのご協力を得られれば、必ずや成功いたしましょう。『古今伝授』が菊亭晴季さまの手に渡わたったのも、『運命』でしょう。御所を守れ、日ノ本を守れ、という『歴史の修正力』のお導きかと」

　この時、公家たちは気づいていない。

　この夜のこの事態が、「お導き」でもなんでもないということに。

　みなが、知らぬうちに細川藤孝に操られているということに。

　かくして──細川藤孝は、最後の「賭かけ」に出たのだった。




「運命」の日まで、あと、二日。







　巻ノ二　みっつの茶会







【西さい国ごく街かい道どう】




　翌日、早朝。

　盆ぼん地ちの京きようから外部へと出る「街道」は、いくつかある。

　近江おうみ坂さか本もとを経て琵び琶わ湖こ西岸を北進する、「西にし近江おうみ路じ」こと北ほつ国こく街道。信のぶ奈なが越えち前ぜん朝あさ倉くら攻ぜめの際に用いた大街道だ。

　同じく北へ連なる街道としてはもう一本、「裏街道」とも言うべき「朽くつ木き路ろ」こと若わか狭さ街道。足あし利かが家の隠かくれ里ざとと言うべき朽くつ木き谷だにや叡えい山ざんの麓ふもとを通過する険しい山道で、越前朝倉攻めに失敗して敗走した信奈や良よし晴はるが京へ逃にげ戻もどる時に用いた道である。

　老おいノ坂さかを経て愛宕あたご山やまの麓・丹たん波ば亀かめ山やまを通り、西国へ抜ぬける街道が、山さん陰いん道どう。いわゆる「丹波路」。

　東国へ抜ける二本の大街道が、言わずと知れた東とう山さん道どうと東とう海かい道どう。

　巨椋おぐら池の北に流れる宇う治じ川沿いに南の大和やまと方面へと向かう街道が、宇治街道。




　そして、山やま崎さきを経て摂せつ津つ・堺さかい方面へ出る街道が、「山さん陽よう道どう」こと西国街道である。




　まだ薄うす暗ぐらいこの西国街道を、小こ早ばや川かわ隆たか景かげ・大おお友とも宗そう麟りん・島しま津づ家いえ久ひさ・梵ぼん天てん丸まるら外と様ざま姫ひめ武将衆と、エリザベス女王たちヨーロッパ使節団の面々が、整然と隊列を組んで行進していた。

　竹たけ中なか半はん兵べ衛え、黒くろ田だ官かん兵べ衛え、ねねたち「相良さがら妹軍団」も勢揃いである。大だい納な言ごん就任を控ひかえる相良義よし陽ひ以外の相良ファミリーは、こぞって十字軍の船に乗せてもらい、宇う喜き多た直なお家いえが名を変えて暮らしている八はち丈じよう島じまを訪問することになっているのだ。

　信奈と良晴による新体制が定まれば、関せきヶが原はらで「裏切り」の罪を一身に被かぶった直家に「恩おん赦しや」を出すことが可能になる日も近い。が、それまで娘むすめの秀ひで家いえを待たせておきたくない、というのが信奈と良晴の、そして隆景の強い願いだったのである。

「馬揃えで大おお騒さわぎしたせいで、早く薩さつ摩まに帰らにゃならなくなってしもうた。野菜の色紙書きだけで済むと思うとったが、公家衆があれほど異人を恐おそれるとは。んにゃ～」

「ククク。面おも白しろかったからいいではないか家久。我も暇ひまつぶしに八丈島へ行くにょだ！」

「くすんくすん。本ほん能のう寺じ茶会はだいじょうぶでしょうか、官兵衛さん？　すでに信奈さまは『運命』を乗り越こえられたはずですが、馬揃えの折の騒そう動どうの大きさは……どうも気になります」

「むふー！　問題ない！　小早川隆景がこの面々の監かん督とく役に任じられて、本能寺茶会を欠席することになったのはまずいとは思うがな！　でもまあ、公家とのつきあいには慣れているあの明あけ智ち光みつ秀ひでがいれば、だいじょうぶだろ！　こっちはこっちで、これだけの面々を束ねる役目は隆景にしか務められないしな！」

「明智光秀ちゃんね～。あの子、ずーっと接待役続きで過労死寸前だけど、だいじょうぶかな～。借金いっぱいあるらしいもんね～。その点、接待されるお役目専門の宗麟はお気楽でいいけどね、えへ。でもでも、南なん蛮ばん寺でらに居残っているガスパールさまは、ずっと異い端たん審しん問もん官たちから『プラトン立体を渡せ、どこにある』と迫せまられているよね。あれって今、どこにあるんだっけ？　ちょっと心配」

「プラトン立体は、引きこもりの皇帝ルドルフがコレクションとして欲しがってるだけなのだ、心配ないのだ。大天使ウリエルちゃんに任せたまえ！　あーでも、ケリーちゃんの調子がまだ戻らなくて。むしろ日に日に『力』が乱れているにょだ。きっと梵天丸とごっつんこしたせいにゃのだ、ぴるるるるる～」

「ふふ。織お田だ信奈も、よほどフランスの美女軍団に恐れをなしたのね。大急ぎでわれら全員を堺へ出立させるなんて。でも、本能寺茶会が開かれる前にヨーロッパ使節団は京を発たったほうがよろしくてよ。とりわけイングランド女王である私は。公家衆をこれ以上不要な疑心暗あん鬼きに陥おちいらせるよりは、予定を前まえ倒だおししてでも堺へ向かわせたほうがいい。賢けん明めいな選せん択たくだわ」

「女王陛下！　いつでも三み河かわ名物の八はつ丁ちようみそをお出しできますから～、道中はご安心ください～」

「……徳とく川がわ家いえ康やすさん？　お願いですから、他ほかの料理を……」

　小早川隆景に、竹中半兵衛が「あのう。小早川さまは、義陽さまの大納言就任の折に補ほ佐さ役を務める予定でしたよね？」と尋たずねた。

「うむ。しかし、義陽どのはお一人でもだいじょうぶ、ヨーロッパ使節団を守る任務を優先してほしいと。もしも女王の身になにかあったら、それこそ世界戦争になってしまうから致いたし方かたないと、両者の間で意見は一致した。事実、この道中、使節団を襲しゆう撃げきしようとしている輩やからどもの気配をひしひしと感じる。一時たりとも気が抜けぬ行軍だ」

「くすんくすん。たしかに、そうです。やむを得ませんね。堺に入る十字軍艦隊を見て、すわ戦争、と勘かん違ちがいして逃げはじめている人々もおりますし。攘じよう夷い決行、と過激な尊攘派が道中を襲撃してくる可能性は高いです」

　そんな半兵衛の隣となりで、黒田官兵衛は「むふー！　ケリーちゃんが調子悪いなら、このシメオンが久々にタロットで未来でも予知してみるかな～！　プラトン立体にも負けない精度を誇ほこるんだぞー！　はたして、エリザベス女王陛下は結婚できるかどうか！　ほらほら、一枚引いてみよう女王陛下！　黒官一流！」とすっかりお調子者の本領を発揮してはしゃいでいた。

　奇くしくも黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん遠征がきっかけとなって、ジパングとヨーロッパとの間に新しい「文化融ゆう合ごう」が成し遂とげられつつある。いくつもの奇き跡せきを経て、誰だれも見たことのない、まったく新しい世界。ありえない未来が、まもなく実現する──西国街道を下る隆景たちは、みな、そう信じていた。

　そう。「この日」までは。




【北きた野の天てん満まん宮ぐう】




　午後には、公家衆を集めての本能寺茶会が開かい催さいされる。

　その茶会にさきがけて、北野天満宮の神木の下で、朝から織田家限定の家族茶会がひっそりと開かれていた。北野を警備するは、五ご右衛え門もんら最小限の忍しのびたちのみである。が、もはや「敵襲」を恐れる心配はない。すでに、天下に信奈に反はん抗こうする者はいない。

　日ひノ本もとに少なくともふたつ存在するというプラトン立体を捜さがしている異端審問官たちが若じやつ干かん挙動不ふ審しんだが、政治や戦争とはかかわりのない件だし、それに下京の南蛮寺に居残っているガスパールが彼らを釘くぎ付づけにしてくれている。

　さらに、京全体は明智光秀率いる総勢一万三千の丹波兵・近江坂本兵によってがっちりと守られており、万が一外敵が襲来してもこの明智軍が軽く撃退してくれる。当の光秀は、織田家譜ふ代だい衆の面々とともに本能寺茶会の準備中。またまた完かん徹てつさせられながらの大わらわだが、戦いくさをやらせれば旧主・斎さい藤とう道どう三さん譲ゆずりの采さい配はいをとる副将・斎藤利とし三みつが兵を指揮しており、心配はない。なぜか大奥を運営したがり「春日かすがの局つぼね」になりたがる癖くせさえなければ、斎藤利三ほど理想的な副官は織田家広しといえどもいなかった。

　と、いうわけで。

　ここに。

　ついに、集合した。

　織田家の家族たちが、一堂に──。

　まさに、信奈にとっての「天下布武」が成った、その瞬しゆん間かんといえる。

「母上。勘かん十じゆう郎ろう。有う楽らく。お市いち。ほんとうに長い長い戦いだったけれど──姫大名としての戦の日々も、やっと──今日で、終わるわ。ほんとうに。やっと。これで──」

　艶あでやかな姫姿で茶会を仕切るは、織田信奈。

　斎藤道三と会見した時と同じあの美しい衣装に身を包んだ信奈は、「合戦」や「武将」とはまるで縁えん遠どおい、美しく愛らしい一輪の花のようだった。

「あ、あ、あ、姉上！　ほんとうに……ほんとうに、天下布武を達成なされたんですね！　ぼかあ、ぼかあ、幸せ者です！　あれほど仲なか違たがいしたのに……姉上に誅ちゆう殺さつされて当然だったぼくが……姉上とともに、この日を迎むかえることができただなんて。まるで夢のようです！　これもみんな、サルくんの尽じん力りよくのおかげだああああ！　うわああああああん！」

　信奈の唯ゆい一いつの実弟。勘十郎こと津つ田だ信のぶ澄すみは、感かん極きわまってもう号ごう泣きゆうしていた。

　織田家は、信奈と信澄の父・織田信のぶ秀ひでの急死によって、戦国大名家のお約束とも言えるお家騒動に巻き込まれた。家臣団がそれぞれ、「嫡ちやく子し」信奈と「嫡男」信澄を担かついで対立。母親の土つち田だ御ご前ぜんが「男子」の信澄を支持したこともあり、姉と弟とは尾お張わりの当主の座を巡めぐって何度も戦場で鉾ほこを交えた（戦が苦手な信澄は、姉の信奈と戦うことをはばかったこともあって、直接戦場には出なかったが）。

　信澄は、本来の歴史ならば、すでに信奈に粛しゆく清せいされており、この世にはいない。今いま川がわ義よし元もとの上じよう洛らくを控えた尾張での家か督とく争いなど、やっている暇はなかったのだ。急いで信澄を粛清して織田家の内ない紛ふんを終わらせねば、織田家そのものが今川軍に滅ほろぼされていた。信奈は、「弟殺し」という試練を選択して、天下布武のために逆らう敵をことごとく焼き尽つくす「第六天魔王」への道を進むはずだった。

　その信澄と信奈の運命を変えた者が、相良良晴だったのだ。

「ええ。私の運命も、大きく変わりました。父上とともに、小お谷だに城で武士として死す。それが、浅あざ井い長なが政まさの運命だった。その私が、義姉あね上うえや勘十郎とともに、こうして織田家の家族として北野の茶会に招かれて、天下太平を享きよう受じゆさせていただいているだなんて。ほんとうに──夢のようです」

　旧名・浅井長政。織田信奈が尾張で今川義元を破って台頭したのと同時期に、近江に颯さつ爽そうと登場して六ろつ角かく承じよう禎ていを打ち破った「もう一人の若き英えい雄ゆう」。実は女であり、信澄と結けつ婚こんして三人の娘に恵めぐまれ、浅井家滅めつ亡ぼうの折に武士としての名を捨てて「お市」となった。「浅井長政はここで死ね」。すなわち、そなたはお市として生きよ。それが、亡なき父・久ひさ政まさの遺ゆい言ごんだったのである。

「がるるる！　サルっ！　サル～っ！　ちゃちゃじゃ～っ！」

「おなかすいたー」

「ははうえー」

　お市が産んだ三人の娘。茶ちや々ちや。初はつ。江ごう。それぞれ、この茶会の席では信奈、信澄、お市が抱だっこしている。長女の茶々は、お市と勘十郎の計らいで、信奈と良晴の「養女」になっているのだ。身分の壁かべをはじめとするさまざまな理由でなかなか結婚できないでいた二人のために、「既き成せい事実」すなわち「子供」をさっさと与あたえたわけである。

　なぜか、茶々は良晴を見ると「サルっ！」とはしゃいで暴れる血の気が多い子だったが、初は信澄に似たのか、おとなしい子だった。いちばん信奈に似ているのは、末の娘の江かもしれない。まだ言葉もたどたどしい赤あかん坊ぼうだが、風ふう貌ぼうがよく似ている。

　そして、信奈のただ一人の実じつ妹まい、織田長なが益ますこと有う楽らく斎さい。

　恐きよう妻さい家かだった信秀が珍めずらしくも設けた側室の子で、家督争いに巻き込まれる運命から解き放つために生まれてすぐに織田家から寺へと密ひそかに出され、柴しば田た勝かつ家いえがこっそりと養育していた。とはいえ、なにごとも大おお雑ざつ把ぱでかつ戦バカな勝家である。弱小で名高い織田家随ずい一いちの武人故ゆえ、桶おけ狭はざ間まやら上洛やらといった日ノ本各地を奔ほん走そうする大仕事が続くうちに、寺を訪問する機会を失い、いつの間にか有楽は行ゆく方え不明になったりしていたわけだが、今はこうして織田家の正式な家族として迎えられている。

「有楽ちゃんでーす！　今日のお茶会はぁ、一流茶人の有楽ちゃんが取り仕切らせていただきま～す！　戦はからっきしだよ三級品だけどぉ、お茶とお昼ひる寝ねなら一級品！　逃にげ足あしの速さも一級品だよっ！」

「ふふ。有楽ったら。この子は勘十郎に似ましたね。織田家の、働かないほうの血筋を引きましたね」

「そうでーす、お母さま！　織田家には、風流人の血筋と、働き者の血筋の二系統が！　有楽ちゃんは前者でござる！　働いたら負けでござる！　働いたら負けでござる！」

　働き者の血筋って、父上とわたししか引いてないわよね。基本、織田家ってダメ人間の集まりだから……よくこれで尾張の大名にまで成り上がれたものだわ、と信奈はため息をついた。

　織田家はそもそも先祖元来の武家ではなく、越前劔つるぎ神じん社じやの神職出身である。身分秩ちつ序じよが崩ほう壊かいした戦乱の世の中で、いつの間にか武家になり、主家の斯し波ば氏が支配していた尾張に一族ごと移動し、交易による「銭ぜに」の力を得て父・信秀の代に尾張一の実力者に成り上がった。

　だが信秀は早世したので、尾張を統一したのは、ようやく信奈の代でのことだ。

　まさかその信奈が、天下ことごとくを統一することになろうとは。

「吉きち。これまで、あなたに辛つらく当たってきた母を、許せとは言いません。あなたには、戦などしてほしくなかった。わたくしは、姫ひめ武将という習慣が嫌きらいだったのです。夫・信秀どのが吉に家督を譲ると言いだした時も、大反対いたしました。わたくしの娘むすめには、夫を迎えて、子を産み育て、母になってほしかったのです……ですが。わたくしと信秀どのの愛情を早々と失ったあなたを、父代わりに斎藤道三が。母代わりに松まつ永なが弾だん正じようが。そして──誰よりもあなたの心情を理解してくれる運命の殿との方がたが。相良良晴どのが。あなたをこうして支え続けてくれたからこそ、この日が訪おとずれたのですね」

「……母上」

　今日のお姉ちゃんは口数がすくなーい！　と有楽が混ぜっ返す。信奈は、言葉がでない。感無量、という一言では言い表せない。万感の思いが、押し寄せてくる。

　ただ、これだけは信奈にもわかった。

　自分は、母上に──土田御前に心底から憎にくまれていたわけではない、ということが。

　土田御前は、戦に娘を巻き込ませたくなかったのだ。

　日ノ本の武家には一応「姫武将不殺」の掟おきてはあったが、戦場に立てばいつ流れ矢や流ながれ弾だまを浴びて死んでもおかしくない。それに、捕とらわれても出家降こう伏ふくに応じなければ、姫武将であっても死は免まぬかれない。

　あの今川義元が桶狭間で捕らわれていながら出家を拒きよ否ひした時、本来ならば義元は死ぬ定めだったのである。未来人で女好きの良晴が「これほどの美人を殺すだなんて！」と大おお騒さわぎしたために、義元はたまたま生き延びられたのだ。

　信奈も、義元とは少し違うが、気位の高さ・気き性しようの激しさ・夢敗れた時の潔いさぎよさという性格を考えるに、天下布武の戦に敗れて敵に捕らわれる運命を前にすれば、迷わず死を選ぶだろう。まさしく、是ぜ非ひに及およばずに──土田御前は、そのことを痛いほどに理解していて、信奈をどうにかして武家の世界から姫の世界へと呼び戻もどそうとしてきたのだ。

　桶狭間での戦勝以後も、土田御前は信奈と打ち解けず不和だったが、それもまた、「勝てば勝つほど、戦えば戦うほど吉は『死』に向かっていく。吉が天下に名乗りをあげた以上、もはや姫武将不殺の掟など意味を持たなくなった」と土田御前が娘の運命を案じていたからである。

　今川義元を破った後、信奈が尾張一国を固く守っていれば、ある程度は安あん泰たいだっただろう。

　しかし、知っての通り、信奈の野望は美み濃のを拠きよ点てんとしての「天下布武」事業であった。尾張一国で満足できるはずがない。信奈が倒たおすべき「敵」は、「日ノ本全土」に広がったのだ。父・信秀譲ゆずりの働き者ぶりを発揮して、難なん攻こう不落の稲いな葉ば山やま城を切り取り、死地とも言うべき京への強行上洛をも果たし、越前朝倉攻ぜめでは近衛このえ前さき久ひさと武たけ田だ信のぶ虎とらに織田家包ほう囲い網もうを結成され、浅井家の裏切りと暗殺者・杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼうの銃じゆう撃げきを立て続けに喰くらって、文字通り死ぬ寸前までいった。

　かろうじて浅井朝倉に勝利したあと、信奈が弟の信澄に旧浅井家の所領のすべてを与えなかったこともさることながら、信奈が織田家包囲網との戦いを継けい続ぞくして戦線を文字通り全国に拡大していったこと、さらなる「死」への試練を招くことがわかっていながら決して立ち止まろうとしなかったことが、土田御前には耐たえがたかったのだ。

　その土田御前の危き惧ぐは適中した。浅井朝倉を倒したにもかかわらず、かえって危機感を高めた織田家包囲網──反織田家同盟は、文字通りの全国規模に拡大したのだから。中国の覇は者しや・大大名の毛もう利り家。武田信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんという、本来ならば相あい容いれないはずの「戦国最強」を誇ほこる東国の雄ゆう二人。さらには、信奈の妹分だった徳川家康まで。

　関ヶ原で信奈が死ななかったことは、まさに、奇跡と言っていい。

　が、土田御前の信奈への態度は、この関ヶ原の合戦の折から、すでに軟なん化かしていたのだ。だから、この北野の茶会が実現したのだ。

　そう。

　信奈は、ひとたびは岐ぎ阜ふ城に「捨て殺し」の如ごとく送り込んだ信澄を、自ら救きゆう援えんしようとあがいた。弟のために天下布武の大戦略を投げ捨てるような、愚おろかな真似まねをした。最後の最後に、家族への情に惑まどって冷れい徹てつな戦国武将の仮面を外したのだ。それは、武将としては愚かとしか言いようのない行動だった。土田御前はやっと理解したのだ。信奈のほんとうの心情を。武将として生きる道を選びながら、信奈は「姫」であることを捨てていなかったと。

　信澄を、どれほど愛していたか、を。

　自分と似て、愛情表現が不器用なだけなのだ、弟が無む謀ぼうな謀む反ほんを繰くり返せばついには自らの手で殺そうとしてしまうような信奈の過激な行動の裏側には、素す直なおに表現できない愛が、ずっとせき止められていたのだ。

　本来ならば殺さねばならなかった信澄の妻・浅井長政を、信奈が「お市」として生かしていたことも、知った。長政自身が、信奈を救うために旧名を明かして兵を挙げたことによって。

　父・信秀の葬そう儀ぎの席に、信奈がうつけ者姿で乱入して大暴れした時、信奈が内心ではどれほど信秀の死を哀かなしんでいたのかも、土田御前ははじめて理解した。

　結局のところ──母と娘は、生き写しの如くそっくりなまでに、不器用だったのだ。

　そして。

　そんな信奈の心情をずっと、誰だれよりも理解してくれていた者が、いた。

　未来から来た少年だった。信奈の「生しよう涯がい」のすべてを、知っている者。信奈がなにを考え、なにを感じ、なにに哀しみ、なにに憤いきどおっていたかを、すべてわかってくれる者が。

　この少年のおかげで、吉は──土田御前は、彼の前で「ありがとうございます」と手を合わせたい気持ちを抑おさえながら、彼の「自己紹しよう介かい」の言葉を聞いていた。

「え、ええと。その。お、お、織田家の家族に入れていただきました、さ、さ、さ、相良良晴です。お、お、お義母かあさん……よ、よ、よろしく、お願いします……じじじじ実はまだ、信奈とはその、正式に夫ふう婦ふの契ちぎりを結べていなくて、ええと。すいませんっ！」

　いまや日ノ本どころかヨーロッパにまでその武名が響ひびき渡わたることとなった天下の大だい英えい傑けつ・相良良晴も、土田御前を前にすると、年ねん齢れい相応の男の子に戻ってしまう。

　なにしろ土田御前は信奈そっくりなのだ。怒おこらせたらどんな目に遭あわされるか。というかもう怒らせているに違ちがいない。世界大奥設立だのなんだのと結婚前から不義理の連続。あげくは小お田だ原わらに安あ土づちと二度も初夜に失敗して、信奈に大おお恥はじをかかせたのだから。口さがない京きよう童わらべたちも、「相良良晴は露ろ璃り魂こんだから」「織田信奈じゃダメらしいよ」と噂うわさしている。

「ちょっと良晴！　その話は、今はいいからっ！　ははは母上の前でなにを言いだすのよーっ！　まさか、夫婦別居をまだ根に持ってるのぉ？　妙みよう覚かく寺じと本能寺は近いんだから、そーんなにわたしが恋こいしいならば、昨夜ゆうべ忍しのんでくればよかったでしょっ！　ももももしかしたら、とこっそり期待して待っていたのに……うぐ、うぐぐぐぐ……」

「ゆ、昨夜はいろいろ準備があってだな！　外出する時間がなかったんだよ！　お前が急に小早川さんたち外と様ざま衆とヨーロッパ使節団を残らず堺送りにしたから、そのせいで……八丈島行きを予定していた相良妹軍団と半兵衛官兵衛も一いつ緒しよに行くことになったんで、ほんとうに大わらわだったんだぜ？」

「姫ひ巫み女こさまの前で攘じよう夷い決行するような連中を今の京に置いておけないでしょっ！　本能寺茶会に公家が集まらなくなっちゃう！　あと、なによりも危険なのが、特別遊ゆう撃げき隊！　あいつらは一刻も早くフランスに送そう還かんしなくっちゃ！　実はヨーロッパ人の娘が好きだったのねー、良晴ってー。はーん。わたしこそが天下一美女だとか口では言っていたけれど、ほんとは白人とやらがお好きだったのね？　ふふふフロイスが理想の嫁よめなんでしょ。はははは白人で、おおおおおっぱい大きいものね。どどどどちらも、わわわわたしにはない属性だものね。あーあー、やだやだ。エリザベスと戦争になったら、あんたのせいだかんね？」

「おいおいおいおい！　お義母さんの前で、やめろって！　もう、戦いくさはやらないんだろ？　これからは普ふ通つうの姫に戻るんじゃなかったのか、今日の二度にわたる茶会をもって？」

「ま、そうだけどお。戦はやめても、まつりごとまで止やめるわけにはいかないもの。天下人なんだし。あーあー。誰かさんが早く跡あと取とりを産ませてくれないから、いつまでも仕事させられちゃーう。旦だん那なが甲か斐い性しようなしだと、嫁が苦労するのよねー。お市に一気に三つ子を孕はらませた勘十郎の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めばあ？」

「今日こそ！　今夜こそ最後の機会をくれ、信奈！　本能寺茶会が終われば、あとは関白就任を残すだけだ！　そちらの準備は義陽姉さんがやってくれるそうだから、今夜は時間ができる！　こんどこそ証明してみせる！　俺は露璃魂じゃなーい！」

　この二人はいつもこんな調子なのですか、と土田御ご前ぜんが眉まゆをひそめ、信澄がその通りです母上！　と嬉き々きとして返事する。

「仲がいいほどケンカするという諺ことわざの通りですよ、ははは。お市もこれで案外焼やき餅もち焼きで、美男子のぼかぁ、けっこうお市に……あいたたたた！　耳をつねらないでおくれ！」

「まだ男の子を授さずかっていませんよ、旦那さま。親衛隊再結成の野望を抱いだいているという噂が流れていますけれど、冗じよう談だんですよね？　私がその気になれば、近江浅井家の旧家臣団を集結してあなたを居城から追い出せるのですけれど、勘十郎？」

「ひいいい。そんな噂は、根も葉もないデマだよ、お市いいいい！　ぼかぁ、生涯きみ一筋さっ！」

「それにしては、相良良晴どのの世界大奥に賛成しているとか？」

「いや、別に賛成してるわけじゃないよ？　ただほら、男子一生の浪ろう漫まんじゃないか。世界大奥って。世界だよ、世界？　光ひかる源げん氏じのはぁれむも、しょせんは日ノ本限定大奥だっただろう？　日ノ本人としてはじめての全世界はぁれむを樹立すれば、サルくんの名は『天下一の好色一代男』として世界の歴史に永遠に刻まれ──痛い痛い痛い！」

「まったく。殿方というものは……しょうがないですね」

「相良良晴どの。世界大奥だのなんだのと、大おお風ぶ呂ろ敷しきばかり広げていないで、ともかく正妻の吉との間にお子を作ってからにしなさい。目の前の妻になにもできない殿方に、世界に挑いどむ資格も能力もありませんよ？　もっとも、わたくしが吉でしたら、夫がそんなふざけたものを設立したら問答無用で無礼打ちにしますがね──吉を泣かせたら、わたくしが成敗いたしますからね、婿むこどの？」

　土田御前の鋭するどい視線を浴びた良晴は、「はいいいっ！」と震ふるえあがった。

　有楽が「お父さんも、よく有楽ちゃんを儲もうけたねー。すっごい勇気！」と苦笑する。

　サルー、サルー！　と茶々が良晴を攻こう撃げきしようと小さな手を伸のばす。

　そんな中。

　土田御前は、（婿どのを哀しませてしまう話ではありますが、筋は通さねば）と、良晴と信奈が滅めつ多たに触ふれない話を切りだしていた。相良良晴を織田家の婿に迎むかえるためのけじめ、とでも言おうか。誰かが言わねばならない。ならば、自分が、と決めていたのである。

「婿どの。本来ならば吉を、婿どののご両親のもとにいちどご挨あい拶さつに向かわせねばならないのですが──できますでしょうか？」

　信奈が「母上」と思わず色を失い、良晴の顔に視線を向けた。良晴が傷ついたのではないか、と恐おそれた。

　だが──。

　相良良晴はもう、哀しまない。

　信奈の頭を撫なでながら、「俺はだいじょうぶだよ」と微笑ほほえんでいた。

「それはもう、できません。『天あまの岩いわ戸と』を開かない限り。そして三種の神器はもう、『気』を失ったそうですから。そもそも天岩戸を潜くぐれば、その負荷で記き憶おくを喪そう失しつしてしまう危険があるんです。俺も少なくとも一度は、記憶喪失になりました。だから、信奈にあれを潜らせることはできないんです」

「そうでしたか。ではぜひ、せめて婿どののご家族のお話を──お辛つらいかもしれませんが……吉の母として、知っておきたいのです。婿どのがどのような世界で、どのような家族に囲まれて生きてこられたかを」

　良晴はいまだに、なぜ自分がこの時代に召しよう喚かんされたのかもわからない。

　召喚された前後の記憶が、ないのだ。

　学校から自宅へ帰る途と中ちゆうまでで、記憶が途切れている。

　気がつけば、織田家と今川家とが戦う尾張の戦場に立っていたのだ。

　また、かつて蒲生がもう氏うじ郷さとがガスパールに巧たくみに誘ゆう導どうされて、天岩戸が開かれ、良晴が元の世界に帰き還かんする機会が訪おとずれたことがあった。

　あの時、良晴は追い詰つめられた信奈を救うために半ばまで天岩戸を潜ろうとしたが、信奈が引き留めたのだ。が、その直後、良晴は矢を受けて、そして──織田家での記憶を失った。この世界に召喚される直前までの記憶だけが残った。天岩戸を潜りかけた影えい響きようか、あるいは高所から転落して頭を打ったためか、召喚後の記憶がいちどリセットされてしまったのだ。小早川隆景に拾われて毛利家に仕官したのは、そのためである。

　このため、ガスパールの推論──「相良良晴＝ガスパール説」にも、一定の根こん拠きよはある。

「『本能寺の変』の阻そ止しに失敗した相良良晴が高たか千ち穂ほへ向かい、なんらかの方法で天岩戸を再び開いて過去へとさかのぼり、その副作用で記憶を喪失してガスパールになる。つまり、信奈を救うために無限ループに陥おちいる運命にある」

　これがガスパールの推論だが、「その場合、なぜ良晴の顔がガスパールになるのか」という問題を除けば、理り屈くつは通っている。

　ガスパールが持つ正十二面体のプラトン立体は予知能力を持つが、相良良晴に対してはその力を発揮できなかった。良晴が干かん渉しようすると、プラトン立体の持つ観測能力が歪ゆがむのだ。おそらくは良晴が未来から来た特とく殊しゆな存在だからだが、「良晴がガスパール自身だから」という推論も成り立つ。術士は、自らの未来を占うらなうことはできないのだ。

　もちろん、

「ガスパールは相良良晴とは別人で、まったくの無関係」

　という推論も成り立つ。ガスパールに過去の記憶がないのは、インドで遭そう難なんするなりなんなりといった厄やく災さいに遭ってたまたま記憶喪失になったからで、天岩戸潜りの後こう遺い症しようとは関係がない、という説だ。二人は顔が異なるのだから、こちらのほうが自然な考えだし、良晴は当然こちらを信じている。そもそもこちらの推論が「真実」でなければ、良晴は信奈を「本能寺の変」から守れない、ということになってしまう。

　しかし──いずれにしても、「最初に未来世界から良晴がなぜ、どのようにして召喚されたか」という謎なぞは、まるで解けていないのであった。

　その未来観測の力を持つ正十二面体のプラトン立体は、ガスパールが「良晴を消す企たくらみを捨てた」ことを示すために今は良晴に預けているのだが、ガスパールは自分が良晴に手て渡わたしたプラトン立体の所在を誰にも教えていないらしく、いまだに異い端たん審しん問もん官たちや皇こう帝ていの家臣たちが「それを譲ゆずってくれ」と良晴に迫せまってくることはない。おそらく、俺はこいつを手放してはならないんだ、と良晴は薄うす々うす察知していた。だからこそ、ガスパールはどれほどの圧力を加えられても黙だまっているのだろう。

　なぜ手放してはならないか？　きっと、ふたつの可能性がある。ひとつは、不幸にも良晴がガスパールになる「運命」が訪れてしまった時に、このプラトン立体の不可思議な力が必要になる可能性。もうひとつは──この石が、良晴がこの世界に召喚された謎を解く手がかりになる可能性だろう。

　また、プラトン立体を巡めぐるガスパールと良晴のあやしげな関係を異端審問官たちに知られれば、良晴にも累るいが及およぶ危険性がある。いくらヴァリニャーノが「異端ガスパールを特例として認める」と訴うつたえてソテロにガスパール狩がりを禁じても、異端審問官たち全員が素す直なおにその命令を聞くとは思えない。

　しかし、天下の智ち者しや・半兵衛官兵衛が堺へ向かった今、プラトン立体について考えこんでも仕方がない。南蛮寺に籠こもるガスパールは異端審問官たちに監かん視しされていてうかつに動けないし、良晴自身に解けるような謎ではないのだ。半兵衛は、なんらかの謎の糸口を摑つかんでいるようだったが──「男の織田信のぶ長なが」の姿が、このプラトン立体に映り込んだ時に。良晴が知っている歴史を生きた織田信長。良晴が知らないこの世界を生きる織田信奈。両者の間には、どのような関係があるのか。竹中半兵衛は、その「解」に辿たどり着きつつある。

　でも。

　でも、いいんだ。

　だって。

　俺は──もう、「選せん択たく」したのだから。俺だって、ほんとうはすべての実を拾いたい。でも、これだけは迷わないし譲れない。たとえ元の世界の家族を、友達を、すべて失うとしても、俺は信奈を選んだ。それが俺の選択だ──。

「婿どの？」

「どうしたの、良晴？」

　あ、いけね。

　良晴は、我に返っていた。妙みようだな。もう「本能寺の変」は防ぎきったはずなのに。どうして俺は不意に、ガスパールから預かって懐ふところに入れているプラトン立体のことなんかを？　こいつは、すでに力を失っているはずなのに。ああ、そうだ。未来の世界のことを思いだしていたからだ。故郷が、懐なつかしくなったんだ。どうしてここに来たんだろう、と感傷的になってしまったからだ。

「……お義母さん。俺が生きてきた『未来の世界』が、この世界とひとつながりになっているのか、それとも異なる世界なのかは、まだわからないです。いくつか俺が教わった歴史と違ちがうことがあって……俺が教科書やドラマやゲームで知っている戦国時代には、『姫ひめ武将』はほとんどいなかったんです。いるには、いたんですけど。甲か斐い姫ひめとか、立たち花ばな誾ぎん千ち代よとか、ごく限られた存在だけでした。信奈は、歴史の教科書には載のっていませんでした。でも、『性別』を除けば信奈とまったく同一人物で、同じ生しよう涯がいを送った戦国武将の運命を、俺は知っていたから──俺が生きていた未来の日に本ほんの誰だれもが、その武将の運命を知っていて、そして、もしもその人の運命が覆くつがえっていたら、きっと日本の、そして世界の未来はまるで変わっていたはずなのに、と惜おしんでいたから──」

「……吉の運命が、覆っていたら……」

「ええ。俺が生きていた約四百年後の日本は、とても平和でした。俺が生まれてからずっと、戦争をすることもなかった。海外に自衛隊を派は遣けんすることはあっても、日本自らが外国を相手に戦争をする事態は起こらなかったし、もちろん戦国時代のような内乱もありませんでした。俺にはだから、兵へい役えきに取られて戦場に出た経験もなかった。もっとも、俺のお祖父じいさんの代には、日本もまた世界規模の戦争に参戦していて、大勢の人たちが犠ぎ牲せいになったと言います。戦争の果てにやっともたらされた、つかの間の平和なんです。それに、日本国内は平和でも、海外の諸国では果てしのない戦争やテロや独裁政権による圧政が続いていました。四百年経たっても、世界は平和になっていなかったんです。むしろ、科学の発展と兵器の進化が止まらなくなり、人類は──全世界を何度でも滅めつ亡ぼうさせられるだけの異常な軍事力を持ってしまったんです。種たね子が島しまや大おお筒づつどころじゃありません。たった一いち撃げきで、何十万人何百万人もの命を奪うばってしまう、そんな──聖書の『ソドムとゴモラ』に出てくるような超ちよう兵器を、大量に生産できるようになってしまったんです。だからもう、効率性を極きわめた未来の戦争には浪漫もなにもない。武士道も。騎き士し道どうも。開かい拓たく精神も。冒ぼう険けん精神も。そんなものはもう、意味をなさなくなってしまったんです。しかも、信しん仰こうのためなら異教徒は殺してよいと信じる者たちによる宗教戦争や宗教テロは、消えてはいない……むしろ、世界中に広がる一方でした」

　信奈も、良晴からこれほど赤せき裸ら々らに「未来」を教えられたことはなかった。

　土田御ご前ぜんは、息を吞のんでいる。

「わたくしは……四百年先の未来は、きっと、楽園のような世界が実現しているのだとばかり。違うのですか。いつ人類が滅ほろびてもおかしくない状じよう況きようだったというのですか？」

「いえ。たしかに破滅的な超兵器を手に入れましたが、人間はそれほど愚おろかではありませんから、そう簡単には滅びません。限られた超大国同士が相そう互ごに超兵器を所有することで、昔のような世界規模の大戦争はかえって実行不可能になっていました。『力による均きん衡こう』とでも言うのか……俺は子供の頃ころから歴史好きで、現代戦や現代政治には疎うとかったので、あまり詳くわしくないんですけど。でも……世界平和は……実現なんて、していなかった。宗教戦争は、殺傷力を増した兵器を手に入れた者同士の間で、ずっと続いていました。貴重な人類の遺産を──古代遺い跡せきを『異教徒の建物だから』という理由で破は壊かいする者たちまで」

　そうだ。俺の、父さんは。

「でも、壊こわす者もいれば、新しく生みだす者もいます。俺の父さんは、街かい道どうと港と都市とが整備されて広大な地中海世界に数百年の平和と安定をもたらしていた古代羅ロー馬マを、人類史が誇ほこる理想郷だと信じていた人でした。日本の会社気質に馴な染じまないというか、ちょっとヘンな人で、日本ではなかなか才能を発揮する機会がなかったんですが、世界を旅しているうちに海外で認められて建築家として成功した人でした。『たとえ何度破壊されても破壊されても、新しく都市を造ればいい。新しい街道を繫つなげばいい。何十年、何百年の未来へと残る公共建築物を新たに建てればいい』と信じて、世界中に街を作り、建物を建てていました。俺も、父さんの仕事の関係で、あちこち引ひっ越こしていました。父さんも歳としを取って各地を飛び回るのにちょっと疲つかれたらしく、最後は横よこ浜はまに居着いていましたけれど」

　街道を繫ぎ、都市を築きあげる。

　それは。

「まるで、吉がやってきたような……安土のような壮そう大だいな都市を、婿むこどののお父上は？」

「そうです。あくまでも技術者として、ですけれど。文化の力を、文明の力を、父さんは信じていました。横浜の臨港地区の再開発にも、父さんは深く関わっていました。『予算を圧縮しろ』という上の通達に逆らい続けてでも、たとえ地じ震しんや津つ波なみといった天災が襲おそっても耐たえきれるような万ばん全ぜんの設計を──安全にして頑がん強きような都市を設計することに、父さんはこだわり続けていました。この星は、地球は、人間同士の戦争だけでなく、天災が溢あふれているから。とりわけ日本は、複数のプレートの境界上に隆りゆう起きした、龍りゆうの背中のような列島だから。それでもなお、たとえ『ノアの方はこ舟ぶね』で知られるような大厄災が訪れても人々を守れるような都市を造る、科学も工学もすべての技術は人の命を守るためにこそある、それが父さんの夢であり信念でした──」

　家では、ガンプラばかり作っていたけれど。「戦争大好きじゃねーか」と突つっ込んだら「宇宙世紀は別腹なのだよ、宇宙世紀はね」と言いながらアナザーガンダム作ってたけど。あと、若い頃は妙ちくりんな売れないＳＦ小説を書いていたっけ。そうだ。クローゼットに、謎の黒歴史ノートを隠かくしていた。幼い頃、なにも知らずにノートを開いたら、主人公が気き性しようの荒あらい女の子に首輪を塡はめられて「この豚ぶた！　この豚！」と鞭むちでしばかれているシーンを目撃してしまい、俺は黙って読むのを止やめた。まさか後年、俺自身が信奈にとっ捕つかまって「このサル！　このサル！」と何度も足あし蹴げにされることになろうとは、あの頃の俺は予想もしていなかった。あの父ありてこの息むす子こあり、だ。あの時にはあの小説の内容をまるで理解できなかったが、親おや父じ──グッジョブ。

「……立派なお方だったのですね。許されるのならば、いちど、お会いしてみたい」

「いや、家では、別に立派な人では……むしろダメな感じの……女にだらしがなくて、自分では身の回りのこともろくにできなくて、ほんとうにダメ人間というか……まあ、なにしろ、俺の父さんですから……母さんは、そんな子供みたいな父さんの保護者という感じのとても優やさしい人で、横よこ須す賀かカレーを作るのが得意でした。横須賀カレーというのは、肉じゃがをインド風の香こう辛しん料りようで味付けしたみたいな料理です。すでにインドには宣教師たちが入って布教活動を開始してますが、いずれイングランドが会社を設立して本格的な貿易拠きよ点てんにします。日本は、本来の歴史ではいったんネーデルラント以外のヨーロッパ諸国と断交して鎖さ国こくしますが、結局は開国してイングランドとも貿易をはじめることに。その時に、インドの香辛料とカレーも輸入されて──横須賀でなぜカレーがご当地飯に？　と言われるとすごく話が長くなるんですが、ええと、海上自衛隊の横須賀基地がですね」

　美味おいしかったのですね、と土田御前が微笑ほほえんでいた。

「はい。美味しかったです！」

「わたくしに、その『横須賀辛からい』とやらの調理法を教えていただければ、作りますよ。婿どの。吉のために、この世界の人間として生きることを選んでくださったあなたにでしたら。イングランドのエリザベス女王と吉とは、仲が良いのでしょう？　あなたを巡って恋こいの戦いをしかねないそうですけれど。女王に頼たのめば、インドの香辛料も手に入るのではないでしょうか？」

「……ええと……カレーが日本に伝わるのは明めい治じ維い新しんの時代だけど……まあいいか！　俺が来る前から、なぜか堺では今いま井い宗そう久きゆうのおっさんがたこ焼きを焼いてたし！　やっぱり俺が知っている世界とは少し違うんだ！　はい、お願いします！」

　カルダモン。シナモン。クローブ。ターメリック。唐とう辛がら子し。他ほかにもいろいろ必要ですが、とにかく多種多様なスパイスを調合することで肉じゃがが「カレー」になります、目下の大航海時代では、ヨーロッパ諸国は東方世界でこのスパイスを奪い合っているんです、ですが「カレー」による世界制せい覇はを考えている同時代人はいないはずです、と日々の尾張のみそ料理に辟へき易えきしている良晴は大乗り気に。戦争が嫌きらいな土田御前も、料理の話になると熱心に耳を傾かたむけてくれる。

「『辛い』による世界制覇？」

「これは未来の話ですが、全世界平均から見て、イングランドの料理は不味まずいんです。イングランドでいちばん美味しい料理は、カレーです！　ロンドンは、いたるところカレー店だらけです。俺もロンドンにしばらく滞たい在ざいしていた時は、毎日カレーばかり食べていました！　にしんパイとか、見た目だけでも精神的ブラクラなので！　もっとも、未来の日本は美食文化の国で、スシ・サシミ・テンプラ・ソバ・うどんといった和食に加えて、たこ焼きやお好み焼き、焼きそばといった粉物、ラーメンや餃子ぎようざ、チャーハンといった中ちゆう華か料理に、ハンバーガーやらステーキといった西洋料理と、なんでもかんでも美味しいんですが、やはりその日本でもカレーが猛もう威いを振ふるっていました！　元祖本場のインド・ネパール風のカレーはもちろん、和食肉じゃがの発展系・横須賀カレー、北ほつ海かい道どうをルーツに持つスープカレー、そして読よみ売うり巨きよ人じん軍ぐんの千ち葉ば茂しげる選手が考案したと言われている悪あく魔まの発明・カツカレー！　油で豚ぶた肉にくを揚あげた豚とんカツとカレーとご飯を掛かけ合わせるという、お年とし頃ごろの女の子にはお勧すすめできない高カロリー食で……」

　土田御前は「まあまあ」と母親の手料理について詳しく語る良晴の表情を嬉うれしそうに見ているが、守しゆ銭せん奴どの信奈は違った。

　きゅぴーん！　と、信奈の瞳ひとみが「永えい楽らく銭せん」の形に変化する。

「良晴！　そんな未来料理を知っているなら、もっと早く言いなさいよおおおおお！　十じゆう兵べ衛えに命じて、世界の海かい援えん隊たいに『辛い店』を全世界出店させるのよ！　イングランドから香辛料をがっつり買い集めれば、作れるんでしょっ？」

「あ、ああ。まだエリザベス女王はインドに貿易拠点を持っていないと思うけれど。もちろん、ドミヌス会経由でポルトガル商人から仕入れるのなら、すぐに調達できそうだけど、その場合は割高になるかな？」

「両国に見積書を出させて、競わせてスパイスを安く買い叩たたくのよーっ！　さっそく、カトリックとプロテスタントを天てん秤びんにかけて品物の値段を割り引かせるというわたしの世界戦略が役立つ時が来たわ！　『辛い』の話はここだけよ、良晴！　以後、当面は秘密っ！　ふふ。ふふふふ。十兵衛が運んできたみかんだけで、あの騒さわぎだもの。『辛い』の店てん舗ぽを世界展開すれば、ボロ儲もうけだわ……！　十兵衛のたこ焼き負ふ債さいもそれでチャラにできるでしょ！　母上と一いつ緒しよに、できる限り『辛い』の味を再現して、良晴！　あと、『辛い』にみそを入れるのは禁止よ！　そうだわ！　いっそ羅馬へ行く途と中ちゆうでインドに立ち寄って、さくっとスパイス会社を設立しちゃいましょう！　自前で！　それならば、もっともっと安くスパイスを手に入れられるじゃない！　やっぱり、わたし自らが船団で海うな原ばらへ乗り出さなくっちゃ！　そして、世界一の大だい富ふ豪ごうに……」

「おいおいおいおい。まさかインドの人々を搾さく取しゆするんじゃないだろーな、信奈？　茶器をあげて喜ばせようとか、そーゆーのはなしだぜ？」

「しないわよ！　むしろポルトガルやイスパニアよりも多く対価を支し払はらうわよ！　とにかく未来味の『辛い』の調理法は秘伝にしてしまいましょう、それできっと数十年は利益を独どく占せんできるわ！」

「……まあ……コ○・コーラ社なんかはたしかに、秘伝のコーラ製法で覇は権けんを握にぎってるな……不可能ではないのかな？　俺は母さんのカレー調理を何度か手伝った程度だから、調理法を確立するのは手間だけど。スパイスの調合が難しそうだな」

「婿どの。それは、わたくしがなんとかいたしましょう」

　ただちに安土城に「辛い店」の一号店を！　と信奈はもう、良晴とケンカしていたことも忘れて、すっかり商人モードに。光秀のたこ焼き負債問題も解決できそうで、まさしく一石二鳥であった。しかも、良晴と土田御前とが、カレー話で打ち解けて実の息子と母親のように親密に。

「いやあ。すっかりサルくんも織田家に溶とけ込んだなあ。姉上はやっぱり、守銭奴でなくちゃねえ、お市」

「はい。むしろ合戦の日々を終えたこれからが義姉あね上うえにとっての本領発揮でしょうね、勘十郎」

「店の名前は『いきなり辛い！』にしようよ、信奈お姉ちゃん。『辛い』って、その名の通り、とっても辛いんだよね？　だったら、甘いういろうとお茶を付けて一緒に売りさばけば、有楽ちゃんとお兄ちゃんも稼かせげちゃうよ～。辛い料理の横に飲み物と甘いものを置くのは、もちろん、辛い料理がもっともっと辛くなる罠わなだけどね～」

「デアルカ。その場合、上がりの半分はわたしの懐ふところよ、有楽」

「お姉ちゃんの、守銭奴～！　永楽銭魔王！」

　土田御前は、（信秀どのも戦いくさ漬づけの日々でしたが、商売で銭ぜにを稼ぐことと船に乗ることがなによりも好きなお方でした。熱あつ田たの海や津つ島しまの湊みなとの向こうに、いつも……まだ見ぬ彼方かなたの世界を）と亡なき夫の姿を思いだしながら。

「婿どの。吉をどうかよろしく、お願いいたします。あなたしか、おりません。吉を、生しよう涯がいの妻として、どうか……」

　良晴に、深々と頭を下げていたのだった。

「……あ。いや……はいっ！　わかりました！　お義母かあさん……！」

「吉。あなたは、わが子を愛せます。人の親に、おなりなさい。今こ宵よい、婿どのとこんどこそ初夜を。決して、恐おそれることはありませんよ。なぜならば──わたくしも、あなたを愛していますもの──」

「……母上……」

　信奈と土田御ご前ぜんの抱ほう擁ようは、いったい、何年ぶりのことだっただろう。

　あるいは、信奈は生まれてはじめて、土田御前に抱だきしめられたのかもしれない。

　この時。信奈の心から、恐れは消えた。

　良晴との間に子を儲けること、子を産み育てることへの恐きよう怖ふが、すべて消え去っていた。

　ここに母と娘むすめの戦いは終わり、そして、雪解けの時が訪おとずれたのである。

　良晴は（これでよかったんだよな。父さん。母さん）と、心の中で両親に別れを告げていた。胸が痛む。せめて一度だけでもいいから、別れの挨あい拶さつをしたかった。だが、天岩戸を潜くぐることにはリスクがある。もしも記き憶おくを喪そう失しつしたら──それに、ひとたび未来へ戻もどったらもう、この世界に帰き還かんできるかどうかわからない。

　いちばんありそうなリスクは、そう、「歴史の修正力」によって、ひとたび未来に戻った良晴が未来から二度とこの時代に帰還できなくなってしまう、という「結末」だった。

　思えば、浦うら島しま太た郎ろうの竜りゆう宮ぐう城伝説の原形は、そのようなものだったのかもしれない。浦島太郎はなんらかの方法で天岩戸を潜り、未知の世界を訪れ、そこで乙おと姫ひめと恋に落ちた。長年竜宮城で暮らすうちに里心がつき、天岩戸を再び開いて故郷に戻った。その結果が、あの──。

　もちろん、未来へ信奈を連れていくこともできない。天岩戸は、いちどにつき一人しか通れない。仮に二度続けて開けて、未来で合流できたとしても、良晴のみならず信奈の記憶までもが消える可能性が高い。

　それに、織田信奈は、この世界に絶対に欠かせない存在だった。

　今、この日ノ本から忽こつ然ぜんと信奈が姿を消せば、十字軍戦争を終えたばかりの日ノ本、そしてヨーロッパ諸国にいかなる動どう揺ようが走り、どれほどの混乱がもたらされるか。

「織田信奈が本能寺で死ななかった世界」。

　俺は、人類が通ることのできなかったその「可能性」、その「未来」を、選ぶ。信奈を愛してやまない俺自身のために、この世界に生きるみんなのために、なによりも──信奈のために。

　相良良晴は、この日、この北野で──自らの少年時代に別れを告げたのである。




【本能寺】




　同日、午後。

　公く家げ衆を迎むかえての本能寺の茶会が、予定通りに敢かん行こうされた──。

　主しゆ催さい者しやは、信奈ではなく、関白・近衛前久。

　信奈との接せつ触しよくを忌き避ひする公家衆を一堂に集めるための、有う無むを言わせぬ人事であった。

　一応の名目は、「織田家が収集した天下の名物茶器を公家衆に披ひ露ろうする」というもので、事実、あの松永弾正久ひさ秀ひでが遺のこした九十九髪つくも茄な子すをはじめ、貴重な茶器の数々が本能寺に運ばれていた。

「うんせ、うんせ。落とすなよ、犬いぬ！　これらの茶器は、加か賀がや能の登とより貴重なんだからなっ！」

「……姫ひめさまの茶器商法も、来るところまで来た……」

「姫さまと相良どのも無事、北野にて土田御前さまに結けつ婚こんの報告をなされました。まことに満点です」

「もう我が慢まんできぬう！　九十九髪茄子を横取りして逃にげだしたいのじゃっ！」

「きりきり運ぶですう！　わー！　御お膳ぜんに盛り付けた川魚が傷いたんでいるですう！　夏の京は蒸し暑いですから……このままでは十兵衛は接待役を解任……！　お助けですう！」

「はわわ。茶器を落っことしてしまいました～。眼鏡。眼鏡」

　接待役として、柴田勝家、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、丹に羽わ長なが秀ひで、滝たき川がわ一かず益ますら尾張以来の織田家譜ふ代だい衆ｗｉｔｈ明智光秀＆徳川家康。厳密に言えば、一益は伊い勢せ攻こう略りやく開始直前から、そして光秀は美濃平定終しゆう了りよう直後から織田家に仕官した「外と様ざま」なのだが、もう完全に信奈の妹分なので、譜代同然の扱あつかいである。また、家康は軍師・本ほん多だ正まさ信のぶとともに運命の関ヶ原で信奈と戦ったが、信奈にとっては今でも互たがいに「吉姉さま」「竹たけ千ち代よ」と幼名で呼び合う古なじみの飼いたぬき……いや、妹分であることは言うまでもない。

　ともあれ、織田家譜代衆総出の、この水をも漏もらさぬ大接待態勢の中で──。

　二に条じよう昭あき実ざねら五ご摂せつ家けをはじめとする約四十人の公家衆が、本能寺に招かれたのである。その多くが、九く条じよう派であった。

「おーほほほほ！　みなの者、よく来てくれたでおじゃる！　これがっ、これが天下の大名物、九十九髪茄子でおじゃるーっ！」

「「「「おおおおおー！」」」」

　近衛の政敵たちも、数十点に及およぶ天下の名物をいっせいに開かい陳ちんされては、どよめかざるを得なかった。二条昭実などは下手に茶器や芸術への審しん美び眼がんが肥えているために、

「悔くやしいっ……ようもこれだけの茶器を、戦火から守り通しおった……認めざるを得んやないかっ……織田信奈は、日ノ本の芸術の世界に欠かせん大功労者や……！」

　と、思わず茶器コレクターとしての信奈を涙なみだながらに褒ほめてしまった。

　ほっほっほ。成功でおじゃる、と近衛前久がほくそ笑む。高貴なる公家は情も義理も感じない陰いん謀ぼう家が多いが、文化と芸術に関しては感受性が高く、耐たい性せいがない。いわば弱点。

　さらにこの本能寺茶会には、関白をはじめとする公家衆に最高のもてなしを、という信奈の心こころ遣づかいから、茶人・商人も参加している。というのはあくまでも口実で、実際には各自、公家衆に茶器などを売りつけてツテを作ろうと商売のためにやってきたわけだが。

「り、きゅ」

　ご存じ、漆しつ黒こくのゴスロリ茶人・千せんの利り休きゆう。いまや、茶器の値段はすべて天下一茶人の利休が決めていると言ってよく、もはや「歩く錬れん金きん術じゆつ師」そのものであった。公家衆たちの前でも、茶器を用いて小こ粒つぶ金を錬成する錬金の術を披露して、「この茶器を月割りで買い求めれば！」「もう、金子に困らぬでおじゃる！」と思い込ませている。まさに錬金術詐さ欺ぎ。

「うちはまだ少額ですが……そちらは途と方ほうもない高額を明智家に貸しとりまっしゃろ？　箱はこ根ね小田原で膨ふくれあがった明智光秀はんの負債はどないしまんねや、天てん王のう寺じはん？」

「ううう。明智家を潰つぶしてしまっては、すべてが無に。斎藤利三どのによれば、長なが崎さきと土と佐さに会社とやらを開くそうですので、次こそ起死回生の商売をやっていただかなければ……しかし、せめて金利だけでも取り立てないと、天王寺屋自体が潰れてしまいます。うっ、胃が……」

「なんで、たこ焼きにみそを塗ぬりたがるんでっしゃろなあ。おひぃさまにお頼たのみして、みそたこ焼きをご禁制にしていただかねば、あきまへんなあ」

　堺商人の今井宗久と津田宗そう及ぎゆう。この茶会が終われば、すぐに堺へ戻ってこんどはヨーロッパ使節団と居残り外様衆を接待せねばならず、てんてこ舞まいである。

「それがしは、博はか多たより参りました、島しま井い宗そう室しつでございます。大友宗麟さまの御ご用よう商人を務めさせていただいております。九きゆう州しゆうでの貿易は、島井の家が取り仕切っております──織田信奈さまと大友宗麟さまが手を結ばれ、義ぎ姉し妹まいに等しい仲となった今、畿き内ないと博多の商人衆はいよいよ連れん携けいを深めねばなりません。以後、よろしくお見知りおきを」

「待った！　博多商人は、島井宗室だけやないタイ！　うちを忘れてもろたら困るとね！　うちは神かみ屋や宗そう湛たん！　神屋宗湛タイ！　相良良晴から、けものラーメンこと博多ラーメン店の出店権を買い取った新進気き鋭えいの豪ごう商しようタイ！　すでにマカオをはじめ、世界各地に博多ラーメン店の出店を開始してるタイ！　目指すは全世界をけものラーメンで制せい覇はすることタイ！」

　この本能寺茶会と、続く堺での茶会のために上じよう洛らくしていた、博多商人の島井宗室と神屋宗湛。島井宗室は長らく大友家の金庫番を務め博多で稼ぐ九州最大の豪商。神屋宗湛は後発組だが、相良良晴と小早川隆景らが九州に立ち寄った際に縁えんができて、博多ラーメンの権利を買い取り、目下のところラーメンによる世界征せい服ふく事業に取りかかったところ。

「妙みような商売をはじめましたな、けものラーメンとは……博多ではそちらの店から、風に流されて、当店にまでけものの臭においが……大おお鍋なべで豚ぶたの手足を三日三晩煮にるというおぞましい製法のために、鬼き畜ちくラーメン、と呼ぶ博多っ子も。な、なんとかならないでしょうか」

「なんとかならんターイ！　最初は強きよう烈れつな臭いに『うえっ？』となるけれど、そのうち中毒になるタイ！　相良良晴によれば、博多ラーメンは『脂あぶら！　塩分！　炭水化物！』が揃そろった食べ物界の三種の神器！　神屋の逆転勝利は近かとね。ぐ、ふ、ふ」

　大鍋で豚の手足を煮る？　と公家衆ががたがた震ふるえはじめた。九州は源げん平ぺいの昔から修しゆ羅らの国として恐れられてきたが、鬼畜ラーメンとはいったい？

「お料理は、ちょっと工く夫ふうでこのうまさ。神屋はん。今井のたこ焼き屋台と、あんさんのラーメン屋台。相そう互ごに出店し合って、全国に店てん舗ぽを増やしまひょ」

「乗ったターイ！　期間限定で『たこ焼きラーメン』の販はん売ばいもよかとよ？」

　博ばく打ち好きの今井宗久と神屋宗湛は、さっそく食商売の話に入っている。

　堅けん実じつな経営をモットーとする島井宗室と津田宗及は「お互いに」「面めん倒どうな商しよう売ばい仇がたきを持ちましたね」と頭を抱かかえていた。堺ではもっと面倒なことになりそうな気がする。なにしろ、本領帰還を控ひかえた大友宗麟とか梵天丸とかが茶会に出席するのだ。

「さて！　本日の主役、三人の入室でおじゃる！　天下布武を達成した天下人・織田信奈！　わが猶ゆう子し・相良良晴！　そして、わが近衛家の忠実なる家臣にして良晴の姉、相良義陽でおじゃる！　これより本題でおじゃる！　織田信奈よ、やっと顔を揃えて出てきた公家衆に、これからの天下仕置について語るがよい！　おじゃーほほほほ！」

「ふう。二連続茶会出席は、疲つかれるわね……ほんとうはこの名物一個一個について長ったらしい自慢話をしたいんだけれど、さくっと済ませるわよ！」

「お、俺も、お義母かあさんと話し込んでいるうちに、意外と疲れた……」

「あまり疲ひ弊へいすると、今宵もまた初夜の機会を逃のがすぞ、二人とも」

　北野天満宮から急行してきた織田信奈は、姫ひめらしい着物姿で登場。

　相良良晴と義陽は、いわゆる「よそ行き」の服装で。

　とはいえ、まだ関白に就任する「式」ではなく、あくまで茶会なので、良晴も義陽も公家姿ではない。一応は武家姿である。

　接待役の光秀と犬千代が「さあさあ」「お茶とういろうを」と三人に御膳を運ぶ中。

　いよいよ相良良晴を明日あした関白にせよ、と織田信奈に命じられる……アカン。かほどの接待を受けてしもうては、断れる雰ふん囲い気きやない……断れば御所は砲ほう撃げきされる……と公家衆がいっせいに青ざめる。

　そんな茶会の席に。

「ちょっと待ったーっ！　俺はまだ、認めちゃいないぜーっ！」

　うつけとしか言いようがないかぶき姿で、近衛前久の嫡ちやく子し・近衛信のぶ尹ただが乱入してきた！

「またでおじゃるか！」と近衛前久が思わず色を失ったが、信奈は「まあまあ。いいんじゃない？　わたしも父上の葬そう儀ぎの席にうつけ姿で入り込んで大暴れしたしぃ」と面おも白しろがっている。

「相良良晴！　どうしても俺から関白の座を奪うばうって言うんなら、この場で俺と一騎き打ちしろーっ！　俺は、武家関白の息むす子こだ！　弓も太た刀ちも馬術もぜんぶ修得してらあ！」

「え？　ここで？　いいけど……？」

　良晴があっさり受けたので、近衛信尹のほうが拍ひよう子し抜ぬけしそうになった。が、ぐっとこらえて奥歯を嚙かみしめる。

「いいのかよっ!?　あ。さすがに公家衆勢せい揃ぞろいの場で真しん剣けんはまずいんで、ほれ。竹光だ。しかし、急所に打ち込めばこれでも効くぜ！」

「わかった。ほら、来なよ。近衛のおっさんは柳生やぎゆうや伊い賀が者とも斬きり合った剛ごうの者だそうだけど、お前、合戦での経験はどれだけ積んだ？」

「そんなもん、ねえよ！　だがっ！　道みち端ばたでの決けつ闘とうなら無数にやってきたーっ！　親おや父じ直伝の剣法を俺なりに進化させた実戦派、ケンカ剣術だあああ！」

「そっか。んじゃ、一本勝負でいいな？　実戦に『もう一番』はないからな？」

「おうっ！　もちろん、それでいいぜえええっ！　オラオラオラオラオラオラ！」

　近衛信尹は目にも留まらぬ速さで竹光を操り、良晴を打ち据すえようと猛もう撃げきした。

　しかし、良晴はまるで殺気も放たぬままに、ふらり、と一歩前へ歩み出ると、信尹のみぞおちを竹光で「ぽん」と軽く突ついて、そして信尹の身体からだをひっくり返していた。

「はい、終了。俺の勝ち。というわけで、次の関白位は俺な。なに、こんな面倒なものはすぐに譲ゆずるから、気にするなよ？」

「って、えええええええっ？　負けたっ……？　俺がっ？　なんでっ？　まるで殺気も闘気もないこいつに？　お前っ……どんな手品を使いやがったっ……!?　さっ、相良良晴っ……!?」

「手品じゃないよ。お前、無む駄だに殺気を放っていて、隙すきだらけなんだもん。路上のケンカならともかく、合戦場での命を賭とした実戦経験の有う無むはでかいんだよ。長ちよう宗そ我か部べ信のぶ親ちかや柳生石せき舟しゆう斎さいと戦った時のような『重圧』がないんだから、楽勝さ。俺みたいな半はん端ぱ者が相手でも、戦場を経験したことがないお前が、武士に勝てるわけがない」

「な、なんだってえええ？　お前？　や……柳生石舟斎と……戦場で、立ち合ったってのかあああああっ!?」

「ああ。関ヶ原で。あの時はさすがに死んだと思ったけれど、無念無想の境地というのかな。そういう境地に自分を追い込んで、奇き跡せき的になんとかなったよ。それよりも、小お笠がさ原わら長なが時ときがいちばんの強敵だった……無念無想の境地とかそーゆーのがいっさい通じない、ケダモノの剣とでもいうか……まさに我が欲よくの剣というか……実際、姫武将のみんなが救ってくれなきゃ、小笠原長時にばっさり斬られていたよ。俺は」

「小笠原長時なんざどうでもいーんだよ！　じゃ、じゃ、じゃあ、柳生石舟斎に勝ったのか、てめー？　関ヶ原の戦場でっ……？　勝ったんだよな！　だって、負けてたら死んでるよなっ？」

「まあ、勝った……のかなあ？　一応は。爺じいさんが、一人で納なつ得とくしていただけなんだけど」

　近衛信尹は「うおおおおお」と吼ほえていた。なんでこんなに興奮しているんだろう？　と良晴はちょっと退ひいた。まあでも、信尹の性格はどうやら父親譲りらしい。

「す、す、すげえええええ！　相良良晴っ！　あんた、すげえぜえええええ！　あの剣聖と戦場で立ち合って一本取るなんてよおおおお！　これからは──アニキと呼ばせてくれええええええ！」

「えっ？」

「親父の猶子になるんだから、俺にとってもアニキだああああ！　もっともっと、戦場での話を聞かせてくれえええ！　九州での武勇伝とか！　木き津づ川がわ口ぐちの海戦の話とか！　十字軍艦かん隊たいとの海上決戦の話とか！　墨すの俣また一夜城とか！　もちろん、桶狭間の戦いもだ！　俺は、堅かた苦くるしい公家社会が苦手でよ！　関白位なんかにはそもそも興味ねーんだ！　武士になりてーんだよ！　ほんとうはよ！　親父がなりきれなかった武家関白ってやつを目指してたんだよおおお！　どうか、これからは俺を弟として扱あつかってくれ！　剣の稽けい古こもつけてくれ、良晴アニキいいいいい！」

「え？　え？　え？」

　近衛信尹、自分を一撃で打ち倒たおした相良良晴を、「兄」として慕したう。

　この瞬しゆん間かんに、相良良晴の関白就任を阻そ止しできる者は、いなくなったのである。

　九条派の公く家げたちはもう、声を失っていた。

　皮肉にも、公家社会のはみ出し者だった近衛信尹が、彼らにとっての最後の望みだったのだ。

　義陽が「ふふ。お父上にそっくりなお方だ」と微笑ほほえみ、近衛前久は「麻ま呂ろも、傍はた目めからはあんな風に見えているのでおじゃるか……むう。なんと不本意な。せめて、麻呂言葉と麻呂化け粧しようは止やめるか……」と珍めずらしく公家衆の前でうっかり素すの言葉遣づかいに戻もどっていた。

「悪いな、話を止めちまって。織田信奈！　アニキの嫁よめさんだから、アネキになるのか？　さあさあ。話を再開してくれ！　俺は部屋の隅すみっこで虎とらっ子からういろうもらって食ってるからよ！」

「……野生児すぎる……小お野のお通つうの弟で子しとは思えない……はい、ういろう」

　織田信奈の「天下仕置」、すなわち公家衆への要求が、ついに伝えられることとなった。

「デアルカ！　まあいいわ。手短に言うわよ。要求はみっつ。ひとつは、近衛家の猶子となった良晴を明日、関白に。同時に、相良義陽も大だい納な言ごんに。今川義元将軍宣下の時みたいに引き延ばさないでよね。わたしも間に合えば堺に出張って、帰国を決めたエリザベスたちと最後のお茶会を開きたいから。あんたたちがヨーロッパ使節団を怖こわがるから、この本能寺で全員集合できなかったのよ？　もちろん、次はわたし自らが船団を率いてヨーロッパを訪おとずれる予定だけれど、どれほど巻いても羅馬到とう着ちやくまでに一年か二年はかかっちゃうでしょう？　だから、わたしは早く京での用事を済ませて即そく座ざに堺へ行きたいの。急いでよね？　あ、そうそう。今日は、お土産をいっぱい持ってきたから♪」

　もはや、「それはならぬでおじゃる」とは誰だれも言いだせない。

　短気者として知られる信奈が妙に上じよう機き嫌げんなのも恐おそろしいが、近衛信尹が良晴にコロリと参ったのが痛かった。九条派を率いる二条昭実は、良晴の関白就任を引き延ばす口実を見つけられない。

「わ、わかった。信奈はん。あとふたつは？」

「明日同時に、わたし自身の官位も決めておかなくちゃね。しばらく右大臣を務めていたけれど、いつだったかしら、返上したでしょ？　つまり、わたしは今、無位無む冠かんなの」

　二条昭実が「いや、天下人が無位無冠はいかんでおますな。御所の面めん目ぼくも潰つぶれてしまいますわ」と冷ひや汗あせを流しつつ、

「ほな、お好きな官位を選んでくんなはれ」

　と「みっつの官位」を信奈に提示した。

「関白位は明日、相良良晴はんのものに。ならば、信奈はんに相応ふさわしい官位は──左大臣。太だ政じよう大臣。そして、征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。このみっつや。やまと御所としては、信奈はんのお好きなものを、と。定石通りならば、武家の棟とう梁りようとして征夷大将軍に就任し、新たに織田幕府を開くのがよろしおますな」

「デ、アルカ」

　二条昭実としては、良晴に関白を、信奈に将軍位を両取りされれば、公家社会も武家社会もすべてこの夫婦に握にぎられることになり、御所にとっては致ち命めい傷しよう。しかし、太政大臣になられるのはもっと厄やつ介かい。関白と太政大臣の総取りでは、公家社会そのものを乗っ取られるに等しい。さりとて、今さら左大臣を選ぶ織田信奈でもなかろう。公家としては関白より下位である。そもそも、良晴より下位に甘んじて、おとなしく奥周りを守る妻になるような信奈ではない。それこそ「世界大奥」へ一直線ではないか。故ゆえに、信奈が可能な限り高い官位を要求することは必定。

　ともかく、公家衆の側で決められる話ではなかった。どれを選ばれても、公家衆は追い詰つめられる。少なくとも、信奈の先進性についていけない彼らは勝手にそう信じ込んでいた。

　しかし──この時、歴史を動かす重大な事態が、起きたのである。

「……あっ。待って。今川義元と足利義よし昭あきがまだ、将軍位を返上していないんじゃなかったかしら？　そうだわ。あの二人が将軍位を姫巫女さまに返上してからでなければ、道理が通らないわね」

　本ほん猫びよう寺じや叡山とも毅き然ぜんとして戦った信奈はよく「伝統破は壊かい者」と誤解されるが、これまでずっと御所と姫巫女の権けん威いを重んじてきた。さらに、十字軍と関わって以来、バチカンに比ひ肩けんしうる宗教界の権威の必要性をいよいよ痛感している。ヨーロッパに羅馬教皇がいるならば、日ノ本には姫巫女さまがおわす。どれほどの開国路線・貿易路線に向かおうとも、姫巫女さまが日ノ本の御所におわす限り、日ノ本がヨーロッパに吞のみ込まれて「消しよう滅めつ」することはない。

　故に、せっかちな信奈が、この「三職推任」については即答を避さけたのであった。

「そうね。義元と義昭の将軍位返上が先よ。それが終わり次し第だい、回答するわ。わたし自身が、どの官位に就つくのかを」

　信奈はこの場では語らなかったが、おそらくは、征夷大将軍を選ぼうと考えていたのだろう。でなければ、二人の将軍の将軍位返上手続きを要よう請せいすることはなかったはずだ。

　だが、二条昭実たち九条派の公家衆は、そうは考えなかった。

（三職推任への回答を拒きよ否ひ？　先延ばし？　あの、織田信奈が？）

（天下を統一していながら、無位無冠のままでいると？）

（では、やはり……）

（もう、間ま違ちがいない）

（織田信奈は、直接の姫巫女位簒さん奪だつを目もく論ろんでいるでおじゃる……！）

　そのように、恐きよう怖ふし絶望したのである。

　二条昭実が、焦あせる。今すぐに官位を選ばせねば！

「そ、そや。う、うっかりしておった。こども将軍足利義昭は、もう将軍位を返上しとった。あのこども将軍は、実際には毛利家の居い候そうろうやったもんで、われら、すっかり忘れてしもうとった！　ほ、ほ、ほ……」

　このことは噓うそではない。これで、信奈が三職推任への回答を拒否する理由のうち、ひとつは消した。だが、あとひとつある。そう。今川義元。問題の「ニセ将軍」。この者が、姫巫女さまの運命を決定する──！

「デアルカ。じゃ、あとは義元がこの場で将軍位を返上すれば──って、あら？　どうして今川義元がこの茶会にいないのよっ？　ちょっと～十兵衛？　どーなってるのっ？　あの女が茶器をかき集めた京の茶会を欠席するなんて、天地がひっくり返ってもあるはずが……」

「すいませんですううう、信奈さまっ！　実は予定よりも早く北ほう条じよう家から出立したご家族が京に到着されまして、急きゆう遽きよ、二条御ご新しん造ぞうでご家族を出で迎むかえることに！　わらわは家族と茶会を開くので本能寺は欠席いたしますわ、と伝言が！」

「ええ～？　しょ、しょうがないわね。だったら、まあ……そうなの。義元にもとうとう、お母さんたちと京でともに過ごせる時が……でも～！　もうちょっと早く言いなさいよ～！」

「あう～っ！　川魚が傷いたんでいて、そちらの対応で忙ぼう殺さつされ……接待役を罷ひ免めんするのは許してくださいですうう～！」

　次々と続く接待役。ちょっとばかり過労死寸前の光秀が信奈に抱だきついて「わかってるってば！」とぶん投げられるさまを、公家衆たちは目撃した。まるで折せつ檻かんや、おそろしや、と震ふるえあがる。仲の良いい武ぶ闘とう派は姫ひめ武将同士でじゃれ合ってるだけなのだが、公家の目から見れば「光秀いぢめ」に見えなくもない。

「というわけで、二条。今川義元の将軍位返上が先よ。わたしの官位問題は、その後で。ただし、良晴の関白就任は明日よ？　これを理由に先延ばししないでよね。明日あした、義元を御所に参さん内だいさせて将軍位返上の手続きを済ませてもらうから、それが終わったらすぐに回答するわ」

　たいへんなことになったがな、と二条昭実は目の前が暗くなる思いだった。

　征夷大将軍にするだけで済めばええが、明らかにこの引き延ばしは回答を保留するための「口実」……！　明日、相良良晴が関白になった瞬間に、良晴の妻・織田信奈は事実上、公家衆の頂点に立つ。その直後に、織田信奈が三職推任への回答を突つきつけてくる──！

　やはり、織田信奈の野望は、姫巫女位簒奪……！

　彼女は、東のエリザベス女王になろうとしております。織田信奈の野望は、神権と王権の両取りです。

　細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの囁ささやく声が、二条昭実たち公家衆の耳元に何度も木霊こだまする。

　そして。

　決定的な「誤解」が、生じた。

「最後の要求は、まあ、些さ細さいなことなんだけれど。これからヨーロッパ諸国と大規模な貿易を開始するにあたって、『暦こよみ』の問題が厄介なの。日ノ本の暦とあっちの暦が違う、というのももちろん面めん倒どうなんだけれど。ヨーロッパでも今、『暦』を統一しようという動きがあるのよね。これまでヨーロッパで用いられていた暦は、古代羅馬時代にカエサルが制定したユリウス暦なの。でもこれって、今から千六百年ほど昔に作られた暦だから、ズレが大きいんだって。そこでバチカンが最新の天文学を用いて制定した誤差の少ない暦が、グレゴリオ暦。プロテスタントのイングランドは導入を渋しぶっているんだけれど、やっぱり、どう考えても現状ではグレゴリオ暦がいちばん合理的なのよね」

　つまり、信奈の最後の要求は──。

「商売にとって重要なものは合理性よ。とりわけ暦はね！　エリザベス女王を説得してイングランドにもグレゴリオ暦を採用させたいのよ。だから、日ノ本の暦にもグレゴリオ暦を採用したいの。暦を皮切りに、これからはいろいろな規準を国際標準に合わせたいってことなの」

　暦の変へん更こうだったのだ。

　武家たち、とりわけ未来人・相良良晴と長いつきあいである織田家の面々にとっては、さほど大きな問題ではない。日ノ本の暦──京の御所が用いている「宣せん明みよう暦れき」は、古びたユリウス暦よりもずっと誤差が大きいもので、「閏うるう月づき」を挿そう入にゆうしなければならないこともある。一年のうちに、同じ月が二度ある、という厄介なものなのだ。しかも、東国では宣明暦ではなく三み島しま暦ごよみを用いている地域もあり、日ノ本国内でも暦の統一はなされていなかったわけだった。

　信奈は、天下を統一した以上は、暦をはじめとするさまざまな文化を、諸国の多様性を奪うばわない範はん囲いで統一しよう、再び日ノ本がばらばらにならないように、と計画していたのだ。しかも、日ノ本国内での統一では済ませず、一気に「国際標準」に合わせてしまおうと考えていた。貿易立国を目指す以上、避けては通れぬ道であった。

　だがこれは、公く家げ衆たちにとってはもはや「姫巫女さまへの謀む反ほん」にも等しい要求だった。

　暦の制定と管理は、古来より姫巫女に与あたえられた権限のひとつだったからである。

　むろん、姫巫女自身が直接暦の管理に関わっているわけではなく、陰おん陽みよう師じの土つち御み門かど久ひさ脩ながが暦の管理を担当している。

　その土御門久脩は、本ほん拠きよを若狭に移していたが、今は関ヶ原の合戦の終結によって京に戻ってきていた。この茶会にも出席している。かつては相良良晴と戦った「敵方」だったが、近衛前久が信奈の同志になってからは、土御門久脩も自然と、信奈方・良晴方として行動していた。正直、竹中半兵衛に陰陽道勝負で完敗して以来、織田信奈に逆らう野心はいっさいなくなったのである。なにしろ、半兵衛が使し役えきしていた式神の真名は……口に出すことすらはばかられる「あのお方」……なので、土御門は近衛・信奈排はい斥せきを企たくらむ九条派にもいっさい加担していない。

　が、まさか、暦を南蛮暦に変更せよと信奈が言いだすとは想定しておらず、「あわわ。聞いていないよ!?」と大おお慌あわてに。

「土御門久脩。ほら、庭に出て空を眺ながめてご覧なさい。まもなく、太陽が──日輪がゆっくり欠けはじめるわよ！　あんたの暦で、この日食が予見できた？　できなかったでしょ？」

「……え？　あ、ああああ？　たしかに。欠けはじめましたね……うう……土御門家の暦作成技術は、戦乱のうちにすっかり落ちてしまって……若狭に引きこもっていたのがよくなかったのかなあ……ぐ、グレゴリオ暦では今日の日食を予見できていたと？」

「そうよ。ほら。この本が、それよ。活版印刷で刷った最新のグレゴリオ暦！　ほーら。見なさい。ばっちり当たってるでしょ！　本能寺茶会を『今日』開いたのは、この日食をあんたに見せるためだったんだから！」

「わっ!?　ほ、ほんとうだ……！　こ、この暦の正確さは、見事だ！」

「効いてる効いてる。ま、摺すり上あげ原はらの合戦で日食を利用した梵天丸の真似まねなんだけどぉ♪」

　土御門久脩は、もう反論できない。日食を予見できない陰陽師は、お役目失格である。もともと宣明暦は誤差が大きかったが、その誤差を御所に仕える代々の陰陽師が「匠たくみの技術」によってどうにかこうにか補正し、日食や月食といった天の変事を適中させてきたのだ。

　しかし、土御門久脩は今日日食が起きることを予測できなかった。それほどに、宣明暦は古びてしまっている。戦乱の世が続く中で、補正する技術が失われたのだ。特に、かの安あ倍べの晴せい明めいに憧あこがれる久脩は、陰陽道の中でも式神の使役といった実戦方面にのめり込んでいた少年だったために、地味な暦作成作業のほうは疎うとかった。

「つ、土御門！　宣明暦を、グレゴリオ暦並みの精度に高めることはできんのか？　土御門家に伝わる匠の技で！　そのための陰陽師やろう？」

「いやあ。それはさすがに無理ですよ、二条さん。この最新の南蛮暦は、素す晴ばらしい精度を誇ほこっている。宣明暦だってまんざら捨てたものじゃなかったんだけれども、ヨーロッパの天文学は恐おそろしいねえ。とても、小手先の技術で太た刀ち打ちできるものじゃないや。素直に、日ノ本にも取り入れるべきじゃないかなあ」

「なにを言うんや。暦の支配権は、姫巫女さまのものや！　官位を降格させるでーっ！」

「あ。いや、そんなことを言われても。この暦は、ほんとうにすごいよ？」

　二条昭実は「暦の件は、ちと土御門と話しおうてから、明日、御所で返答いたしますわ」と信奈に願い出て、留保してもらうしかなかった。

　暦を支配する者は、古来より、日ノ本では姫巫女ただ一人なのである。

　信奈が「簒奪」の野心を顕あらわにした、と二条たちはここに至って完全に確信した。

　疑ぎ惑わくが、確信となった瞬しゆん間かんであった。

　よりによって、「日食」を口実に暦を奪いに来るとは！

　これはまさしく、「天岩戸隠がくれ」の再現──！

　日輪に仕える姫巫女さまは、天あま照てらす大おお神みかみの如ごとく、天岩戸へと半ば隠れておられる状態。それが今！　そして、天岩戸を操っている者は──南蛮知識と未来人知識を手に入れて、天の理ことわりを、暦すらを支配している織田信奈！

　御所お抱かかえの陰陽師・土御門家が予見できなかった日食を、南蛮知識を用いて信奈が適中させた。この事実が広まって京きよう童わらべの噂うわさとなれば、織田信奈自身に日輪を操る力があると信じられることになり、京の町衆たちから「織田信奈を姫巫女位に」という声があがるかもしれない。いや、すでにちらほらとそんな声があがりはじめているのだ。なにしろ、織田信奈は「天岩戸」を開いて戦国乱世を統一し、十字軍の日ノ本侵しん略りやくを阻そ止ししたのだから。しかも、「太陽が没ぼつすることのない帝てい国こく」イスパニアを相手にして、大航海時代へと本格参入しようとしている。

　神話の時代はさておき、人間の世においてこれほどの「功績」をあげた英えい雄ゆうは、この日ノ本において空前絶後なのではないか。

　しかし、信奈や良晴はもちろん、光秀たち織田家の面々は、未来人・良晴の「常識」と信奈の「先進性」という二重の洗礼を受けているので、よもや公家衆がそのようなあらぬ疑いを抱くとは思いもよらなかった──時代に取り残されつつある者たちと、時代を切り開こうとする者たちとの、悲劇的な「すれ違い」が、ここに生じたのである。

「それじゃ、明日御所ですべての結論を出すということで、いいわね？　わたしは京での用事を済ませたら、良晴と堺へ。大航海用の船団の一部が完成したそうだから、さっそく新しん婚こん旅行よ！　とりあえず薩摩訪問は決定として、琉りゆう球きゆうまで行きましょうよ、良晴！」

「なんで薩摩が決定事じ項こうで、琉球まで出てくるんだ、信奈？」

「えー。日ノ本初の新婚旅行って、坂さか本もと龍りよう馬まとか言う浪ろう人にん侍ざむらいが薩摩で敢かん行こうした、って良晴が言ってたんじゃない。忘れた？」

「言ったかなあ？　もう長いつきあいだから、曖あい昧まいだなー」

「言ったのよ！　その坂本龍馬にさきがけて、わたしが一いち番ばん槍やりをつけるんだから！　ふふふ」

　なんですか先せん輩ぱい、坂本龍馬！　その名前、どこか耳に覚えが！　と光秀が目を輝かがやかせる。

「たしかに坂本龍馬は土佐を脱だつ藩ぱんした藩士なんだけど、嫁よめのおりょうさんと一いつ緒しよに薩摩で新婚旅行したんだよ。薩摩は火山の国で温泉いっぱいだから、夫ふう婦ふ二人で温泉巡めぐりを満まん喫きつしたんだってさ。その途と中ちゆうで『天孫降臨の地』高たか千ち穂ほの峰みねにも登って、山頂に突き立っていた天あめの逆さか鉾ほこを抜ぬいて遊んでいたとか。天逆鉾って、たしか、イザナギとイザナミが日ノ本列島を作った鉾なんだよな。おもちゃにしたら、祟たたりとかありそうだけど」

「はーん。天逆鉾ねえ。ほんとに高千穂峰に刺ささってるの、それって？　抜いてみたーい！」

　やめてくんなはれ、と二条昭実はもう青息吐と息いき。「国産み神話」にまつわる天逆鉾といえば、日ノ本においては三種の神器並み、下手をすればもっと貴重な宝物ではないか。抜いたりすれば、どんな事態になるか……信奈が実際に天岩戸を開いた張本人である以上、またしてもなにか異変が起きないとも限らない。あるいはこれも、「天逆鉾を奪って天孫降臨の地・高千穂を制せい覇はし、新たな姫巫女となる」という信奈の野心の発現なのか。

「あとねえ。琉球へ行きたいのは、良晴が小早川隆景と一緒に琉球に婚前旅行に行っていたからよーっ！　あいつとは行けて、どーしてわたしとは行けないわけえ？」

「あれは婚前旅行ではなく、磁石を求める船旅だよ！　ま、まあ、限りなく婚前旅行に近い雰ふん囲い気きだったけれどもさ……」

「だから琉球まで行くのっ！　良晴の琉球にまつわる記き憶おくを、ぜーんぶ上書きしてやるんだからっ！」

　あーあー夫婦仲のよろしいことで、犬も食わないですぅ、と光秀が唇くちびるを尖とがらせた。

　そして。

　信奈のこの一言が、九条派に「蜂ほう起き」を決断させるに至った──。




「そうだわ。琉球止まりじゃ、小早川隆景とやっと同等よね。いっそ、船団を率いてザビエルさまゆかりのインドまで行っちゃいましょうか。『辛からい店』で世界を制覇するために！」




　羅馬訪問は支はせ倉くら常つね長ながに先を越こされちゃったけれど、外海を航海できる船団ならば、インドへ。そして、そのまま羅馬まで──。

　信奈の、夢。

　だが、京に巣くってきた彼らにとっては、その言葉は、




「船団を率いて天てん竺じくへと出兵し、世界を切り従える大だい遠えん征せいを開始する」




　そう、聞こえていたのである──。




【本能寺から上京への帰路】




「……恐ろしい……恐ろしいわ……ほんまに、のう……今日の日食は、織田信奈自身がその魔ま法ほう力によって引き起こしたのかもしれん……暦の支配権を、姫巫女さまから奪い取るために。あの土御門が予見できなんだんや。あの女は、三種の神器を操って天岩戸を開きおった……日食かて、起こせるんと違ちがうか。ありえるがな……」

　この時代、すでに公家といえども平へい安あん時代のような牛ぎつ車しやに乗って悠ゆう長ちように京の町中を移動するようなことはまずないのだが、信奈が天下を平定して以来、あれほどに荒あれ果てていた京の治安は完全に回復していた。

　盗とう賊ぞくや僧そう兵へいなどはいっさい姿を消し、窮きゆう民みんはみな南蛮寺や寺院・神社によって手厚く保護を受け、舗ほ装そうされた大通りには塵ちりひとつ落ちていない。

　このため、本能寺茶会からの帰途、二条昭実をはじめとする九条派の公家衆のうち、主立った面々は牛車に分乗し、ゆるゆると上京の御ご所しよへと向かっていたのである。まるで、平安王朝の昔に戻もどったかの如く。

　むろん彼らは、牛車の揺ゆれ心ごこ地ちを味わいたかったのではない。

　織田信奈の三職推任問題、暦の変へん更こう要よう請せい問題、相良良晴の関白就任問題、そして土御門家の予見を覆くつがえす不ふ吉きつな「日食」。

　本能寺で、彼らは確信したのだ。細川藤孝が言っていた通りだった、織田信奈は姫巫女位を簒さん奪だつして日ノ本の権力と権けん威いのすべてを独どく占せんしようとしている、その運命の日が「明日」である、と。

　故ゆえに、二条昭実らはことを急がねばならなかった。もはや時間がない。

「織田信奈排除」。

　もう、簒奪を阻止するには、これしかない。

　しかし兵力を持たぬ公く家げ衆だけでは、絶対に不可能である。御所に乗り込んできた織田信奈を姫巫女さまの御前で直接斬るくらいしか手段がないが、公家には、織田信奈を討うてるような武力を持っている者はいない。例外は近衛前久と近衛信尹くらいだが、いまや二人とも織田信奈方である。頼たのみの信尹までが相良良晴に参ってしまって、「アニキ」と慕したうようになったのだ。近衛家はもはや、織田家・相良家ともども御所の敵となったと言っていい。

「二条はん。明朝までには片をつけんと、あきまへんなあ」

　牛車内で、策さく謀ぼう家の菊きく亭てい晴はる季すえが、青ざめて震ふるえている二条昭実に囁ささやく。

　菊亭晴季自身には、具体的な政治理念はない。ただ、こうして権力獲かく得とくのためにあくせく働くことが好きな質たちなのだ。もともと武力を「穢けがれ」として放ほう棄きしている公家にはこういう策謀家が多いが、菊亭晴季は「理念を持たない」ということと「策謀そのものに快楽を覚える」という点で飛び抜けていた。

「そやかて菊亭はん。厄やつ介かいなヨーロッパ使節団は去ったがのう、京にはまだ織田家の譜ふ代だいと郎ろう党とうたちが集まっとる。さらに京の警備は、惟これ任とう日向ひゆうがの丹波坂本軍が完かん璧ぺきにこなしとる。もはや、織田信奈を排はい除じよする以外に道はのうなったが、失敗すれば御所も姫巫女さまも……」

「安心あれ。まず、譜代の柴田勝家、丹羽長秀らは、このあとすぐに京から出立しますおって。さらにはこの麻ま呂ろが、細川藤孝はんより密書をもろうております」

「おお。さよか、菊亭はん。藤孝はどこにおるんや？　馬揃ぞろえには参加しとったが、今日の茶会にはおらなんだ」

「今こ宵よい、今いま出で川がわ邸ていで顔合わせする予定ですわ。今は一刻を争う時間との勝負の最中。本能寺茶会の裏で、藤孝はんは織田信奈排除のためにあれこれと動いておりましたんや。まず、今川義元を上じよう洛らくしてきた家族と引き合わせて足止めしたのは、細川藤孝はんの策ですねん。簒奪へとまっしぐらに突つき進んでくる織田信奈を『一手』遅おくらせるためですわ。今川義元が今日の本能寺茶会にきとったら、その場で将軍位返上。織田信奈はおそらく即そく座ざに『三職ともに我には足りず』と無理難題を。すなわち譲じよう位いを打だ診しんしてきおったでしょうな。打診どころか、姫巫女位をよこせ、と直接言うとったかもしれませんわ」

「そうなっとったやろなあ。本能寺茶会をわざわざ『日食』に合わせおったのは、そういうこっちゃろう。我こそは新たに日ノ本に降臨した天照大神である、と欠けた日輪を背景に織田信奈が宣言しとったら、麻呂ら公家衆はみな心が折れておったわ。そやけど、今川義元の将軍位返上を一日ずらしたくらいでは……」

「『大義名分』が必要ですわな。まずは五ご摂せつ家け筆頭・近衛家の嫡ちやく子し、近衛信尹はんを、九条派に巻き込みます。相良良晴は近衛家の者にあらず、われこそが近衛家を継つぐ正統後こう継けい者しやであると信尹はんが主張しとる、という話の流れに戻しますよって」

　絶対に無理やがな、と二条は思わず頭を抱えた。あれは武辺者が好きなんや。相良良晴にすっかり懐なついてしもうた。

「いやいや。本人は捨て置いてかまいまへん。こちらで勝手に巻き込むんどす。なあに。相手はまつりごとの駆かけ引ひきもなんも知らん小こ僧ぞう。われら公家の得意技ですがな」

「さよか、菊亭はん。ほな、よきにはかろうてくれれば、よろしおます。が、織田信奈を除くとなると、その程度では大義名分として十分とは言えんわな」

「むろん。細川藤孝はんから、献けん策さくをいただきました。御所の危機を一気に覆す逆転の一手を、これより準備します。この菊亭が」

「逆転の一手？」

「畏おそれ多いことながら、今は御所の存亡がかかった非常の時。姫巫女さまの『密みつ勅ちよく』を偽ぎ造ぞういたします。『大逆人・織田信奈誅ちゆう殺さつ』の密勅を。『王政復古』の大号令を──！」

　二条昭実は「あっ!?」と思わず声をあげていた。

　細川藤孝……なんという恐おそろしい男……密勅の偽造とな!?

　たしかに、効力はある！　この絶体絶命の政局をひっくり返せるほどの、圧あつ倒とう的な効力が！　しかし……密勅の偽造が発覚すれば、われらはことごとく、姫巫女さまの名を騙かたった大罪人！

　それに、その密勅をいったい誰だれに与あたえろと言うのか。京は織田信奈の兵たちが警護している。惟任日向こと明智光秀の軍勢が！　他ほかに、動かせる「武力」はない。明智光秀はお人好よしのうかつ者だが、偽造密勅などに騙だまされるような人物ではない！　織田信奈に匹ひつ敵てきする智ち将しようなのだ。

「ほ、ほ、ほんまに、密勅を作れば……織田信奈を討てるんか、菊亭はん？　ど、ど、どういう手品を用いれば、そないなことが可能になるんや？」

「藤孝はんいわく。討つべきはただ三人。織田信奈。相良良晴。そして相良義陽。この三人のみに絞しぼって、確実に仕留めます。揃って、今宵のうちに。決して大おお戦いくさにしてはなりません。深夜の乱戦となれば、かえって大魚を逸いつしてしまいます。本能寺茶会が終わってすぐに、柴田勝家、徳川家康ら織田家譜代は堺をはじめとする各地へと出立します。また、織田家の一門衆は兵を率いておりません。さらに、未来予知能力を誇ほこるガスパールは異い端たん審しん問もん官たちに監かん視しされており、南蛮寺に釘くぎ付づけです。京に兵を率いて残るは、惟任日向のみ──明智十兵衛についてはすべて、『古こ今きん伝授』を解き明かしたこの細川藤孝にお任せください、と──」

「……では、馬揃えの時に起きたヨーロッパ使節団と薩摩軍との騒そう動どうも、もしや」

「参加しとった細川藤孝が、誘ゆう導どうした、いうことですわ。特別遊ゆう撃げき隊を敢あえて通した、と」

　細川藤孝。もしも敵に回しておったら、御所は確実に明日、滅ほろんどった、と二条昭実は震えあがった。

　しかし、やはりまだわからない。細川藤孝が「密勅」を偽造させてまで織田信奈を討つ計画を練り上げ、すでに次々と布石を打っていることまではわかった。だが、肝かん心じんの兵力がない。大戦を起こさずに夜や陰いんに乗じて「暗殺」するとしても、消すべき者は三人もいるのだ。

　それに、織田信奈が宿しゆく泊はくしている本能寺は、城じよう塞さいの如ごとき堅けん固ごな堀ほりと石いし垣がきを備えている。むろん、忍しのびの者も見張っているだろう。いわば「結界」を築いているのだ。織田信奈は忍びをあまり用いないが、相良良晴のもとには蜂はち須す賀か五右衛門と石いし川かわ一かず宗むねという腕うで利ききの忍びがいるという。相良良晴が何度も死地から生せい還かんした理由のひとつに、この蜂須賀五右衛門の陰かげでの働きがあったとも。

「密勅によって大義名分を得るところまではわかった。近衛信尹を巻き込む搦からめ手については、菊亭はんならうまくやれるやろう。そやけど、どないしてあの第六天魔ま王おうを始末するのや？」

「細川藤孝はんに、お任せどす。あれほどの天下の奇き才さいが関ヶ原で勝てなんだのは、『足利幕府復興』だけでは大義名分が足りなかったため。こたびは、密勅とわれら公家衆の支し援えんがありますよって、必ずや──ただし、われらは足並みを揃えねばあきまへん、二条はん。もはや、一いち蓮れん托たく生しようや」

　菊亭晴季は、「公家稼か業ぎようは、楽しおますなあ。ほ、ほ、ほ……」とお歯黒を塗ぬった歯を剝むき出して微笑ほほえんでいた。

　二条昭実は（こないな大それた真似まねをしてええんか。麻呂らは、間違った道に踏ふみ込んではおらんやろか）と後こう悔かいしながらも、もはや逃にげられないと悟さとった。（まさか。すべては最初から、細川藤孝の掌てのひらの上で……あの者、もしかして策謀に淫いんする性格の菊亭に敢えて「古今伝授」の情報を流したのでは）という疑念を抱いだいたが、後の祭りである。ここで細川藤孝を疑えば、足並みが乱れる。それだけは、できない。

　今宵。ほんまに今宵、可能なんか。織田信奈の排除──「暗殺」が、ほんまにできるんか。できるのやろう。細川藤孝は関ヶ原の折に織田家に降こう伏ふくして以後も、ずっと二の矢を放つべく、織田信奈を倒たおすべく策を練っておったんや。麻呂たちは、藤孝に操られておる将しよう棋ぎの駒こまや。

　そやけど、「古今伝授」の「予言」通りに織田信奈を暗殺し得たとして──あの者を失った日ノ本は、どないなってしまうんや？　われらに、どないな展望があるというんや？

　暗然たる気持ちに陥おちいりながら、二条昭実は牛車を進めさせた──御所で「密勅」を偽造し、そして今出川邸で細川藤孝と最後の「密会」を果たすために。賽さいは投げられたのだ。




【二条御新造】




「おーほほほほ！　母上！　氏うじ真ざね！　京でこうして家族揃ってお茶会を開けるとは、まことに天下太平の世とは素す晴ばらしいものですわねえ。雪せつ斎さいさんも、きっと喜んでおりますことよ」

「義元どの。辛つらい人ひと質じち生活を、よくぞ耐たえ忍びました。織田信奈どのには、礼を申しあげねばなりませんね。このような豪ごう華かな居城まで与えてくださるとは」

「お姉さま！　将軍職から退いたら、南蛮蹴け鞠まり大会に姉し妹まいで出場して優勝を目指そうねっ！　あたし、北条家では食っちゃ寝ねしてたんじゃないから！　蹴鞠の奥義を究きわめるべく修しゆ業ぎようを重ねてきたからっ！　おーっ！」

　今川家の面々──今川義元。母の寿じゆ桂けい尼に。そして妹の今川氏真。桶狭間の合戦で義元が敗れた時にはもう再会することはないと思われていた家族が、こうして京に集結した。義元が思わず本能寺の茶会を欠席してしまったのも、太たい原げん雪斎が果たせなかった再上洛を果たせたのみならず、こうして家族ともに二条御新造で過ごす時が不意に訪おとずれてしまったからだった。

　さしもの今川義元も、京に到とう着ちやくした寿桂尼、そして氏真との対面を先送りにすることはできなかったのだ。

「……母上……氏真……雪斎さんの言葉のおかげで、わらわは……」

「わかっていますよ、義元どの。あなたは足利将軍位継承者にして、誰よりも高貴なる姫ひめ。京で太原雪斎から教育を受けた、まことの姫君にして今川家の当主。桶狭間で織田信奈どのに命いのち乞ごいをしたこと、織田信奈どのの天下布武の妨さまたげにならぬよう道どう化けとして生き延びる道を選ばれたこと、すべては──織田信奈どのへの恩を返すため、そして『生きるのです。生きて幸福を摑つかむのです』という太原雪斎の想おもいを実現するためだったのですね。ほんとうに、あなたは今日までよく務めました。立派な娘むすめです……」

「……母上……」

　今川義元は、寿桂尼に抱かれながら、声を殺して落らく涙るいしていた。

　織田信奈から「すぐに本能寺に来なさいよ」と迎むかえの使者が来ないのは、信奈が義元を気き遣づかっているからだ。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとしての最後の夜を、家族とともに過ごしてほしいと──二人は、思えば同志であり姉妹のような関係をいつしか結んでいた。今川義元が自ら「道化」のニセ将軍役を買ってでたその時から。

　今川義元が徹てつ底ていして「無能なお気楽傀かい儡らい将軍」という仮面を被かぶっていたため、反織田家勢力の面々は早々と義元に「担かつぎ上げる価値がない大たわけ」と見切りをつけた。故ゆえに、信奈と義元との間での対立・分ぶん裂れつ・派は閥ばつ抗こう争そうは最後まで回かい避ひされたのである。

　近衛前久も、武田信虎も、本猫寺のきょうにょも、そして六角承禎も、ついに最後まで将軍位を手にしている今川義元を「織田信奈に対抗する神輿みこし」として真ま面じ目めに担ごうとはしなかった。逆に、下手に関わったら足手まといになる、と敬遠してきたくらいだ。なにしろ、戦場で捕とらえられていながら「死にたくない、出家もしたくない」と前代未み聞もんの情けない命乞いをして平然と生きながらえていた義元である。

　織田信奈の心が折れかけた時には、義元は何度も信奈を叱しつ咤たして立ち上がらせた。それでもなお、世間に対してはまるでやる気のない武将失格者、「天下のニセ将軍」であり続けた。

　すべては、今川義元の徹底したお道化芝しば居いの賜たま物ものであった。

　今川義元を「担ぐ」者がいるとすれば、昔からの顔見知りの武田信玄くらいであったろうが、信玄は今川家との同盟を破は棄きして義元不在の駿する河がを盗とったことを負い目に感じているらしく、寿桂尼や氏真たち今川家の家族を北条氏うじ康やすのもとに丁てい重ちように送りだし、そして義元を策略に「利用」することをできうる限り回避してきた。

　その甘さが、武田信玄が最後の勝者になれなかったゆえんでもあろうが──。

「義元どの。あなたの献けん身しんによって、天下は平定されました。たとえ、あなたの名が歴史に残らずとも。あなたは、成し遂とげたのです。ほんとうに、あなたはわたくしの自じ慢まんの娘」

　今日この時。

　今川義元は、桶狭間で捕らわれて以来はじめて、素顔をさらけだしていた。寿桂尼に抱だきしめられながら。

　声をあげて、泣いた──。

　だが、道化としての暮らしが終わったから、泣いたのではない。相良良晴への恋こい心ごころに別れを告げる時が来たことが、哀かなしかったのだ。断ち切らねばならない時が来たのだ。

　いちどでいい。お道化のニセ将軍としてではなく、真顔で、一人の姫として、相良良晴に自らの恋心を語りたかった。飾かざらない愛の言葉を、届けたかった。

　だがそれは、織田信奈との決定的な「亀き裂れつ」を生む行こう為いだった。だから、耐え続けた。

　それがなによりも、辛かった。

「……母上……わらわの、幸福は……」

「必ず幸福になれますよ。義元どの。生きてさえいれば。雪斎の人を見る目に、決して間ま違ちがいはありません。しばらくは、休みましょう。わたくしたちと、この二条のお屋や敷しきで」

「そうだよ、お姉さま！　今夜は、一いつ緒しよに遊ぼうよ！　久しぶりに！」

　こうして──二条御新造では、今川家の家族だけでの、細やかなお茶会が続けられていたのである。本能寺茶会が終しゆう了りようし、日が暮れはじめてもなお。




　そんな二条御新造の庭園には、吉き良ら網あみ切きりが忍しのびとして潜ひそんでいる。




「……馬鹿な女だぜ、まったく。いくらでも機会はあったのによ。織田信奈とは運命共同体、女の友情を選んだってことか。でもまあ、必ず幸福を摑み取れる女だ。生きてさえいりゃあ。そうさ。これで長いお勤めを終えて、義元は自由に生きられる。やっと、幸福を摑むその時が来たんだ──そうだよな、雪斎？　聞いてっか、ハゲ？」




　明日あしたから、今川義元の新しい人生がはじまるんだ、血ち塗ぬられた戦国の武将ではなく、「源氏物語」の葵あおいの上うえもかくやという、目ま映ばゆい姫としての人生が。

　吉良網切は、そう信じて疑わなかった。
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　巻ノ三　本ほん能のう寺じの夜







【本能寺】




　夕刻。

　茶会の接待役を終えた織お田だ家譜ふ代だい衆は、予定通り、急ぎ各地へと出立していく。

　織田信のぶ奈なの新たな国割りには、重大な「改革」要素が含ふくまれている。

　今まで各大名家が「領国」として所有していた「国」のすべてを、「天下」、つまり織田信奈がこれから構築する「中央政権」が「所有」することになる。

　これからの諸大名家は、国を「所有」するのではなく、織田政権から「行政主導者に任命されて、支配権を一定期間与あたえられる」のである。

　織田政権においては、この制度はすでに「既き定てい事実」としてずっと採用されていた。

　織田家が特とく殊しゆだったのは、そして天下を盗れたのは、「土地」と「武士」の関係を断ち切った政権の中央集権化にあったと言っていい。

　たとえば、封ほう建けん領主たる家臣がそれぞれの土地から集めてくる半農の兵士ではなく、銭ぜにで雇やとった常備軍（専業兵や傭よう兵へい部隊）を軍団の主体とすることで、農業のスケジュールに関係なく一年中軍団を動かすことが可能となった。

　また、家臣に支し払はらう対価を土地ではなく「銭」や「茶器」へ転てん換かんしていくことで、武辺者の家臣たちを封建領主から「織田政権下で働くテクノクラート」へと変えていった。清きよ洲す城時代は戦場で暴れるしか能がなかったあの柴しば田た勝かつ家いえですら、丹に羽わ長なが秀ひでの補ほ佐さを受けているとはいえ、越えち前ぜん一国を見事に運営できるようになったのである。

　信奈は、ただ武力によって天下を統一するのみならず、「応おう仁にんの乱」勃ぼつ発ぱつや戦国時代の長期化の原因となっていた封建制度そのものを破は壊かいし革命しようとしていたのだった。

　また、徳とく川がわ幕府が天下を盗っていれば採用したであろう農本主義も、採っていない。

　開国路線を押し進め、信奈自らが船団を率いて大航海を実行し、全世界の貿易拠きよ点てんに「日に本ほん人じん町まち」を築いてジパングの商業ネットワークを広げようと目もく論ろむ織田政権下においては、国の力・大名の経済力は、「石こく高だか」よりも「貿易収入」によって決まる。とりわけ、湊みなと＝港の力が大きい。石高は、あくまでも国力を表すためのひとつの「目安」にすぎない。

　これらのことはすでに、十字軍戦争の終結後に、「十字軍戦の恩賞は土地ではなく海外諸国との貿易権」という話とともに、主立った外と様ざま大名たちを集めて信奈じきじきに言葉を尽つくして説明していた。彼女たちもむろん、理解し納なつ得とくしている。諸大名家が織田政権に十字軍戦争の恩賞として土地を要求すれば、織田政権は瓦が解かいし、再び天下大乱となるからだ。まさしく日ひノ本もとは封建体制から中央集権体制への「切きり替かえ時」を十字軍によって与えられたと言っていい。

　しかし、武たけ田だ信しん玄げんや上うえ杉すぎ謙けん信しんといった信奈に理解を示した名将たちといえども、「封建体制の放ほう棄き」「日ノ本の中央集権化」の実行に踏み切る難事は、単独では実行困難だった。

　というのは、特に東国ではそうなのだが、家臣団と土地とを切り離はなすのが難しいのである。

　上杉謙信は、武田信玄や北ほう条じよう氏うじ康やすとの合戦では無類の強さを誇ほこったが、土着の領地の支配権を「先祖伝来の天てん賦ぷの権利」と信じて疑わない越えち後ごの家臣団の統制に手間取り、謙信自身による越後の中央集権化は最後まで成功しなかった。「毘び沙しや門もん天てんの化身」にして正義の実行者だった謙信は、謀む反ほんした家臣に厳げん罰ばつを加えず、常に許し続けてきた。これが徒あだになったのだ。

　父・武田信のぶ虎とらが家臣団を大量粛しゆく清せいしたために、謙信ほど苦労はしなかったにしても、武田信玄も同様である。信玄の場合は特に、性格的に家臣団に優やさしすぎるところがあり、自らによる独裁よりも家臣たちとの合議制による国の運営を好んだ。故に、武田家もまた、中央集権化に立ち遅おくれたのだった。

「北条三代」の治世を経て屈くつ指しの名君とうたわれる北条氏康の場合は、北条一族の結束が固く、領民に対しても破格の善政を敷しいてきたため、謙信や信玄のようには家臣団に悩なやまされることはなかった。

　だが、関かん東とうの地は広く、そこには無数の封建領主が割かつ拠きよしていた。合戦による武力統一路線ではきりがない。そこで北条家は、旧関東公く方ぼう勢力を叩たたき潰つぶした後には封建領主たちとの融ゆう和わ策を積極的に用いた（戦えば必ず負ける上杉謙信と関東支配を巡めぐって争うには、他ほかに手がなかったと言っていい）。

　屈指の水軍力を誇る南なん総そう里さと見み家のように、絶対に北条家に屈くつしない勢力もあったが、多くは土地の支配権を北条家に保障させるという条件で靡なびいた。北条家は、封建制度つまり封建領主の土地所有権をある程度護持せねばならなかったのだ。

　そこで──武田信玄、上杉謙信、北条氏康、毛もう利り輝てる元もと、伊だ達て政まさ宗むね、大おお友とも宗そう麟りん、島しま津づ義よし久ひさ。

　この戦国を代表する七人の姫大名が、いっせいに織田政権へと「土地・国の支配権」をことごとく返上する。一日のうちに。これを発表するや否いなや、他の大名も続く。つまり、各大名の家臣団が気づかぬうちに、無血革命によって封建制度を消しよう滅めつさせてしまう。十字軍戦の勝利で全国の武士たちや民たみたちが浮うかれている隙すきに、虚きよを衝ついて一日にして片を付ける。これが、織田信奈が採用した「策」だった。

　この「策」は、天下の智ち者しやにして信奈の相談役となった小こ早ばや川かわ隆たか景かげ、天才軍師の竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛え、温おん厚こうにして堅けん実じつな丹羽長秀、「明めい治じ維い新しんに、廃はい藩はん置ち県けんってのがあってさ」と未来知識を披ひ露ろうした相良さがら良よし晴はるの五人が練り上げた。ちなみに、明あけ智ち光みつ秀ひでの「信奈さまの邪じや魔まをする者は容よう赦しやなく討とう伐ばつですぅ」という過激策は信奈の「空気読みなさいよ」の一言で退けられた。

　本能寺茶会が終わるや否や、柴田勝家、丹羽長秀たち譜代衆が自領へと向かうことになったのは、この「最後の一手」を秘ひ密みつ裏りに実行するためだったのだ。

　だが、これが発表されれば、地元の封建領主たちや豪ごう族ぞくたちがいっせいに決起する危険性もある。上杉謙信や武田信玄らと協力しながら各地での反乱の芽を未然に防ぐには、外様・譜代がこぞって自領を固め、本城を守らねばならなかったのだ。

　もっとも、丹羽長秀と徳川家いえ康やすは堺さかいでヨーロッパ使節団と外様衆の接待茶会を仕切らねばならず、本領への帰国はそれだけ遅れるのだが、長秀が若わか狭さに、家康が浜はま松まつ城に帰き還かんしたその瞬しゆん間かんが織田政権によるいわゆる「廃藩置県」実行の時となるはずだった。




「姫ひめと相良どのの夫ふう婦ふゲンカもいつの間にか終わったようで、満点です。姫。こたびの土つち田だ御ご前ぜんさまとの和解、ほんとうに──おめでとうざいます。万まん千ち代よは、言葉もございません……」

　本能寺の玄げん関かん口で。

　明日の御ご所しよ参さん内だいを控ひかえた信奈と良晴は、尾お張わり以来ともに戦い、ともに過ごしてきた譜代の仲間たちを笑顔で見送っていた。

　出発一番手は、やはり、この人。栄光ある「馬揃ぞろえ」──京きようへの凱がい旋せん式においても先頭を務めた丹羽長秀。

　出世を望まず、派手な武功よりも地味な内政や築城、道路の建設といった陰かげ働きを黙もく々もくと続けて、信奈を支え続けたお姉さん役である。「安あ土づち城築城」は長秀なしにはありえなかったし、全国の関所を撤てつ廃ぱいして街かい道どうを整備し、軍団の行軍速度を高速化し、同時に商業流りゆう通つう網もうを活性化するという余人には理解困難な信奈の新政策はすべて、忍にん耐たい強い長秀が実務を担当して淡たん々たんと成し遂とげたのだ。また、やたらと個性が強い織田家家臣団の面々が大きく揉もめることなく信奈のもとで一丸となって戦ってこられたのは、無む欲よくの人・長秀の人徳によるものが大きい。

　なによりも、信奈の心が折れそうになった時には、何度も彼女を支えてきた。

「仕事が片付いたら早々に戻もどって来なさいよ、万千代。母上と仲直りしたって、万千代がいないと、その、わたし、よく眠ねむれない夜もあるんだから……」

「いえ。これからは相良どのがおられます。別居はこれで終わりにしてください、姫。今こ宵よいからは旦だん那なさまとともに同じ閨ねやで過ごされますよう。ふふ」

「い、いいから、早く帰ってきて！　お願いだから。ね？　ね？」

「はい。わかっております。相良どの。これからは良晴どのとお呼びしたほうがいいかもしれませんが──姫を、よろしくお願いします。子供みたいなお方ですが、姫の伴はん侶りよはあなた以外にはおられません。ほんとうに……どうか、よろしく……う、う……」

「な、長秀さん！　泣かないでくれよ、湿しめっぽくなるじゃないか！　金かねヶが崎さきを思いだしちゃって、バツが悪いよ。わかってるさ、今夜こそ俺は成し遂げるっ！　もう心配ご無用だ！　それより、長秀さんもそろそろ、結けつ婚こんしたほうが……？　え、ええと。まだまだその、若いんだし？」

「……むっ。それでは世界大奥へ入りましょうか？　堺で、エリザベス女王陛下に志願して参ります。これで天下統一よりも難題だった私の婚期問題も解決し、三億点です」

「デアルカ……じゃないっ！　待ちなさいよ、万千代ーっ！」

「ふふ。冗じよう談だんですよ、姫。やはり姫は、元気に騒さわいでおられるお顔がいちばん似合いますね。それでは、行って参ります。堺と京とは、ほど近いですものね。すぐに戻ります」

　丹羽長秀の堺行きは実は予定外で、堺の茶会はもともとは家康に丸投げしたはずだった。だが、本能寺茶会の途と中ちゆうで家康が「鯛たいの天ぷらを食べたらお腹なかが～」と言いだしたので、長秀を補佐役につけたのである。家康はどうやら、堺でやらかしたらたいへんなことに、と料理を試食しているうちに胃を痛めたらしい。なにしろ、今いま井い宗そう久きゆうら商人たち・茶人たちを堺へ送り届ける役目もあるのだから、たいへんだ。

　また万千代に甘えちゃった、昔から万千代には便利屋働きばかりでいつも悪いわね、ほんとうに感謝しているのよ、と長秀を送りだした信奈が良晴に微笑ほほえみかける。

　やっぱり長秀さんは信奈にとって「お姉さん」だったんだなあ、と良晴はつくづく実感する。よかったな、信奈。お前……いつも隣となりにあんな優やさしい人がいてくれて、幸せだったよな。そしてこれからは、もっと幸せに──。

「はわわ。鯛の食べ過ぎで、お腹が、お腹が～。いえっ！　接待をさぼって公家衆の料理をちょろまかしていたんじゃないです！　堺でお出しする予定だったヨーロッパ料理、天ぷらを試食していたんですぅ、吉きち姉さま！　ひらに、ひらに～！」

　尾張以来の信奈の妹分・徳川家康は、よほど胃が痛いのか、眼鏡も落っことして３の目を丸出しにしていた。関せきヶが原はらでは壮そう絶ぜつな姉し妹まいゲンカをやった二人だが、かえって仲が良くなった。家康は、自分自身が天下人となる「本来の未来」を断念したのだ。自分よりも信奈のほうが、天下人に相応ふさわしい。日ノ本と世界の未来を託たくすべき英えい雄ゆうであると、心の底から認め、納得したのだ。そもそも、信奈が「運命」通りに横死しなければ、家康は本来、天下人の座など考えもしなかっただろう。「古こ今きん伝授」を解読した細ほそ川かわ藤ふじ孝たかが本ほん多だ正まさ信のぶを操らなければ、姉妹ゲンカはなかった。

　しかし──今となっては、戦ってよかったのだ。二人の間で、すべてのわだかまりが消えた。家康の「運命」を犠ぎ牲せいにしている、という良晴の迷いも消えた。そして、信奈にとって家康が、竹たけ千ち代よが欠かせない妹分だということも、わかった。

「わたしは、日ノ本の仕置が終わったら大船団を率いて羅ロー馬マへ新婚旅行よ。今後、日ノ本はあんたが治めるのよ、竹千代。いずれ『内大臣』の官位に就ついてもらうわね」

「ななな内大臣？　じじじ実質的な日ノ本の国王代理、という意味ですかあ？」

「ええ、そうよ。『内府』としてね。今の日ノ本は戦国時代から太平の世への過か渡と期きで、統治はとても難しいの。この大任を任せられる人間は、日ノ本広しといえどもあなたしかいないの。お願いね？」

「えっ、もしかして大急ぎで出航しちゃうんですかあ？　日ノ本を、私に丸投げっ？　無理でえす！　一年だけ待ってください、吉姉さま。一年だけ！」

「ダーメ。エリザベスに先を越こされて悔くやしいんだもん。急いでるのっ！」

「ああ……人生ってやっぱり、重い荷物を背負いながら坂道を登るが如ごとし、なんですねえ～。良晴さん、早く吉姉さまを懐かい妊にんさせてくださーい！　それで出航を一年延ばせます！」

「はは。そ、そうできればいいな……待てよ……俺が藤とう吉きち郎ろうのおっさんみたいな種なしだったら、どうしよう……あっ……緊きん張ちようしてきて、力が出ない～」

「ひえ～？　良晴さ～ん!?」

「ちょっと、良晴！　今夜失敗したら、あんたをあずっちーの着ぐるみに詰つめて琵び琶わ湖こに沈しずめるわよっ！　ついでに、余計なことを言って良晴をダメにした竹千代も、信楽しがらき焼やきのたぬきの中に詰めて堺の海にドボン！」

「いいいい行って参りまああああす！」

　ちょっと冗談がすぎたかな、と良晴は頭をかいた。家康は眼鏡をかけ直しながら、大おお慌あわてで堺へ出立した。その横顔が、とても楽しそうだった。ああ。やっぱり、そうだ。信奈が「生きている」世界こそ、家康が真に「生きたかった」世界なんだ、と良晴は理解した。俺と、同じに──。

「姫さまああああっ！　すべて信のぶ澄すみから聞きましたっ！　とうとう、土田御前さまと仲直りできたのですねっ……！　勝家は、勝家はもう、嬉うれしいやら泣きたいやらで……もう……あたしは馬ば鹿かだから、言葉が……うわああああん！」

「……全織田家臣団が、泣いた……」

　続いて、柴田勝家と前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。言わずと知れた織田家武ぶ闘とう派はの二枚看板。二人とも信奈のこども時代からの親友、ともにかぶいた爛ただれた仲間である。織田家が信奈派と信澄派に割れた時も、犬千代と勝家が互たがいの陣じん営えいに属しながら連れん絡らくを取り合って協調したからこそ、織田家は決定的な分ぶん裂れつを回かい避ひできた。

　勝家は黒星も多いが織田家譜ふ代だいとしてはぶっちぎりの武辺者で、上杉謙信率いる最強の越えつ軍をかろうじて織田家が相手にできたのも、勝家がいてくれたからこそである。犬千代は、大軍の指揮よりも戦場で一いつ騎き駆がけしてかぶくほうが得意だったが、勝家とともに北ほく陸りく戦線を長く支えてくれた。

　それよりもなによりも、父親を失い母親と不和になっていた信奈にとって、二人はかけがえのない友であり、姉貴分であり、妹分だった──。

「万千代も言葉がないって言っていたから気にしないでいいわよ、六りく。犬千代には、餞せん別べつにういろうをあげる！　ほーらほらほら。北陸では謙信とともに最後の『一手』をやり遂げてね～。すぐに京で再会しましょう。次はヨーロッパ方式の『騎士トーナメント』を開かい催さいしたいのよね！」

「「騎士トーナメント？」」

「わたしが大好きな相撲すもう大会に似ているんだけど、相撲じゃなくて騎士同士が馬に乗って槍やりを掲かかげて勝ち抜ぬき一騎打ち戦を戦うんだって！　もちろん、怪け我がしないように安全な武具を使うのよ！　やりたーい！　第一回大会優勝者には、天下の大名物・九十九髪つくも茄な子す──の偽ぎ造ぞう品を進しん呈ていしちゃう！　聖せい杯はいの代わりに！」

　偽造品かよ！　と良晴は心底信奈のケチぶりに呆あきれたが、まだ甘かった。

「すでにイスパニア代表として、セルバンテスが出場登録済みよ。がっつり参加料を取っちゃったから、開催しなきゃね。訴そ訟しようを起こされちゃう」

　あの人、すっげえ借金持ちなのに、酷ひどすぎる！　とまたまた呆れた。しかし、さすがは『ドン・キホーテ』の作者。騎士トーナメントに誘さそわれたら迷わず全額ベットか……！

「ところでサルっ！　ほんとうにもうだいじょうぶなんだろうな、姫さまは！　ガスパールも細川藤孝もおとなしく恭きよう順じゆんしているけれど、まだ姫さまの『運命』に干かん渉しようしようとする者が残っていたりしないだろうな？」

「……犬千代も、ちょっと心配。あっ。心配したら、お腹すいた……姫さま。ういろうをもっと」

「俺が知っている歴史では、もういないはずだ。本能寺の変の首しゆ謀ぼう者しや・真犯人としてあげられる人物は──十じゆう兵べ衛えちゃん。これはもう絶対にない。近衛このえ前さき久ひさのおっさん。これももうありえない。長ちよう宗そ我か部べ家の取り潰つぶしを阻そ止しするべく斎さい藤とう利とし三みつが決起するという説もあるが、長宗我部家と織田家との関係は良好で、俺と信のぶ親ちかは義兄弟に等しい仲だから、これももうない。斎藤利三はそもそも世界大奥にしか興味ないしな。足あし利かが義よし昭あきちゃん。これもない、ない。あの子は良い子だ。織田軍の世界進出を恐おそれた南なん蛮ばん宣教師説もあったが、十字軍との和わ睦ぼく成立でこの線も消しよう滅めつした。秀ひで吉よしのおっさん黒幕説は、もともと無理がある説だけれど、すでに秀吉のおっさんがいないから自然消滅。おっさんの代わりにこの世界に生きている人物が、他ほかならぬ俺なんだし。家康黒幕説、これももうない。関ヶ原でその『運命』は乗り越えられた。甲こう賀が忍しのびを操っていた六ろつ角かく承じよう禎ていはすでに、武家を捨てて静かに信しん仰こう生活の中で余生を過ごしている。武田信虎もまた勝かつ頼よりの顔見たさに諏す訪わに。もうすっかり好こう々こう爺やだ。全国に散った伊い賀が忍びたちは、半はん蔵ぞうが統制してくれる。百もも地ち家と藤ふじ林ばやし家が絶えた今、伊賀の頭領は服はつ部とり家だからな。姫ひ巫み女こさま黒幕説はそもそも論外。となると、あとはせいぜい、俺の関白就任に不満を持つ有う象ぞう無象の公く家げ衆くらいだが……信奈襲しゆう撃げきなんて大それた計画を実行できる武闘派にして実戦派の公家は、近衛のおっさんくらいだろう？　他の公家衆は、せいぜい愚ぐ痴ちるくらいしかできないさ」

「あ～っ、容疑者が多すぎてわけがわからないっ！　あたしはなんて馬鹿なんだーっ！」

「……もう一度最初から……良晴」

　いやだって、俺の時代でも真相がさっぱりわかんない事件なんだし、「本能寺の変」は、と良晴も頭を抱かかえた。

　結局のところ、難解な陰いん謀ぼうなどなく、「不意に天下が盗とれそうな状じよう況きようになった明智光秀の心に『魔まが差した』」だけだった、というのが正解だったのかもしれない。

　なにしろ、本能寺で織田信のぶ長ながを討うつ前後の光秀の動きが、智ち将しようにしては無計画すぎるのだ。謀む反ほんの直後、配下であるはずの細川藤孝と筒つつ井い順じゆん慶けいに揃って背そむかれて完全に孤こ立りつしたのである。その結果、言うまでもなく、地方から舞まい戻ってきた織田家家臣団に殲せん滅めつされた。たとえ秀吉が「大返し」をやらずとも、柴田勝家や徳川家康らに包囲されて討たれていただろう。

　つまり、根回しなどいっさいしていなかった、ということだ。

　衝しよう動どう的な犯行なのだ。

　重臣・佐さ久く間ま信のぶ盛もりの高こう野や山さん追放を見た光秀が、自分も左さ遷せんされると思い込んで謀反したという説もあるが、信奈によって佐久間信盛は織田家家臣として復帰し、「高野山追放」の芝しば居いを買ってでた功績を認められて所領を再び与あたえられている。だから、この線もない。

「サル？　く、公家が不満を持っていることは、あたしにもわかるっ！　あ、あ、あ、明日、御ご所しよで暗殺、という線は？」

「姫巫女さまの前で？　無理だよ。そんな真似まねをしたら、姫巫女さまが激げき怒どされる。それに、ほら、俺がついている。勝家には劣おとるけれど、これでも歴戦の勇者だぜ、一応は」

「そうそう。良晴に立ち向かえる公家なんていないわよ。六は心配しすぎなのよ。関白は渡わたさないと駄だ々だをこねていた近衛信のぶ尹ただも、すっかり良晴に懐なついてるしね！　万が一御所でなにかせこい企たくらみがあっても、武闘派の近衛親子が阻止してくれるわよ！　だいじょうぶ！」

「ああ。五ご右衛え門もんと一かず宗むねちゃんも、こっそり俺たちを守ってくれているしな。結界はばっちりだよ」

　近衛前久が忍しのびや暗殺者相手に大立ち回りを演じてきたことは、勝家も知っている。外見はお歯黒白塗ぬりの「麻ま呂ろ」だが、中身は足利義よし輝てると同類のゴリゴリの武闘派なのだ。息むす子この信尹もそうとうに強いが、その信尹を文字通りこども扱あつかいしてあしらった良晴の強さはそれどころではない。レベルが違ちがう。関ヶ原で良晴は、「死線の限界」を超こえたらしい。

　もしかしたらサルはもう、あたしよりも強いかもしれない、と勝家は目を細めた。

「わかった。サル！　お前にならば、あたしの姫さまを託せる！　ああああたしと姫さまが再会を果たした暁あかつきには、おおおおおっぱい触さわらせてやってもいいから、その」

「……犬千代も……ほらほら」

「ちょっと六、どさくさに紛まぎれてなに言いだすのよーっ！　金ヶ崎の時と同じ天てん丼どんを繰くり返すつもりっ？　犬千代も、ない胸を寄せて強調しないっ！　ああもう！　良晴も鼻の下を伸のばしてんじゃないの！　わたしには、日ノ本一の美女だという自負はあるわ。でも……胸だけは……わわわわたしだって、小さくはないでしょ、小さくは！　この世から、わたしよりも胸の大きい女を根こそぎ消し去りたいっ……！」

「頰ほおをつねるな信奈！　男の子なんだから、仕方ないよー」

　姫さまが怒おこった……うわああ、あたしってばまたしても姫さまのご不興を……行くぞ犬っ！　と、勝家と犬千代が大慌てで出立していく。

「のぶなちゃん、よっしー。伊い勢せで外海船団の出来具合を見がてらに、関東出張してくるのじゃ。関東管かん領れい就任は回避したはずなのに、どうして姫ばかり関東へ行かされるのじゃ……たぬきの仕事でよいではないか……まだ鉄てつ砲ぽう傷がうずくのに……ぶつぶつ……」

「しょうがないでしょ、左さ近こん。関東武士がいちばん暴れそうなんだから、譜代にしてわたしの妹分の左近しか頼たよれないのよー。謙信、信玄、氏康という一ひと癖くせも二癖もあって面めん倒どう臭くさい東国の姫ひめ大名たちを束ねられる逸いつ材ざいは左近だけなの！　三人には遠回しに左近の出自を伝えてあるから、絶対にだいじょうぶ！　『姫巫女さまの代理』として丁てい重ちように扱ってもらえるわよ？」

「つーん。関東には、名物茶器なんぞないのじゃ」

「じゃあ出張のご褒ほう美びに、平ひら蜘ぐ蛛もの偽にせ物ものをあげるから！」

「要いらぬのじゃっ！　まあよい。関ヶ原で庇かばってもらったお礼じゃ。羅馬への船旅に連れていってくれるのなら、働いてやるのじゃ」

「わかってるわよ。当然船旅ではどこまでも一いつ緒しよよ、左近！　約束でしょ！」

「……ふふっ」

　厳密には外と様ざまだが、すっかり譜代の仲間入りをしている左近こと滝たき川がわ一かず益ます。信奈と姫巫女との間の絶対的な信しん頼らい関係は、滝川一益の存在のおかげでもある。一益は、姫巫女の双ふた子ごの妹なのだ。御所の掟おきてに従い、甲賀の里に捨てられて忍しのびとして育てられたのだ。信奈でなければ決して、「海を見たい」と泣いていた抜ぬけ忍にんの一益を自分の妹分として、武士として拾い上げることはなかったろう。

　そして、その一益の巫女としての力に、その言葉に、信奈は何度も窮きゆう地ちを救われてきた。

　なかなか背が伸びないのは、姫巫女一族の体質なのだろうか？　と良晴は疑っているのだが、怒られそうなので黙だまっている。いずれ今いま川がわ義よし元もとのような八頭身巨きよ乳にゆう美女に育つことは一応わかっているのだが、「性せい徴ちよう期」がなかなか来ないのは謎なぞだった。

「さて。いい加減にのぶなちゃんをご懐妊させぬと、悪い噂うわさが流れるぞえ、よっしー。真性の露ろ璃り魂こんだの、幼女を集めてこども大奥を築いている変態紳しん士しだの、実は信澄とアッーな関係だの、と」

「ドキッ？　俺と信澄がっ？　やめちくり～！」

「ちょっと左近！　うっかり想像しちゃったじゃない！　やめてよねー！」

「ふふ。冗じよう談だんじゃ。では行きがけに、他心通でのぶなちゃんから恥はずかしい台詞せりふを……よっしーに今こ宵よい、どうしてほしいのじゃ？」

「いやあああああ！　額に触ふれちゃ、ダーメー！」

「も、もう仲直りしたから、だいじょうぶだよ？　というわけで、また茶会でな！」

　滝川一益、信奈及および姫巫女の代理として、関東へと出立。

　さらに──本来ならば妙みよう覚かく寺じに宿しゆく泊はく予定だった、織田家の家族たち。

　土田御前、織田有う楽らく斎さい、津つ田だ信澄、お市いちと三人の娘むすめたち、そして帰き蝶ちようが、旅たび支じ度たくを終えて信奈と良晴のもとを訪れていた。

　急きゆう遽きよ、堺への旅先から使者として舞い戻もどってきた蒲生がもう氏うじ郷さとの「小早川隆景どのが全力を尽つくしておりますが、予想外に統制が取れず、旅路は大混乱に。行く先々で、世界大奥設立のために十字軍と外様組が結けつ託たくして堺で織田家に反旗を翻ひるがえすという剣けん吞のんな噂が。どうか、織田家ご一門衆の皆みなさまの助力を」という泣きの訴うつたえを聞き入れて、土田御前自身が「では、わたくしたちが参りましょう」と堺行きを決めたのである。

「吉。先行出発した堺組は、小早川隆景どのとエリザベス女王陛下の二人が旗はた頭がしらです。しかも、行列の中には絢けん爛らんたる特別遊撃隊が。あらぬ噂が立つ可能性はありました。あなたには、人間を自分と同程度に利口な存在だと思い込む甘さがありますから……わたくしと勘かん十じゆう郎ろうたち織田家の人間がこぞって合流すれば、悪あしき噂はすべて鎮しずまりましょう」

「いやあ。姉上が『世界大奥』を樹立しそうな面々を慌あわてて堺に追い立てたんだから、想定内といえば想定内ですよ、母上。ですが、日ノ本を代表する美男子のぼくが合流すれば、女王陛下もきっとサルくんへの求きゆう婚こんを取り下げて心変わりするでしょう。ははは」

「……私は、勘十郎が世界大奥樹立の野望を剝むき出だしにしないよう、娘たちとともに監かん視しに参りますね。初夜に赤あかん坊ぼうがいてはたいへんでしょうから、茶ちや々ちやも連れていきます。ふふふ。天下平定で気が抜けたからって、昔の駄だ目めなあなたに戻るのは許しませんよ、勘十郎？」

「ひい、お市？　なんだか目つきが剣吞だよっ？　ぼぼぼぼくの大たい言げん壮そう語ごは、じょじょじょ冗談だよ～!?　ぼくはお市一筋さっ!?」

「有楽ちゃんも、堺の茶会に出た～い！　行ってきまーす、信奈お姉ちゃん！　良晴お義兄にいちゃん！」

「帰蝶も、有楽お姉ちゃんと一緒に堺の湊みなとを見たいの。いいよね、お姉ちゃん？」

「デ、アルカ。もちろんいいけれど、これって特別遊撃隊の乱入に動どう揺ようして堺にあの面々を解き放ったわたしの失敗ね。小早川隆景を副将に留とどめて、万千代を総大将に任命しておけば、そんなわけのわからない噂は……うーん」

「焼やき餅もちを焼くのもたいがいにしないとだな、信奈」

「うっさいわね、あんたのせいでしょー！　世界大奥なんて、ぜーったいに認めないんだからー！」

「だから、設立しないって何度言えば信じてくれるんだよ～？」

「言葉じゃなく！　行動で証明しなさいよ、行動で！　今宵こそっ！」

「ああ、証明してやるさーっ！　泣きを入れても聞かないぞー！　女性経験はゼロだが、体力ならばすでに勝家並みだからな！　村むら上かみ水軍で鍛きたえた鋼はがねの肉体、見せちゃる！」

「こここここで脱ぬがなくてもいいのっ！　なに考えてんのよっ、ばかー！」

「はっはっは。姉上とサルくんの夫ふう婦ふゲンカを今まで何度見たかなあ。これこれ。これでこそ織田家だよ！　それじゃあサルくん。今夜こそ、ぼくに追いつきたまえ！　子供は最低、三人だよ？　いいねっ？」

「ああ！　お前には男として、『父親』としてすっげー差を付けられたが、必ず追いついてみせるぜ信澄！　今の俺と信奈ならば、なにも心配ない！」

　犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、産ませた数で勝負ってなによ？　と信奈が頰を膨ふくらませるが、まんざらでもなさそうである。早く、良晴の赤ちゃんが欲しい……と、茶々たち愛らしい三人の娘の姿を見た信奈はもう、政務のことなど考えられなくなっていた。

「……姉上。姉上は、きっといい母親になりますよ。弟のぼくが言うのです、間違いありません。はっはっは」

「有楽ちゃんも右に同じだよ～！」

「帰蝶もそう思う！」

　土田御前が「良晴どの、吉をよろしくお願いいたしますね」と一礼し、織田家の家族たちは急遽、堺へと向かったのだった。

　信奈が、満面の笑みで、家族たちを送りだす。

　すぐに再会できる、と信じて疑わずに。

「……ずいぶんと京から人が減ったなあ、信奈。なんだか……ちょっと嫌いやな予感がしてきたぜ」

「あら、どうして？　十兵衛がいるじゃない。なにも問題ないわよ？　でしょ？」

　はいですぅ！　と最後まで待機していた明智光秀がどや顔で信奈とグータッチ。

「先せん輩ぱい！　京を守るは、明智光秀！　明智軍が京をがっちり防衛しますので、なにも心配ありませんですぅ！　本能寺の初夜は、必ず成功いたしますです！」

「あ、そうか。十兵衛ちゃんが居残ってくれるんだった。じゃ、安心だな！　俺が知っている歴史とはまるで違う──」

　いや待てよ、「本能寺の変」発生時と人間及および軍勢の配置がそっくりになってきたような？

　織田信長も、京は明智光秀軍が守っているから、と自らは軍を率いずにふらりと京の本能寺に宿泊して、そして……？

　良晴はふと不安を覚えたが、その問題の人物「明智光秀」が歴史物語に登場するあの人物ではなく、他ほかならぬ十兵衛なのだ。信奈と良晴を裏切る可能性など、１パーセントもない。いや、ゼロだ。

　それになにより、「本能寺の変」発生に欠かせない絶対のフラグたる「織田信のぶ忠ただ」がいない。信奈はまだ、子供を産んでいない。故ゆえに、「運命」のフラグが成立することはない。細川藤孝が早々に降こう伏ふくしたのもあるいは、織田信忠が生まれていない以上、「本能寺の変」を人じん為い的に前まえ倒だおしして起こすことは不可能だと理解したからかもしれない。

「でも十兵衛。考えてみて。わたしと良晴は今まで、何度も赤ちゃんを作る機会があったのよ。たいていの場合、あんたが邪じや魔まに入ったのよ。今夜も天丼を繰り返すことはない、と言いきれるう？」

「あーっ！　お疑いですか、信奈さまあ？　よよよ……十兵衛は哀かなしいですう！　でも、実は細川藤孝どのにも同じ忠告を受けておりまして。なのでかしこい十兵衛は、頭を使って策を練りましたです！　今宵の十兵衛は、京の町をちょこっとだけ離はなれて愛宕あたご山やまで連歌会を開くですぅ！　身を張って天丼阻そ止しですぅ！」

「愛宕山に？　珍めずらしいわね、気を利きかせるなんて。でも、京を守る明智軍は今夜、どうするの？　放置？」

「いえいえ！　十兵衛が愛宕山から戻るまでの数刻だけ、斎藤利三が大将代理として指揮してくれるですう！」

　あの春日かすがの局つぼねが？　「世界大奥を作れ～」と利三が独断で本能寺を包囲して強ごう訴そしたりしないわよね？　と信奈が少々いぶかしむが、光秀は、朗ほがらかな笑顔。

「いくら十兵衛を好きすぎる利三でも、兵を率いて信奈さまを脅おどすなどありえないですう！　念のため、こんど世界大奥がどうのこうのと言いだしたら明智家を解かい雇こするですぅ、稲いな葉ば家に帰参してもらうですぅときっつく言い渡わたしておりますので、問題ありませんです」

「利三がおとなしくしていたとしても……清洲での大奥革命騒さわぎの時は女の子たちが無む駄だに盛り上がっていたし、たとえ指揮官が止めてもその場の勢いに流されるということもあるかもでしょ？」

「いえいえ！　利三とわが明智軍団の将兵たちは、たこ焼き屋台出店の失敗で明智家が巨きよ額がくの負ふ債さいを抱かかえたことを真剣に悩なやんでおりますです。もはや大奥がどうの、などと考えている暇ひまもなければ活動資金もないのですぅ。十兵衛も頭が痛いですが……こ、今夜の連歌会には、実は、海かい援えん隊たい事業への新たな出資者を募つのるという目的もありまして……い、いいですよね、信奈さま？」

「いいわよ？　まあ、すぐに破産はないでしょ。津田宗そう及ぎゆうだって、貸し倒だおれは嫌だろうし。わたしだって、いくらでも貸してあげられるわよ？　利子がちょ～っとばかり高いけれどぉ」

「ギャー！　トイチは嫌です、嫌ですう！」

「なんてね。だいじょうぶよ。今夜、本能寺でなにごともなく過ごせたら。良晴とともに静かに朝を迎むかえられたら。利子はなし、ということにしてあげる。誰だれにも秘密よ。他ならぬ十兵衛だから、特別なのよ？」

　良晴との初夜をわたしのものにしてごめんね、と信奈はこっそり詫わびているらしい。それにしても、信奈にとっては命よりもたいせつな金子の利子をゼロにするなどと。とてつもない椀おう飯ばん振ぶる舞まいであり、たしかに誰にも漏もらせぬ秘事であった。

「もし海援隊事業に必要なら、吉きつ川かわ元もと春はると相談して、石いわ見み銀ぎん山ざんの経営権を十兵衛に委ねてもいいわ。日ノ本の最大の売り物は、なんといっても銀だもの。毛利家には、なんらかのかたちで十分な補ほ塡てんを考えるから──『世界の海援隊』を率いるのでしょ？　羅馬行きにも当然、ついてきてもらうわよ？」

「の……信奈さまああああ！　ありがとうございます……！　ああ、美しきは姫ひめ武将同士の友情ですね！　それでは！　信奈さまが先輩のお子を懐かい妊にんされましたら、出産までの間はこの十兵衛が側室一号として先輩の夜の相手を務めますので！　だいじょうぶです、先輩の信奈さまへの愛を奪うばったりはいたしません！　われら三人の友情はそれほどに篤あついのです！　ではでは、愛宕山へ行って参ります～！　信奈さまのご懐妊と安産を祈き願がんしてきますです！」

「ちょ？　ちょっと待ちなさいよ～！　あんた本人が！　ぜんぜん、大奥を諦あきらめてなーい！　どこまで天然なのよっ！」

　信奈の話を聞いていない光秀が、「急ぐですう！」と愛宕山目指して馬で駆かけていく。




　──あれほど騒がしかった本能寺に、静せい寂じやくが訪おとずれていた。

　すでに、日も暮れはじめている。

「……十兵衛ちゃんらしいと言うか……と、とにかく……これで……五右衛門や乱らん丸まるたちは侍はべっているけれど……一応、今夜は本能寺で『二人きり』ということだな……の、信奈」

「……あ、う、うん……そ、そうね……そうだわ。やっと……この、夜が……」

「それじゃ、新婚初夜をやり直しだ。三度目の正直になるよ、信奈。確信があるんだ」

「……は……はい……」

　はい？　信奈が上うわ目め遣づかいで「はい」だって？　うっ……か……かわいいじゃないか……反則にもほどがあるだろう！　良晴は、今すぐにも信奈を抱だきすくめて押し倒したい激情を抑おさえながら、そっと信奈の白い手を握にぎりしめていた。

　良晴も信奈も知らない。

　細川藤孝が、蜘く蛛もの如ごとく糸を張り巡めぐらせていることに。

「運命」へと、二人を落とし込むその時が、刻一刻と迫せまっていることに。




【今いま出で川がわ邸てい】




　織田信奈と相良良晴が、本能寺にて京を出立する譜ふ代だい衆及び一門衆をにこやかに送りだしていたその頃ころ。

　上京の今出川邸では、九く条じよう派の公家衆──二に条じよう昭あき実ざね、菊きく亭てい晴はる季すえ、九条、鷹たか司つかさ、一いち条じよう、山やま科しな、冷れい泉ぜい、四し条じようらによる「最後の密談」が行われていた。

　織田信奈と相良良晴、そして相良義よし陽ひの御ご所しよ参さん内だいは明日あしたである。細川藤孝が一日足止めした今川義元も、むろん、明日は御所に現れ、将軍位を返上するだろう。三職推任問題の「爆ばく発はつ」はもはや待ったなし。征せい夷い大たい将しよう軍ぐん位を中ちゆう継けいするか、太だ政じよう大臣位を奪うか、あるいは直接譲じよう位いを迫るか、いずれにしても織田信奈の野望を阻止するには彼女を暗殺する他はない。姫巫女自身が、織田信奈への譲位をむしろ望んでいる節すらあるのだ。

　だが──京を守るは、明智光秀軍。しかも御所のすぐ東には、「馬揃ぞろえ」のための馬場が設置されている。馬揃えでの「脅し」によって明らかなように、馬場から大おお筒づつを撃うち込まれれば御所は炎えん上じようする。

　この窮きゆう地ちの中、「盛り上がって参りましたな」と舌なめずりしながら働いている策さく謀ぼう好きの菊亭晴季が、ついに禁きん忌きを犯おかした。

　御所内に張り巡らせてある「菊亭諜ちよう報ほう網もう」を操り、八方手を尽つくして、姫巫女の「密みつ勅ちよく」を偽ぎ造ぞうしたのである。言うまでもなく、これは大逆である。が、今は非常の時。やまと御所千年の歴史に明日、終しゆう止し符ふが打たれようとしているのだ。かつて藤ふじ原わら氏の祖・中なか臣とみの鎌かま足たりは、姫巫女位簒さん奪だつを窺うかがう蘇そ我が氏を姫巫女さまの御前で討うったではないか。藤原の五ご摂せつ家けは、今こそ簒奪者・織田信奈を討たねばならない。

「この『密勅』によって打だ倒とう織田信奈は成りましたよ。これこそが、わたくしに欠けていたものです──『未来』を知っていても、『過去』と『権けん威い』なくして、『運命』とは対たい峙じできません」

　馬揃えを終えたあと、しばし姿を消していた細川藤孝が、菊亭晴季たちの前に再びはせ参じていた。

　とうとう、密勅を偽造してしもうた。九条派の筆頭であるはずの二条昭実は（思えば、「古こ今きん伝授」の全ぜん貌ぼうを知っとるのはいまだに細川藤孝だけやないか。菊亭晴季は、藤孝直筆の注ちゆう釈しやくを経由して手に入れた一部の情報しか知らん。やはり……われら公く家げ衆はみな、細川藤孝に操られているのやないか？）という疑ぎ惑わくを消せない。

　この少女のような無む垢くな笑みの下には、公家であろうが天下人であろうが手玉にとってみせる謀ぼう略りやくの怪かい物ぶつとでも言うべき藤孝の本ほん性しようが隠かくれているかのような──。

「決行は今夜。京が闇やみに満ち、人々が寝ね静しずまり、日付が改まった頃──御所と姫巫女さまをお守りするために、今こ宵よい、排はい除じよいたします。日ノ本を東のイングランドとなし、あらゆる権力を一手に握ろうとしている『革命』の申し子、織田信奈。その織田信奈を死の運命から庇かばい続け、ついには自ら関白位に就つこうとしている『未来人』相良良晴。そして、この二人に比べると一見地味ですが、生かしておけば必ずやわれらの悲願を阻はばむであろう、肥ひ後ごの相良義陽。織田信奈と相良良晴を討ち果たしても、相良義陽が生き延びて京を脱だつ出しゆつすれば、二人の遺志を継つぎ、各地に散っている織田家譜代を再集結させて織田政権存続のために動きましょう。この世界には今、『サガラヨシハル』が二人いる。未来人と、同時代人の二人が。たとえ片方が欠けても、片方がその遺志を継ぐ。そのように歴史は動くと思うのですよ。故に、どちらのサガラヨシハルも討たねばなりません」

　密勅を受け取った細川藤孝は、「これで満願成じよう就じゆです、皆みなさま。あと数刻。本能寺に闇夜が訪れれば──」と冷たい笑顔を絶やさない。

「そやけど藤孝。密勅の存在が公おおやけになれば、麻ま呂ろたちも姫巫女さまも、世間から非難される。織田信奈と相良良晴の庶しよ民みんからの人気は絶大や。むろん、ニセの密勅や。そないなものが偽造されたと知れば、姫巫女さまのお怒いかりは倍増……」

「二条さま、ご安心ください。密勅はあくまでも日ひ陰かげの存在。世間には出しませんよ。役割を終えれば焼き捨てます。九条派の皆さまがこの暗殺計画に参さん与よしたことの証しよう拠こは、地上にいっさい残しません」

「そやけど、『首謀者』は必要や。われらが知らぬ存ぜぬを通すためにも。誰がその役目を？」

「むろん、この計画を背後で動かしている首謀者は、関白・近衛前久さまと、近衛信尹さま。近衛家の人々がやった、ということにいたしましょう。父子ともども、揃って軽けい忽こつです。巻き込むのは容易たやすいこと。近衛前久さまはかつて反織田家包囲網を結成し、織田信奈の命を何度も執しつ拗ように狙ねらっていたお方。血盟を交かわした上杉謙信とも、関東遠えん征せいが不調に終わるとあっさりと手切れしております。義兄弟の足利義輝が三み好よし三人衆に襲おそわれた時も、近衛さまは見殺しになさいました。世間から、行動的な武家関白ではあるが飽あきっぽくころころと心変わりするお方、と思われております」

「そやけど、織田信奈と近衛前久の関係は蜜みつ月げつやがな──なにせ、相良良晴を猶ゆう子しに」

「いざとなると、関白位を嫡ちやく男なんの信尹ではなく相良良晴に与あたえることが惜おしくなった。心変わりの理由など、それでいいでしょう。簡単に盟約相手を裏切るお方ですから。世間の信用というものは、いちど失えば容易には取り戻もどせません」

　もちろん、濡ぬれ衣ぎぬを着せるためには「工作」は必要です、それはすでに準備済みです、と藤孝。

「左様か。そちが言うのならば、間ま違ちがいあるまい。そやけど、ひとつ問題が。いきなり織田家の一門衆が堺へ行くことになったらしい。あれらが堺で軍勢を整えて織田政権の立て直しを図はかれば、あなどれん勢力に。織田家の主立った面々を京で根絶やしにするべきやないか？」

「二条さま。あくまでも織田信奈、相良良晴、相良義陽の三人に絞しぼるとわたくしは言いました。それ以上を望めば、すべてを取りこぼします。それほどに難易度の高い計画です。この上、一門衆までと欲よくを出せば、虻あぶ蜂はち取らずとなります」

「そ、それは、そうやが……たしかに織田信奈の母親などは殺すまでもあらへんが、一門衆の中には、歴戦の武将がおるやないか……」

「ああ。津田信澄ですか。ふふふ。彼は摂せつ津つに入ったところを、丹羽長秀らに討たれますよ。本能寺の変の首謀者としてです──津田信澄の死は『古今伝授』に予言されております。織田信奈が本能寺で討たれれば、津田信澄も勝手に消えます。ですから、彼の『運命』を成就させるためには堺へ出立させるべきなのです。そもそも織田家の一門衆のうち、傑けつ出しゆつした人物は、織田信奈ただ一人。残りは有う象ぞう無象。戦乱の世で覇はを競える人材はおりません。故ゆえに織田家では、未来人や甲賀の抜ぬけ忍にん、海かい賊ぞく、そして素す浪ろう人にんの十兵衛といった多くの外と様ざまがかくも出世できたのですよ」

　津田信澄が丹羽長秀に討たれる!?　公家衆は、騒そう然ぜんとなった。

「な、なんでや？　あの温おん厚こうな丹羽長秀が、なぜ織田信奈の弟を……？」

「ど、ど、同士討ちか？　まさか丹羽長秀に限って、本能寺のどさくさに織田家を乗っ取ろうとするはずはない」

「津田信澄が過去、何度も何度も姉に逆らった謀む反ほん人だからですよ。本来、尾張で織田信奈に誅ちゆう殺さつされているはずだった男です。『過去』に犯した所業からは、人は誰も逃のがれられないのです。そもそも、あれは──津田信澄を名乗っていますが──『謀反人・織田信のぶ勝かつ』なのです。織田信奈が死ねば、彼が謀反常習者・織田信勝だったことを、誰もが思いだします。京を脱出する時期がまた、絶ぜつ妙みよう。出立が一日遅おくれれば彼も討たれていたはずなのですから。事態を知っていながら姉を捨てて逃にげた、犯行者たちと裏で繫つながっている、と織田家譜代はみな疑います。たとえ丹羽長秀が止めても、摂津には血の気が多い池いけ田だ恒つね興おきらがおります。故に織田家の嫡男は、姉が死ねばともに死にます」

「そ、そやけど、『古今伝授』に死を予言されとるのは、津田信澄であって、織田信勝ではないのやろ？」

「ええ。しかしその者の『名』を、織田信勝は名乗った！　尾張で『死の運命』が覆くつがえったその時から。これは偶ぐう然ぜんではなく必然。つまり『歴史の修正力』が、彼を、若くして死すべき運命から逃さなかったのです。まもなく帳ちよう尻じりが合います。『運命』とは、かくも人間を、強く縛しばっているのですよ」

　まるで魔ま術じゆつや。恐おそろしい……公家衆たちは、「因果応報」とでも言うべき「運命」の力を恐れ、震ふるえあがった。

「わ、わかってきたで、藤孝。堺行きのヨーロッパ使節団と外様衆にまつわる悪い噂うわさを流して、織田家一門衆を堺へ向かわせたのも、そなたの策ちゅうことやな？」

「はい。津田信澄を消すためです。同時に、織田家の嫡男の横死を阻止できなかった丹羽長秀も没ぼつ落らくいたします。混乱の中でエリザベス女王たちは、大おお慌あわてで堺から出航し、一目散に日ノ本から逃げる他ほかはありません。開国条約などは、反ほ故ごにできます」

　残る問題は──最大の問題は、そう、「兵力」であり「実行部隊」だ。

　たとえ殺す対象が三人とはいえ、本能寺には忍しのびの結界が張られている。

　しかも京の入り口は、いずれも明智光秀軍の精せい鋭えいたちが守っており、大部隊ならともかく少数部隊が突とつ破ぱできるとは思えない。

　公家衆は一兵も持たない。細川藤孝は丹たん後ご一国を与えられてはいるものの、関ヶ原で降こう伏ふくしたばかりの外様である。その軍団は丹後におり、京を襲しゆう撃げきさせようにも間に合わない。しかも、通り道の丹たん波ばは、明智光秀の領国。丹波の亀かめ山やま城には、明智軍の留守部隊が。

「兵力は、わたくしが調達いたします。そのためにあらゆる布石を打って参りました。まずは、この者がわれらに加勢してくれます。『忍び』の者が。もちろん、秘事は決して漏もらしません」

「……ふん。密勅なんぞどうでもいいが、伊賀を不入の地として再び独立させてくれる、と約定を取ったのでな。伊賀者、甲賀者を集結させて、本能寺の結界を破ってやろう」

　その「仮面」を被かぶった男は、音もなく二条昭実たちの背後に現れていた。

「そちゃ!?」

「いったい、何者？」

「──フフフ。伊賀上忍、百地丹波よ」

　百地丹波は、筒井順慶軍に敗れて毒を仰あおぎ死んだはずでおじゃる!?　と公家衆はまたしても顔色を失った。いったいもう、なにが真実でなにが噓うそなのか。

「誰だれが天下人であろうが、われら伊賀忍びには関係なかったが──『古今伝授』を解読した細川藤孝から話を持ちかけられて、一ひと芝しば居い打ったのよ。織田信奈を生かしておけば、伊賀の忍びの里は地上から消しよう滅めつする。この『運命』を変えるには、織田信奈を討つしかない。が、伊賀者が伊賀の里に健在である限り、織田信奈を守る結界は固いままで、突破は困難。故に──」

「敢あえて伊賀を壊かい滅めつさせ、百地丹波は島しま左近の前で『死んでみせた』のです。伊賀は筒井軍が平定し、百地丹波も、そして藤林長なが門とも死にました。ですが、あらかじめ故郷を出ていた伊賀者の主力は各地へと散っており、温存されております。『伊賀最後の上忍』となった服部半蔵は、これら伊賀者と、六角家から暇いとまを出された甲賀者を再集結させ、織田徳川体制のもとに召めし抱かかえて無害化すべく、東とう奔ほん西せい走そうしております」

「すべては、服部半蔵と服部党を京から引き離はなすための芝居だったのよ。厄やつ介かいな風ふう魔まも、十字軍戦の折にすでに箱はこ根ねへ戻った。残るは、蜂はち須す賀か五右衛門率いる蜂須賀党のみ。ならば、われら伊賀者をもってすれば本能寺の結界を破れる。フフフ」

　毒を仰いで死んでみせた……!?　百地丹波は妖よう怪かい変へん化げか。これが伊賀者を束ねる上忍の頭かしらの力……まさしく異能……！

「ど、ど、どうやって、生き返ったのや？」

「毒と薬を操る藤林家には、いろいろな『秘薬』があってな。まず、長い時間をかけて、身体からだをある種の毒に慣らしておく。こいつは、南蛮渡わたりの『えりくしる』という毒でな。俺は日々、この毒を服用したのだ。飲めば全身に激痛が走るが、忍びにとってはなにほどのこともない。この毒には、奇き妙みような性質がある……少量ならば身中の『気』を活性化させ、体力気力を増強してくれる活薬となるが、大量に飲めば一転猛もう毒どくと化して即そく死しに至る。心の臓が止まるのさ。だが、同じ藤林家に伝わる強力な蘇そ生せい薬『賢けん者じやの石』を飲むことで、再び心臓を動かすことができる──伊賀者に、石いし川かわ小こ六ろくという男がかつていた。あいつは己おのれの意志で心臓を止めてみせる特異な術を会え得とくしていたが、藤林の術のほうが上だ。なにしろ、仮死状態に入るのではなく、ほんとうに『死ぬ』のだからな。絶対に見破れない」

「……南蛮渡り……えりくしる……賢者の石……」

「ああ。『賢者の石』は、蘭らん奢じや待たいと似たような貴重な鉱物だ。容易には手に入らん。『えりくしる』を服用し続けてきた術者が『賢者の石』をひとかけら飲めば、再生は間違いない。ただし、『賢者の石』を飲む時期が問題だ。死後、急いで飲まねば、完全には回復できん。死体が腐くさりはじめてから飲んでも再生は可能だが、遅れれば遅れるほど、再生は不完全となる。たとえば、脳の機能に障害が出て、記き憶おくを失ったり感情が鈍どん麻ましたりする。身体の痛覚を失うこともあれば、血の巡めぐりが悪くなって体温が上がらなくなることも。心の臓の鼓こ動どうの速度すら極きよく端たんに遅おそくなって、ほんとうに動いているのかどうかわからないようになっちまう奴やつもいるそうだ。要は、限りなく死人に近い身体のまま再生しちまうってことだな。俺か？　俺は、島左近が藤林長門の脱出に気づいて動どう揺ようした一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、下忍どもの早はや業わざで影かげ武む者しやの死体と入れ替かわったのよ。隠し部屋で下忍から『賢者の石』を飲ませてもらって、計画通りに完かん璧ぺきな再生を果たした。はじめから影武者と入れ替わるための『仮面』着用だったのさ」

　故に俺の忍術はまったく衰おとろえていねえ、試すか？　と百地丹波がほくそ笑んだ。

「む、無用でおじゃる……！」

「ららら蘭奢待にはたしかに、特別な体質の人間の生命力を引き出す霊れい力りよくがあると伝わっているでおじゃるが……歴代の姫巫女さまにとっては毒にしかならず、東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんに永久に封ふう印いんすることに……まさか、伊賀忍びが蘭奢待を削けずって、賢者の石と称しようしているのでは……？」

「さてね。伊賀忍びは、己の肉体のみを信じて『体術』を鍛きたえ抜く流りゆう儀ぎでな。毒と薬は、藤林の専売特許だ。そもそも蘭奢待だって、日ノ本由来のお宝じゃねえ。絹の道を通って西の彼方かなたから来たのだろう？　性質は同じでも、別の鉱物かもしれんぞ。どのみちあれを薬として活いかすには、えりくしるを死なぬ程度に飲み続けて耐たい性せいをつけるか、あるいは体内で自ら『気』を練るための陰おん陽みよう道どうの修しゆ行ぎようが必要なのだ、公く家げさんたちよ。肉体に強力に干かん渉しようする薬と毒は同じものなのさ。強きよう烈れつな薬は、猛毒でもある──」

「ふふふ藤孝。そちゃ、なんちゅう化け物を引き込んだ……！」

「忍びには忍びをぶつけるのがいちばんですよ、皆みなさま。さらに、ここに強力な『影かげの者』たちを引き入れることに成功いたしました。密みつ勅ちよくの力によって」

　百地丹波率いる忍びが結界を破ったのち。

「標的」を「始末」するために、細川藤孝が動かしたその「影の者」たちとは。

　ざんばらの長ちよう髪はつ。巨きよ人じんと見まがうばかりの筋肉質の肉体。一目見て異形とわかる、その山の民たみたちは。

「……われらは、叡えい山ざんの麓ふもとの八や瀬せ郷ごうに暮らす『八瀬童子』や。かつて延えん暦りやく寺じを開いた最さい澄ちようさまが使し役えきしていた『鬼おに』の子孫じゃ」

「「「「鬼……鬼となあああああっ？」」」」

「鬼ちゅうても、妖怪変化やない。われらは人間じゃ。まあ、厳しい修しゆ験げん道どうを極きわめて法力を手に入れ、まことの天てん狗ぐや鬼に成り仰おおせる仲間もおったがな。もう、昔のこっちゃ」

　八瀬童子。

　京と大和やまとは山に囲まれている盆ぼん地ちである。山には、「鬼」や「天狗」と呼ばれている人々が、「山」を「神」として崇あがめている山の民が古代より住み着いている。大おお江え山やまの酒しゆ吞てん童どう子じ。鞍くら馬ま山やまの鞍馬天狗。愛宕山の愛宕山太た郎ろう坊ぼう。彼らはみな、山の民であった。

　山の民は、やまと御ご所しよの一族、すなわち天あま津つ神かみ一族が九きゆう州しゆうより「東とう征せい」して畿き内ないへ遷せん都とする以前から畿内に暮らしていた「先住民」たちである。古代以来の狩しゆ猟りよう民族で、故に御所が日ノ本の「平地」を統一してもなお、山で暮らしてきた。

　鬼を恐れる公家衆は八瀬童子の出現に混乱したが、八瀬童子は最澄以来、叡山に仕えるとともに、実は御所の頂点に立つ姫巫女を「主あるじ」と仰いで忠実に仕えてきた。いわば、姫巫女直属の影の忍びとして。かつて武家と激しく争った後ご醍だい醐ごの姫巫女が、鬼と呼ばれる山の民たちを直属の家臣として召し抱えたことが発ほつ端たんだったとも言う。後醍醐はまっとうな武士ではない山さん賊ぞくの親玉とも言うべき「悪党」楠木くすのき正まさ成しげをも重用したが、八瀬童子をも忍びとして使役したのである。公家＝武家＝平民＝山の民という四種に分かれた日ノ本の人間の身分関係を破壊し、「武家」を飛ばして直接山の民と結びついたのだ。

「われら八瀬童子は、姫巫女さま以外の誰の命令も聞かんのや。かつて近衛前久はんから、叡山の麓を通る織田信奈を暗殺せえと命令された時も、われらは断った。関白かなんか知らんが、われらは山の外の世界には関わらん、われらの主は姫巫女さまだけじゃ、おととい出直しいや、と。あの時は、甲賀者が代わりに仕事を請うけ負ったようじゃが──こたびは違ちがう。ひとたび密勅をいただいてしもうたからには、立たねばならん。そいつが仮に偽にせ物ものの密勅やとしてもや。今夜の仕事は、任せときいや。すべては、姫巫女さまをお守りするためや」

　細川藤孝はんの指示通りに動く、と八瀬童子は胸を叩たたいていた。

　二条たち公家衆は、「姫巫女さまの……影の忍びたちを」「彼らを動員するために密勅が必要だったとは！」「し、しかし、これは、や、やりすぎでは……」「鬼を、京の町中へ入れて暴れさせるやなんて。まるで百ひやつ鬼き夜や行こうやないか。応仁の乱の再来となるんやないのか」と動揺していた。それほどに、鬼──山の民に対する公家たちの恐きよう怖ふ心は強い。

　織田信奈は、応仁の乱以来、妖よう怪かいの住すみ処かの如ごとく荒あれ果てていた京を、美しい都として復活させた。それなのに、その織田信奈を排はい除じよすると決めたと同時に、どんどん時代が逆行していくかのようではないか。

「厄介な陰おん陽みよう師じ・竹中半兵衛も堺へ。さしもの天下の奇才も、遠く離れてしまった以上、八瀬童子には対処できますまい。もう一人の陰陽師・土つち御み門かど久ひさ脩ながについては、暦こよみ問題を一晩で解決せよと言い渡わたして屋や敷しきに押し込めております。陰陽師不在の夜の京。鬼にとっては、絶好の働き場所と申せます」

　しかも、細川藤孝が「集めた」者は、これで全員ではなかったのである。

　公家衆の誰もが想像もしていなかった、とてつもなく厄介な連中を、藤孝は平然と今出川邸ていに引き入れていたのだ！

　それは──。

「……い、異人……」

「南蛮人でおじゃるかあああっ!?」

「藤孝！　それだけはダメでおじゃるぞ！　南蛮人をわれらの計画に引き入れるなど！」

「さて。わたくしは明みん暮らしが長くて、日ノ本人だの明人だの南蛮人だのといった区別など、とっくの昔に忘れてしまいましてね。ポルトガル語もイスパニア語も話せますよ。彼らは、ルイス・ソテロの部下たち──イスパニアから派は遣けんされたフレデリコ会の異い端たん審しん問もん官たちです」

　イスパニア人。本来は異端ガスパールを狩かるために日ノ本までやってきた、選よりすぐりの異端審問官たちであった。

「天敵の風魔が不在ならば、われらに恐れるべき者はなし」

「ガスパールの動きは監かん視しをつけて封ふうじてある。だが、ガスパールは織田信奈の『手』にすぎぬ。真に排除すべきは、ガスパールを動かしている本体」

「エリザベス女王と織田信奈が意気投合した。織田信奈は、大だい艦かん隊たいを率いてヨーロッパへ襲しゆう来らいする！　恐るべき戦せん闘とう力を誇ほこるプロテスタントの同盟国軍が、ジパングから。イスパニア、そして羅馬を攻こう撃げきするために！」

「友好的な訪問などという建前は信じぬ。プロテスタントとカトリックとは、終わりなき戦争を続けている。今は、黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん遠征のために一時的に休戦しているのみ。織田信奈が羅馬に来れば、再び大戦争となる！　しかも、国王陛下が望まれた石見の銀は、手に入らなかった！　石見銀はこれより、その多くがイングランドとネーデルラントに流れる！　このままではイスパニアの財政はもう破は綻たんする、カトリックは破れる！」

「もうひとつ。われわれは細川藤孝どのから、『古今伝授』の予言を明かされた。やはりジパングにおいてはプロテスタントが勝利し、カトリックは禁教に指定されて永遠に排除されると！　まさしく今、事態はその予言が成じよう就じゆする方向へと流れている！　しかも……しかも……！」

「……われらの主、ルイス・ソテロさままでもが、ジパングで捕とらえられ、火か刑けいに処される……！」

「殉じゆん教きようなされる……！」

「止めねば！　ソテロさまをお守りせねば！　あのお方は口を開けば噓ばかりだが、純真なお方なのだ！」

「故ゆえにわれらは藤孝どのの計画に、ソテロさまに無断で──独断で参加する！　すべてはわれらが勝手にやったこと！　フレデリコ会の歴史には決して残させぬ！」

「織田信奈に、アナテマ！」

　細川藤孝が解読した予言書「古今伝授」の「本伝」は、大おお坂さか冬の陣じんによる豊とよ臣とみ家滅めつ亡ぼう、徳川幕府による天下統一によって終わっている。だが、いくつか「鎖さ国こく」へ至る経けい緯いについての補足があり、カトリックの大だい弾だん圧あつとルイス・ソテロの殉教、そして島しま原ばらの乱の顚てん末まつが予言されているのだ。

　すでに死んだはずの伊賀忍び。

　八瀬童子。

　イスパニアの異端審問官たち。

　細川藤孝はまさに、異形の者たちをかき集めてきた、としか言いようがない。

　いや。誰だれよりも異形な者は、そもそも、細川藤孝なのではないか!?

「二条さま。異形の者を倒たおすには、異形の者が必要なのです。ただ武士を集めただけでは、武士という垣かき根ねをはるばると越こえていった織田信奈には勝てません」

　二条昭実は、「公家」として断固、異国の介かい入にゆうだけは防がねばならん、と藤孝に異を唱えた。これだけは、唱えざるを得ない。

「……あ、あかん！　南蛮人だけは、あかん！　日ノ本を、カトリックとプロテスタントの内うち輪わ揉もめに巻き込んでしまうがな！　それだけは、ならん！　織田政権が、プロテスタント。御所が、カトリック。日ノ本で、南蛮人と紅こう毛もう人じんとの代理戦争がはじまってしまうがな！　それだけは……」

　公家衆が口々に「そうや」「あかん！」「織田信奈と引ひき換かえに、この国を壊こわすことになる！」「やはり兵力が足りんのや、計画は中止や！」と怖おじ気けづきながらも決死の思いで藤孝に詰つめ寄ってきた。

　二条昭実の危き惧ぐは、適中していた。細川藤孝こそ、異形にして魔ま性しようの者。

　かつて後醍醐姫巫女が御所を南北真っ二つに割ったことが、長きにわたる日ノ本の戦乱を生んだと言える。だが今回は、もっと悪い。異国を日ノ本の政争に引き入れるなど！　われら公家衆は暴力を忌いみ嫌きらうが、このままでは前代未み聞もんの国難に！　力ずくでも藤孝を押さえ込んで牢ろうへ！

「やれやれ。姫巫女位を簒さん奪だつされるよりはまだましだと思いますがね──百地丹波。八瀬童子。異端審問官たち。高貴な公家衆に手出しはなりませんよ。今は味方同士で揉めている時ではありませんからね」

　細川藤孝は悠ゆう然ぜんと歩きながら、襲おそいかかってくる公家たちを指先ひとつであしらい、ころころと転がしていく。いったいどのような術を用いて？　女のような顔をしてこの男、噂うわさ通りに強い！　いや、あるいは、噂よりもはるかに──。

「庭園へ降りられた！　館から出してはならん！　牛や！　牛ぎつ車しやを引かせてきた牛を引き入れて、門を塞ふさぐんや！」

　二条昭実が叫さけぶ。

　ただちに、尻しりを突つかれた牛が突とつ進しんしてきた。

　細川藤孝は、「もうわたくしからは逃にげられませんよ、皆さん」と微笑ほほえみ、そして、その牛の額に三本の指をぴたりと添そえると──牛の巨体を「回転」させ、大地へと叩きつけていた。

　そして、牛の太い首へと、手刀──まったく力感のない、たおやかな一撃。

　命中するその瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき波は。

　声もなく、絶命。

　少女のように細い身体からだの持ち主である藤孝の手刀が、巨大な牛を、殺していた。

　二条昭実たちはもう、声も出ない。

　ば、ば、化け物……妖よう術じゆつ使い……この男は……もはや、男かどうかすらわからんが……日ノ本の歴史と御所と織田信奈の運命を掌てのひらの上で弄もてあそぶ、化け生しようの者や……！

「……よかった。血は出ていませんね。着き替がえる手間が省けました──わたくしは、この足で本能寺に入り、織田信奈に駆かけ込み訴うつたえをしてもいいのですよ？　皆みなさんがあなたを謀ぼう殺さつするために密勅を偽ぎ造ぞうした、と。この場で、あなた方全員を殺し尽つくすこともできます。素す手ででね。ふふ。腕わん力りよくや剣けん術じゆつでは、兄のほうがわたくしよりもはるかに上です。剣けん豪ごう将軍にはとても敵かないません。ですが、実戦における『武』は──」

「……い、い、い、飯い綱づなの法を、しゅ、修得して、お、おるのか……そ、そなたほどの麗うるわしい貴公子が、独身を貫つらぬいてきたのは……飯綱の法の『力』を得るため……」

「ええ、二条さま。切り札は最後まで隠かくしておくものです。明において、ようやく完成いたしました。あすこには途と方ほうもない達人がおりましてね。ですが、術などは些さ細さいなこと。真に必要なものは、『運命を乗り越えるためには、いかなる相手であろうとも殺し尽くす』という覚かく悟ご。菊亭晴季が『古今伝授』を入手した時点で、あなた方公く家げ衆は、『運命』と対たい峙じする選せん択たく肢しを選んだ。にもかかわらず、いまだその覚悟がないのです。千年間、覚悟を持たなかった。武家に押しつけたからですよ。わたくしには、あります。一応は、武士ですからね──今こ宵よい、わたくしはやり遂とげます。日ノ本に迫せまり来る『運命』と戦うのです。今さら降りることは許しませんよ？　脱だつ落らく者が一人でも出れば、皆さんを残らず殺し尽くします」

　お、お、おおおお。藤孝がはじめて見せたその殺意に満ちた禍まが々まがしい笑顔はまさしく、鬼おにそのものだった。鈍どん感かんな菊亭晴季ですら、今にも漏もらしそうな表情でへたり込むしかなかった。
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　なぜそこまで織田信奈を消すことにこだわる、鬼となってまで。どこへ行くのだ藤孝、と二条昭実がかろうじて声を発すると。

　藤孝は、噓うそのように殺気を消して、微笑みながら答えていた。




「わたくしは、十兵衛が向かう愛宕山へ参ります。最後の『布石』を打ち終えるために。これで、織田信奈の『運命』は──」




「本能寺の変」発生まで、あと、八時間を切った。




【愛宕山】




　夜が、更ふけた──。

　京の北西に聳そびえる愛宕山は、修しゆ験げん道どうと愛宕信しん仰こうの聖地であり、山頂に聳える愛宕神社こと白はく雲うん寺じの開祖はかの超ちよう人じん的な「山の行者」役えん小のお角づぬと伝えられる。戦いくさの神「勝軍地蔵」信仰の中心地でもあり、戦国の世では武将が戦勝を祈いのって愛宕山に登ることが多々あった。

　この日の夜、光秀は愛宕山で連歌会を実じつ施しした──いわゆる「愛宕百ひやく韻いん」である。

　とはいえ、戦勝を祈き願がんするためではない。天下はすでに平定されている。

　ありていに言えば、光秀は「またまた信奈と良晴の初夜を自分が邪じや魔まする羽目に陥おちいる」という予感から、愛宕百韻を開かい催さいして自分を愛宕山に監かん禁きんしたわけである。下京の本能寺と愛宕山とには、かなりの距きよ離りがある。愛宕百韻が終わる深夜には、信奈と良晴はこんどこそ夫婦めおととして結ばれているはずであった。

　先せん輩ぱいのはじめての人がついに信奈さまと確定してしまう今宵、胸は痛いですが、みたび初夜を失敗させて魔王と化した信奈さまにそっ首を落とされるよりはマシですぅ、と光秀。

　いくら「耐たえる」と決めたとはいえ、やはり今宵ばかりは寂さびしくて辛つらくて、仲間を集めて連歌にでも耽ふけるしかなかった、と言ってもいい。

　浪ろう人にん時代からの光秀の連歌仲間である天てん王のう寺じ屋の津田宗及は、残念ながら「明智家に貸し出した銭ぜにの回収見込みが立たぬ以上、エリザベス女王陛下をはじめとするヨーロッパ使節団の面々との商談を急ぎますので」と青ざめながら堺へと出立してしまい不参加となったが、連歌の達人として名高い紹じよう巴はが代わりに参加してくれた。

「紹巴どの、今宵はよろしくお願いするですう！　十兵衛は連歌が苦手で……和歌ならともかく、皆さまとともに百句を繫つなげるのは難しいのですう」

「うふ。光秀はん。あちきにおまかせでありんす」

　紹巴は、大和出身の女連歌師。

　かつては、かの趣しゆ味み人・松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでのもとで連歌を詠よんでいたという。年ねん齢れいはまだ若いが、豊満な身体とあやしい色いろ香かの持ち主で、旧主の松永久秀とどこか似ている。知らない人が見れば遊女と間ま違ちがえそうになるほどの美女だが、「源げん氏じ物語」研究家の小お野のお通つう同様、織田信奈が治安を修復した京で連歌師として自由な暮らしを満まん喫きつしている「女文化人」なのだった。

　この紹巴は、京で「武家でありながら風流人」として名高い明智光秀や細川藤孝とも、当然ながら旧知の仲であった。光秀と藤孝にとっての「連歌の師」なのだ。

「最初の句──発句は、光秀はんがお詠みになればよろしおす。決めてきてはりますよなあ？」

「ギャー！　しまったです、考えてなかったですぅ！　今いま頃ごろ、信奈さまと相良先輩は本能寺であんなことやこんなことを、と妄もう想そうするのに忙いそがしく……申し訳ございません、師し匠しよう～！」

「ちと浮うかれておますなあ、光秀はん。お心が乱れておられる証しよう拠こどすえ。ご陽気に振ふる舞まうことで、お心の乱れを誤ご魔ま化かしてはるんどすなあ」

「そそそそそんなことはありませんですよ、師匠？　信奈さまも、お子が生まれれば子育てで手一いつ杯ぱいに。先輩への愛の八割くらいは子供に向かうですう！　その隙すきにこの十兵衛が、先輩の第一の側室としてお役目を……！　あーっ!?　ぜんぜん発句のことを考えられないですううう！」

「くすくす。ほんに、困ったお方やこと」

　すでに大勢の客を集めてしまっているです、発句を早く詠まねばならないです。ああ。でも、これは残り九十九の歌に繫げねばならない重要な句。主題を決める句です。それなのに本能寺のことで頭がいっぱいで、なにも思い浮かばないですう！

　えーい、こうなったら「源氏物語」の六ろく条じようの御み息やす所どころの歌あたりを適当にいただいて──未来語で言うところのパクリを──「本歌取り」は歌詠みの常識ですぅ！　って、なぜ十兵衛は光ひかる源げん氏じに失しつ恋れんして生いき霊りようや死霊と化し、恋こい敵がたきを殺しにかかった六条御息所に自らを見立てているですかあああ！　わざわざ愛宕山まで登って引きこもってやっているというのに、生き霊を飛ばして信奈さまの初夜を妨ぼう害がいしてしまっては、切腹ものですう！

　このところの光秀は完全に躁そう状態だが、これは、信奈と良晴の初夜があらゆる意味で気がかりなためであった。少しでも油断すると「やっぱり先輩は信奈さまだけを……」と鬱うつ感情が襲ってくるので、けんめいに明るく振る舞っているのである。鬱化すれば、ほんとうに生き霊を飛ばしかねない。紹巴は当然、そのような光秀の懊おう悩のうを見み抜ぬいていた。

　そして、同じくもう一人、光秀の心中を察していた者がいた。

　そう。

　上京の今出川邸ていから馬を飛ばして愛宕山へと登ってきた、細川藤孝であった。

　先刻、鬼の形相を剝むき出しにして牛を素手で葬ほうむり、公家衆を「一人でも抜ければ全員殺す」と脅きよう迫はくしてきたあの男とは、まるで別人。いつもの、少女のような笑みを浮かべた優ゆう雅がな貴公子がそこにいた。

「遅おそくなりました、紹巴どの。わたくしが発句を代わって詠みましょう。詠み人は明智光秀──十兵衛ということでお願いいたします」

「藤孝はん。いつもながらに、風流なお方やわあ。光源氏もかくやの美しさどすなあ」

「エッッッッッッッッッ？　藤孝どのが、どうして発句を？　それは十兵衛の役割ですう！」

「ですから、代役ですよ。記録上はあなたが詠んだ句となりますから、ご心配なく」

　愛宕百韻は、細川藤孝によって開始された。

　その、発句は。




「時は今　天あめが下しる　五さ月つきかな」




　光秀は、顔色を失っていた。

　これは関ヶ原の折に、細川藤孝が光秀に「未来」を告げた時の「句」ではないか！

　明智光秀の「未来」にして「運命」。

　没ぼつ落らくした土と岐き氏が天下を盗とる時が来た、と「天下盗りの野心」を剝き出しにした句ではないか！

　明智家は、美み濃のの大名だった源氏の名門・土岐氏の末まつ裔えいなのである。事実、光秀が旗印に用いている桔き梗きようの紋もん章しようは、土岐氏の家紋「土岐桔梗」。

　あの斎藤道どう三さんが主家の土岐氏を追放して美濃一国を奪うばったことが、土岐氏凋ちよう落らくの第一段階。ただしこの時、幼かった光秀は道三に「天下人の器量あり」と認められて小こ姓しように抜ばつ擢てきされたのだった。

　だが、下げ克こく上じようの世である。その斎藤道三が息むす子この斎藤義よし龍たつに美濃を追われたことが、土岐氏凋落の第二段階。父・道三を憎にくんでいた斎藤義龍が明智家の存続を許すはずがなく、光秀は老いた母とともに浪ろう々ろうの身となり、明智家は存亡の危機に陥ったのである。

　また、光秀の諸国見聞は、道三の希望でもあった。美濃を落ちる前後の道三はすでに、自分の志を織田信奈に継つがせると決めており、光秀は「いずれ信奈どのに仕えよ。そのために京や諸国を見聞せよ」と道三に命じられていたのである。

　故ゆえに、明智家とは、「土岐氏」なのである。

　この歌では、「時」と「土岐」が、掛かけ詞ことばになっているのだ。信奈が「岐ぎ阜ふ」と「義父」を掛かけたのと同じに。文字数が限られた和歌では、よく用いられる手法である。

「ちょ。藤孝どのっ？　そっ、その歌は……ダメですう！　十兵衛がそんな物ぶつ騒そうな歌を詠んだことにされては、困りますですう！」

「考えすぎです。ただの歌ですよ、十兵衛。天下を盗りなさい、とけしかけているのではありませんよ」

　あやしいですううう！　と十兵衛がうろたえているうちに、藤孝は「次の句はわたくし自身が詠みましょう」と連歌会をすっかり仕切っていた。紹巴も、「そうどすな」と藤孝と歩調を合わせている。

　この二人……まさか、最初から今夜の連歌会を仕切ることを申し合わせて……？　と光秀が気づいた時にはもう、愛宕百韻は走りだしていた。




「水みな上かみまさる庭の夏山」




　細川藤孝が涼すずやかな声で「脇わき句く」──二句目を詠めば、紹巴が「第三」──三句目をすかさず口にする。




「花落つる池の流ながれをせきとめて」




　発句が「明智光秀＝惟これ任とう日向ひゆうが、謀む反ほん」の宣言だとすれば、細川藤孝の脇句と紹巴の第三にはどのような「裏の意味」があるのだろうか？　わからない。「水上まさる庭の夏山」も「花落つる池の流」も、なんらかの掛詞、あるいは暗号なのだろうか。水が流れる庭？　池？　どこの屋や敷しきのことを暗示しているのか、すぐには閃ひらめかないです。本能寺ではないです、あすこは寺ですから、そんな風流な屋敷では……。

「ほほほ本能寺の堀ほりは、池と呼べるほど深いものだったでしょうか？」

　光秀は激しく混乱していた。出された「ちまき」を、皮ごとかじっている。関ヶ原ですでに乗り越こえたはずの「運命」を、なぜ今こ宵よいこの時、細川藤孝は蒸し返してきたのだろうか？　紹巴にまで協力させて？

「ふ、藤孝どの。いったい……」

「ですから、ただの歌です十兵衛。考えすぎですよ。すでに『運命』は覆くつがえっております。織田信奈と相良良晴は今頃、本能寺で結ばれていることでしょう。もっとも、あと一刻ほどは猶ゆう予よがあるかもしれませんがね。なにしろ、二人とも呆あきれるほどに奥手ですから」

「や、やめてくださいですぅ！　ま、またしても十兵衛の心を乱そうと……操ろうとしているですね？」

「いいえ？　相良良晴のことをすっぱり諦あきらめていただこうとしているだけです。この愛宕百韻の連歌会を契けい機きとして。十兵衛もそのために敢あえて今夜開催したのでしょう、あの二人の初夜に邪魔者を──つまり自分を割り込ませぬために」

　それは、そうですが……光秀は惑まどった。なにぶん、光秀は暗示に弱いのだ。知力が高く、頭の回転が速く、想像力に溢あふれているだけ、ひとたび暗示を受けると妄想が無限に膨ふくらんでしまう。かつては松永久秀の「邪言」に容易たやすく操られたこともある。藤孝が関ヶ原であの「切り札」を切ったのも、光秀ならば言こと霊だまによって容易に操れると知っていたからだった。

「操るならば、歌ではなく、直接言いますよ。以前はキリシタンに出家されて拒こばまれましたが、もう、よろしいでしょう。相良良晴の世界大奥は設立されませんよ。今後、斎藤利三がどれほど運動しても、織田信奈はああいう性格のお方ですから、それだけは吞のめますまい。話が大きくなりすぎたのがむしろ仇あだでしたね」

　事実、十兵衛一人くらいなら、と信奈がぽろっと漏もらしたことがあった。あった気がする。妄想かもしれないが。いや、たしかに言った。

　だが、ごくささやかだった側室話が、小早川隆景支持派を巻き込んで「大奥」構想に、そしてエリザベス女王やフロイスを加えた「世界大奥」構想にどんどん膨らんでいったために、すべて「無し」になったと言っていい。

　ひとたび信奈が良晴に側室を認めれば、冗じよう談だん抜きで側室の数は百人規模に膨れあがる。世界大奥は「世界会議」でもあるため、側室は同時に世界会議の「議員」を兼かねるのだ。このため、側室希望者が全世界から集まってしまう。

　たとえばイングランドのエリザベス女王を世界大奥に迎むかえれば、フランスの特別遊ゆう撃げき隊やイスパニアの側室候補（たぶん折悪あしく日ノ本に来てしまっているファルネーゼがそのお役目を押しつけられる）、教皇に仕えるフロイスをはじめ、誰だれをも拒めなくなる。すべての国から平等に希望者を受け入れねば、ただちに国際問題になるからだ。カトリックとプロテスタントの双そう方ほうに公平であるためには、「来る者は拒まず」の一択たくしかない。

　生まれながらに家族の愛情に不足したことのない光秀は、戦国の武将とは思えぬほどにお人好よしで、常に家族愛に飢うえて孤こ独どくだった信奈ほどには独どく占せん欲よくは強くない。相良先せん輩ぱいほどの殿との方がたでしたら、側室十人くらいなら問題ないです、男の甲か斐い性しようですぅとすら思っている。

　だが、光秀が信奈の立場でも、百人規模の世界大奥設立を迫せまられたら「多すぎますぅ！　冗談じゃないですぅ！」と切れるだろう。

　日ノ本の恋れん愛あい物語史上に名を遺のこす光源氏ですら、そのはぁれむは（世界大奥に比べれば）慎つつましいものだった。「恋愛」の結果、恋こい人びとを側室に迎えるのはいい。光源氏も辿たどった道だ。だが、世界大奥が本格稼か働どうすれば、良晴のもとに側室を入れることが「政治の手段」になってしまう。それは違う、先輩も望んでいないです、と光秀は思わざるを得ない。

　どのようなかたちであれ、側室入りは「自由恋愛」の結果でなければならない。エリザベス女王は本気で相良良晴に恋しているが、イングランドに対たい抗こうする諸国が負けじと送り込んでくる側室候補の全員がそうなるとは限らないのだ。

　光源氏の没落も、「恋愛」の結果として結ばれた女によ人にん以外の者を──「政治」のために「政略結けつ婚こん」した相手・女おんな三さんの宮みやを妻に迎えたことからはじまったではないか。

　女三の宮が「正妻」となった瞬しゆん間かんに、源氏の「運命の女性」だった紫むらさきの上うえは心が折れて、光源氏の愛を信じられなくなった。光源氏から逃にげるかのように出家を望むようになり、ついには六条御息所の死霊に憑つかれて死んでしまったではないか。そして、紫の上を失った光源氏もまた、紫の上の後を追うように出家し、自らの生しよう涯がいを深い絶望と哀かなしみのうちに終えたではないか。

　信奈と良晴もまた、「政略結婚」を受け入れれば、おそらくは同じことになる。二人の愛は、壊こわれる。それは、信奈の破は滅めつを意味する。信奈には、良晴が必要なのだ。自分を深く理解し、愛し続けてくれる殿方が。そして信奈が破滅すれば、良晴もまた。あの二人は、お互たがいなしには、生きてはいられない。それほどに強く結びついているのだ。

「ともあれ、すでに織田信奈の運命は覆りました。あなたが覆したのですよ、十兵衛。それなのに生涯独身を貫つらぬくというのですか？　それは未練でしょう。あなたはもう、決断を下したのですから。今こそ、わたくしと夫婦めおとになりませんか？」

　受けるべきです、と光秀の理性が囁ささやく。六条御息所のような生き霊や死霊にならないためにも、未練をすべて断ち切るべきです、と。

　だが。

「……藤孝どの。十兵衛は……十兵衛が愛する殿方は、生涯にただお一人……それは……それだけは……とても有り難がたい申し出なのですが……も、申し訳ありません……受けられないです……」

　どうしても光秀は、自分の「心」を裏切れなかった。決して六条御息所にはならない。自分は、信奈さまとの友情も、先輩への愛情も、いずれも抱いだいたまま人間として生きていける。だいじょうぶ──むしろ己おのれを裏切れば、その時こそ、「心」が壊れる。そう直感したのだった。二度までも自分に求婚してくれた細川藤孝には、ほんとうに「申し訳ありません」としか、言いようがないが──。

「ふふ。すべて想定通りの答えです。さすがは十兵衛、一いち途ずなお方ですね。しかし、愛する殿方は生涯ただ一人とは、キリシタンのようなことを仰おつしやる」

　意外にも──細川藤孝は、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「い、一応はキリシタンです……洗礼名はガラシャ……聖書の内容はほとんど知らないですが……十兵衛にとっては、デウスではなく、信奈さまこそが」

「わかりますよ。さて。それでは、愛宕百ひやく韻いんを続けましょう──よろしいですか。はじめの三句は覚えておいてください、十兵衛。とても、だいじな歌なのですから──」

　細川藤孝の笑顔の意味が、この時、まだ明智光秀には理解できなかった。

　三句にどのような「裏の意味」が隠かくされているのかも。

　まだ。まだなにかあるのですか。今宵京を離はなれたのは、あるいは痛つう恨こんの失策……？

　光秀が、言い知れぬ不安と、泣きだしたい衝しよう動どうとに耐たえながら、己自身の心と戦っているこの間にも。

　時間は、容よう赦しやなく流れていく──。




「その時」へと、向かって。








「本能寺の変」勃ぼつ発ぱつまで、あと、三時間。




【南蛮寺】




　下京。

　本能寺から東に約二百メートル。ここに、南蛮寺があった。

　織田信奈を「運命」から解き放つためにジパングを訪おとずれていた異い端たん者ガスパールは、フロイス、オルガンティノとともにこの日の夜も、カトリック陣じん営えいの面々から「プラトン立体」について質問攻ぜめを受けていた。

　フレデリコ会を率いる「虚きよ言げんのソテロ」ことルイス・ソテロは、イスパニア国王フェリペ二世の忠実な僕しもべである。「ガスパールを異端として狩かる」という最大の目的は巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノに禁じられ、石見銀山を奪うという「一いつ攫かく千せん金きん」の野望もまた夢と終わったが、ソテロとしてはせめてガスパールが「ふたつ」入手したというプラトン立体を回収したかった。

　というのは──「カトリックですかーっ！」と信しん仰こう心（に基づく世界征せい服ふく）に燃えるフェリペ二世とは同じハプスブルク家でも大おお違ちがい、絵に描かいたような「趣しゆ味み人」にしてコレクターの神聖羅馬帝てい国こく皇帝ルドルフ二世が、世界に五個しかないというプラトン立体の「コンプリート」を目指しているからである。

　なので、ガスパール暗殺という最大の仕事を失ったソテロは、「プラトン立体をフレデリコ会で確保して、ルドルフに高値で売る！　これでイスパニアは財政破は綻たんを免まぬかれるのよ！」と商人になった気分で南蛮寺に居座っているのだった。

　むろん、皇帝が派は遣けんした「プラトン立体調査団」とも言うべき学者たち・錬れん金きん術じゆつ者たち・占せん星せい術じゆつ者たちも、虚言のソテロにプラトン立体をネコババされるまい、とやはり南蛮寺に入れ替かわり立ち替わり。

　ソテロは、

「むきー！　ルドルフの野や郎ろう！　十字軍遠征を勅ちよつ許きよ一枚で止めておいて、お宝探しぃ？　許せないっ！　プラトン立体を私に渡わたさないと、こっそりアナテマするわよ！」

　と今夜もガスパールを詰きつ問もんしているし。

「ノストラダムスどのを連れてくるべきでした。彼のプラトン立体さえあれば、ガスパール。そなたのホロスコープを作成して『運命』を読めましたのに」

「一個も持ち帰れないのでは、陛下がぐずる！　三種の神器は諦めますが、残るもうひとつのプラトン立体は譲ゆずっていただきたい！」

　皇帝の配下たちも、ソテロに出し抜ぬかれまい、と執しつ拗ようである。

　これでは、ガスパールは身動きできず、織田信奈のもとに窺うかがうこともできない。

「プラトン立体。それは世界に五つしかないと言われる『時空を超こえる力』を持つ古代の宝具。『人手によらずに切り出された石』よ。浮うき世よ離ばなれしたルドルフは、どれほどの高値を付けても購こう入にゆうするわ。ルドルフが『触ふれた』ことのあるプラトン立体は、たったふたつ。ひとつは、ジョン・ディー二世が操る正四面体『火～サラマンドラ～』。大天使ウリエルちゃんを自じ称しようするディーが『ケリーちゃん』って呼んでるアレね。特とく徴ちようは、遠えん距きよ離り透とう視し。地球の裏側の映像をも透視することができる。ジパングに来てからはずーっと調子が悪いみたいだけれど！　地球の裏側の梵ぼん天てん丸まるなんかを透視するからよ、無茶させすぎたんだわ」

「もうひとつは、フランスのノストラダムスどのが所持する正二十面体『水～ウンディーヌ～』です。特徴は、未来透視。対象者のホロスコープを浮かびあがらせ、術士自身が未来を読み解くという上級者向けの石です。残りみっつのうちふたつが、少なくともジパングに──しかも、あなたが絡からんでおります。ガスパールどの」

　ガスパールはかつてインドのゴアで遭そう難なんし、記き憶おくを喪そう失しつしていた。それ以前の人生については、まったく覚えていない。あたかも、相良良晴が天てん王のう寺じで天あまの岩いわ戸とを潜くぐりかけたのち、織田信奈に仕えていた時代の記憶を失ったのと同じに。だが、「ジパングのオダノブナ」という不思議な響ひびきを持つ言葉と、そして正十二面体の「プラトン立体」だけが、すべてを失った彼のもとに残されていた──。

「ですから、何度も正直に申しました。ゴアで……いえ、実際はマラッカだったかもしれませんが……遭難事故に遭あったらしく、あの前後の記憶は定かではなく……ともあれ、私が入手したプラトン立体の性質は『第五元素』。特徴は、未来透視です。映像を透視して石に映し出すという点では、『火～サラマンドラ～』に似ています。ですが、時間軸じくを移動して『予知』を行えるという点では、『水～ウンディーヌ～』に似ております。両者の中間に位置する能力を持っておりました。私がジパングを目指した一因は、新たな宝具を求めて冒ぼう険けんを続けるうちに、極東の国、世界の東の果てジパングに、さらなるプラトン立体がある、と知ったからです」

「だからあ。こっちの質問に答えなさい、ガスパール！　ひとつめ！　その『第五元素』のプラトン立体は今、どこにあるのっ？　南蛮寺を片かたっ端ぱしから家や捜さがししたけど、手がかりひとつ出てこなかった！　ふたつめ！　どうしてやまと御ご所しよの三種の神器のひとつが『プラトン立体』だったの、あんたはどうしてその秘密を知ったの？」

　ガスパールは常にのらりくらりと追つい及きゆうをかわす。感情的になることもない。いかなる引っかけも脅おどしも通じない。今日などは、業ごうを煮にやした審しん問もん官がソテロの制止も聞かずにガスパールの小指を「ぴきり」とへし折ったが、ガスパールは痛みすら感じておらず、黙だまって折れた指を再びつなぎ合わせて「接合」してしまった。折れたはずの指は、瞬時に回復していた──。

　あまりに人間離れしている。この男はまことに魔ま術じゆつを会え得とくしている怪かい物ぶつなのか。

　以来、審問官たちは、ガスパールに指一本触れなくなった。「接せつ触しよくすれば魔力が伝染うつるのではないか」と恐おそれたのである。ちなみに、ソテロは試しに死なない程度の軽い毒物をガスパールのワインにこっそり入れて飲ませてみたが、予想通り、ガスパールにはまったく効かなかった。おそらく、致ち死しの猛もう毒どくを飲ませても同じだわ、この男の身体からだは生きながらにしてすでに死んでいるも同然、と気づいた。

　あるいは、首を落としてもなお、ガスパールは平然と活動し続けるのではないか。

「『第五元素』は、一連の戦乱のうちに喪失いたしました。たとえ見つけたとしても、使えませんよ。『火～サラマンドラ～』が不調を来きたしたのと同様に、ジパングに入って以後、『第五元素』も原因不明の不調に。最後には、まったくの機能不全に陥おちいっていたのです。どうやら世界には、プラトン立体の力に干かん渉しようし混乱させる『特異点』とも言うべき存在がいるようです。ジパングにはなぜか、その種の人物がいるらしい」

　たしか「火～サラマンドラ～」の不調の一因は、異様なホロスコープを持つ伊達政宗こと梵天丸とジョン・ディーが接触したことだったわよね……でも、伊達政宗とごっつんこする前からすでに「火～サラマンドラ～」は挙動がおかしかったとか……とソテロは首を捻ひねった。いずれにしても、ジパングにはプラトン立体の力に干渉する人間がいるらしい。

「わかったわ！　ガスパール。あんたもジパングの誰だれかと接触して、『第五元素』をダメにされたんでしょ？　織田信奈を操り損そこねたのも、そのためね？　そいつは誰？　いったい誰なの？　そいつのホロスコープは？」

　ガスパールはしかし、微笑みながら「その者」の名前を決して口にしない。西にわずか二百メートル。本能寺に、その者はいる──が、最後まで誰にも明かすつもりはなかった。とりわけ、今こ宵よいは織田信奈と相良良晴の初夜なのだから。

　すでに、織田信奈が処女王である必要はなくなった。エリザベス女王のほうが、「処女王」を捨ててもよい、とガスパールですら想像もしていなかった「変化」を果たしたのだ。織田信奈とエリザベス女王は、共存できる。相良良晴がいて、なお。むしろ、相良良晴こそが彼女たちには必要だったのだ、とガスパールは悟さとったのだ。

（相良良晴が『第五元素』のプラトン立体を持っていることを、決して悟らせまい。ルドルフの配下はともかく、イスパニアの破産が迫せまっているフレデリコ会は、あれを盗ぬすむために本能寺を襲しゆう撃げきしかねない）

　皇帝の配下の学者たちは、もうひとつの質問を──なぜ「三種の神器」の中にプラトン立体が入っていると知った？　と、知的興味からガスパールに重ねて尋たずねてきた。

　すでに彼らは、御所から神器を盗むことは諦あきらめている。それは皇帝のもとからロンギヌスの槍やりを盗み出すかの如ごとき暴挙であり、サムライの国ジパングとの外交関係の破綻を招くからだ。質問の動機は、ジパングとプラトン立体の関係性の謎なぞを知りたいという知的好こう奇き心しんであった。

「三種の神器のひとつ『八や尺さか瓊にの勾まが玉たま』こそが、立方体のプラトン立体『地～ノーム～』です。特徴は、『ヤコブの梯はし子ご』を開く力。『見る』力ではなく、『移動する』力を持っている石です」

「なぜそれがジパングに？　どうして知ったのだ？」

「実際のところは、当事者にしかわかりませんよ。これはあくまでも、世界を冒険してあなた方にとっての『異教徒』たちが遺のこした伝説や遺い跡せきを調査してきた私が導き出した仮説ですが、『イスラエルの幻まぼろしの十支族』と『失われた聖せい櫃ひつ』の伝説はご存じですね？　古代のイスラエル王国の神しん殿でんには、聖櫃と呼ばれる聖なる箱が祀まつられていました。しかしイスラエル王国は崩ほう壊かいし、イスラエル十二支族のうち十の支族が歴史から姿を消し、聖櫃もまた行ゆく方え不明となった──」

　その聖櫃の中にプラトン立体があったというのだね、と皇帝の配下が尋ねる。

「あくまでも仮説ですが。聖櫃とジパングの神輿みこしとは、よく似ております。形状のみならず、祭りにおける担かつぎ方までもが。やまと御所の神器『三種の神器』そのものが、あるいは、聖櫃に収められていたみっつの宝具、マナの壺つぼ、アロンの杖つえ、十じつ戒かいの石版を模したものだとも考えられます」

「正倉院にはあらゆる西方の宝物が眠ねむっているという。古代羅馬帝国や波斯ペルシヤの秘宝までもが。ジパングは東の果て。大航海時代以前の『世界』においては、まさしく『旅の終着駅』だったろう。どのような古代の遺物や宝具が眠っていても、不思議ではないが……」

「三種の神器のうち、草くさ薙なぎの剣つるぎはジパングの先住民族が祀っていた蛇じや神しんヤマタノオロチが所持していた神しん剣けんだとされていますが、八尺瓊勾玉と八や咫たの鏡かがみは天津神一族が天岩戸に隠かくれた天あま照てらす大おお神みかみを呼び戻もどすために作った、とジパングの神話にはあります。『天岩戸』とはつまり、われらヨーロッパ人が『ヤコブの梯子』と呼ぶもの。異世界、あるいはこの世界の過去ないし未来へと行くことのできる『時空の門』です」

　皇帝に仕えるカバリストが「異端審しん問もん官の諸君には耳を塞ふさいでいていただきたいが」と前置きして、そっと告げた。ガスパールへ向けて。

「モーゼが海を割ってユダヤの人々をエジプトから逃にがしたあの逸いつ話わも──実のところ、カバラの世界では、こう解かい釈しやくされているのじゃ。モーゼは『ヤコブの梯子』を開いて空間と空間とを繫つなげ、人々に海を渡らせたのだと。もっとも、『ヤコブの梯子』は狭せまき門。いちどに一人しか渡れない上に、記憶を失う危険があるはずなので、この説は眉まゆ唾つばじゃが……」

「モーゼは海上に『ヤコブの梯子』を開いてみせて海が割れたように錯さつ覚かくさせ、追撃してきたエジプト兵に『神の奇き跡せき』を見せつけて撤てつ退たいさせたのかもしれませんよ。第六天魔王と恐れられていた織田信奈がジパングの民衆、とりわけ女性たちから『戦乱のジパングを平定するために降臨した戦いくさの神なのではないか』と支持されるようになった一因は、明らかにあの『天岩戸開き』ですから。あれで、この国の『流れ』が変わったのです」

　なるほど。「見せるだけ」ならば、ありうる、とカバリストが頷うなずく。

「八尺瓊勾玉は、すでに角が取れて丸くなりつつあった『地～ノーム～』を勾玉の形に加工して作られたものでしょう。天津神一族の誰かが、知っていたのです。『ヤコブの梯子』を開く大魔術の原理を。しかも、その奇跡を可能とする宝具を自分たちが持っていることを。他ほかのふたつの宝具はプラトン立体由来ではありませんので、説明は割かつ愛あいしますが──極東の島国ジパングは、南から、西から、北から海を越こえて訪おとずれた多種多様な文明の坩堝るつぼなのです。故ゆえに、聖櫃だけが御所を作ったのではありません。だが、『地～ノーム～』は、たしかに御所にある──」

「あんたが瀬せ戸と内ない海かいから引き上げて、織田信奈に使わせたんでしょ？　どうして御所に返してしまったのよ？　もう取り戻せないじゃない！」

　ソテロが思わず「むきー」と地じ団だん駄だを踏ふむ。

「……織田信奈さまは、新たな天照大神、すなわちジパングの神になる道を選びませんでしたからね。相良良晴とともに、人間として生きる道を選ばれた。人間として生き、かつ、ジパングを平定し統治するという困難な道を……それで、よかったのです。私の旅も……織田信奈さまがエリザベス女王陛下と巡めぐり会ったことで、二人が邂かい逅こうしたことで……どうやら、終わりを告げたようです」

　しかし、まだ謎が残っている、とカバリストが告げていた。

「プラトン立体は、あとひとつあるはずなのじゃ。『風～シルフ～』。正八面体のプラトン立体がのう。これは、カバラの文ぶん献けんや錬れん金きん術じゆつの文献をいくら調べても出てこない謎の石じゃよ。ガスパールどの？　あなたならば、あるいは──最後のひとつ。『風～シルフ～』の在あり処かをも、知っているのではないかな？」

　いえ。五つめの石については、まったく。手がかりすら得られませんでした、とガスパールは静かに答えていた。

「『火』が遠距離透視。『水』と『第五元素』が未来透視。『水』は間接透視で、『第五元素』は直接透視じゃな。そして、『地』が時空間移動。残る『風』の特徴は、なんじゃと思われる？　わしの推理では、おそらくは、『地』と対ついをなすものじゃ。すべてが揃そろった時にこそプラトン立体の──いや、この『世界』そのものの謎が解ける、そうは思わぬかね、ガスパールどの？　いったいこの『世界』とは、なにか。いかにして生まれたのか。なんのために存在するのか。われら人間の魂たましいの行方は。われらはどこから来て、どこへ行くのか？　そして、『神』とは！　すべてが明らかになる！　全カバリストたちの夢が叶かなうのじゃよ！」

「ええ。ですが、われわれがどれほど捜さがしても、それは見つかりますまい。聖せい杯はいは、『選ばれた騎き士し』の前にのみ出現するのです。もしも織田信奈がそれを必要とするならば、しかるべき時に、『風～シルフ～』は相応ふさわしき騎士の前に現れるのではないでしょうか。そしてその時、『風～シルフ～』の力の秘密も、明かされるでしょう」

　この時──異端審問官たちの数が少ない、とガスパールは気づいた。ソテロが必死で尋じん問もんしてくるので、フレデリコ会のメンバーは南蛮寺にすべて引きつけている、と思い込んでいた。だが……だが、やはり、減っている。

　しかし、ソテロたちに囲まれている以上、自ら動くことはできない！

（そうか。やはり、動きはじめたのか。織田信奈さまの──「運命」が）

　ガスパールは──「旅の終わり」が近いことを、確信していた。私がどこから来てどこへ行くのか。なんのために生まれたのか。私は、ジパングの女王・織田信奈を救うことができるのか。

　かつて明で読みふけった東アジアの歴史書には、この言葉が刻まれていた。皇こう帝ていから残ざん虐ぎやくな腐ふ刑けいを受けながらも恥はじを忍しのんで生き延び、古代の夏か王朝・殷いん王朝から漢かん王朝へと至る膨ぼう大だいな人類の歴史を綴つづった歴史家・司し馬ば遷せんの、悲痛とも言える叫さけびの言葉が。

「天てん道どう、是ぜか非か」。

　私がなそうとしていることは、歴史を書き残すことではなく、歴史を変えることだ──ガスパールは（男性器のみならず、この全身はもはや死んでいる。実のところ私の身体は、生きてすらいない。死人の身体なのだ。五体に痛覚はなく、脳には記き憶おくすらなく、心の臓に宿る感情すら鈍どん麻まし損なわれた。己おのれの出自すらわからない。私が相良良晴なのか、そうでないのかすら。それでも止まらなかったのは、ただ、織田信奈さまを──）と呟つぶやき、そして瞼まぶたを閉じていた。




【本能寺】




　愛宕山で「愛宕百ひやく韻いん」が開かい催さいされ、南蛮寺ではガスパールが「プラトン立体」の在り処について尋問を受けていたこの時。

　織田信奈。

　そして相良良晴。

　二人は、「運命の場」本能寺に宿しゆく泊はくしていた。

　丹羽長秀、柴田勝家、津田信澄らを送りだしたあと、小こ姓しようの森もり乱丸が運んできた夕ゆう餉げを摂とり、本能寺内に信奈が造らせた「未来人好み」の「温泉」で順番に入浴を済ませて──深夜、ようやく閨ねやに揃って入ったのだった。

　本来、この時代の風ふ呂ろといえば蒸むし風呂が主流で、京で全身ばっちり入浴できる温泉に入るためには、温泉が湧わいている山へと登らなければならなかったのだが、良晴は未来から料理だけでなく温泉文化をも持ち込んでいたのだった。

　山に登らなくても、いつでも気軽に温泉を楽しめれば最高だ！

　もともと無類の温泉好きだった武田信玄が、未来人の良晴と温泉に入った時にそう閃ひらめいたらしく、北条氏康に迫って小お田だ原わら城に人工の小さな温泉を築かせたのを皮切りに、各国の大名、武将、豪ごう商しよう、趣しゆ味み人らがこぞって自分の城や屋や敷しきに温泉を設けるようになっていたのである。

　もちろん、小田原城のように箱根山からほんものの温泉の湯を直接引き入れることは難しい。なので、水を薪まきで沸わかした風呂はすべて「温泉」と呼ばれるようになっていた。

　とりわけ、「清潔」と「美容」に余念がない姫ひめ武将たちは、続々と屋敷に温泉を築いた。すでに安土城では各武将の邸てい宅たくのうち、犬千代邸、勝家邸、長秀邸をはじめ、数割に温泉があった。温泉の湯は無理でも、水ならば琵琶湖にいくらでもあるので「水道」を築けば引いてこられるのだ。

　治安が回復した京でも事情は同じで、「関ヶ原の合戦」が終結した頃ころから、京の商人たちは次々と豪邸内に温泉を築いていた。京は空前の温泉ラッシュとなっていたのである。風流好みな商人の中には、いわゆる日本庭園と温泉とを融ゆう合ごうさせる者も出てきた。豪邸内に自然の温泉と寸分たがわぬ「露ろ天てん風呂」を造るという趣向である。

　もっとも、本能寺の温泉はごく小さなもので、露天ではなく屋内仕様。大きさはビジネスホテルのバスタブ程度で、いちどに一人しか入れない。信奈にとって京は「一時的に滞たい在ざいする出張先」にすぎなかったので、出費をケチったのだった。その代わり、安土城の高層天主のワンフロアをまるごと改装して下界を見み渡わたせる「空中庭園風呂」を造ろうという計画を立てている。いずれは大坂に本ほん拠きよを移転するとしても、当面は安土城が信奈と良晴の「家」になるからである。もっとも、完成前に大おお海うな原ばらへと出航するつもりではあったが。

　ともあれ──。

　ここに天下布武は成り、国内で信奈と良晴に残された仕事は、明日あしたの「相良良晴関白就任」「相良義陽大だい納な言ごん就任」と信奈の「官位決定」だけとなった。

　布団の上で、寝ね間ま着きに着き替がえた信奈が、指を折って確認している。

「誰だれがどこにいるか把は握あくしておかなくちゃ。万が一にも、三度目の初夜を邪じや魔まされないようにね！　もう未来語で言うところの虎とら馬うまになってるのよね。さあ、というところで必ず誰かが割り込んでくるんだから……！　あれって、なんなのかしら。それこそ『運命』？　運命が、わたしと良晴が夫婦めおととして結ばれることを阻そ止ししているというの？」

　がるるる、とまだ見ぬ侵しん入にゆう者への警けい戒かいを解かない信奈の肩かたをそっと抱だきながら、良晴は「まあまあ。気にしすぎだよ」と信奈をなだめる。

「姿は見せないけれど、五右衛門と一宗ちゃんが本能寺に結界を張って守ってくれているから、招かれざる客の飛び入り参加という悲劇は二度と起こらないってば」

「ええと。小早川隆景たち外と様ざま衆はすでに京にはいない。いちばん現れそうな十兵衛は、自ら気を利きかせてくれたというか、いつまた暴走しかねない自分を封ふう印いんするためというか、嵐あらし山やまを越こえて愛宕山まで登ってくれているわ。最大の関門は突とつ破ぱしたということね……まだ、十兵衛の生いき霊りようが肉体から離り脱だつして本能寺まで飛んでこないとも限らないけれど……あとは……」

「わざわざ本能寺から距きよ離りを取るというのが、十兵衛ちゃんらしいというか。あと、現れそうな女の子と言えば、けんにょかな？　落ち込んでいる時にはオーラが消しよう滅めつして『気配遮しや断だん』できるからな。いちどこういう場面に現れたよな」

「ああ、そういうこともあったわね……けんにょは、孫まご市いちのところで漫まん才ざいの修しゆ業ぎように打ち込んでいるそうよ。そもそも、きょうにょとの姉し妹まいゲンカもとっくに終わったんだし、だいじょうぶよ！　あーっ、そうだわ！　金ヶ崎から生せい還かんした良晴におっぱい揉もませていた六は？　あああああの時は、よよよ良晴がわわわわたしのもとに忍んでくるんだとばかり思い込んでいてじっと待っていたのに、よよよよりによってりりり六の……」

「待て、待ってくれ信奈！　それは誤解だ！　金ヶ崎から戻もどってきた時の俺は、お前の閨に一直線だったんだよ。なのに、なぜか勝家が立ちはだかって、約束を守るとかなんとか……」

「サルと化して好き放題に揉んでいたでしょう！」

「死線を何度もさまよいながらも生き延びたんだから、仕方ないよー」

「よくないっ！　でも、六はもう北陸へと向かっているわね。今から京に出現することはありえないから、六も問題なし、と！　あーっ！　そうだわ！　おっぱいと言えば、フロイスはっ？　敬けい虔けんな巡じゆん察さつ使のヴァリニャーノが、どういうつもりかアンチ・クライストの尖せん兵ぺいと化してフロイスに『良晴の側室になれ』と言いだして」

「ふふふフロイスちゃんは、ななな南蛮寺にいるよ。ここから二百メートル離はなれているからだいじょうぶ！　愛宕山まで登った十兵衛ちゃんよりはずっと近いけどさ。なにか、プラトン立体がどうのこうの、でガスパールとヨーロッパ使節団の連中がずーっと押し問答を続けているから、フロイスちゃんもしばらく動けないよ。もう眠ねむってるんじゃないかなあ？」

　ふーん。プラトン立体ねえ？　石っころ如ごときで、なにを異国に来てまで騒さわいでいるのかしら……と信奈がかわいく唇くちびるを尖とがらせる。しかし、最大のおっぱいを持つライバルのフロイスが南蛮寺に事実上押し込められていることは、今夜の信奈にとっては「幸運」。おっぱいのボリュームではフロイスと双そう璧へきをなす大友宗麟も堺へ行った（追い払はらった）し。わが生しよう涯がいの好敵手・小早川隆景と一いつ緒しよにね。良晴の弱点は小早川隆景と「おっぱい」だけれど、今こ宵よいの本能寺にはいずれも現れない。今夜こそ、横よこ槍やりが入ってきて良晴の気が逸それる可能性はもうない。

「あっ。ちょっと待って。まだいるわね。今川義元が！　そうよ、あんたとの婚こん約やく芝しば居いをやらせてみたら、そのままあんたと新婚旅行だか婚前旅行だかを決行したとんでもなく図ずう々ずうしい女よ！　時々なにかの気まぐれで知ち恵えが回ることもあるけれど、たいていは天然ボケ状態だから、その場の思いつきでなにをしでかすか」

「義元ちゃんなら、二条御ご新しん造ぞうで家族と水入らずの夜を過ごしているじゃないか。今夜に限っては絶対に来ないよ。ま、まあ、明日以後は、わからないけれど」

「あっ……そうだったわね！　それで本能寺の茶会を休んだんだったわね。ねえ、これってすごくない、良晴？　まるで、わたしと良晴に『二人きりの初夜』を誰かが与あたえてくれたかのような……」

　たしかにそうだな、と良晴は思った。むろん、本能寺には森乱丸をはじめとする信奈の小姓たちが侍はべっているが、乱丸の信奈への忠誠心は異常。信奈の命令は乱丸にとっては絶対。故ゆえに、閨には小姓たちは決して入ってこない。

　しかし、これだけ天てん丼どん要員が次々と本能寺から消えていく「幸運」は、ちょっと不気味というか、悪い予感がしないでもない。偶ぐう然ぜんが重なりすぎというか。あまりにも手て薄うすすぎるような……五右衛門が本能寺を侵入者から守ってくれているとはいえ、もしも大軍が押し寄せて来たらひとたまりもない。もっとも、京の入り口には明智軍が控ひかえているわけだが。

「……あっ、やっぱりダメよ！」

「え？　な、なにがダメなんだ、信奈？　まさか初夜を延期？　そりゃないよー！　絶対に失敗するはずがない条件が揃っている今夜も失敗したら、俺はもう切腹ものだ……！」

「違ちがうわよ。まだ、最大の難敵が残っているでしょう！　そうよ！　姑しゆうとめ面づらして振ふる舞まっている相良義陽よ！　『もはや我が慢まんならん！　私が姉として直接弟を手ほどきしよう、三み度たびの失敗は武士として許されぬ！』とかなんとか言いながら閨にまーた割り込んでくるということも……わたしと良晴の恋こい路じには、いったい何人の敵がいるわけえ!?」

「よ、義陽姉さんは、別に邪魔しようとしているわけでは。ただその、心配性しようなだけで……だいじょうぶ、今夜は絶対に本能寺には来ないよ。妙覚寺に泊とまって、明日の大納言就任に備えて身を清めておくってさ。俺たちの初夜がこんどこそ成功するようにと、妙みよう見けん神しん──北ほく斗と七しち星せいに祈いのってくれるらしい」

「……そうなの。ねえ？　新婚旅行の際には、八やつ代しろにも立ち寄りましょうね、良晴。あなたの故郷なんだものね……見てみたいわ、わたし」

「きっと気に入るよ。信奈が好きな、湊みなと町まちだ。熊くま出しゆつ没ぼつ注意という点だけが危険だけれども、徳とく千ち代よがあの一帯の熊を飼い慣らしているみたいだし」

　信奈は、幼い頃から湊が好きだ。海が好きだった。海の彼方かなたから来るものが好きだった。人も。船も。商品も。文化も。津つ島しまと熱あつ田たが、信奈にとっての故郷なのだ。幼い頃に訪おとずれた堺も、また。ザビエルとの出会い。日ノ本のどこにも居場所がなかった幼い信奈に「手を伸のばすのです」と教えてくれた、あのヨーロッパから来た宣教師との出会いが、信奈の人生を決定づけたと言っていい。恐おそれずに、手を伸ばすのです。必ず、摑つかみ取れる。そう、教えてくれた。

「──ねえ、良晴？　良晴はどうしてこの時代に呼ばれたのだと思う？　夜空に手を伸ばして、『来て』と天のほうき星に捧ささげたわたしの祈りに、良晴が応こたえてくれたのかしら？　それとも……」

「召しよう喚かんされた時の記憶はないから、どんな方法で来たのかはわからないけれど。でも、そうだよ。信奈。俺は、お前に会うために、この時代に、この世界に来た──俺の知っている歴史とこの現実の世界とでは、いくつか違いがあるし、俺が召喚された経けい緯いもいまだに明かされていないままだけれど、そんなことは問題じゃない。お前が生きているこの世界が、俺にとっては『ほんものの世界』だよ。俺は、お前と生きる人生を選んだんだ。俺の意志で」

　そう。もう、理り屈くつなどどうでもよかった。

　良晴が生まれ育った未来の世界と、「織田信奈」の世界。

　その間には、「織田信長」と「織田信奈」という決定的な差さ違いがあり、断絶があり、歴史の連続性は途と切ぎれている。

　しかし、そのようなことは、二人にとっては意味をなさない。

　そして、光秀が愛宕山へ向かったその想おもいにも、応えねばならなかった。

　今夜こそ。

　二人は──信奈と良晴は、「壁かべ」を越えて、恋を成じよう就じゆさせる。

　ほんとうの夫婦となり、残りの生涯をともに生き、ともに死ぬのだ。

　良晴は（もう緊きん張ちようもなければ不安も躊ちゆう躇ちよもない。父さん。母さん。俺は──この世界で生涯を終える。最後まで添そい遂とげるよ。信奈と──）と呟つぶやきながら、着ていた寝間着を脱ぬごうとした。

　懐ふところに、なにかが引っかかった。

「あ、そうだ。ガスパールから『プラトン立体』を預かっていたんだった。これ、俺が持っていていいのかな……？　あいつにとっては貴重なものらしいんだけど、俺の存在がこいつに干かん渉しようするらしく、もう、まともに未来を見ることはできないって」

「枕まくら元もとに置いておきましょう。ガスパールって、見た目が若かりし頃のザビエルさまに瓜うり二ふたつだし、いまだに何者なのかわからないけれど……わたしに対しては決して悪意を抱いだいていない、ということだけはわかるの。松永弾正や蝮まむし、そしてナバラ王国という『亡国』からジパングに流れてきたザビエルさまにどこか似ているの。なぜか、わたしに対してある程度の距離を取ろうと一歩引いているようだけれど……なんだかんだで、豆とう腐ふみたいに心が弱かった大友宗麟を守り抜ぬいてくれた人でしょう？　謎なぞめいていても、信じられるわ」

「そっか。そうだな。俺はあいつに敵視されて九州や関ヶ原でけっこう酷ひどい目にあったけれど、すべては信奈、お前のための行動だった。あいつが個人的に俺を憎にくんでいたというわけじゃなかったよ。松永久秀。道三のおっさん。ザビエルにガスパール。そして未来人の俺。この世界に居場所がない変わり者はみんな、お前に引きつけられる──俺にとっては、信奈。お前は……なんというか……生きてくれていることそのものが奇き跡せきのような、『夢』の結けつ晶しようなんだ」

「あ、ありがと……で、でも、あ、あんまり恰かつ好こういいことばかり言っていると、まーた失敗するわよ？　ちょっとくらいサルの本性を出してくれないと……」

「そ、そうだな。難しいなあ、男って～。最初の壁を乗り越えれば劇的に変わるはずなんだけど、ここまで何年もかかったせいかな？」

「……わ、わたしも脱ぐから……あ、あんまり、じろじろ見ちゃダメよ？」

「お、俺が脱がすよ、信奈。旦だん那なさま特権というやつだ。あ、あれ？　懐に固いものが……まさか短たん筒づつっ!?　はっ、はかったな～、信奈～！　やっぱり、俺の数々の浮うわ気きと本気を許しがたく……！」

「はあ？　どこの世界に、初夜の閨ねやに短筒持ち込む新にい妻づまがいるわけぇ？　違うわよ！」

「わかってるよ。冗じよう談だんだってば。緊張はほぐれた？」

「ほぐしすぎよっ！」

「で、なんなんだ、懐のそれは？」

「そうそう。わたしも、これを懐に入れっぱなしだったわ！　お守り代わりなの。わたしの、生涯の宝物よ！」

　良晴は、見た。

　それは──良晴がこの世界に持ち込んできた、スマートフォンだった。

　杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼうの銃じゆう弾だんを受けた、あのスマホだ。良晴が、父親から譲ゆずられた「建築現場用」の特別なスマホ。市し販はんの製品よりもはるかに頑がん丈じようで、高所から落下させても壊こわれない剛ごう性せいを誇ほこるものだった。

「……信奈……お前……ずっと……持っていて、くれたのか？」

「と、時々よ？　わたし、ほら、神かみ頼だのみとかあまりしないから。そうね、義元に追い詰つめられた桶おけ狭はざ間まの時くらいかしら。あの時は熱田神じん宮ぐうに築つい地じ塀べいを造らされて大損だったしね！　でも、今夜は特別な夜だから。こんどこそ、わたしが愛する殿との方がたが……良晴が……わたしを、抱だいてくれますように、って……わたしを、妻にしてくれますように、って。必ず願いが叶かなうの。この良晴からもらったお守りを持っていれば、ね」

　わかった。もう、だいじょうぶだ。信奈の願いは、叶う。

　俺が叶える。

　互たがいにそっと唇を重ね、そして。

「……最後にひとつだけ。信奈。どうして本能寺を選んだんだ、敢あえて？　『場』の力が働く分、ここは京のどこよりも危険な場所なのに」

「良晴。あなたと二人で『運命』を超こえたかったからよ。予言だの運命だの、わたしはいっさい信じないわ。わたしが信じるものは、限られた『今』を生きている命だけ。燃え盛さかる命の熱さだけ……二人ならば、超えられる。わたし一人では不可能だとしても、あなたがいてくれれば……そうでしょう？」

「……そうだ。そうだな。それでこそ、信奈だ。俺が……誰だれよりも惹ひかれた……俺自身の世界を捨てさせてまで、俺を……これほどに、夢中に……」
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「ねえ良晴？　まだ、『本能寺の変』は起こる？」

「起こらない。万が一起きたとしても、俺がいる。俺が、信奈を。お前を守る。俺は、そのためにこの時代に、この世界に来た。『自分の意志』で、お前のもとに来たんだ。覚えていなくとも。身体からだが。心が。そう、俺に教えてくれている」

「絶対に？　約束よ？」

「ああ。絶対に。約束だ。だから」

「……来て」

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが、消えて。

　信奈と良晴は。

　互いの想いを、ついに、遂げた。




　閨の中。

　二人が、積年の想いをお互いに惜おしみなく注ぎ合う間に。

　いつしか、日付が、変わろうとしていた。




「本能寺の変」まで、あと、半刻。




【愛宕山】




　夜を徹てつして続けられてきた愛宕百ひやく韻いんはついに、最後の「挙あげ句く」を残すのみとなった。

　しかし、明智光秀の心はこの愛宕百韻が続けられる間、千々に乱れていた。持ち前の古典教養を活いかし、かろうじて和歌の古典からの引用を多用して句を詠よんで後に繫つないではいたが、客人たちが詠む連歌の内容が頭に入ってこない。

　細川藤孝と紹巴が詠んだ最初の「三句」──発ほつ句く、脇わき句く、第三の「意味」を考えているうちに、そして、本能寺での織田信奈と相良良晴の逢おう瀬せを──初夜の模様をつい想像してしまううちに、時間だけが流れていた。

（なぜ藤孝どのは、「時は今」という発句を蒸むし返したのですか。本能寺の信奈さまのもとにはもう間に合いません。そのために、十兵衛はわざわざ愛宕山まで来たのです。ならば本気で、十兵衛と祝しゆう言げんを挙げるつもりで？　ですが、だったら関ヶ原でのあの件をご自分から蒸し返すはずが……わからない。わからないです。脇句の意味は。水みな上かみまさる庭の夏山、とは？　花落つる池の流ながれをせきとめて、とは……？）

　光秀は相変わらず、皮を剝むくことを忘れてちまきを口にしている。

「十兵衛に締しめていただこうと思っていたのですが、難しいようですね。挙句はわたくしが詠みましょう。皆みなさま、これにて今こ宵よいの愛宕百韻は終しゆう了りようとなります」

　挙句の詠み人は、誰あろう、細川藤孝──。

　愛宕百韻は、藤孝にはじまり、藤孝に終わろうとしていた。

　光秀はこの連歌会の間、ずっと上の空だった。挙動不ふ審しんだったと言っていい。織田信奈の「初夜」がよほど気がかりなのだろう、と光秀に同情していた参加者はみな、藤孝が挙句を詠むことに反対しなかった。藤孝はいつもと変わらず、優ゆう雅がな微び笑しようを浮うかべ続けていたのだ。

　その、最後の句は──。




「国々は猶なおのどかなるとき」




　光秀は、その「天下太平」を歌いあげた細川藤孝の挙句を耳にした瞬しゆん間かんに、目を見開いて立ち上がっていた。

　迷いが、振ふり切れていた。

　またしても──最後の句でも、藤孝どのは、「とき」という言葉を用いたです！　「時は今」からはじまる愛宕百韻の、最後の最後の言葉として！　日ノ本に真まことの天下太平をもたらすものは、土岐氏──それが、この挙句に隠かくされた裏の意味……!?　あの「運命」を予言した発句「時は今　天あめが下しる　五さ月つきかな」に対応しているです……！　その意味は、「運命は、なお成就する」……！

　ならば。今夜、京の守備を任された十兵衛がこうして愛宕山に自らを隔かく離りしたことは。

　一見、信奈さまと十兵衛自身を「運命」から守るための最善手だったかのように思われていた、今宵の愛宕百韻の開かい催さいは。

　あるいは、致ち命めい的てきな失策だったのでは……!?

　十兵衛不在の京に、なにか異変が……藤孝どのご自身がなにかを画策されているのか、それとも十兵衛に危機を伝えに来てくださったのか、いずれにしても！

　あの「本能寺の変」の「運命」はまだ、回かい避ひできていなかったです……！

「京を守るは明智光秀」。

　十兵衛は、やはり、本能寺に侍はべっているべきだったのです！

　それが、どれほど辛つらい任務であろうとも……！

　ああ……ああ……ああああ……！　信奈さま……！　先せん輩ぱい……！　十兵衛は……！

　いや。まだです。まだ、なにごとも、起きては……。

　間に合って……ください……！

「藤孝どの！　十兵衛は、ただちに京へと戻もどります！　ご免めん！」

　細川藤孝は、立ち上がった光秀に向けて「下京からは離はなれすぎております。もはや手て遅おくれでしょう」と静かに伝えていた。だが、光秀は走った。京へ。本能寺へ──！




【本能寺】




　夜が更ふけて。

　日付が、変わった──。

　無言のまま本能寺本堂の屋根の上に屹きつ立りつしていた蜂須賀五右衛門と石川一宗は、ついに闇やみに紛まぎれて本能寺の結界内へと侵しん入にゆうしてきた「刺し客かく」の気を察知していた。このまま終わるはずはない、誰かが来るに違ちがいない。その忍しのびとしての「直感」は当たった。しかし──本能寺の堀ほりと塀へいを乗り越えて音もなく庭園へと降り立った「その者」は、意外な人物だった。

　仮面を被かぶった忍びの男。

「伊賀上じよう忍にん、百地丹波。驚おどろいたな。俺の雇やとい主から伝えられた情報の通りだ。うぬら、『双ふた子ご』だったのか。俺としたことが、茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうの屋や敷しきではすっかり謀はかられていたな」

　伊賀で島左近率いる筒井軍に敗れて自害したはずの、百地丹波だったのだ。

　凄すさまじい殺気を帯びている。

　伊賀復興のために「仕事」を請うけたか、と五右衛門は思った。一人で忍んで来たのではあるまい。大勢の伊賀者を引き連れて、本能寺の結界を破ろうとしている。誰に雇われた？　わからない。口を割るはずがない。ならば、本能寺から排はい除じよするのみ。

「相良氏うじと信奈姫ひめの初夜は、誰にも邪じや魔まさせぬでござる。今宵は退ひくでござる。押し通るというのにゃら、討うち果たちゅ」

「……姉者に同じでごじゃる」

「ふん。まさに瓜うり二ふたつ。いかなる影かげ武む者しやよりも完かん璧ぺきよ。俺が茶屋屋敷で出会った忍びは、石川一宗ではなく、蜂須賀の、か。うぬらは元伊賀下忍、石川小六の娘むすめたちだな？　フハハハハ！　俺としたことが、野盗どもを集めて蜂須賀党を結成した頭領があの石川小六だとなぜ気づかなかった。なぜ、石川一宗の父親が石川小六だとすぐに気づかなかった。そうとも。『紅べに瞳ひとみ』は、石川一族の者の体質だ──石川一族は、身体の色素が薄うすい！　俺が今宵奪うばいに来たものは、貴様らの親おや父じ、石川小六が伊賀から盗ぬすんでいった『石』よ！　『石』を返せ！　返せば、黙だまって引き下がってやろう！」

「かつて甲賀で忍びの集会を開かせていたのも、われらが父をおびき寄せる策でござったか。どーりで、たいちてないよーのないちゅーかいでごじゃったな」

「その通りよ蜂須賀の。奴やつが情報収集のために変装して甲賀に踏ふみ込めば、即そく座ざに捕とらえるつもりであった。が、奴はついに現れなかった。なんのことはない。要は、すでに死んでいたというわけだな」

　石？　石とはなんでござる？　と、石川一宗が思わず呟つぶやいていた。

「姉者。父者が伊賀から盗んだ石とは、いったい？」

「長なが松まつ。『人手によらずに切り出された石』。役小角伝来の『石』にござる。父者は……」

「その名の通り、石川のは『石』に取り憑つかれておった！　伊賀から持ち去り、さらに丹波からも持ち去ったのだな！　二度も抜ぬけ忍となってまで、なぜそれほどに役小角の『石』にこだわる！　あるいは、石川のは──小六は、失われし『石』の秘密を知っていたというのか？　『石』の真の力を？　その秘事も、『石』とともに渡わたしてもらおう！」

　さもなくば、織田信奈と相良良晴の命を奪う、と百地丹波は仮面の下から黒い殺気を放ちながら宣言した。

　同時に、十名を超える伊賀者たちが、庭園へと集結を開始。

　いずれも、伊賀を代表する名うての猛も者さたちだった。

「『石』を渡しても同じこと。伊賀者の雇い主は、『石』を報ほう酬しゆうに、相良氏と信奈姫のおいのちをとれ、と命じたでごじゃるな！　にゃがまつ！」

　散！　と唱えながら、五右衛門は懐ふところにいつも隠し持っていた「あるもの」を、石川一宗へと渡して、瞬時に宙へと飛んでいた。

「伊賀者たちは、お二人の命よりも『石』の奪だつ回かいを優先するでござる！　『石』を持って本能寺のちょとへ！　ひとりでもおおく、ちのびをひきつけるでごじゃる！」

「んにゅう？　姉者？　これが……『石』？　これは、藁わら人にん形ぎようではにゃいか！　いったいどういう……」

「相良氏と契けい約やくを結びし時に、相良氏の髪かみの毛を封ふう入にゆうした人形でござるよ！　人形の腹のなかに、いちが……！」

「では、『石』を封ふうじた人形！　父者は、ただ下忍という境きよう遇ぐうから脱だつするために抜け忍となったのではなく、この『石』を隠し通すために、伊賀を抜け、丹波を抜けたにょかっ？」

「生き延びられれば、説明するでござる！　その『石』に相良氏の『運命』がかかっているでござる、にゃがまつ！　まもりとおちゅでごじゃる！」

「承知した！　父者がそれがちを捨ててまで守ろうとした『石』の秘密を知るまでは、決してちなぬ！」

　相良良晴が、戦国時代の尾張の合戦場に召しよう喚かんされたあの時。

「天下人」にさえなれるはずだった大器量を持つ男・木きの下した藤吉郎に相方として仕えていた蜂須賀五右衛門は、その藤吉郎が奇き怪かいな衣服に身を包んだ見知らぬ少年を庇かばって鉄てつ砲ぽう玉だまを喰くらい、あっけなく死ぬさまを見た。不思議なことに、五右衛門ほどの忍びが、藤吉郎をなぜか守りきれなかった。藤吉郎には、疑いなく天下をも盗とれる器量と天運が備わっていたというのに。億人に一人という強きよう烈れつな「気」を生まれながらに身に帯びた、日輪の子だったはずなのに。

　だが、どうやら藤吉郎が庇った少年は、「彼方かなた」から来たらしい。そう、「未来」から。これは「運命」だと、五右衛門は直感した。藤吉郎の死に内心では激しく動どう揺ようしながらも、五右衛門は、少年と「契約」すると決めた。父から伝えられた役小角の「石」を封入した契約の人形に、少年の髪の毛を、挿そう入にゆうした──。

「『石』はこの石川一宗が預かった！　伊賀者どもよ、欲しくば追ってこい……！　それがちは、もと丹波忍びの大おお頭がしら！　伊賀者づれには、渡わたちゃぬ！」

「行けっ！　うぬらは、『石』を奪えっ！　蜂須賀のは、俺が倒たおす！　この百地丹波がな！　服部党は分散している！　半数で各地に散った伊賀者甲賀者を集めながら、半数は家康を守っている！　京に半蔵は来られぬ！　蜂須賀の！」

「……死んだふりは、長松だけの得意技ではなかったでござるな……」

「死ぬな、姉者！」

　石川一宗が夜空の中を跳ちよう躍やくし、本能寺の塀を軽々と越こえて恐おそるべき速度で町中を駆かけていく。伊賀者たちが、いっせいに一宗の後を追う。

　本能寺の庭園には、蜂須賀五右衛門と、百地丹波の二人だけが残された。

「……『石』を追わぬのか。やはり相良氏と信奈姫の暗殺仕事をやり遂とげるつもりか。ももちちゃんぱ」

「ふん。役小角の『石』の秘密を、俺は知らん。知ったところで、忍びとは無む縁えんなものだろう。かほどの秘密を知れば、かえって忍び稼か業ぎようを続けられなくなるわ。伊賀上忍の俺とて、おそらくは伊賀を抜けて逃にげねばならなくなる。うぬの父親は、『石』に魅みせられていたのよ」

「……百地丹波。そなたの雇い主、よほどの者と見た……相打ちになろうとも、ここで倒たおちゅ」

「言っておくが、毒は俺には効かぬぞ、フフフ。うぬは閨ねやの二人を守らねばならず、俺には失うものはなにもない。下忍がどれほど倒れようが、使い捨てよ。つまり、俺が有利」

「やってみなければ、わからぬ──拙せつ者しやは一人ではない。うぬは一人。行くでござる」

「仲間との情だの絆きずなだの、そんなものが忍びの勝負に関係すると思うならば、蜂須賀の。うぬは甘い。伊賀忍びを生かすは、極限までおのが肉体を鍛きたえて修得した体術のみ！　うぬは、伊賀忍びの厳しさを知らぬ──！」

「心配ご無用！　あいにく、わが父から嫌いやというほど教わったでござる！」

　暗くら闇やみの中。

　音もなく、二人の忍びの影かげが、交こう錯さくした。

　何度も。何度も。

　伊賀上忍、百地丹波。

　強い。その体術はあるいは、あの「速度」と「手しゆ裏り剣けん」の奥義を究きわめた服部半蔵よりもさらに上……！

　しかも、同じ「体術系」の忍び同士。

　ならば、体格と基き礎そ体力で圧あつ倒とう的に五右衛門に勝まさる百地丹波が、絶対有利。

　戦いが長引けば長引くほど、体力差が……五右衛門は皮一枚を犠ぎ牲せいにしながら百地丹波が振るうクナイを躱かわし、かろうじて「致命の一いち撃げき」を避よけ続ける。

「クハハハハ！　どうした、傷を負うのはうぬ一人ではないか！　その程度か？　黙って『石』を渡しておけばよかったのだ！　俺は織田信奈の命なんぞに興味はない！　『石』さえ渡せば、引き下がってやったものを！　愚おろかな……！」

　すれ違いざまに──利きき腕うで側の右みぎ肩かたを、外された！

　指五本で肩を突つかれただけで！

　五右衛門は、悟さとった。クナイは、目くらましにすぎなかったのだ。百地丹波が極きわめた体術は、「指」！　恐るべき指の力！　まるで鋼はがね！　触ふれられるだけで、人体の急所を確実に破は壊かいされる！　かろうじて致ち命めい傷しようとなる頭は守ったが、右肩は壊こわされた！

　百地丹波は、伊賀者を束ねる上忍である。故ゆえに、彼が実戦の場で戦う姿を誰だれも見たことがなかった。これが、五右衛門にとって致命的となった。敵が、あるいは裏切り者が百地丹波の「術」を知った時にはもう、その者は彼の「指」によって殺されていたのであろう。

「『五ご指し折おり熊くま手て』──！　頭ず蓋がいを外す『六波返し』を狙ねらったが、さすがに頭は守ったな！　肩ひとつを差し出すことで！　見事だ！　だが、これでうぬの戦せん闘とう力は半減した！　勝負はついた、蜂須賀の！」

　再び、百地丹波が迫せまってくる！

　外された右肩をはめ込む猶ゆう予よは、ない！

　もはや、自由になる腕は、左腕のみ！

「……うにゅう……片腕でも……すべての実は……拾える……はず……！　『石』は決してわたちゃぬ！　ちゃがらうぢにとって……きっと……あの、いちが……！」

「必要になると言うか！　が、貴様がここで倒れれば、相良良晴もまた死ぬ！　俺が殺すのだ！　織田信奈もな！　非情さを忘れた忍びなど、忍びにあらず！　すべてを失うがいい、蜂須賀の！」

　そうはならぬでござる。

　五右衛門がなぜ、「石」を、良晴人形を妹の一宗に託たくしたか。

　百地丹波は、五右衛門に残された左肩を外そうとしたその直後、五右衛門の真意を知ることになる。

　守りの体勢に入るはず。あるいは退くはず。百地丹波の誤算は、自らの「五指折熊手」の圧倒的な破壊力を知って「片腕では勝てぬ」と悟った五右衛門が、咄とつ嗟さに「己おのれの命を守る」行動に出ると思い込んでいたことだった。

　伊賀忍びや甲賀忍びは、なにを犠牲にしてでも、たとえ自らの手や足を囮おとりに用いてでも「生き延びる」ことを信条とする。これは、何代にもわたって刷り込まれた忍びの本能のようなものである。五右衛門が「蜂須賀流」を名乗っていようとも、伊賀の里で生まれ育っていなくとも、その忍にん術じゆつは伊賀の下忍・石川小六から受け継つがれたものであり、故に死地に追い詰つめられれば、忍びとしての本能が勝手に「己の命を守る」はずであった。

　だが。

　五右衛門は、前へと突とつ進しんした。百地丹波めがけて。その必殺の間合いに自ら飛び込んでいた。しかも、頭から。

「オオッ!?　うぬは……!?　『六波返し』を……！　い、いや、これは……いかん！」

「──焙ほう烙ろく玉」

　俺の身体からだに巻き付いて、自じ爆ばくっ!?

　この娘むすめ！　妹が「石」を守り抜くと信じて、ここで俺とともに爆死するつもりかっ!?　木こつ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ぶつもりかっ!?　ば……馬ば鹿かな……！　ありえん！　こやつはまだ、「石」の秘密を妹に伝えていないはず！

　まさかあの藁人形の中には、「石」のみならず、石川小六の筆による「石」の由来が──小さな巻物が隠かくされていたというのかっ？　ならば……！

「拙者と長松は双ふた子ごでござるよ。片方が欠けても、片方が遺志を継ぐでござる」

「うおおおおおおっ！　貴様っ……！」

　それだけはならん！　伊賀忍びの頂点に立つこの百地丹波が！　伊賀上忍の総そう帥すいともあろう者が！　伊賀を抜けた下忍の娘と相打ちとなって果てるなど、恥ち辱じよく……！

　しかし、たとえ頭蓋を外しても、死を覚かく悟ごしたこやつは止められん！　恐きよう怖ふはないのか！　死を恐れる生物としての本能はないのか！　こやつ、なぜ、これほどに安らかな表情で……！

「……相良氏うじ……今こ宵よいこそ、想おもいを遂げられましたかな？」

　敗れる!?　この俺がっ!?

　ここで百地丹波は、「最後の手札」を切った。

　驚きよう異い的な跳躍力を見せたのである。

　彼の「術」は、指だけではない。その脚きやく力りよくもまた、極限まで鍛え抜ぬかれていたのだ。

　絡からみついた五右衛門の身体ごと、高々と宙を飛び、本能寺の塀へいを越えて堀ほりの中へと。

「に……逃げねば……水の中にっ……！　焙烙玉の爆発を阻そ止しせねばっ……！」

　着水と爆発とは、ほぼ同時に起きた。

　轟ごう音おん。

　再び、夜の本能寺は静せい粛しゆくに包まれ──。




　二人の「気」は、本能寺から、完全に消えた。










「……なんだ、今の音は？　爆発……？　すぐ近くだったような？」




　天下布武も。

　恋こいも。

　母親との和解まで。すべてを、成し遂げた。

　生まれてはじめて、あらゆる不安や焦しよう燥そうや哀かなしみから解放され、幸福に満たされながら静かな眠ねむりに落ちていた信奈は、その轟音の中でも目覚めなかった。

　良晴の腕を枕まくらにしながら、子供のような笑みを浮うかべてなにか寝ね言ごとを呟つぶやいている。

　しかし、良晴は不意に悪い予感を覚えながら、目を覚ましてしまったのだ。

（まさか。五右衛門得意の焙烙玉が炸さく裂れつしたのか？　五右衛門と一宗ちゃんの身になにか？）

　もう、「本能寺の変」が起こるはずはない。現実的にも、もう信奈を狙う動機を持ち、かつ実行できる者はいない。公く家げ衆がどれほど信奈が推おし進める日ノ本の改革に脅きよう威いを感じようとも、彼らは暗殺をやり遂げる武力も行動力も持たない。唯ゆい一いつの武闘派の近衛親子はどちらも、信奈の頼たのもしい同志だ。

　なによりも、「最後の鍵かぎ」となる織田信忠が京にいない。

　まさかとは思うが──念のためだ。

　良晴は、そっと信奈の小さな頭を枕の上に寝ねかせると。

「……ちょっと庭園を確認するだけだ、信奈。すぐ戻もどるよ。一いつ緒しよに、夜明けを見よう」

　小さな声でそう囁ささやき、信奈の温かい頰ほおを指で優やさしく撫なでて、そして。

　寝ね間ま着きを羽織ると、本能寺の庭園へ、降り立っていた。

「五右衛門？　一宗ちゃん？　どこだ？　もう、忍しのんでいなくてもいいんだぜ？　俺は今宵、信奈と結ばれた。ほんとうに、ありがとう……お礼に、信澄印のういろうをやるよ？」

　声をかけた。

　返事はない。

　庭園には、いないらしい。

　ああ。そうか。忍者だからな。猫ねこみたいに屋根に登っているのかな？

　視線を、あげた。

　戦国時代の夜空は澄すみ切っていて、月が美しい。妙見の星々が──北ほく斗と七しち星せいが、はっきりと見える。俺が生まれ育った世界では、こんな美しい夜空を見ることはなかった。良晴は思わず、言葉を忘れて見入っていた。

（妙覚寺の義陽姉さんも、今いま頃ごろ、妙見の星に祈いのってくれているのかな。思えば、俺と義陽姉さんは、不思議な縁えんで結ばれていた……四百年の時を経ながら同じ相良一族であり、同じ名前を持つ戦国の姫ひめ大名と、未来人か。不思議な縁と言えば、得体の知れない俺となぜか契けい約やくしてくれた五右衛門も……）

　ああ。美しいな。天の星々は。人ならば誰だって、こんな美しい夜空を見上げれば、そこに「神」を感じる。宗派の違ちがいなど関係ない。たとえ人間たちが考えた宗教とは無縁であろうとも、天上に、「神々」はいる。どれほど人間同士が相争おうとも。この世界は、憎にくしみや暴力や哀しみだけに満ちているわけじゃない。生は、無価値じゃない。信奈と結ばれたから感傷的になっているだけじゃない。ほんとうは自分がこんな美しい世界に生きているのだと気づいたならば、誰だって、そう感じざるを得ない。そうか。もしかしたら、夜空の星に崇すう高こうな美しさを、「神性」を感じる、人間の心こそが──。




　ドスッ。




　腹部に、鋭するどい痛みを感じた。

　赤い血が、吹きだしている。

　俺の血だ、と良晴は気づいた。

「『球避けのヨシ』ともあろうお方が、隙すきだらけでんな。未来人にとって、星空はそないに美しいもんに見えますのんか？　相良良晴はん」

　刺さされた。

　刺し客かくは、背後に。

　まったく気配を感じ取れなかった。星空に意識を奪うばわれていたからか。それとも。

「……どこの……手の者だ……五右衛門の、結界は……」

「結界は、百地丹波と伊賀者どもが命いのち懸がけで破りましてな。こども忍びがえらい強うて、焦あせりましたわ。本能寺の塀の向こうに桔き梗きよう紋もんが翻ひるがえる前に、未来を揺ゆれさせる『異分子』であるあんさんを始末せな、織田信奈の『運命』は成じよう就じゆさせられませんからな──こども忍びの誤算は、百地丹波が刺客だと思い込んどったこっちゃ。実は違う。まことの刺客は、わしら八瀬童子や。わしらは、山の民たみの末まつ裔えい。異形の力を生まれつき持っとる。この力で、姫巫女さまを陰かげからお守りしてきた。故に、姫巫女さまの系けい譜ふは、戦乱の世でも絶えることがなかったんや」

　まさか。それじゃ、さっきの轟音は。五右衛門は。一宗ちゃんは。

　でも。八瀬童子。八瀬童子って、姫巫女さまに仕えているはずの……いったい、どうして？

　そもそも。十兵衛ちゃんの家紋が。桔梗紋の旗が、本能寺の周囲に翻るはずが……！

「下手に未来を知っていたことが、あんさんの命取りや。わしらの任務は、相良良晴の排はい除じよ。これで、『本能寺の変』を発動させる『条件』は揃そろいましたんや。織田信奈を殺す者は、『本能寺の変』を起こす者は、また別におりますねん。わしらには到とう底てい無理や、とすべての計画を立てたお方が申しましてな。織田信奈を殺せる者は、はじめからただ一人や。織田信奈と同等の能力と同等の資質を持つ者。『運命の武将』や」

「……『条件』だって……？　そんなもの、揃うはずがない。十兵衛ちゃんは絶対に信奈を裏切らない。それに、十兵衛ちゃんは京から離はなれた愛宕山にいる……俺を消しても無む駄だだ……信奈の嫡ちやく子し『織田信忠』が、京にいない……！　生まれてすら、いない……だから」

　だから、俺がここで死んでも、信奈は……！

「……誰だれだか知らないが、お前たちを操っている黒幕が期待するような『運命』は、『未来』は、もう来ない……！　俺は……信奈と十兵衛ちゃんの『運命』を、覆くつがえした……！」

　すでに、「運命」は覆った。俺の役割は終わった。ならば、もはや悔くいは。

　だが、良晴は、知らされた。

　耳を塞ふさぎたくなるような残ざん酷こくな「現実」を。

「おや？　気づいておらんかったんですか？　織田信奈の嫡子なら、たった今、この世に生まれましたがな。わしら八瀬童子には、わかりますねん。閨ねやにおる織田信奈の胎たい内ないに、新たな命が宿りましたんや」

「……なんだって!?」

「そやから。あんさんがたった今、孕はらませたんやないか。織田信奈に、織田家の嫡子を」

　目の前が暗くなっていく。世界が、暗転していく。

　絶望。

　相良良晴は、悟さとった。

　自分が今宵、本能寺でなにを成したのかを。

「そんな。まさか。それじゃあ……それじゃあ、俺は……!?」

「せや。あんさん自身が成したことや、相良良晴はん。あんさんがこの本能寺の閨で、欠けていた『最後の条件』を満たして、織田信奈の『運命』を成就させたのや。これが、織田信奈の物語の『結末』や。収まるべきところに、物語は、『運命』は、収束したんや──歴史は、未来人一人の出現程度では書き換かえられへんのや」

　そんな。

　そんな。

　そんな。

　俺が……俺が、信奈を、抱だいたことが……じゃあ……この俺が……俺が、信奈を滅ほろぼしたというのか……!?　結局、俺は、信奈の「運命」を変えられなかったのか？　それどころか、俺のせいで信奈は……そんな、馬鹿な……噓うそだ……噓だ！　そんなことって……！

　そんなことって……！

「あ、あ、ああああああっ!?　信奈！　信奈あああああっ！　逃にげろっ！　今すぐ本能寺から、逃げ……！」

「ええ大人が、泣きなはんな。哀しむことはあらへん。すぐに会えまっさ。織田信奈と、あんさんの子供と、そして、あんさんの愛いとしいお姉さんに」

「……義陽姉さんまでっ!?　姉さんは、関係ない……！　やめろ、やめてくれ……！　頼む……！」

「もう遅おそい。ほな、これで仕し舞まいや」

　ドスッ！

　背中に、痛つう撃げき。

　相良良晴は「がはっ！」と口から息を漏もらし、そして、深い闇やみへと落ちた。

　星も月もない、漆しつ黒こくの世界へ。




【妙覚寺】




「……妙見の星々が、かほどに輝かがやいて見えるとは。京ほどの町ともなると、八代や人ひと吉よしのような目ま映ばゆい夜空は見えるまいと思っていたが……天も。妙見菩ぼ薩さつも。良晴と織田信奈を祝福してくれているのだろうか？」

　今宵、本能寺で、弟はその願いを叶かなえた。なぜだろう。本能寺と妙覚寺。距きよ離りは離れているのに、相良義陽は良晴がついに信奈と結ばれたことを感じていた。不思議なものだな、と義陽は思った。奇くしくも同じ日に生まれた徳千代との間にも目に見えない絆きずなの糸が繫つながっているのと同じに、良晴とも魂たましいのどこかが繫がっているのだろうか。同じ相良家の先祖と子孫だからか。同じサガラヨシハルという名を持つ者同士だからだろうか。それとも。

　同じ名前、同じ一族、四百年の時を超こえて巡めぐり会ったもう一人のサガラヨシハルのために、私にはなにができるのだろうか──私が、彼と同じ名を持ってこの時代に生まれてきた意味は、きっとある。あるはずなのに、いまだ、見つけられないでいる。それが、もどかしかった。

「弟の恋が成就した夜にさらなる望みを抱いだくのは、欲よく深ふかかもしれませんが。どうか、弟と織田信奈とが、お子を授さずかりますように──二人の子が、良晴をこの世界に、この時代に留とどめてくれる『因果の糸』として……いえ、そのようなことは、いいのです。ただ、無事に生まれてくれますように──」

　妙覚寺の庭園にたたずみ、北斗七星に祈りを捧ささげながら──。

　相良義陽は、ふと気づいた。天に輝く北斗七星のうち、「破は軍ぐん星せい」がとりわけ強きよう烈れつな光を放っていることに。

「……妙だな。なぜ、破軍の星だけが、あかあかと……私の目の錯さつ覚かくだろうか？　それとも、なにか意味が……」

　吉きつ兆ちようなのか。凶きよう兆ちようなのか。武家の妙見信しん仰こうは、北斗七星のひとつが戦いくさの星「破軍星」であるからだと言う。その破軍星が、尋じん常じようではない光を帯びている。天が、なにかを伝えようとしているのだろうか。

　まさか。本能寺に。

　良晴の身に、危険が？

「おかしい。そんなはずはないのに。決して今こ宵よいは閨を訪おとずれない。そう、良晴と約束を交かわしてはいたが……これは、思い過ごしではない。良晴。すぐに、駆かけつけ……」

　義陽が背後の門へ向かって走ろうと細い身体からだを反転させた、その刹せつ那な。

　一体の、巨きよ大だいな影かげが。

　無言のままに。

　義陽の脳天へと、斬ざん馬ば刀とうの如ごとき大おお太だ刀ちを振ふり下ろしていた──。




　弟の無事を祈ることも叶わず。

　己おのれの無力さに絶望して泣くことも叶わず。

　自分がこの世界に生まれてきた意味をその手に摑つかみ取ることも叶わず。




　相良義陽の意識は、刹那に、消し飛んでいた。




【沓くつ掛かけ】




　明智軍を率いる斎藤利三は、この夜、精せい鋭えいを率いて桂かつら川がわの西方・沓掛に駐ちゆう屯とんしていた。

　沓掛は、京へ連なる山さん陰いん道どうと、山やま崎さき方面へと向かって山さん陽よう道どうに合流する脇わき街かい道どうとの分ぶん岐き点にあたり、京へも山崎・摂津方面へも進退自在である。臨機応変に兵を動かせる防衛上の要所であった。

　すでに天下布武は成り、西方から京へと兵が攻せめてくる可能性はほぼなかったが、堺へ向かったヨーロッパ使節団と外と様ざま衆に関するあやしげな噂うわさが飛び交っている。堺に到とう着ちやく次し第だい、反織田信奈勢力として挙兵する、いやいや堺まで行くことなく摂津に入るや否いなや反旗を翻す、行軍途と中ちゆうで山崎から反転して夜のうちに京を襲しゆう撃げきする、云うん々ぬん。

　もちろん根も葉もない噂にすぎないが、「万が一」ということもある。「不意に織田信奈を殺せてしまう状じよう況きよう」ができあがってしまえば、誰かが悪心を起こさないとも限らない。謀む反ほんは、常に計画的に行われるとは限らない。「魔まが差す」ような「条件」を満たさせないことだ。

　そこで、斎藤利三は念のために明智軍守備隊の本営を沓掛に設けた。山崎から京への侵しん入にゆう経路を阻はばみつつ、なにかあればすぐさま桂川を渡わたって京へ戻もどれるように、沓掛に腰こしを据すえて夜を徹てつしての防衛任務を果たしていたのだった。

　すでに、京に入るすべての入り口には明智軍の各隊を配備してあり、しかも京へ向かおうとする移動者の情報はことごとく沓掛の利三のもとに集まってくる。

　今宵、京への侵入が可能な者は、「気配」を断ち切って漆黒の獣けもの道みちを進むことのできる忍しのびくらいだろう。

「……むむむ……世界大奥は、なしだ。これからは、世界の海かい援えん隊たいで銭ぜに儲もうけを……必ずやたこ焼き屋投資で膨ふくらんだ借金を返済して、姫ひめをお救いする……だが、そのためにも、今宵の京の守備は絶対に成功させてみせる。させねばならない……こくり、こくり」

　あまりにも頑がん張ばりすぎて、日付が変わった頃ころからは、睡すい魔まに襲おそわれ続けていたが。

　そんな、斎藤利三のもとに──。

「姫っ？　あ、愛宕山での連歌会はいかがなされましたっ？　なぜに、この沓掛に？」

　黒い馬に乗った惟任日向こと明智光秀が、予告もなくいきなり現れていた。

　間ま違ちがいない。斎藤利三ほどの忠臣が、明智光秀の顔を見間違えるはずがない。

　明智光秀はこの時。

　斎藤利三、そして明智家の重臣たちを前に、冷れい淡たんな声で突とつ如じよとしてその言葉を放っていた。それは、「軍を率いて戦をはじめよ」という進軍指令であった。斎藤利三たちは、みな、わが耳を疑った。なぜならば、明智光秀が。惟任日向が口にした言葉が、信じがたいものだったからである。

　惟任日向の、命令は。
















「敵は、本能寺にあり」
















「運命」の日、来たれり。

「歴史」が、動いた。










「本能寺の変」、勃ぼつ発ぱつ。







　巻ノ四　敵は本ほん能のう寺じにあり







【沓くつ掛かけ→下しも京ぎよう】




「敵は本能寺にあり」




　京きようの西、沓掛に駐屯していた斎さい藤とう利とし三みつたち明あけ智ち家重臣の前に忽こつ然ぜんと現れた「明智光みつ秀ひで」は、馬上から信じがたい命令を発していた。

　当初、利三たちはみな、西さい国ごく街道（山さん陽よう道どう）を進んで堺さかいへ向かっていたヨーロッパ使節団と外様衆が例の噂の通りに織お田だ政権に反旗を翻ひるがえし、山やま崎さきから反転して京へと進軍を開始したのか、と考えた。律りち儀ぎな小こ早ばや川かわ隆たか景かげがそのような謀反に踏ふみ切るはずはないが、堺下向組は多た国こく籍せきの寄せ集め軍団である。多数派に押しきられたか、あるいは謀反人に主導権を奪うばわれたか。そして光秀は、そのような謀反軍の動きを察知して愛宕あたご山やまから急きゆう遽きよ、この沓掛へと早馬を飛ばしてきたのではないか。そう思ったのだ。

　ならば、決戦は天てん王のう山ざんか！　西国街道を封ふう鎖さし、入京を断固阻そ止しするのか。

　それが当然の選せん択たくである。「天下布武」が達成された今、京の町中での決戦はありえない。すでに日付は変わっていた。朝日が昇のぼれば、織田信のぶ奈なは御ご所しよに参さん内だいして自らの官位を選択決定し、相良さがら良よし晴はるは関白に、相良義よし陽ひは大だい納な言ごんに就任するのである。京の手前の天王山で謀反軍を撃げき破はする他ほかはない。そして、関せきヶが原はらで最強の武たけ田だ信しん玄げん軍を相手に勇戦した明智光秀率いる近江おうみ坂さか本もと・丹たん波ばの精鋭軍ならば、それは十分に可能だった。小早川隆景、黒くろ田だ官かん兵べ衛え、竹たけ中なか半はん兵べ衛えといった名将・智ち将しよう・謀ぼう将しようの生死は定かではないが、彼女たちが謀反軍に加担しているとは到とう底てい思えず、ならば寄り合い所帯の謀反軍の統制は取れていないはずであり、兵数も少ない。おそらく「首謀者」と考えられるヨーロッパ使節団は、最低限の護衛兵しか連れてきていないのだ。十字軍の主力は、和わ睦ぼく以後、船に戻されている。野戦決戦での撃破は容易たやすいと言っていい。

　だが、違った。

　謀反軍などは、なかった。

　いや、そうではない。

　明智光秀が「討うて」と命じた相手は、山崎を進む謀反軍ではなく、京。本能寺！

　言うまでもなく、織田信奈と相良良晴が宿しゆく泊はくしている寺であった。

　すなわち──畿き内ない管かん領れい・明智光秀軍団こそが謀反軍であり、惟これ任とう日向ひゆうがこそが謀反人なのだった！

「そんな……馬ば鹿かな……姫えええええっ!?　ご冗じよう談だんは、やめてください！　いったいなに故ゆえに織田信奈さまにご謀反を!?　恋れん愛あい絡がらみの怨えん恨こん故ですか？　しかし、そもそも相良良晴どのも本能寺におられます！　相良どのまで討つおつもりですか？　手に入れられぬならば、いっそ燃やしてしまおうと？　姫がそのような魔道に堕おちるなど……ありえない……！」

　斎藤利三は、抗こう弁べんした。これはなにかの間違いである！　たしかに「世界大奥」設立のために奔ほん走そうはしてきた。副将として、忠実なる家臣として、主君・明智光秀の恋こいを成じよう就じゆさせたかった。だが、「織田信奈を討つ」など、考えたこともない！

　明智光秀と織田信奈は、ともに「蝮まむし」の道どう三さんの志を継ついだ後こう継けい者しやたちだ。「天下の臍へそ」美み濃のを起点に、百年も続いてきた日ひノ本もとの戦乱を恒こう久きゆう的に終わらせようという「天下布武」の夢を継いだ姫武将二人だ。二人は実の姉し妹まい以上に、互たがいを信しん頼らいし、互いを守り合い、互いを鼓こ舞ぶし、互いを愛してきた──同じ男を愛してしまったのも、二人があまりにも「同質」すぎた故だ。織田信奈を討てば、明智光秀もまた、生きてはいられない！　片方が滅ほろべば、もう片方もただちに滅び去る。二人の「運命」は、永えい楽らく銭せんの表と裏のように、鏡合わせ。織田信奈と明智光秀は、この日ノ本を救う英えい雄ゆうを待望する民衆が生みだした「天下布武」という見果てぬ夢が具現化したかのような存在であり、半身の双ふた子ごなのだ。

　その上、謀反に相良良晴を巻き込むだなんて、絶対にありえない。たとえ姫が乱心したのだとしても。愛宕百ひやく韻いんで何者かに毒を一服盛られて心を操られているのだとしても。「相良良晴ごと殺せ」などと口走るはずがない──！

「利三。相良先せん輩ぱいは、本能寺を襲撃されれば、死ぬまで本能寺に留とどまって信奈さまを守るために戦い続けるお方ですぅ。そして今宵、本能寺で先輩と信奈さまは、すでにまことの夫婦めおとに。この十じゆう兵べ衛えは、決して先輩とは現世では結ばれないです。ならば……」

「ならば、ではありません、姫！　いったい、なにを言っておられるのですか！　織田信奈さまへの忠義を貫つらぬき、天下を盗とらせる。これは、関ヶ原で姫ご自身が選択したこと！　なぜ、今さら……利三には理解できません……！」

　そうだ！　と明智家の重臣たちが騒さわぎたてる。

　いくら姫の命令といえども、それだけは聞けぬ。私利私し欲よくで、怨恨で、恋の嫉しつ妬とでようやく達成された「天下布武」の世を、日ノ本の平和を、なにもかもぶち壊こわしにしてしまおうなどと。ヨーロッパ諸国との関係はいかがなさります！　織田信奈を討たれて激げき怒どしたエリザベス女王が、光秀さまを討つ、と十字軍に号令を下せばこの国はどうなります！　堺をはじめ、大おお坂さか湾わんにはすでに女王たちを収容し帰国するため、十字軍の主力艦かん隊たいが集結しているのです！　毛もう利りも武田も上うえ杉すぎも、そしてそれぞれの本領へ向かっている譜ふ代だいたちも黙だまってはおりません！　明智家は日ノ本を巻き込んで滅びます！　この国は再び戦国の世に逆行するばかりか、ヨーロッパ諸国の武力介かい入にゆうを許して、取り返しのつかない大戦乱に！　光秀さま、お考え直しを！

　口々に彼らは訴うつたえた。

「……すべては、本能寺を焼き尽つくしたあと！　利三！　者ども！　こたびの蜂ほう起きの理由は、十兵衛の私怨にあらず。これを見よ──決して口外してはならない。口外した者は一族ことごとく『族滅』する。この惟任日向は、やんごとなきお方から命令を下された。朝敵・織田信奈をすみやかに討て、と」

　斎藤利三たちは、驚きよう愕がくし、絶望した。

　なぜならば。

　明智光秀が広げて見せたその書状は──疑いなく、姫ひ巫み女こが下した「密みつ勅ちよく」だったからである。たしかに光秀は、織田政権と御所との間の関係を取り持つ大役を担になっていた。だが、いったいいつ「密勅」を受け取ったのか。あるいは、本能寺の茶会か。

　その「密勅」には、

「ただちに朕ちんに譲じよう位いを迫せまる織田信奈を討ち、足あし利かが幕府を復興し、惟任日向はかつての旧主・足利義よし輝てると近衛このえ前さき久ひさのもとで公武合体を成して、攘じよう夷いを決行せよ。これよりは、惟任日向率いる明智軍こそが官軍。逆らう者はすべて朝敵である。織田信奈を誅ちゆう殺さつしたのち、急ぎ南なん蛮ばん紅こう毛もうの艦隊を日ノ本より打ち払はらえ」

　という過激な「姫巫女の意思」が書き記されていた。むろん、姫巫女さまご自身の言葉であるはずがない。近衛前久が、反近衛派の公く家げ衆に「巻き返された」のか。あるいは、近衛前久自身がこの土ど壇たん場ばで寝ね返がえったのか。もしかすると、近衛前久は「反織田家連合軍」を率いていた頃と、なにも変わっていなかったのか。信奈に恭きよう順じゆんすると見せて、ずっと「この瞬しゆん間かん」を狙ねらっていたのか。

　今、京の市内には、織田の兵はいない！　本能寺、妙みよう覚かく寺じ、二に条じよう御ご新しん造ぞうに、ごくわずかな小こ姓しよう衆・旗本衆がいるだけだ！　京の入り口──いわゆる「京の七なな口くち」には、ことごとく明智軍が！　その総兵力は約一万三千。そして、柴しば田た勝かつ家いえ、丹に羽わ長なが秀ひで、津つ田だ信のぶ澄すみ、黒田官兵衛、竹中半兵衛ら織田家譜代とその謀ぼう臣しんたちはみな、京から離はなれている！　毛利家の小早川隆景、徳とく川がわ家いえ康やす、伊だ達て政まさ宗むね、大おお友とも宗そう麟りん、島しま津づ家いえ久ひさら強大な武力を持つ外と様ざまの多くもまた、手勢だけを連れてヨーロッパ使節団を送りだすために、しかるのちに自領に戻もどるために、堺へ向かっている。上杉謙けん信しん、武田信玄、北ほう条じよう氏うじ康やすは十字軍戦の戦後処理や「天下布武」体制に沿った国元での改革準備に追われていて、東国に留まっている。

　今、京は完全な「戦力の空白地帯」。

　大軍を率いるは、明智光秀のみ。

　殺せる。

　確実に、今ならば織田信奈を殺せる。

　明智光秀が、「殺す」と決めたならば。

「殺す」ならば、今しかない。

「利三。者ども。織田信奈誅殺は、姫巫女さまのご意思。織田信奈が三職推任問題を一日先延ばしにした理由は、御所で『譲位』を迫るため。この十兵衛率いる一万三千の軍勢で御所を包囲し、大おお筒づつを御所へと向け、武力に訴えて姫巫女位を簒さん奪だつするため。十兵衛が馬揃ぞろえの馬場を御所のすぐ東に設けたのも、織田信奈の命令によるもの。空くう砲ほうとはいえ大筒を撃うってみせたのも、姫巫女さまが譲位しなければ次は弾たまを込めた大筒を御所へ放ち、明智軍全軍をもって御所を襲しゆう撃げきし、御所ごと姫巫女さまも公家衆も殺し尽くし焼き尽くす、という脅きよう迫はく。この十兵衛以外の重臣ことごとくを京から急ぎ各地へ出立させたのも──」

「──姫と織田信奈さまは一心同体。姫以外の重臣を京から排はい除じよしておけば……御所襲撃も姫巫女位簒奪も、思いのまま。そのために、京に留まっていれば必ずや簒奪に反対するであろう丹羽長秀や小早川隆景たちを、あらかじめ京から出した……？　つ、辻つじ褄つまは合いますが。しかし、姫！　織田信奈さまに、姫巫女位簒奪など。そのような野望は……ほんとうにそんな野望を持っておられたのならば、天てん王のう寺じで天あまの岩いわ戸とを開いた時にすでに、自らこそ新たな日ノ本の神である、と宣言しておられたはず……！」

「宣言しようとしていた。相良良晴が矢を浴びて水中へと転落し、行ゆく方え不明となったために、機会を逸いつしたまで。そして今、その相良良晴が手て許もとに戻った」

「ありえません……ありえません！　お二人はもう身分の壁かべを越こえられて結ばれたというのに、今さら信奈さまに姫巫女位簒奪をはかる意味などは！」

「あるのだ、利三。大友宗麟を操って『天孫降臨』の地・日向ひゆうがにキリシタンの王国を築こうとしてきたあの異い端たんの宣教師ガスパールが、織田信奈に悪あしき野望を吹ふき込んだのだ。西のエリザベス女王のように、一国を統治する女王でありながら同時に自ら『宗教世界』をも統すべよ、この国の王権と神権をともに奪い取れ、と。もっとも、ガスパールと出会わずとも簒奪は既き定てい路線だったろう。エリザベス女王と織田信奈は、通商条約の草案を作成するという名目のもと、二人で密謀を重ねていた。英国国教会を手本とした『織田信奈教会』を、あの者は築こうとしている。自ら姫巫女となり、安あ土づち城内に建てた『偽にせ物ものの清せい涼りよう殿でん』を新たな御所と定め、安土の摠そう見けん寺じに築いた自分自身の『立像』を日ノ本の民たみに拝ませようとしている。南蛮好み、未来人好みの織田信奈は、なにもかもヨーロッパを手本とした己おのれの国を開き、千年以上続いた日ノ本の文化も伝統もすべて破は壊かいしようとしている。かの第六天魔ま王おうは、かつてこの十兵衛に叡えい山ざん全山の焼き討ちを命じたぞ。大坂本ほん猫びよう寺じを焼かなかったのは、ただ大坂を新たな南蛮貿易の拠きよ点てんとして用いるためであったぞ。これまで宗教勢力の武装を徹てつ底てい的に排除してきたのは、あの女自らが宗教世界の頂点に立つため。すでに、叡山も本猫寺もあの女に屈くつした。武家はことごとく織田家の軍門にくだった。残るは、姫巫女さまだけとなった」

　道理はすべて、正しい。言われてみれば、すべての辻褄は不自然なほどに合っている。

　だが。だが、斎藤利三はどうしても信じられない。織田信奈が簒奪を目もく論ろんでいることも。明智光秀が、織田信奈を討てと命令していることも。なにもかも、現実とは思えなかった。夢であってほしい、と思った。世界大奥。はぁれむ。相良良晴を巡めぐる恋のさや当て。あの馬ば鹿か馬ば鹿かしくも微笑ほほえましい日々は、いったいなんだったのか。あの日々こそが、夢にすぎなかったというのか。これが、現実なのか。姫ひめが、織田信奈さまに対して、下げ克こく上じようを。「戦国」の世は、終わってなどいなかったのか。

「もはや議論する余地はない。姫巫女さまのご意思は、日ノ本という国そのものの意思である。十兵衛は──惟任日向は、日ノ本に仕える武士である」

　明智光秀が掲かかげる密勅の最後の行には、この四文字が書かれていた。

「王政復古」。

　御所と足利幕府の融ゆう合ごう──すなわち公武合体が成れば、足利幕府は大政を御所に奉ほう還かんし、ただちに王政復古を実現する。姫巫女さまを日ノ本の「頂点」として、官軍による「攘夷」を決行。ヨーロッパ諸国と断交し、日ノ本の独立と伝統を守る──むろん、なによりも守らねばならぬものは、姫巫女位である。織田信奈による簒奪が成功した瞬間に、この国の歴史はすべて終わり、日ノ本はヨーロッパ勢に吞のみ込まれて完全なる異国となる。

「密勅の件、重ねて他言無用。われらが『官軍』であることは、ここにいる重臣たちのみが知っていればいい。われらの蜂起が失敗した時に、姫巫女さまをお守りするためである。こと破れれば、われらは黙って『謀む反ほん人』として討うたれ、死んでいくのみ！」

　もう、誰だれも「否いな」とは言えなかった。

　密勅が偽ぎ書しよであることなど、わかるはずもない。あの明智光秀が「ほんもの」だと保証しているのだ。明智光秀以上に御所と公家文化に熟達している者は、織田家にはいないのである。

「これより、明智軍全軍で本能寺と妙覚寺を包囲し、いっさいを焼き尽くす。第六天魔王・織田信奈。織田信奈に加担し扇せん動どうし続けてきた相良良晴。その姉にして、相良良晴の関白就任を正当化せしめた元げん凶きようの相良義陽。この三人の首を奪うばう──！」

　本能寺と妙覚寺に詰つめている小姓衆・旗本衆は、それぞれ最大限に見積もっても、せいぜい百人から百五十人。対する明智軍は一万三千。これが京の七口からいっせいに動き、本能寺と妙覚寺を包囲する。しかも、決行時間は誰もが寝ね静しずまっている深夜。

　はじめから、勝敗は決していた。

　あとは、織田信奈を討ち漏もらさないため、どこまで包囲・破壊を徹底できるか、という一点のみ。

（もはや織田信奈さまを討たねば、姫が滅びる！　本能寺を焼き尽くす他ほかはなくなった！　相良良晴どのだけは、なんとか……姫も、ほんとうは相良良晴どのをお救いしたいのだ。それなのに「密勅」を受け取ってしまったが故に、断腸の思いで……姫……）

　斎藤利三は、ついに屈した。

「密勅」という絶対的な権けん威いの前に。

　この「変」によって、どれほどの混乱が日ノ本にもたらされるか、わからぬ。

　かくなる上は、織田信奈さまを確実に討ち取るのみ。逃にがせば、南北朝の動乱どころではない致ち命めい的てきな国難となる。堺から九きゆう州しゆうへと逃げ込まれれば、かつて足利尊たか氏うじがそうしたように、織田信奈さまは九州の修しゆ羅らたち数万を引き連れて再び上じよう洛らくするだろう。とてつもない規模の内乱になる。織田信奈さまと小早川隆景がともに阿あ吽うんの呼吸で「一戦決着」のために条件を整えた「関ヶ原の合戦」とは真逆。いつ果てるともない地じ獄ごくのような日ノ本人同士の殺し合いが、ヨーロッパ十字軍という異国の武力介入とともに、はじまる。おそらく、織田方にはエリザベス女王らプロテスタント。御所方・幕府方には、カトリック。硝しよう石せきを海外からの輸入に頼たよる現状では、「攘夷」は不可能だ。畏おそれながら姫巫女さまは、合戦の現実をご存じない。日ノ本は──ヨーロッパ諸国によって解体されるだろう。

　では、姫を説得して姫巫女さまの「攘夷」「織田信奈誅殺」のご意思を無視させるか。これも無理だ。すでに姫は、密勅を受け取っている。これを反ほ故ごにすれば、姫は朝敵となる……！

　成功しても「官軍」であると公言することはできず、姫は未来永えい劫ごう「謀反人」の汚お名めいを被かぶる。

　失敗すれば、謀反人として織田家に誅殺される。織田信奈が許そうとしても、これほどの「下克上」を、これほどの謀反劇を演じた姫が、許されるわけがない。「密勅」に関して口をつぐんだまま、謀反人として死んでいくしかない。

　姫を生かし、日ノ本の混乱を最低限に抑おさえ、日ノ本という国の独立を守れる可能性を少しでも高めるためには。たとえその後に「反明智家包ほう囲い網もう」を相手に、悪夢の如ごとき戦いの日々に突とつ入にゆうするとわかっていても、それでも。

「……織田信奈さまを……討つしかない……委細承知……」

　織田信奈が消えれば、明智光秀が生き延びられる可能性も、ゼロではなくなるのだ。

　斎藤利三。そして明智家の重臣たちが、明智光秀からの「命令」を受けたこの瞬間に。

　明智軍は、謀反軍となった。




　沓掛を発たった明智軍本隊は、東へ──桂かつら川がわを渡わたって、京へ。

　七口を守っていた明智軍の分隊も、本隊から飛ばされた早馬を受けて、いっせいに本能寺と妙覚寺へ動きはじめていた。




　むろん──。

　馬上の「明智光秀」が、明智十兵衛光秀ではないことは、言うまでもない。

　伊い賀が陥かん落らくの際に、百もも地ち丹たん波ばとともに島しま左さ近こんに捕とらえられた上じよう忍にんを、覚えておられるだろうか。

　女忍しのび、藤ふじ林ばやし長なが門と。

　伊賀随ずい一いちの、「変へん化げ」の達人。

　己の五体のみを凶きよう器きとなす体術を極きわめる伊賀忍びにおいて、藤林長門は異色中の異色。

　えりくしると賢けん者じやの石を自在に操って、百地丹波を「死」から蘇そ生せいさせた日ノ本一の薬活の達人であると同時に、己の人相・体格を自在に変えて別人に成り仰おおせる「変化」の術の名人でもあった。

　百地丹波ですら、藤林長門の「ほんとうの顔」を知らないのだ。

　伊賀においては、常に百地丹波が伊賀者を取り仕切る上忍として表に立ち、藤林長門はその陰かげに隠かくれてきた。顔すら、知られていない。なにをなしてきたかも、知られていない。完全なる隠おん形ぎよう。いっさいの痕こん跡せきを歴史に残さない彼女こそが、「完成された忍び」と言っていい。

　今、その藤林長門が「明智光秀」に成り仰せて、斎藤利三たちを率いて本能寺へと向かっていた。

（……わが不ふ肖しようの弟で子し・山やま本もと勘かん助すけ。見ているか。これが、軍師だ。まことの軍師は、決して表おもて舞ぶ台たいには立たぬ。策略を操る軍師は、断じて武士などではない。軍師の本質は、忍び。決して他人にその存在を知られてはならず、行状を知られてはならず、面相を知られてはならず、隠形に徹てつする者。勝かつ千ち代よという少女を用いて武田信玄という「名君」の虚きよ像ぞうを造り上げたところまでは、よかった。だが、軍師・山本勘助までが歴史の表舞台に立つべきではなかった……）

　日ノ本における軍師はみな、蜀しよく漢かんの丞じよう相しよう・諸しよ葛かつ孔こう明めいを「軍師の理想型」としている。しかし諸葛孔明は、理知的な政治家にして政略家という「表の顔」の下に、もうひとつの「裏の顔」を持っていた。「気」を操り、天文を読み、未来を予言し、幻げん術じゆつを駆く使しする「陰おん陽みよう道どう」の始祖でもあるのだ。故ゆえに、ヨーロッパの最新科学知識を修得した黒田官兵衛が登場する以前の戦国日ノ本の軍師は多かれ少なかれ、陰おん陽みよう師じでもあり、あるいは宿すく曜よう道どうの達人でもあった。だからこそ竹中半兵衛は陰陽道を極め、山本勘助は宿曜道を極めた。

　藤林長門は、諸国を流る浪ろうしていた若き頃ころの山本勘助に忍術を教えた「師し匠しよう」である。

　忍術を会え得とくして東国へ戻もどった勘助は、忍び働きの途と中ちゆうで片足を壊こわし、下忍として生きる術すべを失い、以後は「軍師」稼か業ぎように専念することになった。むろん、あの醜しゆう悪あくな人相と奇き矯きような性格のために、勝千代に巡り会うまでは長らく仕官先を見つけられず、初老となるまで浪々の身であり続けたのだが──。

（……この藤林長門は、歴史の闇やみに完全に埋うもれた忍び。百地丹波だけを「伊賀者の頭領」として目立たせ、自分自身はずっと隠れてきた……島左近の面前での百地丹波の死は派手に騒さわがれたが、伊賀からおめおめと逃げだして服はつ部とり半はん蔵ぞうの手に捕らえられ、人知れず自害した藤林長門の死は誰にも語られぬ……服部半蔵が捕らえた藤林長門は、そう、わが影かげ法ぼう師し……藤林長門には、七人の影がいる……半蔵をすら、騙だまし通せた。武士などには、決して見破れぬ）

　明智軍の誰も、気づいていない。気づくまい。そもそも藤林長門など、彼らはろくに知らぬ。そのような者がかつて伊賀にいたらしい、という程度の認識なのだ。わが生しよう涯がいを懸かけた隠形の術は、今こ宵よい見事に成功した、と藤林長門は思った。

　だが彼女は、感情を顕あらわにしない。笑うことがない。「謀反人」明智光秀を演じている今、藤林長門は「どこまでも堕おちていく運命に捕らえられた人間」の悲ひ愴そうな狂きよう気きを、その表情に浮うかべていた。が、派手な狂気ではない。水のように静かである。凍こおりついている、と言っていい。ほんとうに追い詰められた人間は、まるで感情が死んでしまったかの如く、表情そのものが死ぬのだ。長年にわたって「隠形」を続け、自らの感情を殺し続けてきた藤林長門にとって、もっとも得意な芝しば居いであった。いや、芝居ではなく、これが彼女の自然な表情なのだ。

　斎藤利三は、そんな藤林長門の横顔を凝ぎよう視ししながら、（姫……どこにも、高こう揚よう感かんなどなく、涙なみだすら流れないほどにお心が死んでしまわれて……なんと痛ましい）と涙をこらえていた。

　明智軍本隊は桂川から丹波口へと入り、そして。

　深夜の下京に、到とう着ちやくしていた。

　粟あわ田た口ぐちからも。

　大おお原はら口ぐちからも。

　伏ふし見み口ぐちからも。

　続々と、「桔き梗きよう紋もん」のもとに明智軍が集結してくる。

　本能寺が、四方から完全に包囲されていく。

　決して、織田信奈を逃のがさぬように。

　そして、一隊は、本能寺の北に建つ妙覚寺に。

（……さすがに、軍団を二方面に分けるというこの作戦は「啄木鳥きつつき」を思い起こさせるな、勘助……しかし、違ちがう。兵の半ばを別働隊に割さくことなど、せぬ。たしかに「兵は詭き道どう也なり」とは教えた。一兵も持たぬ雇やとい主のために、今宵、詭道を用いて一万三千の兵を調達した。だが、ここで兵力を均等に二分するのは本末転てん倒とう。「詭道」と「王道」は、表ひよう裏り一体。今宵の本命はあくまでも本能寺。本能寺の織田信奈に、明智軍の兵力の七割強をぶつける。妙覚寺攻ぜめの目的は実のところ、「相良義陽誅ちゆう殺さつ」という「表の目的」ではない。重要な「裏の目的」がある……）

　本能寺の完全包囲を終えた藤林長門は、別働隊が妙覚寺に攻こう撃げきを開始、という報告を聞くと同時に、

「時は来た！　これより第六天魔ま王おう・織田信奈を討うち取る！　女、子供の別なく、本能寺に籠こもる者は一人残らず討ち果たせ！　『姫ひめ武将不殺』の掟おきては、今宵で終わる！　太平の世を築くために、『姫武将不殺』などといういたずらに乱世を長引かせる悪あしき慣習は織田信奈ごと焼き払はらう！　時代は変わるのだ！　今より天下人は、この惟任日向であるぞ！　者ども、励はげめえっ！」

　本能寺への総攻めの下知を、発していた。

　だが、この時の光秀の言葉に強きよう烈れつな違い和わ感かんを抱いだいた者がいた。

　斎藤利三であった。

　違う。本人にしか思えぬが、ほんのわずかに違う！　まことの姫は、たとえ兵士を鼓こ舞ぶするためだとしても、「天下人はこの惟任日向」などとは決して言わぬ！　噓うそのつけぬ純真なお方なのだ！　このご謀む反ほんは、御ご所しよへの忠義のため！　お心の中では泣いておられるはず！　自ら天下人を称しようすることなど、絶対にありえない！

　しまった！　みな、やめろ！　この者は……！　と叫さけぼうとした斎藤利三は、しかし、素す早ばやく明智光秀の手刀を首筋に当てられて、意識を奪われていた。

　異変に気づくのが、一歩、遅おそかった。だが、沓掛で気づいていたとしても、結果は同じだったろう。そもそも斎藤利三ははじめから、藤林長門に「わが正体を偽にせ者ものと気づく者がいるとすれば、それは斎藤利三」と警けい戒かいされていたのだ。ほんの少しでも不ふ審しんな挙動を見せれば、即そく座ざに利三を捕らえるつもりだった。この夜、忍びの完成形とも言える藤林長門は、あらゆる「不測の事態」を想定して動いていた。そこには情もなければ「希望的観測」も「願望」もない。

　唯ゆい一いつ、藤林長門が不安を抱いている要因といえば、この「本能寺の変」計画の全ぜん貌ぼうを完かん璧ぺきに掌しよう握あくしている人間がただ一人、細ほそ川かわ藤ふじ孝たかしかいない、ということだけだった。

　藤林長門は、細川藤孝から「相良良晴については他ほかの者に任せてください。ただ明智光秀になりすまして織田信奈だけを討てばそれでいいのです。同時に、相良義陽の宿所・妙覚寺をも攻撃するよう。ただし、おそらく相良義陽は『さる処ところ』へ逃にげているでしょう。その場合は、その『さる処』を追撃してください」と「任務」を与あたえられてはいるし、他の「執しつ行こう者」たちの任務についてもおおむねは推測できる。

　だが、織田信奈たち三人を討ち果たしたあと、細川藤孝は、十字軍・織田譜ふ代だい・外と様ざま衆らが東西よりいっせいに起こすであろう「仇あだ討うち」軍の猛もう攻こうを凌しのぎきる策をほんとうに持っているのだろうか。

　策があるとしても、戦局はもはや要人の暗殺などではなく軍勢と軍勢とが激げき突とつする「大合戦」へと移行する。誰だれが官軍の総大将を務めるというのだろうか。「天下人」を討ち取って覇はを唱える以上、総大将は足利将軍以外にはありえない。しかし足利幕府を復興すると言っても、ひとたび将軍位を妹に譲ゆずった足利義輝がはたして総大将役を承しよう諾だくするのか。まさか「明智光秀」が引き続き総大将役を？　軍師と総大将とでは、求められる能力が違う。それに、今宵の織田信奈暗殺劇を果たしたのちの行動について、藤林長門は細川藤孝からどんな指示をも得ていない。

　だが、そのような「今後の処置」については、忍びは考えない。忍びは雇い主の「手足」として動くのみ。ただ、己おのれの仕事を遂すい行こうし、達成するためのみに戦うだけだ。

「副将の利三といえど、わが選せん択たくに異を唱えることは許さぬ。ことが終わるまで、捕らえておけ──者ども、本能寺を焼き尽つくせえっ！　日ノ本を、守るために！」

　斎藤利三、捕ほ縛ばく！　ここに至って明智光秀の「叛はん意い」が本気であると確信せざるを得なくなった明智軍の兵士たちは、いっせいに「土と岐き桔梗」の旗を掲かかげながら、叫んでいた。「姫さまが天下人！」「われらが姫が天下人だ！」と。「なぜこのようなことになったのか」と泣きながら、織田信奈の首を奪うばうべく、いっせいに「行動」へと移っていた。今宵の本能寺は、あまりにも、脆もろい。小こ姓しようたちが詰つめているだけで、無人にも等しい。織田信奈がどれほどに明智光秀を信しん頼らいしていたか、彼らにもよくわかった。なぜ。どうして、こんなことに。

「主あるじ殺し」に加担する運命に陥おちいった誰もが、夜空に輝かがやく妙みよう見けんの星々に、問いかけていた。




　天てん道どう、是ぜか非か──。




【本能寺】




　わたしが頼たよりにする人は、わたしが好きになった人は、みんなすぐに死んでしまうの？

　わたしの生涯は、ずっと、独りぼっちなの？　そういう運命なの？




『吉きちお嬢じようさま。顔を伏ふせていてはいけません。夜空をご覧ください。眩まぶしいほうき星が輝いています』




　ほうき星……。




『この夜空にもっとも綺き麗れいに輝く星です。昼も夜も、熱く輝く星です。けれども、すぐに燃え尽きて過ぎ去ってしまう星です。あの星が夜空から去ってしまう前に、お呼びなさい』




　それじゃああれは、わたしの旦だん那なさまになる人の星？




『いえ。あれは、あなたの星です。吉お嬢さま。あまりにも眩しく、熱く燃えすぎていて、誰も触ふれられない星。まるで日輪のように目ま映ばゆく美しい。けれども、誰かが捕つかまえてあげなければ、恐おそるべき速度で天を駆かけて、われわれ人間の世界から泡ほう沫まつのように消え去ってしまう、そんな星です。早くあの星を見つけて、そして捕まえてほしいと、祈いのるのです』




　でも。誰に。父上も宣教師さまも逝いってしまうというのに、いったい誰に対して祈るの？　わたしは自分の旦那さまを自分で選ぶことすらできない身なのに？　わたしは修道女になるつもりはないわ。わたしは、どれほど途と方ほうもない夢を抱いてその夢のために生涯を捧ささげることになったとしても、人間として生きたいの！　人間の女の子として、人間の殿との方がたを愛して、人間の赤ちゃんを産んで……！




『ええ。あなたは神という抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんにすがるような人ではありません。あなたが祈るべき相手は、私が神と呼んでいるものでもなく、ジパングの人々が神々と呼んでいるものでもなく。あなた自身が求めている〈人間〉です、吉お嬢さま』




　そんな人が、どこにいるの。




『私にも、わかりません。それでも、声を限りにして叫ぶのです。早くあのほうき星を見つけてくれと、祈るのです。あなたを、この海の彼方かなたの世界へと連れだしてくれる人を、呼び続けなさい』




　そんなの、まるでおっぱいを欲しがって泣きわめく、赤あかん坊ぼうだわ。




『それでいいのです』




　余命いくばくもないザビエルは、優やさしく微笑ほほえんでいた。信奈との今生の別れを惜おしむように。慈じ愛あいに満ちた父親のまなざしで。




『……人間の生しよう涯がいとはそのようなものです、吉お嬢さま。手を伸のばさねば、なにも摑つかむことはできないのです』




　手を伸ばして触れれば、炎ほのおに包まれて焼け死んでしまうような、そんな夢を望んでも？




『それでも。どうか、あなたの人生の最さい期ごの瞬しゆん間かんに後こう悔かいを残さぬよう──』




　幼い信奈が、（早くわたしに会いに来て）と祈りの言葉を捧げた、そのさなかに。

　激しく美しく輝きながら天を駆けるほうき星が、月と、重なり合っていた。




　あれは、何年前の思い出だっただろう。

　願いは、叶かなった。聞き遂とげられたはずだった。「その人」が目の前に現れてくれた時。すぐに、わかった。「運命に抗あらがえ。生きろ」と信奈に力を与えてくれる者が、相良良晴が、尾お張わりの戦場に現れてくれたその瞬間に。うっかり、相良良晴自身が「ほうき星」だったのだと思ってしまうほどに、彼は眩しく輝いていた。月どころか、まるで「日輪の子」であるかのように。










　しかし、今。

　信奈は、しばし正気を見失って声を嗄からすまで泣き叫び続けたあと、精根尽つき果てて泣き疲つかれたあと、もう一いつ滴てきの涙なみだも残っていないという極限状じよう況きようにまで自ら深く深く落ちていったあと、もう一度、問うていた。




「わたしが頼りにする人は、わたしが好きになった人は、みんなすぐに死んでしまうの？」




　と。




　結局のところ、小早川隆景や明智光秀を巡めぐる相良良晴の迷いなどは、ほんとうの問題ではなかった。「世界大奥」話に良晴自身が戸と惑まどっていたことは事実だが、良晴の心ははじめから定まっていたのだ。

　生涯、織田信奈を愛し続ける、織田信奈の「運命」を変えるために俺は自らの意志でこの時代に来たのだ、と──。

　その想おもいは、たとえ記き憶おくを失って毛利家に仕官していた時も、揺ゆるがなかった。織田家仕官時代の記憶をすべて失っても、その「想い」だけは決して忘れなかった。

　だからこそ、金かねヶが崎さきで、相良良晴は「死の殿しんがり」を自ら志願したのだった。

　だからこそ、天王寺で、相良良晴は「天岩戸」を潜くぐり未来へ帰ることを拒きよ否ひしたのだった。

　だからこそ、あの木き津づ川がわ口ぐちで、相良良晴は、織田信奈のもとに奇き跡せきの帰き還かんを果たしたのだった。

　いつだって。

　人を愛することを恐きよう怖ふし怯おびえていた織田信奈に、全身で、行動で、示してくれていたではないか。

　自分がどれほど、信奈を愛しているかを。

　初夜を乗り越こえられなかった最大の要因は、信奈自身の迷いにあったのだ。父・信のぶ秀ひでの急死、海の彼方の世界を教えてくれたザビエルの死、「じい」こと平ひら手て政まさ秀ひでの死。「わたしが好きになった人はみんな死んでしまう」という「運命論」的な恐怖は、相良良晴が取り除いてくれた。何度も何度も、死地から奇跡的な生還を果たすことによって。

　しかし、もうひとつの恐怖は、信奈自身が自ら克こく服ふくするしかなかったのだ。自分には、人の母親になる資格がないのではないか、自分の娘むすめを愛せないのではないか、土つち田だ御ご前ぜんと同じことをまた繰くり返すのではないか、という恐怖は。

　信奈は、良晴に抱だかれることを恐れていたのではなく、良晴の子を身ごもることを恐れていたのだ。母になることを。

　しかし、その恐怖は、北きた野のの茶会で、春の雪のように綺き麗れいに溶とけて消え去っていた。

　土田御前と自分とが、似た者同士であり、母と娘であり、自分自身の愛情を素す直なおに表現できない人間同士だったのだと理解したその瞬間に。

　だから、今こ宵よい。

　本能寺の閨ねやで、織田信奈と相良良晴は、やっと「壁かべ」を越こえられたのだ。

　それなのに。

　今。

　幸福な夢を見ていた中。塀へいの向こうで「鬨ときの声」が上がっていることに気づき、目を覚まして本能寺の庭園に降り立っていた信奈は、かつて相良良晴だったであろうその血みどろの肉につ塊かいを、両りよう腕うでで抱きしめていた。

　もう、その顔面は原形を止とどめていない。

　左右の眼球を抉えぐられ、そのまま頭ず蓋がいを破は裂れつさせられていた。「顔面」と言える部分のうち残っているものは、鼻から下だけ。それも、激しい裂れつ傷しようをいくつも負わされて破損していた。鼻は無残に変形し、前歯はすべて根元から叩たたき折られていた。腹部からは、臓物が溢あふれ出していた。体内の血という血のすべてが、流れ尽きていた。

　いったいどれほど激しく戦ったのだろう。




『信奈。お前に会ってなけりゃ、俺はわけのわからねー戦国の世に独りぼっちで放ほうりだされた衝しよう撃げきで、とてもじゃねえが今日まで生きていられなかったと思う。織田信奈に天下を盗とらせ、大船で七つの海へ出発させる──こんな大それた夢を抱いだけたからこそ、ホームシックに悩なやんだり運命を呪のろったりせずに前を向いて生きてこられた。お前がここで死んだら、俺の戦国の世での人生も終わるってことだ！』




　信奈が金ヶ崎で越えち前ぜん朝あさ倉くら・近江浅あざ井いに挟きよう撃げきされ、絶体絶命の死地に陥った時。良晴は「死の殿」を買ってでた。未来から持ってきてくれたスマートフォンを、「形見の品」として信奈の手に握にぎらせてくれた。信奈を、杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼうの銃じゆう撃げきから奇跡的に守ってくれたスマートフォンである。今宵も、本能寺の閨の枕まくら元もとに、「お守り」として置いていた。




『疲ひ弊へいした中世のしきたりを破は壊かいして、新しい近世の扉とびらを──未来への扉を開くことができるのは、お前だけだ』




　どうして自分は素直に愛を表現できないのだろう。あれほど自分が人に愛されていると感じながら、どうしてあの時わたしは、泣きながら良晴を「噓うそつき」と呼んで頰ほおを殴なぐったのだろう。あれほどにわたしを愛してくれた良晴を死地に追いやる自分自身をこそ、殴るべきだったのに。どうして。

　わたしの夢を叶えるまで、一いつ緒しよにいてくれるって言ったじゃない！　まだ、なにも叶えていないくせに……噓つき！　だなんて、かわいくない憎にくまれ口を叩いて大泣きしたのだろう。

　良晴ならば、どれほどわたしが甘えても、苦笑しながら許してくれる、わたしのほんとうの心を理解してくれる、そう信じたから？　それとも、彼に「無む償しようの愛」を捧げられることが怖こわかったから？　母上に愛されなかった自分には、そんな価値はない、と思い込んでいたから？　「わたしが好きになった人」だと認めれば、良晴が死ぬ、と思っていたから？

　それでも金ヶ崎での良晴は、わたしに失望しなかった。どれほどわたしが癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせて荒あれ狂くるっても。どれほど我が儘ままを言っても。どれほど、愛に愛で応こたえなくても。わたしを、臆おく病びよう者と見捨てることはなかった。決して。




『信奈。俺はお前と同じで、神なんて信じていない。だが、俺は自分で自分に誓ちかったんだ。お前のためにこの時代に来たんだと、そう自分で決めたんだ。お前を悲しませるようなことは、絶対にしない。約束する』




　約束、してくれたのに……。




『お前が無事に京へ帰り着いて、そして俺が生きて戻もどって来たら……こんどこそ、天下一の恩賞をよこせ』




　天下一の恩賞を……わたし自身を、良晴に、捧ささげたのに……。

　天王寺で、「天岩戸」を開いた時に、あなたは自分自身の世界や家族を捨てて、わたしを選んでくれた。だから、わたしは、ほんとうなら恥はずかしくて口にできない言葉を、あなたに囁ささやいたのに。

　たとえ死が二人を引き裂さこうとも、わたしの心は、いつまでも良晴とともに。わたしの伴はん侶りよは生涯あなただけよ、と。




『信奈。生きろ。たとえ俺がいなくなっても、お前は生きてくれ。振ふり返るな。前へ進め。お前を、愛している』




　知っていた。わたしも、あなたを愛しているわ、良晴。




『口にするのは、最初で最後だ。忘れるな。お前は、独りじゃない』




　噓だったわね、あの言葉は。だって、この本能寺の閨で、何度も何度も囁いてくれたわ、その言葉を。

　ほんとうは、毎日毎晩、囁いてほしかった。

　これからは、その夢が叶うと、信じていたのに。

　どうして。どうして逝いってしまったの、良晴。

　わたしを守ろうとして、こんなになるまで、戦い続けたの……？

　ごめん、ね……。




　こんどこそ閨でのお二人を決して邪じや魔ますまい。百五十人の小こ姓しようたちを率いて本能寺に詰つめていた森もり乱らん丸まるは、自らが取り返しの付かない失態を演じたことを知った。薄うす暗ぐらい庭園で、織田信奈が半はん狂きよう乱らんになって血みどろの肉塊を抱きしめているその背中を見た瞬間に。

　本能寺の塀の向こう側は、無数の軍旗によって埋うめ尽つくされていた。

　土岐桔梗。

　本能寺を包囲する明智軍、その総勢はおそらく一万。

　万にひとつも、脱だつ出しゆつできる可能性は、なかった──。

　もはや、信奈には立ち上がる気力も残っていないだろう。

　庭園で姫ひめの介かい錯しやくをしなければならない、と乱丸は絶望した。

　しかし。

　織田信奈は。

　相良良晴の亡なき骸がらをそっと庭園の砂利の上に寝ねかせると、ゆっくりと立ち上がっていた。




「『どうか、あなたの人生の最さい期ごの瞬しゆん間かんに後こう悔かいを残さぬよう』──お乱。敵軍の総大将は？」




　ああ。

　信奈さまは。姫は。

　まだ、生きておられる。

　最後の一瞬まで、生き抜ぬこうと、戦い続けようと、魂たましいを激しく燃やしておられる。

「運命」と、戦おうと。

　乱丸は、「惟任日向、謀む反ほん」と、震ふるえる声で「真実」を伝えた。

「謀反の理由はいっさい不明。ただ……女子供とて一人残らず殺せとの伝達が、明智軍内に」

　ならば是ぜ非ひに及およばずね、と信奈は大おお股またで庭園を歩きはじめ、本能寺の本ほん殿でんへと向かっていた。乱丸は必死で信奈の後を追う。




「『信奈。生きろ。たとえ俺がいなくなっても、お前は生きてくれ。振り返るな。前へ進め。お前を、愛している』──わたしにはわかるの。お乱。わたしのお腹なかには、良晴が授さずけてくれた、命が。だから、最後まで戦う。わたしは生き延びて、母になるの。良晴と、わたしの子の、母に。わたしは、絶対に諦あきらめない」




　乱丸は、思わず信奈の前に合がつ掌しようして頭こうべを垂れたいという想おもいに駆かられながら、「承うけたまわりました」と叫さけんでいた。関かん東とう遠えん征せい終しゆう了りよう後の信濃しなのに残った姉、「鬼おに武蔵むさし」森もり長なが可よしの代わりに、鬼となって姫を守る、死してなお戦い続ける、と覚かく悟ごを決めた。

　いっせいに、矢が射かけられてきた。

　堀ほりを乗り越え、塀を登って、明智軍の兵士たちが信奈を討うとうと攻せめ寄せてきたのだ。

　とてつもない数だった。

　みな、鬼き気き迫せまる表情で信奈の首を求めて庭園へと殺さつ到とうしてくる。さらに、信奈が庭園にいないと知るや否いなや、本殿を目指して駆けてきた。明智軍の兵士の誰だれもがまるで、この世は「地じ獄ごく」だと言いたげな絶望的な顔をしていた。乱丸は悟さとった。みな、なぜこのような悪夢に巻き込まれてしまったのか、理解できないのだと。いっそ己おのれの命を本能寺で捨てがまるつもりらしい。厭おん離り穢え土ど、欣ごん求ぐ浄じよう土ど。一万の死兵。

　小姓衆が、信奈を守る「壁」となるべく、必死の形相で本殿へと集結し、矢や種たね子が島しまで応戦する。

　みな、相良良晴の死の衝撃を怒いかりに替かえ、その怒りを「力」に替えて、鬼となっていた。なにも、今こ宵よい謀反を決行せずともよかったではないか。なぜ、姫がついに困難に満ちた恋こいを成じよう就じゆした今宵なのだ。なぜ、相良良晴を見せしめのように先に殺して、その原形を止めぬ無残な死し骸がいを庭園に放置したのだ。貴様らに、武士の情けはないのか。そもそも、なぜ、姫を裏切った！　なぜ謀反した！　理由を述べよ！　織田信奈さまの、姫の無念は、いかばかりか。姫に害をなそうとする者は一人残らず地獄へ連れていく、と血けつ涙るいを流しながら抵てい抗こうした。

　だが、多勢に無勢である。

　信奈自身も、本殿の縁えん側がわに屹きつ立りつし、種子島を構えて明智兵を撃うち続けた。関ヶ原で最強の武田騎き馬ば隊を相手に猛もう威いを振るった「三段撃ち」。乱丸が次々と、弾たまを込めた種子島を信奈に手て渡わたす。しかし、武田騎馬隊を苦しめたあの「塹ざん壕ごう」はない。本能寺の庭園には、防ぼう御ぎよ機能はない。無限に出現し続ける明智兵は、撃たれても撃たれても前進を止やめない。

　本殿に「火矢」が放たれ、いたるところに炎ほのおが吹ふき上がる。

　もう。信奈も。乱丸も。小姓たちも。

　声を発する猶ゆう予よすら、なかった。

　相良良晴を無残に殺され、遺体を辱はずかしめられ、理由もわからないままに殺されていくという怒りと恐きよう怖ふ。突とつ如じよとして天下人を失い、信奈が大勢の将兵の命を犠ぎ牲せいにしてまで成し遂とげた「天下布武」事業のすべてを反ほ故ごにされ、日ノ本がとてつもない混こん沌とんに吞のまれていくという絶望。

　しかし信奈は今、それらの感情に襲おそわれながらも、「走馬灯」の如ごとくこれまでの生しよう涯がいで出会ってきた人々との思い出を回想していた。勝手に、脳が記き憶おくを再生するのだ。

　信奈がなにかやらかすとすぐに「うーん、これは切腹！」と腹を切りたがる平手のじい。

　持病の頭痛を抑おさえるためか、土田御ご前ぜんの目を盗ぬすんで南蛮渡わたりの奇き妙みような薬をこっそり飲んでいた父・織田信秀。

　信奈に「世界」を教えてくれた亡国の宣教師ザビエル。

　平手のじいの「切腹したい病」を引き継ついだ、信奈を好きすぎる柴田勝家。

　なぜかなんでもかんでも採点する癖くせがついてしまって婚こん期きを逃のがしつつあった丹羽長秀。

　地味で無口な女の子だったのに、いつの間にか虎とら皮かわを被かぶってかぶいてしまった前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。

「中入りだー！」と自爆突撃する癖が改まらないので滅めつ多たなことでは前線に出せなかった池いけ田だ恒つね興おき。

「たぬき汁じる」の具材にされかかって以来、信奈の妹分として平身低頭、しかし本気を出せば太たい原げん雪せつ斎さいの見込み通りに、いやそれ以上に巨きよ大だいな天下人の器量を見せつけてくれた徳川家康。

「死にたくない」と桶おけ狭はざ間まで我が儘にもほどがある命いのち乞ごいをして生き延び、贅ぜい沢たく三ざん昧まいの暮らしぶりで織田家の財政を傾かたむける天下のニセ将軍となった今いま川がわ義よし元もと。

　信奈同様に南蛮文化にかぶれてかぶきまくり、中二病とやらを患わずらって人をおちょくり続けた梵ぼん天てん丸まる。とうとう羅ロー馬マ教皇をおちょくって十字軍を出されたが、実父のドレイクと出会えたので反省の色なし。

　宿命の恋こい敵がたきともいえる「無私の人」小早川隆景。

　良晴と出会うことで「毘び沙しや門もん天てん」から「人間の少女」へとその運命を大きく変えた上杉謙信。

　その謙信と激しく相争い、関ヶ原でついに和解を果たした戦国最高の姫武将、武田信玄。もしも信玄が京から遠く離はなれて湊みなとも持たない山国の甲か斐いではなく尾張に生まれていれば、あるいは信玄と謙信が川かわ中なか島じまで戦い続けていなければ、信奈の天下盗とりなどは絶対に不可能だった。

　なんとこの世界には、大勢の人々が生きているのだろうか、と信奈は驚おどろいていた。回想は、いつまでも尽きない。

　大友宗麟。吉きつ川かわ元もと春はる。宇う喜き多た直なお家いえ。北条氏康。島津義よし弘ひろ。島津家久。竹中半兵衛。黒田官兵衛。蜂はち須す賀か五ご右衛え門もん。津田信澄。織田有う楽らく斎さい。土田御前。斎藤道三。斎藤義よし龍たつ。帰き蝶ちよう。松まつ永なが弾だん正じよう。蒲生がもう氏うじ郷さと。お市いち。朝倉義よし景かげ。佐さつ々さ成なり政まさ。佐さ久く間ま信のぶ盛もり。森長可。千せんの利り休きゆう。今いま井い宗そう久きゆう。津田宗そう及ぎゆう。滝たき川がわ一かず益ます。九く鬼き嘉よし隆たか。高たか山やま右う近こん。ねねたち相良妹軍団。山やま中なか鹿しか之の助すけ。長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか。服部半蔵。本ほん多だ正まさ信のぶに、本多忠ただ勝かつ。立たち花ばな宗むね茂しげ。小お野のお通つう。長は谷せ川がわ等とう伯はくと狩野かのう永えい徳とく。曲ま直な瀬せベルショール。正しよう覚かく院いん豪ごう盛せい。姫巫女。近衛前久。けんにょときょうにょ。雑さい賀か孫まご市いち。足利義輝と足利義よし昭あき。エリザベス女王。ガスパール。ジョバンナ。フロイスに、オルガンティノ。

　そして、相良良晴との間に数奇な縁えんを結び、今こ宵よい、妙覚寺に宿しゆく泊はくしている相良義陽。

　ああ。まだだ。まだまだ、大勢の人々がいる。いくら回想しても、「夢」が尽きる時は来ない。思えば、幸福な「夢」だった。わたしほどみんなから愛された人間はいない、と信奈はやっと自分自身のほんとうの姿を心から理解し、受容した。最後の、最後に。

　これが走馬灯ってやつかしら、といつもの信奈なら口走っていただろう。だが、今の信奈の肉体はひたすらに種子島を放つ「機械」と化している。

　良晴はもういないのだとしても、彼の「子」は信奈の胎たい内ないに宿っている。良晴の血を分けた子の命が。

　たとえ、「惟任日向」に討たれるわたしの「運命」を覆くつがえせないのだとしても。

　この子は、絶対に、絶対に死なせない──！

　炎えん上じようする清きよ水みず寺でらで明智光秀を救うために種子島を放ち続けてきたわたしが、よりによって惟任日向に討ち取られるだなんて皮肉なものね、とうそぶくことすら、今の信奈には許されない。今宵本能寺を包囲した惟任日向があの十兵衛であるはずがない、と今もずっと信じている。だが、そのような感傷に浸ひたることすら許されない。

　ついに本殿へと、明智兵が乗り込んでくる。味方の死体の山を乗り越こえながら。

　そして、信奈の戦いに、唐とう突とつに「終わり」が訪おとずれる。

「わが名は伊賀者、楯たて岡おか道どう順じゆん」

　明智兵に紛まぎれて本能寺への潜せん入にゆうを果たしていた一人の忍しのびが放った種子島の銃じゆう弾だんが、信奈の腕うでに命中していた。弾は腕を貫かん通つうしたが、種子島の射しや撃げきはこれで不可能になった。それでもまだ、もう一本の腕は動く。信奈は「お乱、薙刀なぎなたを」と特とく徴ちよう的なカン高い声を発したが、片腕で薙刀を振ふるえるほどの剛ごう力りきは華きや奢しやな信奈にはない。それにもう、刀とう剣けんの時代は終わっていた。接近戦であろうとも、種子島の射程距きよ離りと貫通力の前には誰も抗あらがえない。どれほど名のある武将であろうとも、かの最強騎馬隊を率いる武田四天王であろうとも、種子島は容よう赦しやなく撃ち倒たおす。関ヶ原の「三段撃ち」で、それが証明された。信奈自身が刀剣の時代を終わらせたのだ。種子島と、鉄てつ甲こう船。南蛮渡りの、容赦のない火力兵器。日ノ本における「合戦」の抑よく止し力りよくとなる、はずだった。

「……姫。おそれながら薙刀では……もはや……」

「……わたし自身が招いたことよ。お乱。絶対に、わたしの首は渡わたさない。お腹の、赤ちゃんもよ……奥へ。閨ねやへ──」

「はっ！　最後まで、お供いたします！　最後の最後まで。最後の一瞬まで。奇き跡せきを、信じます……！」

　炎上をはじめる本能寺において。

　織田信奈と森乱丸の姿は、小こ姓しよう衆の背後へ。そして、殺到する明智兵の視界から消えた。

　負傷し戦せん闘とう継けい続ぞく能力を喪そう失しつした織田信奈は、相良良晴と契ちぎりを交かわした、閨へ。

　信奈が最後になにを思って「閨」を選せん択たくしたのかは、定かではない。

　ただ、これだけは言える。

　織田信奈は、まもなく自分が本能寺で死ぬという「運命」との戦いを、まだ諦めてはいなかった。絶対に、諦めなかった。




【上京】




　馬を飛ばして、ついに愛宕から京に舞まい戻もどった「ほんもの」の明智光秀は。

　この時まだ、上京の通りを駆けていた。

　下京にある本能寺があかあかと燃えるさまを、明智光秀は馬上で目撃していた。

　間に合わなかった！

　なぜ。どうして。誰が。なんのために。

　ただ、明智光秀は、この「悪夢」そのものが、謀反が、自分自身の名によって遂すい行こうされていると知った。遠目にも、わかる。本能寺が放つ業ごう火かによって、軍旗の紋もん章しようが見えてしまうのだ。

　土岐桔梗──！

　明智軍を、何者かが乗っ取っている……！

「古こ今きん伝授」の予言は、今宵、実現したのだ。

「……そんな……そんな……そんなあああああああっ!?　あああああああああっ……！　信奈さま……信奈さま……信奈さまああああっ!?　相良先せん輩ぱいっ？　利三！　どうして止めないですか、利三っ？　無事なのですかっ、利三……!?　こんな……こんなことって……」

　絶望。

「運命」は、覆らなかった。

　あれほどに、多くの人々が「運命」と戦い、抗い続けてもなお。

　この地上に、明智光秀という人間がいる限り、覆るものではなかったのだ。

　なぜ今宵、京を離れた。どうして、愛宕山へと逃れた。

　自分は清水寺で死んでおくべきだったのだ、せめて関ヶ原で討ち死にしていれば、と明智光秀は悔くいた。

　生まれてきたことが、間ま違ちがいだったのか。

　生きていること自体が、罪だったのか。

　織田信奈と相良良晴の優やさしさに甘えて、そしてその結果、己おのれの「運命」を克こく服ふくできた、と思い上がっていたのか。

　いや。やはり、今宵、京を離れたことが──。

　あるいは、完全に相良良晴への想おもいを振り切れてはいなかったのか。その迷いが、ごくわずかなものであろうとも。その小さな心のほころびが、かかる取り返しの付かない事態を招いたのか。

「明智光秀」という人物が、日ノ本の歴史にとって、織田信奈にとって、どれほど重い存在であるかを、あらかじめ知っていながら。細川藤孝から知らされていながら。

　その結果が、結末が、この──。




「……母上……道三さま……申し訳、ございません……十兵衛は……」




　だが。

　だが、まだ「運命」が成就した瞬しゆん間かんを「この目」で確かめてはいない！

　最後の最後まで、信奈さまは「運命」に抗い続けているはず！

　たとえ万にひとつの可能性すらなくとも、十兵衛自らが本能寺へ奔はしれば。明智軍の諸将の前にわが姿を見せれば、もしかしたら、あるいは。

　現実的に考えれば、もう絶対に間に合わない。本能寺はすでに明智軍に包囲されて炎上しており、この上京からどれほど急いでも、到とう着ちやくした時にはもはや……。

　そもそも「偽にせ者もの」が明智軍を指揮しているのであれば、「ほんもの」の帰き還かんを許すはずもない。斎藤利三も、すでに殺されたか、捕とらわれているか、いずれかだろう。

　明智光秀がどれほど高潔な勇気と志を胸に抱いだいていこうとも、「現実」としては、ただむざむざ殺されに行くにすぎない。織田信奈と相良良晴に殉じゆん死しするために。

　恥はじを忍んでただちに京を脱だつ出しゆつし、明智軍を乗っ取った者は偽者であると天下に宣言し、織田信奈から後こう継けい者しやに指名されていた者として織田家の再結成と再起を図はかる。それが本来、「明智光秀」がなすべきことであっただろう。

　しかし、できるわけがない！

　本能寺へ向かう。万が一の可能性に賭かける。たとえ、不可能だとわかっていても。

　それでも──それでも、この十兵衛は……！

　三人、死ぬ時は一いつ緒しよと、関ヶ原で誓ちかったです……！

　本能寺へ。ただちに。最後まで、信奈さまと、先輩とともに──！




　この時。




　本能寺へ向かおうとしていた明智光秀の首筋に、一本の吹ふき矢やが突つきたっていた。

（毒っ!?）

　そう認識した時にはもう。

　全身の感覚が急激に麻ま痺ひしはじめ、そして。




　明智光秀は、意識を喪失して落馬していた。




【二条御新造】




　本能寺から北に約一キロ。

　妙覚寺。

　明智軍別働隊三千が、相良義陽を討うち取るためにこの妙覚寺に殺さつ到とうしていた。

　妙覚寺も、本能寺と同様に、京の市中に建てられた寺でありながら堀ほりと塀へいによって囲まれた小型の城じよう塞さい仕様を誇ほこっている。

　織田信奈が上じよう洛らくして「天下布武」を果たすまで、京は応おう仁にんの乱にはじまった戦乱の連続で荒あれ果てており、とりわけ下京は文字通りの地じ獄ごくと化していた。武家同士が市中で相争って多くの伝統ある神社仏閣を燃やし尽つくした後には、宗教戦争までもが勃ぼつ発ぱつした。「下げ克こく上じよう」の機運の盛り上がりと同調するように京の商人階級を中心に勃興していた法ほつ華け宗しゆう門徒と、旧仏教系の総本山たる叡山の僧そう兵へいたちとが激しく争った「天てん文もん法華の乱」では、下京全域が灰かい燼じんと帰したのである。松永久ひさ秀ひでのような者が出現したのも、斎藤道三が現れたのも、京が戦場と化して荒こう廃はいしきったという「現実」が生みだした結果であり、彼ら「下克上の者」は京をはじめとする日ノ本の民たみの願望が生みだした存在だったと言っていい。

　そして、妙覚寺もまた、天文法華の乱によっていちどは全焼した寺だった。それ故ゆえに、再建された妙覚寺は、小型の要よう塞さいとも言える防備構造を整えていたのである。信奈や良晴が京に滞たい在ざいする際に宿として妙覚寺や本能寺を用いたのは、簡易ながらもこれらの寺がある程度の防衛力を備えていたからである。

　だが、明智軍がその妙覚寺に突とつ入にゆうした時にはもう、妙覚寺内に相良義陽の姿はなかった。

　忽こつ然ぜんとかき消えたとしか思えない。

　本能寺襲しゆう撃げきと妙覚寺襲撃とはほぼ同時だが、正確に言えばわずかに妙覚寺襲撃のほうが早かった。別働隊が妙覚寺を攻こう撃げき開始、との報告を聞いた「惟任日向」が本能寺への総攻撃を開始したのだから。

　故に、妙覚寺に泊とまっていた相良義陽が惟任日向の謀む反ほん・明智軍本隊の本能寺襲撃を事前に察知して逃とう走そうしたとは考えがたかった。

　別働隊を率いる兵士たちは、激しく戸と惑まどった。

　織田信奈と相良良晴を討ち取っても、もしも相良義陽が京から逃走すれば、彼女は「織田信奈の義姉あね」として各地に分散している旧織田家の勢力を結集させ、ただちに京の明智軍を「賊ぞく軍ぐん」として討とう伐ばつしに来る。報復に来る。明智軍の兵士たちは、自身が「官軍」であるとは知らされていない。

　どこだ、どこへ消えた、とけんめいに相良義陽を捜そう索さくしているうちに──。

　明智軍の誰だれかが、叫さけびはじめていた。

「東ひがし隣どなりだ！　相良義陽は、すぐ東の二条城へ！　二条御新造へ逃にげ込んだぞ！」

　織田信奈が下京に建てさせて今川義元の居城とした二条御新造は、本能寺や妙覚寺とは違う。面積こそ小ぶりとはいえ、「城塞」である。しかも、妙覚寺のすぐ東に建っており、移動は容易たやすい。妙覚寺から南に一キロも離はなれている上に、明智軍本隊一万が包囲している本能寺へ単身で移動することは不可能だが、隣りん接せつする二条御新造に逃げるならば容易だ。ものの十分もあれば移動できる。

「おお、そうだ。他ほかに逃げ場はない。距離といい堅けん牢ろうさといい、絶好の籠ろう城じよう拠きよ点てんだ！」

「二条御新造の守りは堅けん固ごだ。どうする!?」

「われら三千の兵力で、二条御新造を落とせるか？」

「落とさねばならない！　相良義陽を逃がしては手落ちとなる、今こ宵よいの姫ひめの計画は水すい泡ほうに帰す！　今宵のうちに織田家が二度と立ち直れなくなるまで打撃を与あたえるには、玉、飛車、角を三枚同時に始末せねばならない！」

「がむしゃらに攻せめよ！」

「しかし、二条御新造の塀は高い！　矢も種子島も届かぬ！」

「城塞とはいえ、ここは京の市中だ。隣の屋や敷しきの屋根へ登り、高所から種子島を撃うち込み火矢を射かければよい！」

　もはや、本能寺攻めは開始されている。

「主君」明智光秀を滅ほろびから救うには、織田政権の要人三人を一夜のうちに全員討ち取らねばならない。一人でも逃がせば、織田家は首の皮一枚を残して生き延び、明智軍は天下の賊軍となる。それこそ、明智家は族ぞく滅めつさせられるだろう。亡命者を受け入れてくれるとすれば、斎藤利三を通じて明智家と昵じつ懇こんの関係にある土と佐さの長宗我部元親くらいか。だが、その長宗我部元親とて、明智光秀本人は庇かばえまい。

　そして。

　はたして、偶ぐう然ぜんか、必然か。

　二条御新造の北隣に建っていた「公く家げ屋敷」こそが──近衛前久邸ていなのだった。

　九く条じよう派の公家たちから「織田信奈派」として敵視されていた近衛前久とその息むす子こ・近衛信のぶ尹ただは、この夜、二条御新造の隣の近衛邸にいた。朝が来れば、御ご所しよで相良良晴の関白就任、相良義陽の大だい納な言ごん就任、今川義元の征せい夷い大たい将しよう軍ぐん位返へん還かん、そしておそらくは織田信奈の征夷大将軍就任を控ひかえている。近衛前久は自らの関白位を姫巫女に返還し、「猶ゆう子し」相良良晴にその関白位を与えるという大任を務める予定であった。この夜はゆっくりと休み、翌朝に備えていたのだ。

　だが──その近衛邸の門へと、明智軍の兵士たちが殺到してきたのである。

「門を開け！」

「これより、二条御新造に逃げ込んだ相良義陽を討つ！」

「この屋敷を『射撃台』とする！　邪じや魔まする者があれば、関白とて容よう赦しやはせぬ！」

「開門、開門！」

「応じぬのならば、力ずくで突とつ破ぱし、屋敷を占せん領りようする……！」

　明智軍の兵士たちはみな、必死だった。

　失敗すれば、全員が死ぬ、あるいは生しよう涯がい「賊軍」として逃げ続けねばならなくなる。

　なによりも、彼らが崇すう拝はいし続けてきた姫武将・明智光秀の首が落ちる！

　家人たちが押しとどめるが、否いや応おうなしに門を破られた。

　近衛邸へと、「謀反軍」の兵士たちが殺到してくる中。

「……なんたる……なんたることでおじゃる……！　明智光秀が織田信奈に謀反となっ？　ありえぬ！　ありえぬでおじゃるううううっ！　これでは、三み好よし三人衆が二条御所に足利義輝を襲撃した惨さん劇げきの繰くり返しではないか！　『天下布武』の夢が……なぜでおじゃる！　光秀！　惟任日向よ！　理由を言うでおじゃる！」

　閨ねやから飛び出してきた近衛前久は、大広間の畳たたみに次々と名刀を突き立てると、かつて義兄弟・足利義輝がそうしたように、「徹てつ底てい抗こう戦せん」を開始したのだった。近衛前久は武家関白だ。武家に憧あこがれ、鷹たか狩がりも剣けん術じゆつも馬術もすべて修得し、足利幕府に弓ひく松永、三好と戦ってきた。何度も修しゆ羅ら場ばをかい潜くぐっている。

「親おや父じいいいいいっ！　どういうことだよ、これはあああああっ？　なんで明智光秀が織田信奈を裏切って謀反を!?　わけがわからねえ！　痴ち情じようのもつれかなにかかっ？　相良良晴の側室になれなかったことを恨うらんでの下げ克こく上じようかよっ？」

　対決を挑いどんだ相良良晴に赤あかん坊ぼうのようにあしらわれて以来、「これがほんものの戦国武将かよ……道場剣法とは、桁けたが違うぜ……！」と相良良晴の熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者になっていた近衛信尹もまた、寝しん室しつから跳はね起きるや否いなや、前久のもとに転がり込んできた。近衛邸を守らねばならない。一秒でも長く！　占せん拠きよされれば、二条御新造が危あやうい！

　二条御新造は、かつて今川義元を危うく松永弾正に討たれそうになった信奈が平城造りの技術の粋すいを尽くして建築した、小さいながらも頑がん強きような要塞である。西、南、東の守りは堅かたい。しかし、北の近衛邸の屋根を占拠されてしまえば、脆もろい。近衛邸の屋根からならば、塀の高さを無視していくらでも飛び道具を撃ち込むことができる！

「信尹よ！　なぜこうなったのか、麻ま呂ろにもわからぬ！　しかし、これだけはわかる。今宵の災わざわいは、『因果応報』でおじゃる！　麻呂はかつて、武神・上杉謙信を足利義輝と奪うばい合った。義輝は謙信を管かん領れいに任命して京の守りを委ね、三好松永を排はい除じよせんとしていた。対する麻呂は、東国の武士たちを御所のもとに集結させるべく、自ら関東公方になる計画を立て、上杉謙信を関東管領に推おそうとした。故に、麻呂と義輝は義兄弟でありながら決けつ裂れつしたのでおじゃる。そのため……」

「そのため、三好三人衆が足利義輝を襲撃した時に、親父は足利義輝を見殺しにして評判を落としたんだったな！　どれほど武家関白を気取っていてもしょせんは公家、武家にはなりきれなかった、と！」

「あの時、なにを置いてでも、義輝を救いに向かうべきだったのでおじゃる。まさに、かかる窮きゆう地ちに陥おちいったのは麻呂の人徳のなさ故。自じ業ごう自得……信尹、そちは逃げよ」

「ざけんじゃねえ！　誰が逃げるかああっ！　俺の望みは、夢は、武家関白だ！　ここで親父を捨てて逃げたら、俺は一生負け犬じゃねえかよ！　あんたの二の轍てつは踏ふまねえ！　最後の最後まで、戦ってやらあ！」

「しかし、相良義陽が二条御新造に逃げ込んでいるはずがないでおじゃる。義陽にこの謀反を察知して逃げる猶ゆう予よがあったならば、彼女は弟が泊まっている本能寺へと危機を伝えに奔はしったはず。明智軍の勇み足、誤解としか思えぬ。この戦いには意味はないでおじゃる。麻呂は、己おのれの因果を清算するために戦うのでおじゃる。お前まで戦う必要は──」

「黙だまれ！　父親を見捨てて逃げる息子がいるかあああっ！　織田信奈も相良良晴も、まだ死んだと決まったわけじゃねえ！　相良良晴は！　最後の最後まで、織田信奈のために戦い続ける男だ！　俺は……俺は、あの男のように、なりたい……！」

「……ならば、もはや止めはすまい。悔くいを残すな。信尹」

　近衛邸の大広間に、続々と明智軍の兵士が殺到してくる。

　剣けん豪ごうたちから剣の奥おう義ぎを伝授され、刺し客かくを相手に戦い続けてきた近衛前久は、もはや麻呂言葉を捨てて髪かみを振ふり乱し、剣けん鬼きと化して名刀を振り続けた。刃やいばがこぼれ、血ち脂あぶらに覆おおわれて敵の骨を寸断できなくなれば、次の刀を畳から引き抜ぬき、即そく座ざに戦せん闘とうを再開する。

　背後を、息子の信尹が守る。はじめての「実戦」だが、不思議と恐きよう怖ふはなかった。あの相良良晴に比べれば、「関白に斬きりかかるとは」「なんという大罪」とうろたえている明智軍の足軽などはなにほどでもない。

「信尹よ！　初うい陣じんにしては、やる！　腕うでをあげたな！」

「親父、あんたほどじゃねえ！　麻呂言葉もお歯黒も芝しば居いだったんだな！　今の親父が、ほんものの親父だぜ！　あんたは……やっぱり、武家関白だ！」

「いや。最後の最後まで、軽けい忽こつなうかつ者よ。織田信奈と手を携たずさえ、いよいよこの国は変わる、と確信していた矢先に、こうして足をすくわれた」

「まだ負けたわけじゃねえ！　時間を稼かせぐぜ！」

　だが、やはり、戦闘は「数」なのだ。

　とりわけ、逃げ場のない狭せまい屋敷の中では。

　衆しゆう寡か敵てきせず。

　次し第だいに、近衛父子は広間の中央へと追い詰つめられていく。

　いまだ火矢を射かけられないのは、明智軍が近衛邸を燃やせないからである。屋根を占拠せねばならないのだから。すでに、弓兵と鉄てつ砲ぽう隊とが、近衛邸の屋根へと登りはじめていた。近衛父子を屋内に追い込んでいく間に。

　二条御新造への攻撃がはじまる！

「むう。信尹。斬り込みをかけて庭園へと出るぞ！　屋根へ登り、二条御新造攻撃を阻そ止しする！　二条御新造をやらせてはならん！　あすこには、征夷大将軍・今川義元が！　しかも、こやつらは二条御新造を焼き払はらえばただちに本能寺へと向かう！　向かわせれば、それだけ織田信奈の『死』が近づく！」

「無茶だな！　敵は三千、こちらは二人だ！　戦術ってやつは学ばなかったのか、親父！」

「残念ながら、戦術を練るのは兵を率いる武将の仕事よ！　どちらかが倒たおれても、無視して先へと進むのだ、信尹！　よいな！」

「応ッ！」

　こりゃ二人揃そろって斬り死にかな、と信尹が冷ひや汗あせを流しながら「うおおおおおお」と突とつ進しんするとほぼ同時に。

　予期せぬ「加勢」が、門から乱入してきた。

　ほとんど巨きよ人じんと言ってもいい、異形の大男。

　背中に十本の「刀」を背負って、まるで室むろ町まち時代の荒あら武む者しやの如ごとき旧式の甲かつ冑ちゆう姿で庭園に飛び込んできたその者は──。

「元征夷大将軍。『剣豪将軍』とは、余のことである！　謀む反ほん人どもよ、頭が高い！　大義なき謀反を恥はじよ、愚おろか者どもがああああっ！　明智光秀が織田信奈を裏切るはずがあるかあああっ！　愛宕山で忍しのびの術にでも陥って操られているか、偽にせ者ものとすり替かえられているか、いずれかに決まっておるわあああっ！　貴様らはいったい何年、明智光秀に仕えてきたのだ！　馬ば鹿か者どもがああああああ！」

　日ノ本で、そして明みんで、「武」と「剣」の道を究きわめし剣豪将軍。

　足利義輝だった。

　かつて、近衛前久が見捨てた男。二条御所で炎ほのおに包まれて闘死するはずだった男。

　その男が、ごくわずかな手勢のみを引き連れて、近衛邸へ加勢に駆かけつけていたのだった。

「……義輝……！　お前……！　お前を見捨てた俺を……なぜ……」

「なぜもなにもない、近衛！　余は本来、二条御所で死すべき運命だった男よ！　二条御所での敗残は、貴様のせいではないわ！　わが弟・細川藤孝が『古今伝授』を解読したからこそ、余は奇き跡せき的に生き延びた！　明へ亡命するという奇策によってな！　関ヶ原でも、余は斬り死にする機会を逸いつした！　織田信奈になんの恨みもなく、あの者の『天下布武』の志に共鳴さえしておった故ゆえよ！　だが！　今宵ならば！」

　かつての武家の棟とう梁りようとして、足利の男として、「剣豪将軍」として、最高の「死に場所」を見み出いだしたわ、と義輝は返り血を浴びながら高笑いしていた。凄すさまじく強い。もともと剣の鬼おにだったが、明での修業で、とてつもなく強くなっていた。日ノ本の剣術と明の武術の粋を結集させた、恐おそるべき殺人剣の使い手だった。剛ごう力りきと脱だつ力りよくとが表ひよう裏り一体となって、狙ねらった相手を次々と仕留めていく。やはり関ヶ原の折には、足利義輝はまだ「本気」を出していなかったのだ。

「近衛よ。お前はわが義兄弟にして友だ」

「だが、義輝。俺はかつて、お前を裏切って見捨てたのだぞ!?」

「男が、繰り言を抜かすな！　余は死ななかったではないか、それでいい！　そして！　おそらく明智光秀をこの罠わなに塡はめた者は、細川藤孝！　わが弟だ！　弟の不始末の決着は、兄である俺がつける！」

「細川藤孝っ!?　なぜだっ？　あの者は、織田信奈に降こう伏ふくしたはず！　『古今伝授』を解読してなお、相良良晴と織田信奈を打ち破ることはできなかった！　故に、心から二人に恭きよう順じゆんし……」

「近衛。お前は軽忽者よ！　『古今伝授』は本来、降伏の際に焼き捨てるはずだった！　それをお前は持ち去って、三さん条じよう西にし家へと返したであろうが！　その結果、お前を敵視する九条派に漏もれたのだ！　『古今伝授』の秘事が！　おそらく藤孝はその件で九条派の公く家げ衆に詰められ、ならば『予言』を成じよう就じゆさせるのみ、とかかる計画を実行に移したのであろうよ！　公家衆の要求、すなわち織田信奈排はい除じよを請うけ合う見返りに、俺か、あるいは義昭を征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに復位させて足利幕府を復興させるつもりだろう！　要は近衛よ、お前の軽忽さが巡めぐり巡って今こ宵よいの騒さわぎとなったわけだ！　そういうところは、ガキの頃ころから変わらんな！　わははははは！」

　親父いいいいい！　あんた、やっぱ公家に向いてねえよ！　と信尹が刀を振り回しながら叫さけんでいた。

「……なんだと……!?　うかつであった……！　だが……細川藤孝ほどの智ち者しやが、そのような失策を犯おかすだろうか。俺が軽忽だということは、あの者もよく知っているはず……それに、謀反計画に明智光秀を『首しゆ謀ぼう者しや』として巻き込むだろうか？　藤孝は光秀に求きゆう婚こんしていたはず！　恋こいした女を、あの貴公子がこのようなかたちで利用するだろうか？　なにもかも、腑ふに落ちん……！」

　近衛前久は、吼ほえた。

　少しでも、保もたせる！　二条御新造を！

　織田信奈生存の可能性を、少しでも生みだすために！

　あの「花の姫ひめ将軍」今川義元を、かかる地じ獄ごく絵図には決して巻き込ませぬ！

　たとえ、なんのために主君が謀反に踏み切ったのか理解できずに動どう揺ようしている罪なき兵たちといえど、斬きり続けるしかない！　これも、戦国乱世の定めよ！

　皮肉なものよ。もはや、すべてが手て遅おくれかも知れぬという絶望によって。

　俺は──今宵、ほんものの「武家関白」となった──！

　謙信よ。お前と巡り会った時に、俺が目覚めていれば。

「姫武将」に、「天下統一」という血に塗まみれた重責を担になわせてはならなかった。

　俺は関白。藤ふじ原わら氏の氏長者にして、日ノ本という国と民たみに「責任」を負った者。

　そして、俺は、「男」だ──。

　相良良晴のあの無限の「勇気」は、ただ姫武将たちを乱世という嵐あらしから守りたいという、男としての純じゆん粋すいな本能であり情であり、それはおそらく、未来の日ノ本人の男ならば誰だれでも当たり前に持っている矜きよう持じだったのだ。

　なにが血の穢けがれだ。なにが高貴なる藤原氏の血だ。なにが禁きん忌きだ。

　われら公家衆が代々の姫巫女さまを守ってきた理由は、あのお方の血の高貴さ故ではなく、はじめはただ、日ノ本なる「国」を束ねるという重責を背負わされた女によ人にんを、少女を守りたいという、ただそれだけの──。

　俺が自ら血を流さずして、日ノ本に平和など訪おとずれるはずがなかったのだ。

　すべての姫武将よ。

　俺の不明を、許せ。

　そして、相良良晴よ。

　時を超こえて出会った、わが息むす子こよ。

　お前がまだ生きていると、織田信奈の「運命」を覆くつがえすためになおも戦っていると、最後の最後までお前が愛する女のために「運命」に抗あらがい続けると、俺は信じる。

　今宵こそ。

　ともに、戦おうではないか。

　今宵、はじめて、俺とお前はまことの父子となるのだ。

「義輝！　信尹！　もはや己の生死など、どうでもよい！　藤原氏も。公家も。なにもない！　俺は俺自身として生きて、戦い、そして死ぬ！　女たちを、守り抜く！　行くぞ──！」

　近衛前久は、死地へと入った。




　しかし、二条御新造への近衛邸ていからの「攻こう撃げき」は、すでにはじまっていた。

　庭園に飛び出した近衛父子と足利義輝が阿あ修しゆ羅らと化して兵士を斬り倒している間にも、続々と近衛邸の屋根に明智軍の兵が登っていく。

「矢を放て！　火で燃やすのだ！」

「種子島、放てーっ！　ニセ将軍を警護している小こ姓しよう旗本どもはすべて討うち取れ！」

「命が惜おしくば相良義陽を引き渡わたせ、とニセ将軍に使者を送れっ！」

　二条御新造のあちこちから、火の手があがりはじめる。

　だが包ほう囲い網もうは、本能寺に比べれば薄うすい。兵力も少なく、しかも近衛邸にその大部分が吸い寄せられている。近衛前久・信尹の父子と、剣けん豪ごう将軍・足利義輝とが、文字通りの猛もう威いを振ふるっているためだ。

　故に、この時の今川義元には、「二条御新造から逃にげる」という選せん択たく肢しもあったのだ。

　逃げようと思えば、なんとかして脱だつ出しゆつすることは可能だった。

　義元のもとには、吉き良ら網あみ切きりが忍しのびとして侍はべっていたからだ。

　使者からは「相良義陽を引き渡せば助命する」という通告も来ている。

　だが。

　二条御新造の広間に鎮ちん座ざした今川義元は、「脱出」という選択肢を取らなかった。

　花丸の扇せん子すを優ゆう雅がに広げながら、母・寿じゆ桂けい尼にと妹・氏うじ真ざねに、「吉良さんならば安全確実に逃とう走そう経路を確保してくださいますわ」と二条御新造からの脱出を勧すすめつつも、自らはまるで動く気配を見せなかったのである。

　寿桂尼と氏真が、口々に「義元どのも、一いつ緒しよに」「相良義陽は、だって、二条御新造にはいないんだよ？　逃げるしかないよ、お姉さま。一緒に逃げようよ」と義元を説得する。

　だが、義元はてこでも動かない。

「母上。氏真。わらわは、この御ご所しよに留とどまりますわ。ご心配なく。華か麗れいなる『白しら鳥とり風ふう流りゆう円えん舞ぶ』で謀反人どもを片かたっ端ぱしから成敗してみせますわよ、おーほほほほ！」

「なに言ってるの、お姉さま？　種子島の銃じゆう撃げきを浴びたら、蹴け鞠まりなんかじゃ対たい抗こうできないよう。それに、二条御新造を守っている手勢はほんのわずか……！　攻せめ寄せている明智軍は、十倍以上の兵力だよ？　本能寺が落ちれば、さらに増強されちゃうよ？　逃げるなら、今しか……」

「ですから、氏真は母上とともにお逃げなさい。今川家を存続させるために。家康さんなら、律りち儀ぎに旧主・今川家の存続のために手を尽つくしてくださるはずですわ。おーほほほほ！」

「お姉さまも一緒じゃなきゃ！」

「わらわは、いまだ征夷大将軍。信奈さんの『盾たて』としてのお役目を最後まで務めてみせますわ。氏真？　わらわは本来ならば、桶狭間で死すべき運命だったのですわ。そのわらわがこうして生き延び、氏真や母上と再会できたのも、京に雪斎さんの遺骨を連れてくることができたのも、すべては相良良晴がわらわを助命してくれたおかげ。そして、信奈さんがわらわの浪ろう費ひ癖へきに切れてわらわのそっ首を落とさなかったおかげですわ。あのお二人は、今もなお本能寺で必死に運命と戦っているはず。それなのに、わらわが逃げるわけにはいきませんのよ」

　三千の明智軍別働隊をぎりぎりまで二条御新造に引きつけ続けることで、本能寺陥かん落らく・織田信奈討ち死にの瞬しゆん間かんを少しでも先に延ばす。織田信奈生存の時間を、わずかでも稼かせぐ。そのための「囮おとり」役を最後まで務める。

　それこそが、わらわが為なすべきこと。

　それが、今川義元の「決意」だったのである。

「義元どの。あなたが二人に恩義を感じていること、その命をもって二人の恩義に報むくいようとしていることは、尊いと思います。さすがは今川家の当主です。太原雪斎も、誇ほこらしく思っていることでしょう──ですが、織田信奈どのも相良良晴どのもすでに明智軍によって討たれた、と」

「母上。それは明智軍の兵たちが語っている、ただの噂うわさですわ。わらわは、見ていませんもの。見ていない以上、信じる必要はありませんわよ。ええ、ええ。あの信奈さんと相良良晴が、そう容易たやすく死ぬはずがありませんわ。わらわはそれこそ、あの二人の恐ろしいまでの生命力、生き汚ぎたなさを見てきましたもの。どう行動してもいずれかが死なねばならないあの『詰つんだ』状じよう況きようの金ヶ崎から、二人とも生せい還かんいたしましたでしょう？　木津川口では相良良晴は小早川隆景の恋こい人びととなり、織田信奈と敵味方に分かれて海上で激げき闘とうしていながら、終わってみればどちらも生き残ったのみならず、ちゃっかり元もと鞘さやに収まっておりましたわ。関ヶ原は言うに及およばず！　さらには、十字軍が相手であろうとも！　もっとも、日ノ本でいちばん生き汚い武将はもちろん、桶狭間で無茶な命いのち乞ごいをしてまで生き延びたわらわですけれども。そのわらわが言うのですから、間ま違ちがいありませんわ。二人はまだ生きていますとも！　おーほほほほ！」

「……義元どの。本能寺の方角を、南をご覧なさい。あかあかと燃えております。おそらく二条御新造を攻めている兵の三倍の大軍が、本能寺を完全に包囲しております。奇き跡せきでも起きぬ限り……天下人の織田信奈どの。関白になるはずだった相良良晴どの。お二人はもはや……ですが、この二人がたとえ討たれてもなお、征夷大将軍位を保持しているあなたが生き延びれば、織田家は再び態勢を立て直せます。柴田勝家どの、丹羽長秀どのたちを集結させて明智軍を討つ『旗はた頭がしら』の役割を務められます。織田家への恩義を返すというのならば、生き延びて『征夷大将軍』という大義名分を織田家に残すべきです」

「母上。雪斎さんは、わらわに『生きて幸福を摑つかめ』と教えてくださいました。故にわらわは、桶狭間で生いき恥はじを晒さらして生き延びる道を摑もうとあがきましたのよ。ですが──あの二人を見捨てて逃げれば、たとえ生き延びても、わらわは生しよう涯がい、幸福になどなれませんわ。死ぬまで、後こう悔かいと罪の意識にさいなまれ続けるでしょう。生は、必ずいつかは終わるもの。生とは、幸福を摑むための手段にすぎぬのですわ。わらわが摑みたいものは、生そのものではなく、あくまでも──幸福なのですわよ」

「……あのお二人の『運命』を覆すために、己おのれの命を……義元どの。それがあなたの」

「ええ。それが、わらわの『幸福』への一本道ですわ。むろん母上にとっては、わらわは親不孝者。母上を不幸にすることを、お許しくださいます？」

「……義元どの。あなたは、ずっとあのお二人を守るために、お道どう化けの仮面を被かぶって戦ってこられた。ですがその日々は、あなたにとって、かけがえのない幸福な時間だったのですね。ならば、母はもはや、なにも申しますまい」

　こうなると、この子は決して折れない。

　寿桂尼は誰よりも義元をよく知っている。

　もはや説得は時間の浪ろう費ひにすぎない、と悟さとった。

　今川義元は、自らの命をもって、明智軍三千の兵を本能寺へ向かわせない。最後まで二条御新造を守って戦い続ける。織田信奈の「運命」を覆せる可能性がほんのわずかでも生まれると信じて。

　それに、義元を守っている小姓旗本たちはみな、織田信奈の忠実な家臣たちである。みな、義元とともに最後まで戦い続けるだろう。

「……お姉さま。きっといつか、一緒に南蛮蹴鞠大会に……」

「氏真。あなたには、わらわ以上の蹴鞠の才がありますわよ。精進なさい。『世界の今川氏真』として輝かがやきなさい」

　天てん井じようから降りてきた吉良網切が、「てめーの家族は必ず無事に京から脱出させる。邪じや魔まする奴やつは鋏はさみで切ってやっからよ。任せておきな」と義元に別れを告げた。

「ふふ。お互たがいに数すう奇きな運命でしたわねえ、吉良さん。もう、猶ゆう予よはありませんわね。母上たちを、よろしくお願いいたしますわ」

「けっ。やめろよ。らしくねーんだよ……おめーは天下のニセ将軍・今川義元だろう？　辛しん気きくさいのは似合わねえ。花のような笑顔で送りだせっての。あたしを泣かせたら、三代祟たたるぞ！」

「母上たちを、家康さんのもとへ。吉良家再興も叶かないますわよ」

「あのたぬき、堺へ向かってんだろ？　明智光秀がなんで謀む反ほんしてるのか意味わかんねーが、たぬきまでブッ殺されなきゃいーけどな。つーか、普ふ通つうに考えりゃ、たぬきも殺すよな。織田信奈の妹分で長年の同盟者だ……光秀が謀反し、義元がおっ死ちねば、本人が嫌いやがっても家康が実質的に織田家の後こう継けい者しやだかんな。まあいい。たぬきが討たれたとしても、必ずてめーの家族は守り抜ぬくさ。それじゃあな……」

「ええ。できましたら、家康さんも守っていただきたいのですけれどもね」

「無茶言うな。これから無茶苦茶になるだろう堺になんか、危なくて行けねーよ。エリザベス女王あたりを狙ねらって攘じよう夷い志士どもが暴れだすだろうが。でも、まあ、手が空いたら、な……たぬきも、あたしたちの幼なじみだ」

「……ええ、ええ、そうですわね」

「それじゃ、行くぜ」

「さようなら。吉良さん。吉良家を滅ほろぼしたわらわに尽くしてくださって、ほんとうに、今までありがとう。感謝いたしますわ」

　やめろよ、と吉良網切ははなをちんとかみながら、寿桂尼と氏真の手を引いて、そして畳たたみを「どん」と返していた。




　独りきりとなった今川義元は、信じていた。

　桶狭間で死すべきだったはずの自分の命が、この「本能寺の変」の夜まで延長されたことの意味は、必ずある、と。

　自分には、成すべきことがある、成せることがある、と。

　関ヶ原の合戦の折に、ひとたびは死を決意した。にもかかわらず今こ宵よいまでこの命が延長されたのは、家族との再会を果たせたのは、なんという幸運であったろうか。

　わらわは、相良良晴から与あたえられたこの命を天に委ねます。

　信奈さんの「運命」と引き換かえに、どうか。

「歴史の修正力」の波を受ける者は、信奈さんではなく、このわらわに──。




【南蛮寺、そして】




「……ここは……!?　俺は、どうしてまだ生きている？　信奈は。本能寺の信奈は？」




　相良良晴の意識が回復した時。

　彼は、南蛮寺の一室に寝ねかされていた。寝しん台だいの上に。腹部の傷が激しく痛むが、すでに傷口は熱とアルコールとで消毒され、縫ほう合ごうまで施ほどこされていた。

「一見したところ、もう助からぬと思うたが、そなたはまことに幸運児じゃ。奇跡的にも、肝きもの臓などの急所は逸それておったぞい。まるで、刺し客かくが敢あえて急所を外したかのようじゃ。よいぞ、よいぞ」

「曲直瀬……ベルショールの爺じいさん……？　ここはどこだ？　俺はどれくらいの時間、気を失っていた？　信奈は無事なのかっ？」

　老いてますます盛んな「天才医師」曲直瀬ベルショールが、良晴の腹部に真まっ新さらな白い布──手製の包帯を巻きながら「落ち着くのぢゃ」と頷うなずく。

「南蛮渡と来らいの医学も役に立ったが、そなたから教わった未来の医学の触さわり。あれがずいぶんと役に立った。怪け我が人は傷口から『細さい菌きん』に感染した結果死に至る、という未来知識がのう。戦場での将兵の死因の多くは、致ち命めい傷しようによる即そく死しを除けば、矢傷や鉄てつ砲ぽう傷によるものぢゃ。関ヶ原では、『傷口の殺菌消毒』という未来の治ち療りよう方法の基本概がい念ねんを教わったおかげで、ずいぶんと大勢の将兵の命を救うことができた。消毒方法自体は、自分で試行錯さく誤ごを重ねて考案したのじゃがな。そなたのなにげない善行が巡めぐり巡って、そなた自身の命を救うた」

　そんなこと、俺、爺さんに教えたかな……ほんとうに、茶会の席かどこかでなにげない「未来話」をしただけだろう。その断片的な言葉から、新たな怪我の治療方法を発明したというのか。この爺さんはほんとうに、神医だ……うっ。痛い……！　腹部の痛みは……これはかなりきつい。刺さされた直後よりも、今のほうが痛む。

　寝台の背後には、十じゆう字じ架か。

　ここは南蛮寺か。ということは、本能寺から約二百メートル離はなれている。

「うむうむ。わしゃフロイスちゃんのもとでミサに出るために、京に留まっておったのぢゃよ」

「でも、誰だれが俺を救いだして運んでくれたんだ？　俺は本能寺の庭園で、八や瀬せ童子に……」

「本能寺から間かん一いつ髪ぱつであなたを救出したのは、私よ」

　印象的な声と顔立ち。ガスパールに仕えている少女、ヤスケだった。

　俺を手当てする曲直瀬ベルショールの「助手」を務めてくれていたらしい、と良晴は気づいた。

「ヤスケが？　でも、どうして？　信奈はどこだ？　信奈も救出してくれたのか？」

「……残念だけれど、五右衛門の結界が消しよう滅めつしたことを知って私が本能寺に突とつ入にゆうした時には、もう……庭園で八瀬童子に襲おそわれているあなたを救いだして脱だつ出しゆつするので精せい一いつ杯ぱいだったわ。なぜなら、織田信奈は閨ねやの奥深くにいたし、すでに『土岐桔梗』の軍旗が本能寺を四方から包囲していた……」

　ガスパールが異い端たん審しん問もん官たちに監かん視しされて南蛮寺に事実上軟なん禁きんされている間、ヤスケがガスパールの代わりに本能寺を見張っていたのだ。五右衛門の結界が、百地丹波率いる伊賀者との対決によって消えたことを知ったヤスケは、慌あわてて本能寺の庭園へと突入した。だがその時にはもう、良晴は一足先に本能寺に侵しん入にゆうしていた八瀬童子に背後を奪うばわれ、腹を刺されていた。八瀬童子が自らの「気配」を遮しや断だんする能力は、異形のものとしか思えなかった。そしてほぼ同時に、明智軍が本能寺へと殺さつ到とうしてきたのだ。

「……俺は腹を刺されたあと、とどめとして背中へ致命の一いち撃げきを喰くらった、と思っていたが……」

「いいえ。八瀬童子はあなたの背中には拳こぶしを叩たたき込んだだけ。なぜ即死させなかったのかはわからないけれど、腹部の傷がすでに致命傷だと思っていたのかしら？　いずれにしても間一髪だった。夢中で飛び込んで、失神していたあなたを奪だつ回かいしたわ。脱出する際、本能寺を包囲していた明智軍の将兵に見つかってしまったけれど、『その者は人間にあらず』と見み逃のがされた時は、失礼ねと憤ふん慨がいもしたわ──でも、あなたにとっては幸運だったわね」

「それじゃ、八瀬童子は？　閨で眠ねむっていた信奈を殺しに？　いや、違うな。信奈を殺せる者はただ一人だと、あいつは……」

「八瀬童子は、私との対決を避さけた。『黒い忍しのびを見たら撤てつ退たいせえと命じられとる』と言い残してね。あいつはあなたを手放し、身元不明の死体を庭園へと投げ捨てて、脱出したわ。きっと、三さん条じよう河原がわらあたりで拾ってきた無む縁えん仏ぼとけね。どうしてそんなものを残していったのかはわからないけれど。投げ捨てる際に、頭部を破は裂れつさせて、顔面を無残に破損させていた。酷ひどいものだったわ。私を脅おどすつもりだったのかしら？」

「……いや……それは……顔を潰つぶされた死体は、きっと……信奈を絶望させるために……俺の死体だと誤解させるために……あいつは、『本能寺の変』を成功させる上で邪魔になる未来人の俺を始末するためだけに送り込まれた『第一の刺客』だった。『本能寺の変』を実際に起こした者は……」

「そうだ。すでに『本能寺の変』は起きてしまった。起こした者は、明智光秀率いる明智軍。丹波坂本軍だ、相良良晴よ」

　ガスパールが、室内にゆらり、と入ってきた。

　とうとうこの時が来てしまった、とばかりに青ざめている。

　日ひ頃ごろは感情を表に出さない男だが、この夜ばかりは──いや、すでに夜は明けはじめていたが──絶望の谷底に落ちたかのような悲ひ愴そうな表情を浮うかべていた。

「ソテロとプラトン立体捜そう索さく隊の面々は夕刻、すでに帰っていた。異端審問官たちの一部は以後も南蛮寺に居残って私を監視していたが、『本能寺の変』が起こるや否いなや、ことごとく、もはや私などは用済みだとばかりに南蛮寺から立ち去った。おそらく、彼ら異端審問官たちは黒幕と共きよう謀ぼうしていたのだ。どうやら、二条御新造攻ぜめに加わったようだな──」

「義元ちゃんまで襲しゆう撃げきされているのか!?　どうして？」

「明智軍の別働隊三千が、妙覚寺の相良義陽を襲撃したという。しかし彼女の姿はすでに妙覚寺にはなく、別働隊は隣となりの二条御新造に相良義陽が逃にげ込んだと断定してこれを攻こう撃げき。だが、二条御新造は小さいとはいえ本格的な城じよう塞さいだ。攻略に手こずっている。異端審問官たちは、『忍び』として城攻めに加勢しに行ったのだろう」

　伊賀者──八瀬童子──異端審問官──明智光秀──繫つながるはずのないものが、繫がっている。「本能寺の変」というひとつの「目的」のために。もちろん、明智光秀がほんとうに信奈を裏切って「本能寺の変」を起こすはずがない。わけがわからない。いったいなにがどうなっている？

　義陽姉さんはいったい？　義元ちゃんは？　信奈は。五右衛門と一かず宗むねちゃんは。みんな、どうなってしまった？　もしかしてすでに、全員が……？

「……ガスパール。命を救ってもらっていながらこんなことを言うのは気が引けるが、教えてくれ。どうして信奈ではなく、俺を救った？　二人とも救いだす時間はもうなかった、ということはわかった。しかし、いずれかの実を拾うという選せん択たくをする時、どうして信奈じゃなく、俺を選んだんだ？」

「説明不要だ、相良良晴。言うまでもなく、私は織田信奈の『運命』を変えるためにジパングに来た。もしもヤスケが本能寺に飛び込んだ時、目の前に織田信奈が立っていれば、ヤスケは迷わず織田信奈を救って本能寺を脱出し、この南蛮寺へ駆かけ込んでいたよ。それが私の指示であり選択だった。しかし──彼女の『運命』は──」

「庭園には信奈ではなく、俺がいた。しかも、八瀬童子に襲われて瀕ひん死しだった。だからヤスケちゃんは俺を救うしかなかったということか。信奈の『運命』は、その瞬しゆん間かんに定まったと？　俺はどれくらい気を失っていた？　本能寺はどうなっている？」

「不本意ながら……おそらくヤスケが救出できる人間は織田信奈ではなく相良良晴だろう、と予測はしていた。きみに伝えただろう。私は、過去の記き憶おくを持たない。自分が何者かがわからない。ただ、ジパングのオダノブナという言葉だけが頭にこびりついていた。この言葉こそが、自分の正体を知る手がかりとなる唯ゆい一いつの記憶だ。しかも、私が持っていたプラトン立体は、なぜかきみの存在自体に干かん渉しようされて、正常に動作しなくなった。『未来』を透とう視しする石の能力が、きみの影えい響きようを受けると乱れてしまうのだ。きみが未来人だからかもしれないが、きみと私が同一人物だからかもしれない。術士は、自分の未来は占うらなえないからね。また、人間が天岩戸を潜くぐるとその衝しよう撃げきで記憶を失う副作用があることも知った。潜るたびに必ず失うかどうかはわからないがね……故ゆえに、私の正体は『天岩戸を開いて過去に戻もどった二周目の相良良晴』かもしれないと、私はすでにきみに告白していただろう？　だから……このような事態に陥おちいった時……私がヤスケの力を借りて救える者は、きっと……相良良晴になるのだろうと、思っていたよ」

　ふざけるな！　と良晴は呻うめいた。寝台から立ち上がる。激痛。全身から脂あぶら汗あせが吹ふきだす。だが傷の痛みなどは、なにほどでもない。この怒いかりと絶望感、そして「俺は結局、信奈を守れなかったのか」という哀かなしみに比べれば。

「今から天岩戸を潜って過去へ戻り、お前に成り仰おおせろというのか？　天岩戸の本体が鎮ちん座ざする、高たか千ち穂ほへ行けと？」

「他ほかに、織田信奈の『運命』を変える手段はない。相良良晴。最初からやり直すしかないのだ。もっとも、その場合、きみの記憶はおそらく失われる。私がそうなったように。故に、何度繰くり返しても今夜のこの瞬間に行き着いてしまうという無限循じゆん環かんの地じ獄ごくに陥るかもしれないが……」

「以前にも言ったはずだ！　俺はお前にはならない！　俺は、今すぐに本能寺へ行く！　信奈を救いだす……！」

「残念だが、もう不可能なのだ、相良良晴。それが可能ならば、すでに私自身が手を尽つくしている。種子島で重武装している明智軍本隊一万が、本能寺を完全に包囲。たとえどれほどの手勢をかき集めても、京中のキリシタン信者を結集させても、どうしようもない。京の七口を守備していた明智軍が、突とつ如じよとして寝ね返がえったのだ。気づいた時には、もはや……」

「……十兵衛ちゃんが信奈を裏切るはずがない……！　誰だ。誰が黒幕なんだ！」

「まだ、わからない。しかし、これは確かだ。きみがここで死ねば、織田信奈を『運命』から救える人間はいなくなる。私も、存在しなくなる。故に、きみに本能寺へ行ってもらっては困る。きみが討うたれれば、すべてが手て詰づまりになってしまう」

「俺が本能寺で討たれれば、お前が消える、だって？　そんなおかしなことがあるはずがない。俺とお前は別人だ！　信奈を救うことに失敗したから、今までの日々をすべて『なかったこと』にしてやり直せ、だって？　俺がそんなことを言うはずがないだろう！　たとえ信奈と過ごした日々の記憶を失ったとしてもだ！　俺はいちど記憶喪そう失しつに陥った。小早川さんと恋こいに落ちた……それでも……絶対に……信奈への想おもいだけは、忘れていなかった……！　記憶は消え去っていても、この想いは……心の奥底に、いつだって……」

　良晴はこれまで、どれほどの絶望的な状じよう況きように陥っても、必ず再起してきた。ただ、信奈を守りたい、信奈の「運命」を覆くつがえしたい。それだけのために。無む尽じん蔵ぞうの勇気。決して尽きない力。信奈という存在が、良晴にその力を与あたえ続けてきたのだ。

　しかし、今。

　その気力が、急速に、失われつつあった。

　室内に置かれていた、南蛮時計を見てしまったからだ。

　無情にも、あの「八瀬童子襲撃」から、三時間もの時間が経過していた。

　もうすぐ、「朝」になる。

　俺は三時間も失神していたのか。信奈が「本能寺の変」という「運命」に立ち向かっている間、俺は、三時間も気を失っていたのか……！

　いったい、俺はなんのために。今。今夜。この日この瞬間。信奈の「運命」の岐き路ろが訪おとずれたこの三時間、どうして俺は──！

　なんてことだ。

　俺は、失敗したのか。

　過去に戻って、ガスパールになるしかないのか。

　とどのつまりは、無限循環に陥ると知りながら？

　それは、信奈が永遠に本能寺で死に続ける、ということではないのか？

「敵」は。「黒幕」は。

「本能寺の変」を確実に発生させて成功させるために、最大の障害である未来人の俺を「先に」排はい除じよした。

　つまり、黒幕は未来を知っている者──「本能寺の変」の詳しよう細さいをあらかじめ知っていた者──。

「……まさか、細川藤孝か。あいつなのか？　でも、そんなはずは……どうやって明智軍を乗っ取ったのかはわからないが、『本能寺の変』が発生すれば十兵衛ちゃんも滅ほろびる！」

「細川藤孝か。『古今伝授』を解読した彼ならば、可能かもしれない。だとすれば、相良義陽が二条御新造に逃げ込んだと言い張ってこれを攻めていることにも、なにか理由があるはずだ。二条御新造攻撃の目的のひとつは、近衛前久を『本能寺の変』に巻き込んで失しつ脚きやくさせることだろう。二条御新造の隣には、近衛邸ていが建っている。明智軍別働隊は、その近衛邸の屋根に登って二条御新造を攻撃しているという。これは、公く家げ衆から織田派の近衛前久を排除するためだろう。『本能寺の変』を成功させるべく、黒幕は公家衆と手を組んでいるということだ」

「それだけじゃないはずだ！　近衛のおっさんの嫡ちやく子し……あいつの名は、そうだ、近衛信尹！　のぶただ、だ！　織田信のぶ忠ただと、同じ名前！　『本能寺の変』では、本能寺だけが襲撃されたわけじゃない。織田家嫡子の織田信忠が、妙覚寺に泊とまっていた。この信忠も襲撃され、二条御新造に籠ろう城じようして戦い、死んだ……天下人と嫡子をともに殺したことで、『本能寺の変』は成功した……」

「信忠と信尹か。漢字は異なるが、読みは同じだ、相良良晴。その近衛信尹は、父・近衛前久と足利義輝とともに、近衛邸を放ほう棄き。二条御新造に籠城して、なおも今川義元を守るべく戦っている」

　黒幕は細川藤孝だ、と良晴は確信した。「のぶただ」を二条御新造に籠城させる。これが、「本能寺の変」を成功させる「必ひつ須す条件」だったからだ。ほんものの「のぶただ」、つまり「織田信忠」は、昨夜ゆうべ、たしかに地上に「生を受けた」。信奈の、お腹なかの中に。俺が信奈を抱だいた瞬間に、「本能寺の変」発生の条件はすべて揃そろってしまったんだ。

　だが、信奈は本能寺にいる。どうあっても信奈は本能寺で討ち取らねばならない。「場」の力が「運命」に強く干渉するという「場」の理論から考えるに、本能寺以外の場所では、信奈を殺せない。関ヶ原では現に失敗している。故に、二条御新造に「織田信忠」を移動させることはできない。そもそも、いくら「歴史の修正力」とも言うべき力が働いて帳ちよう尻じりを合わせに来るとしても、「今夜」信奈が妊にん娠しんする確率は「十割」ではない。そこで、「織田信忠」の代わりに二条御新造に籠城して討ち死にする「贄にえ」として選ばれた人間が、「近衛信尹」──！

　俺が知っている歴史では、信尹が改名するのはもっとずっと先の未来だったはず。すでに信尹と名乗っていたことに違い和わ感かんはあった。だが、信奈のように名前そのものが史実と違ちがっている場合もあるのだ。五右衛門だってそうだ。蜂須賀小こ六ろくではなく、なぜか五右衛門と名乗っていた。そもそも、男のはずだった大勢の武将たちが、女の子に。名前が少し違う程度のことくらい、この世界では普ふ通つうにあるのだろう、と俺は気にしていなかった……しかし、細川藤孝は俺よりもはるかに頭が切れる。あいつの「名」を、信尹という存在を、「本能寺の変」を成功させるために利用したんだ！

「だが『本能寺の変』の成功には、織田有楽斎が、織田信忠の嫡子・三さん法ぼう師しを二条御新造から逃がすというもうひとつの条件があるはず……有楽は堺へ向かっていて不在だ。この条件は、成立させようがないはず……」

「相良良晴。今川義元の忍しのびが、寿桂尼や今川氏真たち、義元の家族を二条御新造から逃がしている。これも、成功条件を満たすための『代役』だろう。あるいは細川藤孝こそが、今川義元に急きゆう遽きよ家族を引き合わせて本能寺茶会を土ど壇たん場ばで欠席させた張本人ではないだろうか。織田信奈の三職推任問題が発生して公家衆が『すわ簒さん奪だつ』と慌あわてることになったのも、もとはといえば今川義元の茶会欠席が発ほつ端たんだ」

「そうだ。そうだった、ガスパール……もしかしたら馬揃えに特別遊撃隊が乱入してきた時にも、細川藤孝の手引きがあったのかも……」

「その細川藤孝は昨夜、愛宕百ひやく韻いんに参加している。そこで明智光秀は、替かえ玉だまとすり替えられたか、催さい眠みんの術にかけられたか、いずれかだ。しかし、いかに催眠の術とはいえ、主君を殺せなどという著いちじるしく反はん倫りん理り的な暗示には人間の心は激しく抵てい抗こうする。おそらく、明智軍の総大将は偽にせ者ものだろう。本人が愛宕山にいる隙すきに入れ替わり、明智軍を乗っ取ったのだ」

　もはや、疑う余地はなかった。なにもかもが細川藤孝の計画通りに進行していると考えれば、説明がつく！　細川藤孝は悪あく魔まのように知ち恵えが回る。その上、「古今伝授」を解読している。ガスパールよりも「本能寺の変」について詳くわしい！

　ガスパールの観測術は、皮肉にも相良良晴自身の存在が干渉したために、「本能寺の変」の詳細までは予知できなかったのだ。彼が信奈の破は滅めつに関して明確な映像として見通せた未来は、「本能寺の変」の発生直後に起きる「安土城炎えん上じよう」くらいだ。未来人の俺が、ガスパールのプラトン立体に干渉して、妨ぼう害がいしたんだ。俺が来たために、「未来」が不確定となったためか。あるいは俺とガスパールが同一人物だからか。

　いずれにせよ、もしも俺がこの世界にいなければ、ガスパールは悲願を果たせたのかもしれない。それとも、俺が来なければそもそもガスパールという男はこの世界に誕生していなかったのだろうか？　やはり、俺がガスパールになるしかないのか？　しかしそれでは、「古今伝授」を解読済みの細川藤孝には決して勝てない！　最悪の無限循環に陥る！

　なんてことだ。なんということだ。

「運命」が、成じよう就じゆしてしまう！　このままでは！　信奈も。お腹の子も。近衛信尹も。義陽姉さんも。義元ちゃんも。みんなみんな、死んでしまう！

「……いや、まだだ……まだだあああっ！　萎なえている場合じゃない！　くじけている猶ゆう予よはない！　俺は行くぞ、本能寺へ！　まだだ。まだ間に合う！　信奈は、絶対に最後まで諦あきらめない！　最後の瞬間まで、戦い続けているんだ！　俺にはわかる！　ヤスケちゃん、頼たのむ！　俺を、本能寺へ連れていってくれ……頼む……！　頼む……！　お願いだ……！」

　ヤスケは──「ガスパールさま。私は、彼と行きます」と主あるじに告げると、良晴に自らの肩かたを貸して、そして二百メートル先の本能寺へと奔はしった。

　ガスパールもまた、ヤスケを止めなかった。

　相良良晴は、なおも驚きよう嘆たんすべき不ふ屈くつの精神力を失ってはいない。

　目覚めるには遅おそすぎ、眠ねむるには長すぎた。三時間という絶望的な時間を失ったと知って、それでもなお、蘇よみがえろうとしている。這はい上がろうとしている。「運命」に抗あらがおうとしている。

　ああ。これは、彼自身だけの力ではない。織田信奈が、彼女の友たちが、彼に力を与えているのだ。

　それでは、私の正体は──ガスパールは目を閉じながら、ヤスケと良晴を静かに見送った。

　フロイスとオルガンティノは、しばし寝ねかせておいてあげよう。目覚めれば、京は悪夢の如ごとき世界に変へん貌ぼうしているのだから。あと少しだけ、幸福な夢を──。










　相良良晴は、「本能寺」に到とう達たつしていた。

　朝日がうっすらと、東の空を照らしはじめている。

　はっきりと、無残な廃はい墟きよが、見えた。

　そこはもう──本能寺では、なかった。

「本能寺跡あと」だった。

　かつて本能寺だった建物と庭園のことごとくが、燃え尽つきていた。

　一万の明智軍は、続々と二条御新造攻ぜめへと加勢すべく、全速で北への行軍を開始していた。

　本能寺跡に残された兵士たちはわずかだった。誰だれも、相良良晴の出現に気づかない。彼らは、すでに相良良晴はこの本能寺で灰になったと信じている。それにみな、燃え落ちた本能寺跡のどこかに埋うまっているはずの織田信奈の「頭ず蓋がい骨こつ」を求めて血ち眼まなこになって捜そう索さくを続けているのだ。捜さがしても無む駄だだ、と良晴は思った。「本能寺の変」が成就した後。信奈の頭蓋骨は、遺骨は、発見されない。それが、明智光秀が没ぼつ落らくする最大の要因となるのだ。「歴史」が、そう定めているのだ。未来人・相良良晴による歴史改変を許さない「歴史の修正力」の揺ゆり戻もどしが「成就」したのならば、もう、見つかるはずがない。




　織田信奈は、消えた。

　この世界から。

　髪かみの毛一本さえ、地上に残さずに。

　塵ちりと。灰に。帰した。

　お腹の中に宿した、小さな命とともに。

　良晴の子と、ともに。




　良晴は、大地に突つっ伏ぷして、吼ほえた。

　脳を刀でぐちゃぐちゃに搔かき回され切り刻まれるかのような、耐たえがたい苦痛。

　想像を絶する。

　だが。

　その咆ほう哮こうをすら、許さない者がいる。

　なにを泣いている。明智光秀や相良義陽、五右衛門姉し妹まいの生死も定かならぬうちに。立て。立ち上がれ。まだ、二条御新造では花の姫ひめ将軍たちが自分たちの「運命」と戦っている！　お前の義父も！　お前の義弟もだ！　ここで心が折れる程度の男だったのか、お前は！　相良良晴よ！　今すぐに立ち上がって、「運命」と戦え！　なにをぐずぐずしている！　泣いて、なにがどうなる！　それで「運命」が変わるのか！　それで、お前が愛した人々を救えるのか！

　相良良晴。

　お前はまだ、生きているではないか！

　前ぜん鬼きの声なのか。しかしもう前鬼の残留思念は、関ヶ原で最後の力を使い果たして完全に消しよう滅めつした。では、これは俺自身の声なのか、それとも。




「──立ち上がるにゅ。相良良晴。すねこすりのご主人さまたちが、ついているにゅ。あなたとともに苦しみ、ともに泣き、ともに戦い、ともに抗うあなたの仲間たちが」




　瓦が礫れきに額を打ち付けて獣けもののように泣き叫さけんでいた相良良晴の視界に、小さな狐きつねのような生き物を肩に乗せた一人の少女の姿が、飛び込んでいた。良晴の痛みをともに分かち合いながら。ともに震ふるえながら。ともに泣きながら。それでも少女は必死に、良晴へと向けてその白い手を差し伸のべていた。

[image: ]




「良晴さんは、一人ではありません。あなたは、戦国日ノ本の民たみの祈いのりに、織田信奈さまの祈りに応こたえて時を超こえ、この世界に降り立った英えい雄ゆうです。さあ。どうか、手を伸ばしてください──信奈さまを、『運命』から救いだすために」







　　　あとがき




「織お田だ信のぶ奈なの野望」を書きはじめた頃ころは、まだ体力があったので、可能な限り現地取材旅行に出かけてその場でアイデアを練っていたものでした。机の前に座って頭を捻ひねっている時よりも、脚あしを動かして見知らぬ土地を歩いている時のほうが、勝手に描えがくべき映像が脳のう裏りに浮うかんできたりするのです。

　きっかけは岐ぎ阜ふ取材でした。信奈も良よし晴はるも自分の頭の中で考えだしたキャラクターだったはずなのに、１巻の出版準備をしながら２巻のアイディアを練っていたある日、なぜか衝しよう動どう的に岐阜に行きたくなり、岐阜城の天守閣に登って広大な濃のう尾び平野を見下ろしている時に、不意に（信奈と良晴は結局、最後は結ばれたんだろうか……）と涙なみだぐんでいた自分に気づき、自分は小説を書いているのではなくて「信奈の世界」を記録している旅行者なのだ（そうでなければ頭がアレになってしまったのだ）と思い、「高校野球史上最強のバッターは山田ですよ！」と言い放った水みず島しま新しん司じ先生の境地というものがわかってしまった気がしました。

　気づけばあれから約十年、「信奈」を書くことが人生そのものになってしまいました。

「信奈」の場合は[image: ]％の創作ではなく、歴史を題材に扱あつかっていたからかもしれません。

　それから、「現地に行けば描くべき映像が浮かびあがる」という体験に夢中になって、日本中を回りました。時にはその土地が気に入り、そのまま転居して住み着いたりしてしまいました。特に住み心ごこ地ちがよかったのは、博多はかたと沖おき縄なわです。

　書くべき大筋はあらかじめ「歴史」が定めていますから、取材先に困ることはありません。距きよ離りや季節の関係で、順番が前後したりはしましたが──。

　名な古ご屋や、熱あつ田た神じん宮ぐう、桶おけ狭はざ間ま。

　安あ土づち城、小お谷だに城、長なが浜はま城、姉あね川がわの古戦場。

　伊い勢せ神宮。

　叡えい山ざん。

　関せきヶが原はら。

　京きよう都と、本ほん能のう寺じ。

　嵐あらし山やま。

　宇う治じ。

　伊い丹たみ。

　姫ひめ路じ。

　奈な良ら。

　青あお森もりのキリストの墓。

　小お田だ原わら。

　厳いつく島しま。

　岡おか山やま。

　直なお江え津つ、春日かすが山やま。

　甲府、武たけ田だ神社。

　上うえ田だ、戸と隠がくし、善ぜん光こう寺じ、川かわ中なか島じま。

　博多。

　沖縄。

　他にも行ったのですが、よく覚えているのはこのあたりです。いちばん苦労したのは堺さかい・大おお阪さかで、当時とはすっかり様変わりしてしまって、行くべきスポットがあまり残っていなかったんですね。執しつ筆ぴつの後半は身体からだが弱ってしまい、出雲いずも大社などは直前で取材を断念せざるを得なかったのですが、まあ鹿しか之の助すけが絡からむと七難八苦が襲おそってきますからしょうがなかったです。

　そんな中、「信奈」のクライマックスは「関ヶ原」、最後は「本能寺」で物語を終わる、という構想は最初期から持っていました。そのため、関ヶ原と本能寺の取材はもう何年も前に済ませてありました。「もう無理かな」と何度も諦あきらめかけながらも、紆う余よ曲きよく折せつを経て、とうとうその「本能寺編」を書く時がほんとうに来てしまったのですが、日本史上最大の謎なぞとも言うべき「本能寺の変」の真の黒幕は誰だれだという議論は今もなお盛んで、いろいろな説が飛び交っていますよね。最近ではついに明あけ智ち光みつ秀ひでの子孫という方が登場して、光秀が大河ドラマの主役に抜ばつ擢てきされるという、「信奈」スタート時には想像もしていない展開になっていますが、ともかくもう平成の世も終わるというのに「本能寺の変」の謎は深まるばかりです。それほどに、みんなが、「もしもあの時、本能寺で織田信のぶ長ながが死んでいなければ、歴史はどんなふうに変わっていたのだろう──」と想像せざるを得ないんですね。

「信奈」の「本能寺編」を書くにあたっては、当時の本能寺跡あと（変の際に燃えてしまったので、もう残っているのは石せき碑ひだけでした）を訪れたあと、移転先である現在の本能寺を訪れて取材のまねごとをしたのですが、本能寺には「宝物館」があったんですね。宝物館では、「本能寺の変」前夜に急に鳴きだしたと言われている謎の香こう炉ろ「三みつ足あしの蛙かえる」をはじめ、いろいろな展示物が公開されていました。

　実は、この宝物館で──もう八年くらい昔の話なのですが──偶ぐう然ぜん（？）にも宝物館を一人で仕切っておられました受付の管理人さん（警備員さんかも）が、「本能寺の変」の真相について持論をたっぷりと語ってくださったのです。「織田信長の小説を書いていまして、取材に来ました」と告げたところ（実は織田信奈なんですけどね、とは敢あえて言いませんでした。っていうか不ふ審しん者丸出しだから言えない……）、管理人さん（年配のお爺じいさんでした）が、「ああああ。まあまあ。そうでしたか。実は私、『本能寺の変』の犯人を知っているんですわ」と重大なことを言いだして、「な、なんだってー」と固まってしまったのですが、そこから二時間ほど、「本能寺宝物館提供・真説本能寺の変」について立ち話が続きました。ほとんど管理人さんが一人で喋しやべっていたわけですが、その熱の入れ具合といい、理路整然ぶりといい、もう目も耳も離はなせません。自家製の「資料」まで手て渡わたしてくれました。それは当時の京の地図でした。管理人さんの説では、「明智軍の兵士は、近衛このえ前さき久ひさ邸ていから隣となりの二に条じよう城めがけて攻こう撃げきを仕し掛かけている。近衛前久はこのあと、秀ひで吉よしから「本能寺の変」への関かん与よを疑われて徳とく川がわ家いえ康やすのもとへ逃にげた。だから、黒幕は近衛前久」と言うではありませんか。その後、秀吉から「許してやるかわりに関白位をよこせ」と迫せまられたのだとすると、辻つじ褄つまは合います。

　実は、それまで自分の中では「朝ちよう廷てい説」は採用していなかったのですが、あまりにも本能寺の管理人さんの情熱が凄すごいので、「そうですか」と納得させられ、以後、本能寺の管理人さんと交わした立ち話が「信奈」の構成に大きく関かかわることになったのです。

　初登場には悪役だった近衛前久というキャラがどんどん重要になっていったのは、「途と中ちゆうから信長と手を組む」「信長のために本ほん願がん寺じとの和わ睦ぼくに奔ほん走そうする」「信長の命令で九州島しま津づ家のもとに下向する」といった実際の史実に沿った近衛の行動を描いたまでということもあり、つまり最初からの予定ではあったのですが。

　でも、その近衛前久と相良さがら良晴が、肥ひ後ごの「相良義よし陽ひ」によって互たがいに一族だと判明し、義理の父おや子こになるという展開は、作者が意図していたものではなく、不思議な偶然でした。「信奈」は、やはり「書いている」のではなく「書かされている」のです。

「信奈」の世界における「本能寺の変」は、誰がなんの目的で起こすのか。そして、良晴は信奈を襲うこの最大の「運命」を越こえられるのか。すべては、次の最終巻で──。

　最後になりましたが、イラストレーターのみやま零先生、担当編集さん、いつもありがとうございます。そして読者の皆さんもこの作品を手に取り続けていただき本当にありがとうございます。次巻もどうぞよろしくお願いいたします。
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